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平城京右1京八条す坊十三・ 十四坪

発掘調査報告

大和郡山市教育委員会

1990



平城京は,奈良時代において政治経済の中心をなすわが国最初の

都市遺跡であります。朱雀大路を軸に左右対称的に展開し,整然と

区画された空間は,古代の調和美の象徴でもありました。しかし現

在では,水田の下にすっか り埋 もれてしまい,往時を偲ぶことはで

きません。とはいえ,近年の発掘調査に伴う考古資料の増加によつ

ていにしえの平城京の姿がよみがえりつつあるのは,ま ことに喜ば

しいことであります。平城京は,わが大和郡山市にも及び,中には

羅城門や西市などの重要な遺跡が存在してお ります。今日,市内で

の調査成果の進展には著しいものがあり,京の南辺部の様子がすこ

しずつ判明してきたのは誠に意義深いことであります。

こうした状況に呼応すべく,大和郡山市が計画した清掃センター

周辺整備事業に伴い右京八条一坊十二坪・十四坪の調査を大規模に

実施して頂きました。調査が無事終了し,多大の成果を納めました

のも奈良国立文化財研究所のご協力によるものです。また,調査研

究活動に多忙の中,本書の作成にもご尽力頂きました。

最後になりましたが,終始ご指導頂いた奈良国立文化財研究所に

深く感謝の意を表すると共に,本書が広く活用され,埋蔵文化財に

対する理解を深めて頂く機会になることを切に願 う次第であります。

平成 2年 8月 31日

大和郡山市教育委員会

教 育 長 井 夫上
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3.建物S B 1553, S B 1984 耳とから

15 6AH一P区  十 四坪           1.建 物S B 1532,上 坑S K1980 東から

2.建物S B 1531,上 器埋納遺構S X 1592, S X 1593



16 6AII一〇 区 十四坪

17 6AII―O区  十四坪

18 6AII O区 十四坪

19 6AII―O区  十四坪

20 6AII一〇 区 十四坪

21 6AII―O区  十四坪

22 6AII― Q区  十三坪井戸

23 6AII一 P・Q区 十三・十四坪井戸

24 6AII P区 十四坪井戸

25 6AII O区  十四坪井戸

26 6AII― P・ Q区 十三・十四坪土器

理納遺構

27 鋳造関係遺物 1

28 鋳造関係遺物 2

29 鋳造関係遺物 3

東から

3.土坑S K 1552 南から

第179次調査区全景 】ヒから

1.道路S F 1970,築 地S F 1570 北から

2.建物S B 1710 東から

3.建物S B 1682, S B 1760,S B 1790,S B 1791 東

から

1,建物S B 1820, S B 1830, 塀 S A1900, 上坑SK
1824, S K1951 東から

2.建物S B 1780, S B 1781,S B 1810 南から

3.井戸S E 1870,土 坑S K1861, S K1915, S K 1943

東から

1.建物S B 1890,塀 S A1850,井戸S E 1867 南から

2.土坑S K 1863 封ヒから

3. 土坑 S K 1825, S K1926 】とから

4. 土坑S K 1775 南から

1.第 156-32次調査区全景 北から

2.同上全景 南から

1,大和郡山市教委調査区全景 西から

2.同上全景 北から

3.建物S B 1890 北から

1. 井戸S E 1305 西から

2.井戸S E 1315 北から

3.井戸S E 1365 北から

4. 井戸S E 1375 】ヒから

1. 井戸S E 1530 西から

2.井戸 S E 1550 南から

3. 井戸S E 1555 西から

4.同  】ヒから

1. 井戸S E 1700 南から

2.同 細部 南から

3.井戸S E 1560 東から

4. 井戸S E 1867 南から

1.井戸S E 1870, S E 1880 南から

2.井戸S E 1870 西から

3.井戸 S E 1917 南から

4. 井戸S E 2020 南から

1. 2. S X 1535 東から

3.S X 1579 東から

4。  S X 1400 西から

5。  S X 1592(左 ), S X 1593 北東から

6。  S X 1578 】ヒから

7. S X 1401 南から

8. S X 1310 南から

9。  S X 1572 】しから

10。  S X 1589 】ヒ東から
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鋳造関係遺物 4

鋳造関係遺物 5

金属製品 ,ガラス製品・ 石製品

金属製品

漆関係遺物 1

漆関係遺物 2

銭貨 1

銭貨 2

土器 1

土器 2

土器 3

土器 4

土器 5

土器 6

土器 7

木製品 1

木製品 2

木製品 3

木製品4

木製品 5

木製品 6

木簡・漆紙文書

漆紙文書

瓦鴬 1

瓦鶯 2

動物・植物遺存体

土器埋納遺構出土遺物 1

土器連納遺構出土遺物 2



平城京右京八条一坊十三・十四坪発掘調査報告

1989



第 1章 序

1 平城京の発掘調査

この発掘調査報告書は,1984年から1986年にかけて,奈良県大和郡山市九条町において実施

した発掘調査の記録である。奈良国立文化財研究所平城官跡発掘調査部は,平城宮跡の調査研

究及び宮跡の整備を目的として,1963年に設置された調査研究機関であるが,平城官跡とは不

可分の関係にある平城京跡についても重大な関心をよせ,現在に至っている。

都城建設に関する土木工学的な問題,宮殿 と寺院との比較,官衡 と住宅との対比,あ るいは

宮 と京の両地域から出土する遺物類の共通点と相違点など,多 くの解決を要する課題が山積 し

ているのである。すなわち,古代の都城を明らかにするためには,官 と京のいずれを欠いても

片手落ちであ り,両地域の状況を的確に把握することによってのみ,古代都城の真実に肉迫で

きるのである。このような主旨に沿って,発掘調査部の創設以来,平城京内の各地で発掘調査

を行ない,少なくない新資料を公表してきた。

1960年代の終わ りから1970年代初期の調査では,国道24号線バイパスエ事に伴 う事前調査が

大きな課題であった。この調査では,平城宮跡の範囲が従来推定されてきた方八町の範囲では

なく,さ らに東方に広がることが明らかとなり,路線を変更し,特別史跡の範囲を拡張して宮
1)                    2)

域を保存することになった。また,迂回先の左京東三坊大路の調査では,奈良時代から平安時

代にかけての良好な遺構 と遺物を発見し,平城京域が予想以上によく爆存されていることを確

認した。しかし, この段階では調査体制が不備で,路面敷の多 くの地点に未調査地を残さざる

を得なかった。1971年から1973年にかけては,近鉄西大寺駅付近の開発が活発化し,デパー ト,

銀行などが水田のなかに突如として出現する開発ラッシュとな り,建設に先立つ発掘調査によ

って,奈良時代末期の尼寺である西隆寺を明らかにするなどの成果を得た。

平城京の正門である羅城門と中心街である朱雀大路に対する関心は根強 く,大和郡山市の要

請によって,1970年には羅城門,1974年には奈良市の要請によって朱雀大路の規模を確認し,

録存のための有力な資料を得た。この間,岸俊男氏を中心に進められた「平城京遺存地割」の
0

研究成果にもとづき,京域の骨格 ともい うべき大路・小路など道路敷の調査を意図的に進め,

地上に姿をとどめる遺存地割が,平城京の地割を忠実に踏襲していることを随所で確認した。

1)奈良国立文化財研究所『奈良国立文化財併究

所年報 1966』 p.37(以下,『年報1966』 等と

略記する),同『年報1967』 pp.35。 42。

2)奈良国立文化財研究所『平城官発掘調査報告

Ⅵ』平城京左京一条三坊の調査 (学報第23冊 )

19巧 (以下『平城宮報告Ⅵ』等と略記する)。

3)西隆寺調査委員会『西隆寺発掘調査報告書』

1976。

4)大和郡山市教育委員会『平城京羅城門跡発掘

調査報告』1972。

も)奈良市『平城京朱雀大路発掘調査報告』1974。

6)奈良市『平城京の復原保存計画に関する調査

研究』1972及び註 5)前掲書第Ⅲ章。

垂早



1)

1973年,1974年に行なった奈良市役所建設予定地の調査は庁舎敷しか発掘できなかったが,

高級貴族の邸宅構造が初めて姿を現した調査である。1974年の奈良県営姫寺団地における調査

では,東市付近に定住した庶民の住宅地が明らかになり,都市生活者の生活形態を解明する糸

口を得ることになる。このような居住者の階層が異なる二つの遺跡を比較することによって,

条坊内における生活条件を所属階層ごとに区別して理解できるようになってきた。

1975年,奈良郵便局建設予定地では画期的な発見があり,平抜京の発掘調査の重要性が改め

て認識されるところとなった。それは邸宅の中心部に設けられた庭園が,極めて良好な状態で

残 り,しかも従来の庭園史では予想すらできなかったもの,だったからである。その後,こ の

遺跡は国の特別史跡として保存された。

京域内の寺院については,大安寺,西大寺,東大寺,法華寺などの旧境内について随時調査

し,上述のように全 く消滅してしまった西隆寺の寺域についても明らかにした。一方,薬師寺

の昭和再建について,計画段階から協力し,発掘で得た成果にもとづいて復興を進め,現在も

なお続行中である。

1970年代後半から1980年代にかけては,新市庁舎を中心とする大宮通 り沿いの開発工事が急

速に進展し,美田を誇ってきた平野部における緊急の発掘調査が激増してくる。今回報告する

大和郡山市北部清掃センターにかかわる発掘は,そのなかでも規模の大きいものであり,鋳造

関係工房に関する新たな問題を提起した遺跡である。1986年からは平城官跡の東南方で,デパ

ート建設地を対象とする大規模調査を実施し現在もなお継続中だが,「長屋王」の邸宅である
5)

ことが判明するとともに,こ れまでに例を見ない邸宅内の様子が甥らかになりつつある。

以上は,当調査部が行なってきた平城京関係の調査の一部であるが,ほかにも多くの調査を

行ない,古代史研究に豊かな資料を提供している。またこれらの調査をつうじて,平城京に対

する理解は一層精緻なものとなり,例えば庶民の宅地互給,住宅構造,土器の消費形態,木製

祭祀具の分析などのように, これまでには考えられなかった新しい問題も提起されている。だ

が,こ のような成果に手放しで酔いしびれているわけにはいかない。なぜならば,それらの遺

跡の大多数はすでに存在しないからである。

現状では,急速な開発工事に対応するため,奈良県赦育委員会,奈良市赦育委員会,大和郡

山市教育委員会,及び当発掘調査部が連携を強め,調査地の分担などについての協議を行なっ

ているが,必ずしも十分な成果をあげていない。つまり, 日常的な開発にともなう調査に右往

左往し,遺跡の長期ないしは永久的な朱存を目的とする調査が後退してしまっているからであ

る。とはいえ,奈良市による東市跡,奈良県による松林官跡の調査のように,保存を前提とす

る調査もなくはないが,それらすら将来の保存に関しては悲観的にならざるをえない。現段階

において,平城京跡に対する基本的な保存策を早急に講じなければ,地下の平城京は早晩に壊

滅するであろう。

1)奈良国立文化財研究所『平城京左京三条二

坊』1975。

2)奈良国立文化財研究所『平城京左京八条三坊

発掘調査概報―東市周辺東北地域の調査』1976。

3)奈良国立文化財研究所『平城京左京三条二坊

六坪発掘調査報告』1986。

2

4)奈良目立文化財研究所『薬師寺発掘調査報

告』1987。

5)奈良国立文化財研究所『昭和61年度平城宮跡

発掘調査部発掘調査概報』198名 p.61(以 下,

『昭和 61年度平城概報』 と略記する)。 『年報

1987』 p.31,『 昭和60年度平城概報』1986,p.44。



2 報告書の作成

今回報告する調査は, 奈良国立文化財研究所平城官跡発掘調査部による 1984年度の第 156-

32次調査,1985年度の第 168次南及び第 168次北調査,1986年度の第 179次調査を中心とし,

これに先行して行なわれた大和郡山市教育委員会による1984年度の調査 (担当者 服部伊久男)

の成果の一部をあわせて収録した。以下,発掘調査責任者と,発掘担当者,発掘調査関係者を

列記する。

次 数  年度 所  長  発繋曇黎贅  発掘調査担当者

第15併32次 1984 坪井 清足  岡田 英男  千田 剛道  工楽 善通  上野 邦一

本中  真  杉山  洋

第163次南  1985 坪井 清足  岡田 英男  千田 剛道  田中 哲雄  山本 忠尚

山岸 常人  舘野 和己

第168次北  1985 坪井 清足  岡田 英男  杉山  洋  工楽 善通  上野 邦一

巽 淳一郎  本中  真

第179次   1986 鈴木 嘉吉  町田  章  本中  真  綾村  宏  毛利光俊彦

井上 和人  玉田 芳英

松本 修自

報告書の作成は,1987年度か ら開始し,遺構関係の整理については遺構調査室・計測修景調

査室があた り,遺物については木製品 。金属製品関係を考古第一調査室,土器類を考古第二調

査室,瓦鶯類を考古第三調査室がそれぞれ分担 し,木簡・漆紙文書・墨書土器については史料

調査室が担当し,歴史研究室が協力した。本書全体の構成については随時行なった検討会の成

果に立脚している。執筆分担は次のとお りである。

第二章 1 町日 章 2 千田剛道

第Ⅱ章 1・ 4B,C 千田剛道 2・ 4A 服部伊久男 (大和郡山市教育委員会)

3 千田岡よ道 本中 真 4D 杉山 洋 4E・ 5 本中 真

第Ⅲ章 1・ 2G 千田剛道 2A～ E 島田敏男 2F 井上和人

第Ⅳ章 lA。 2・ 3・ 10 松村恵司 (現文化庁記念物課文化財調査官) lB・ 5 井上和人

4 千田剛道 服部伊久男 玉田芳英 6 舘野和己 (現奈良市文化課長)7 小林謙一

8 松井 章 9 光谷拓実

第V章 1 本中 真 2,3 島田敏男 4 光谷拓実 5・ 6・ 9 松村恵司 7・ 8 舘野和己

10千田剛道

英文要旨 佐 木々憲一 (米国ハーバード大学)

遺構・遺物の写真撮影は佃幹雄,八幡扶桑が担当し,遺構写真の一部 (PL.21・ 35-4)は服

部伊久男の撮影による。遺物の理学分析及び岩石の鑑定は肥塚隆保が行ない,樹種同定 。種子

同定は光谷拓実が行なった。 図面浄書は それぞれ 執筆者が分担したはか, 岩永省三の功力を

得,写真図版作成に寺崎保広の協力があった。なお正倉院文書写真の掲載については官内庁正

倉院事務所の許可を得た。

本書の編集は町田 章の指導のもとに千田剛道が担当した。

郎

己

司

一　
和

恵

」得

野

村

巽

舘

松



第 Ⅱ章 調 査 概 要

1調 査 の 経 過

平城京右京八条一坊十三・十四坪にかかわる発掘調査は,大和郡山市北部清掃センター周辺

整備事業に伴 う事前調査 として行なったものである。調査は,1984年か ら1986年にかけて 4次

5回にわたって総面積 7,500m2に 及んだ。

これ らの調査は,本調査 とそれに先立つ予備調査及び補足調査 とに分かれる。

1984年 12月 の調査は,予備調査 として,大和郡山市教育委員会が行ない奈良国立文化財研究

所が協力した調査,及び 1985年 2月 に奈良国立文化財研究所が行なった調査 (第 15632次調

査)である。

まず,予備調査は,十四坪のほぼ中央やや東北寄 りにおいて行なった。調査の結果,それま

での予想とは異な り,中世の上取 りなどによって地下遺構が破壊されることなく,奈良時代の

遺構が良好に保存 されていることを確認し,漆紙文書などの貴重な発見もあった。続いて実施

した第156-32次 調査は,前記調査区の西に接する地域を対象 とし,井戸 1基のはか,建物や土

坑などを検出し,上記の調査 と同様の成果を得た。

この 2回の調査によって,こ の地区が鋳造・漆工工房関係の場所であることが判切した。

以上の成果によって,本調査が必須の情勢 とな り,関係機関の協議の結果,本格的な発掘調

査を実施することを決定した。発掘に要する費用は大和郡山市が負担し,発掘調査は大和郡山

市の依頼を受けて奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部があたることになった。

1985年 7月 か らの本調査では,発掘の総面積を 6000ド として開始した。この調査は面積の

関係で, 2回に分けて実施することにな り,それぞれ,十三坪を対象に第 168次南調査,及び

十四坪を主体に第 168次北調査 と名づけた。この調査では,あ らたに,多数の宅地関係の遺構

も検出され,鋳造工房 との関連が注目された。ただし,予備調査区と本調査区との中間地帯は

未買収地が存在したため,ひ きつづいての調査は見送られることとなった。

翌1986年度には,中間地帯の土地買収交渉が完了し,調査が可能となったため,協議の結果,

前年度残された両調査区をつなぐ補足調査を実施する運びとなった。

1986年度の調査は十四坪を対象にして11月 に開始し, 2箇月を要 した。これが第 179次調査

である。この調査でも,予備調査 と同様,鋳造工房関係の上坑,井戸,掘立柱建物などが検出

された。1987年度には,報告書作成に関する協議がもたれ,1988年度の刊行 とし,内容は,本

調査 と補足調査の成果を中心 とし,予備調査の成果も一部盛 り込むことで合意した。



2調 査 地 域

今回の調査地域である平城京の南辺 (八条 。九条)は奈良市域 と大和郡山市域にまたがる。

この地域における従来の主要な調査について両市域あわせて概観 しておきたい (Fig l・ 2)。

今回の調査地の西方は,比較的複雑な地形をとる西の京丘陵にかかる。西の京丘陵では,こ

れまでの数次にわたる発掘調査が行なわれているが,男確な条坊の遺構は検出されておらず ,

この地域の条坊施工の実態の解引は,今後の調査に課せられている。

一方,平坦地に属する右京八条―・二坊ないし同九条―・二坊では 大きな成果をあげてい

る。

羅城門 平城京の正門で,京最大の関である。羅城門の遺構は,1970年 の調査で佐保川の堤防

下に存在することが判粥し,そ の規模 。構造が明らかになった。あわせて朱雀大路西側溝,九条
1)

大路北側築地とその側溝なども検出され,平城京の表玄関の様相が切らかになった(Fig.外A)。

右京 西市は,東市と並ぶ京の官営市場で,京の流通経済の中枢をになった施設である。西市

の範囲は,現在,右京八条二坊五・六・十一 。十二坪に比定する説が有力である。五・十二坪

では,八条大路北側溝,建物,塀,井戸,溝,土坑などが検出され,多足机天板など特色ある

遺物が出上している。しかし,中世ないし近世の粘土採掘で奈良時代の遺構は,いちじるしく
2)

破壊され,市の構造を示す決定的な遺構・建物は検出されていない (B)。
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右京八条一坊十一坪では中世の上取による遺構の破壊がいちじるしかった。しかし,かろ う

じて残存 した奈良時代の井戸からは,漆関係の遺物 (Fig.3)も 出土し,西一坊坊間路西側溝

出上の未完成品を含む多量の鋳造関係遺物 とともに,十一坪に鋳造や漆工関係の工房の存在す

ることを示唆した。また,西一坊坊FHl路西側溝が通常の道路側溝 と異なり,物資輸送の機能を

もつ大規模な通河であることも判明した。さらに,多量の土製,木製,金属製の祭祀遺物など
1)

が出上してお り,祓川 としての機能や西の京丘陵か らの放水路の役割 も想定された (C)。

県道九条城廻 り線や市道九条線工事関連の調査 (Dl～ 3)では,九条大路の遺構 とともに,小
2)

型海獣葡萄鏡 (Fig.4)や 近辺に存在が推定される観音寺の所用瓦も出土した。

この他,右京における条坊関係の調査 としては,右京九条四坊七ないし十坪 (E),右京八条
3)

二坊十四坪 (F),右京九条三坊十二坪,右京八条一坊西一坊大路 (G)な どの調査がある。|

左京 左京八条,九条の状況をみていきたい。 この部分は奈良市内に含まれている。これまで

特筆される調査 として,東市,左京九条一坊五・十二坪,左京九条三坊十坪,左京八条三坊 ,

の

左京八条一坊三・六坪,左京九条東堀河 (H)な どがあげ られる。

東市は,西市 と並が官営市場であ り,現在では,左京八条三坊五・六・十一 。十二坪に比定す

る説が有力である。奈良市教育委員会による計画的な調査が継続されてお り,市推定地の北西
5)

部に櫓状建物や,堀河にかかる橋などが検出されている (I)。

左京九条一坊五・十二坪では,大規模な河川跡 と岸部で特殊な土坑群が多数検出され,多量

の上馬などが出上している。京内河川, 特に 佐保)||の 旧流路に関し, 新たな知見をもた らし
6)

た。また,特殊な土坑群は京南辺部の特殊性を うきば りにする (」 )。

左京八条三坊九・十・十五 。十六坪は,約 9000ド におよが大規模な調査で,九 。十坪を中

心に建物90棟余 りが検出され,1/16町などの宅地割が確認された。また,増渦,輔羽口,漆用

ノヽ
条

九

条

1)奈良国立文化財研究所『平城京右京八条一坊十

一坪発掘調査報告書』1984。

2)奈良国立文化財研究所『平城京九条大路―県道

城廻 り線予定地発掘調査概報 I』 1981,同『昭和

56年度平城概報』1982,同『市道九条線関係遺跡

発掘調査概報 I～Ⅲ』1983～ 1985。

3)奈良県立橿原考古学研究所「平城京右京九条四

坊七・八・九 。十坪発掘調査概報」『奈良県遺跡

調査概報 1984年度』 1985,大和郡山市教育委員

び

会『平城京右京八条二坊十一・十四坪発掘調査概

要報告』1984,大和郡山市教育委員会『平城京西

一坊大路』1987。

4)奈良国立文化財研究所『平城京東堀河―左京九

条三坊の発掘調査』1983。

5)奈良市教育委員会『平城京東市跡推定地の調

査 I～Ⅳ』 1989～ 1986。

6)奈良県立橿原考古学研究所附属博物館『大和を

掘る-1985年度発掘調査速報展Ⅵ』1986。
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Fig.2 平城京南辺 (八条 。九条)と調査位置図



の刷毛などの出土から鋳造工房,漆工の工房の可能性が指摘されている。東市の北辺には,深
1)

さ約 1,4mの 堀河が検出され,墨書土器,上馬などが出上している (K)。

左京八条一坊三・六坪では,漆紙文書などを伴 う奈良時代の遺構以外に,中世佐保川の旧i左

2)

路,大和平野では例の少ない古墳時代中～後期の集落が検出されている (L)。

左京九条三坊では小規模な宅地割の実態があきらかになった。二行八門制による1/16町宅地

が奈良時代前半から形成されてお り,奈良時代後半には細分され従来史料上でのみ知 られてい

た1/32町宅地が初めて遺跡で認められた (M)。

最後に京の外縁部に触れておこう。

羅城門の南約 0.2kmに長塚遺跡がある。この遺跡はいわゆる京南辺特殊条里に含まれ,そ

の復原案に合致する溝が検出されている。また,直径,深さともに 1.5mほ どの上坑が 6基あ

り,建物も5棟検出されている (N)。 出土遺物からみて,奈良時代に属しており,平城京と時

間的に並行していることは確実である。

従来のように,京の南部にIよ ,都城の景観と対照的に水田地帯が広がるといったこれまでの

景観復原に再考をせまることになろう。

以上,京南辺部の調査を槻観してきた。その調査はまだ緒についたばか りであり,今後の発

掘調査の進展が期待される。東西両市の周辺で大規模な調査が実施された結果,両者の遺跡が

共通の様相を示すことも大いに注目されるところである。

Fig 3 十一坪井戸 SE 930出 上の漆容器の

曲物 (114)

1)奈良目立文化財研究所『平城京左京八条三坊発

掘調査概報―東市周辺東北地域の調査』1976。

2)奈良目立文化財研究所『平城京左京八条一坊三

・六坪発掘調査報告書』1985。

Fig.4 九条大路北狼1格出上の

海獣葡萄銃 (3:4)

3)奈良国立文化財併究所『平城京左京九条三坊十

坪発掘調査報告』1986。

4)大和郡山市教育委員会『長塚遺跡発掘調査概要

報告書』1987。



3調 査 概 要

今回報告の対象とするのは,1984年度から1986年度にかけて調査した奈良県大和郡山市九条

町,すなわち平城京右京八条一坊十三坪及び十四坪にかけての地域で,調査総面積は,7,414m2

である。各調査地区は,奈良目立文化財研究所が行なっている平城京発掘調査の地区設定にし

たがって,大地区を 6 AII区 ,中地区を南からQ・ PoO区 と定めた (Fig.5)。 各調査ごとの

期間,地区名,面積等は Tab.1の とおりである。

条坊    調査次数   調査地区名      調査期間    調査面積 (ぽ )

十四坪    大和郡山市 6AH―O区    1984.12,19～ 1985.2.18   890

十四坪    第15632次  6AH― O区    1985,2.20～ 3.2     324

十三坪    第168次南  6AH― Q区    1985,7.10～ 10.4    2,200

十三・十四坪 第168次北  6AH一 Q・ P区  1985.10。 4～1986.1.27  2,900

十四坪    第179次   6 AII― O区   1986.11.7～ 12.26    1,100

Tab.1 各次調査の期間と面積

Fig.5 6AH地区地区割図 (斜線部 ;条坊遺存地割)



ここで,今回報告する調査区における地区設定について述べておきたい。

従来,地区の設定については,大地区がおおよそ決められているだけで,細かな中・小地区
1)

の設定は調査の際に個別に行な うのが通例であった。そのため,同 じ大地区内でも場所によっ

ては小地区が微妙にずれた りすることもあった。調査件数が激増 し,調査主体 も多様化する傾

向にある今日, こうした地区設定の体系化が急務 となっている。

右京八条一坊における調査は, 1983年 の第 149次調査 (6 AI卜 0,N区 )が 最初で, その

時に中 。小地区を設定している。その方法は,八条大路と西一坊坊間大路の交差点心を朱雀大

路の国上方眼第Ⅵ座標系に新する偏度 (NO° 15′ 41〃 W)を考慮して推定復原し, この位置に

最 も近似する3の倍数値 (X=-149,215 Y=-18,572)を 選択 して 6AH―AA01区 の東

南隅とした。ただし,こ の地区設定の方法は,本発掘調査時における暫定的なものであ り,今

後,平城京全域にわたる地区設定の体系化がのぞまれる。

3の倍数値 とした理由は,小地区が 3mを 一辺 とする正方形だからである。 6AH一 Q区は

Aか らUま で, 6AH― P区はAか らLま で,そ して 6AH― O区はNか らTま でのアルファベ

ットを用いて小地区を設定した。 ただし,第 156-32次調査の 6AH― O」 ,OK区 は,第 179次

調査の 6A■-OF,OG区 と重複している。

以下に,各次数ごとの調査概要を述べる。ただし,調査の時点での見解であるので,そ の後

の遺構・遺物の全面的な検討によって,解釈を改めた点や新たに判男したことも少なくない。

A 大 和 郡 山 市 調 査

この調査は十四坪に関する最初の調査である。調査区は,十四坪中央北寄 りに位置する。

調査地周辺のこれまでの調査では,た とえば,右京八条二坊十二坪 (西市第 1～ 3次調査)

とか右京八条一坊十一坪 (第 149次調査)の ように,中世の上取 りによって奈良時代の遺構が

いちじるしく破壊されている場合が多かったが,今回の調査区にはこうした土取 りは全 く認め

られず,旧水田耕上下 1.Omで奈良時代の遺構が良好に遺存 していることがわかった。

検出した主な遺構は建物,塀,井戸,土坑,溝などである。

建物は, 2間 ×3間,あ るいは 2間 ×2間などの規模であるが, うち 1棟は, 2間に 3間の

総柱の大型建物である。井戸は,方形縦板組,横桟をもつ構造で,井戸枠内から土馬,檜扇 ,

箸,竪櫛,柄杓,折敷などの木製品が良好な保存状態で出上した。 炭化物土坑は, 十数基あ

り,狭い部分に集中してお り,形態や大きさは一定 しない。その大部分に灰層の堆積があ り,

なかには底面や壁の部分が火熱を受け,焼けしまっている土坑がある。同じような土坑群は左

京三条四坊七坪 (第 116次調査)で もみつかっている。また,坑内からは,靖禍,羽口,鉱滓

が出土した。また溝状の土坑か らは漆の付着 した土器が多量に出土した。須恵器の重がほとん

どで, 漆の貯蔵容器と思われる。 漆の乾燥を防ぐため, 口頸部に差し込んだ栓 も出土 してい

る。これ らとともに漆紙文書も出土した。

このように,漆の付着 した土器や鞠羽回を出土する炭化物土坑などからみて,鍛冶や漆工に

関係する工房が存在したと思われる。 東市に 隣接するf左京八条三坊九・十坪 (第93・ 94次調

1)奈良国立文化財研究所『平城京左京三条二坊』  2)奈 良国立文化財研究所『平城京右京八条一坊十

1975,p.51「 平城京跡発掘調査要綱」参照。     一坪発掘調査報告書』1984,p.2。



査)で も,漆工に関する工具などが出土しており,今回の調査を含めて,市の周辺には多分野
1)

にわたる工房が存在 した可能性が高まった。

B 第 156-32次 調 査

先の調査区の西に接する部分を対象に調査を行ない,東 と同様,井戸を中心 として建物,塀

からなる区画がつづい て存在することを切 らかにした調査である。

検出した主な遺構には,建物10棟,溝 3条,井戸 1基,土坑多数がある。

この調査区でも土坑,溝には,焼土,炭化物を含むものが多数あり, とりわけ SB 2065の 南

方には多数の炭化物土坑が密集していた。調査区の北端には東西方向の溝があ り,十四坪の北

からほtゞ 1/4の位置にあたり,坪内の区画にかかわるものと考えられた。井戸枠内からは奈良

時代前半の土器や,軒丸瓦6225C型式,軒平瓦 6646B a型式のほか,曲物・折敷 。櫛・刀子・

鉄鏃・鞠羽口・骨など多様な遺物が出土した。

調査区全域における多量の焼上の存在とともにこの場所が東と一連の鋳造工房である可能性
2)

が強 くなった。

C第 168次 南 調 査

先の調査区の南方約80m,十三坪の北半西寄 り部分を対象にした調査である。この調査は十

三坪における最初の発掘調査で,十四坪におけるような状況がこの坪にも及んでいるかどうか

も調査前の大きな関心であった。

まず調査区の上層は,水田耕土直下に川の氾濫の痕跡 とみられる厚さlmを越す砂層の堆積

があらわれた。このため,当初は奈良時代の遺構はすべて失われているかとも思われた。しか

し,調査の進展につれて,その砂層堆積の下に中世の整地層を介して奈良時代の遺構が良好に

遺存していることがわかった。この砂層堆積は北の十四坪の調査区にくらべて南ほど厚 くなっ

ており, この場所が近世初頭に秋篠川の付け替えによって東へ直角に曲げられた場所に近いた

め特に厚 く堆積したものとみられた。

検出した遺構には,建物・井戸・土坑・滞などがあり,大きく3時期に分けられる。

I期 東を南北方向の道路で画し,坪の 1/4を一体とする地割で,最 も整った建物配置をもつ

時期である。主屋は,身舎 5間,梁間 2間北庇付きの東西棟で, この北の東西に2棟の南北棟

を対称におき,コ 字形配置とする。さらに,主屋から南に離れて東西棟 (身舎 3間 ,梁間 2間南

庇付)があり,西北に総柱建物 2棟 と南北棟 4棟がある。この時期には,井戸 2基を伴 う。

H期 塀および南北溝によって,先の 1/4町が 4分割されて,1/16町を単位とする4区画に変

わ り,主屋と副屋からなる2ないし3棟の建物と井戸 1基が基本的な構成となる。

III期 地割のための南北溝が廃され,1/8町を単位とする東西に長い2区画となる。北半の区

画は,主屋・総柱建物からなり,南半の区画は,主屋・副屋・総柱建物からなり,それぞれに

井戸が付属する。

これらの遺構の年代は, I期 が 8世紀前半から中ごろ,Ⅱ期が 3世紀中ごろから後半,Ⅲ期

1)奈良県立橿原考古学研究所附属博物館『大和を  2)奈 良目立文化財研究所『昭和59年度平城概報』

掘る-1984年度発掘調査速報展』1985,p.58。     1985,p.65。

rθ



が 8世紀後半から8世紀末と考えられる。

I期の遺構は, コの字形配置の建物を中心にして,多数の付属建物を伴っており,通常の宅

地というよりは,官衝的な色彩が強いと考え,Ⅱ・Ⅲ期の遺構については,基本的には宅地と

しても,工房にかかわるものの宅地である可能性を考えた。

宅地割では,正方形の1/16町地割がはじめて姿をあらわした。これまでに知られている1/16

町宅地は,横長であったので今回新たな分割方式が知られたことになる。

この調査では,地鎮具を含む土器埋納遺構 3基 も検出した。そのほか海獣萄萄鏡,あ るいは

1)

鉄鉗,砥石などの鍛冶具等の出土遺物 も注 目された。

なお,こ の調査 と併行して,十三坪の南端で,県道拡幅に伴 う小規模な発掘調査を行ない,

羽 口を合む奈良時代の上坑 (Fig.6'SK 2090)な どを検出した (第 164-10次調査 )。

D 168次 北 調 査

この調査地は,大部分十四坪に属するが,調査区の南端で 168次南調査区 と重複させ前回の

調査の及ばなかった十三坪北端の様相をも明 らかにした。この調査でも土層の状況はこれまで

と変わ らず,上には,厚い砂層があったが,中世の整地層の下に,奈良時代遺構面がよく残っ

ていた。遺構検出面の地山は,十三坪に くらべ,粘質上の部分 より砂質の強い部分が多い。

この調査でも,前回と同様, 多数の 遺構を検出した。 この調査では,十四坪の遺構を 中心

に,大 きく4期にわけて考えた。坪境小路 とその南北両側溝は 2時期あ り, I期には,古い小

路が,Ⅱ期～Ⅳ期には新 しい小路が対応する。

1期 坪境小路と,十三坪 。十四坪 との間は,それぞれ築地で区画される。十四坪は,南北方

向の築地によってさらに東西に 2分され,坪内には 4棟の建物が点在する。

H期 区画施設が塀に変わ り,1/32町 とい う,ひ とつの区画が,東西約 27m,南】ヒ約 12ない

し15mの東西に細長い宅地になる。宅地内の西端に南北棟建物 1棟 (桁行 4間,梁間 2間東庇

付)を建て,その東に丼戸 1基がある。1/32町宅地は左京九条三坊十坪 (第 166次調査)に次 ぐ

平城京で 2番 目の発見となった。

IH期 Ⅱ期 と宅地害よに大きな違いはなく, 宅地内の建物構成が 若千変化する。 東南の宅地で

は,東西棟建物 2棟が南北に並ぶ構成 となる。この建物群の西側に 2間 × 1間の小型建物があ

りり,建物内に胞衣重を埋納 した円形の土坑がある。この建物は,規模や,胞衣壷の存在から

2)

産屋ではないかと考えた。また,西北の宅地は,宅地が北へ広が り,東南の宅地 と同じように

東西棟 2棟が建つ。

IV期  この時期には坪を東西に 2分する区画施設が,2条の素掘 り溝に変わる。 この時期は,

全体に建物密度が うす くな り,宅地内には,南北棟 2棟が建つのみである。

これ らの遺構の年代は,胞衣壷の年代などから, I・ Ⅱ期が奈良時代前半,Ш期が奈良時代

中ごろ,Ⅳ期が奈良時代後半 と考えられる。

出土遺物には,坪境小路両側溝,そのほかの溝,井戸,土坑などから多数の上師器,須恵器,

3)

若子の瓦,銭貨などのほか羊形硯,漆紗冠,富本銭などこれまで出土例の少ないものがある。

1),3)奈良国立文化財研究所『Π召和60年度平城概  2)こ の建物はその後の検討に より, 建物として

報』1986,p.70お よび『年報1986』 198Ъ p.30。   は,ま とまらないことが明らかになった。



E 第 179次 調 査

この調査区は,十四坪のほぼ中央にあた り,大和郡山市調査区・第 156-32次調査区と第168

次北調査区との間の未調査地を対象 とした調査である。

検出したおもな遺構は,奈良時代以前の斜行溝 1条,奈良時代の塀 5条, 建物 24棟 , 溝 4

条,井戸 3基,及び炭化物を多 く含む土坑群などである。

奈良時代の遺構は大きくA・ Bの 2時期に大別することができ,各時期は, さらに細分が可

能である。

A期 道路遺構 S F 1970に よって坪内は東西に 2分され,その東半分には,桁行 6間,梁間 2

間の南庇付で,間仕切のある東西棟が中心にあ り,それを囲むように建物,総柱倉庫がある。

これ らの建物の間をぬ うように円形,長円形の上坑や,戊化物を多 く含む不整形な土坑が多数

存在する。 とくに後者の上坑群の出土品では,対渦,輔羽口等の上製品のほか,帯金具の未製

品,留針など,鋳造工房 と関連するものがめだつ。井戸も含めて,金属製品の製作にかかわる

遺構 と思われる。 S E 1867か らは,平城官 と同箔の軒平瓦 とともに,木簡も出上した。

B期 十四坪内が居住区域 として細分 される時期で,十四坪中心を東西に画する道路遺構はそ

のまま踏襲され,区画塀 S A 1900な どによって一坪をさらに 1/16に 細分している。第168次北

調査では,一坪を1/32に分割する宅地割が確認されてお り,同 じ坪内でも宅地割に大小のある

ことがわかった。

これまでの調査成果とを総合すると,十四坪の北3/4の区域と,南 1/4を 含めた十三坪の区域

とは,遺構の様相が呉なっていることが切らかとなった。北側は,灰化物を含む土坑群をとも

な う建物を中心に倉庫などがあ り,南側は,小規模な宅地内に規格性の高い建物が配置 される

区画である。すなわち,十四坪の中では,北 3/4が金属製品を製作する工房,南側が呂住区域

とい う使い分けがなされていたとみ られる。そして,後にこの居住区画は,さ らに北へも及び ,

1)

宅地を細分 し,1/16あ るいは1/32町の宅地 として利用 していたことが明らかになった。

Y==―-18,992 00

Fig.6 第16410次調査実測図 (1:100)

1)奈良国立文化財研究所『昭和61年度平城概報』1987,p.75及 び同『年報 1986』 1987,p.30。
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4調 査 日 誌

A 大和郡山市調査
6 AI卜O地区

1984年 12月 19日 ～1985年 2月 18日

12・ 19 調査開始。重機で表土除去にかかる。

12・ 22 調査区東部の遺構検出に入る。

12・ 25 土坑S K2001掘 り下げ。軒丸瓦や,多数

の漆貯蔵土器類出土。

1・ 10 調査再開するも降雪で中止。

1・ 16 土坑 S K2016,2017掘 り下げ。いずれも

黒色灰層が堆積し, よく似た状況である。

1・ 18 井戸 S E 2020の 掘 り下げ。檜扇,箸,曲

物などが出土する。

1・ 21 S K2051掘 り下げ。灰,灰粒を多量に含

む。靖禍出土。底も熱を受け,バ リ′ミリした感じ。

1。 26 調査区西辺の精査と掘 り下げ。焼土,演 ,

灰等の堆積する土坑が多い。

1・ 20 S K2046か ら多数の上師器出上。

2・ 2 S K2001の 掘り下げ完了。

2・ 5 調査区南端で大型建物 S B 1890検出。

2・ 3 写真撮影行なう。

2・ 10 実測用遣方設定開始。

2。 12 S K 1886の 掘り下げ。

2・ 14 実測用遣方設定完了。

2・ 15 遺構実測を開始。

2・ 18 実測完了。調査打ち切る。

B 第156-32次調査
6AII― O地区

1985年 2月 20日 ～3月 2日

2・ 20 発掘器材の搬入。重機による表土除去は

半日で終了。測量行ない地区杭打つ。

2・ 21 遺構検出開始。焼土,炭を含む土坑や柱

穴見え始める。柱根も数箇所残る。遺跡のベース

は南半部が茶褐色粘土,東 よりと北半部は砂質。

遺物は灰褐上で取上げ。砥石,上器少量出土。

2・ 22 遺構の掘 り下げ開始。土坑には焼土,炭

を含むもの多い。大量の上器を含む土坑あり。上

坑と柱穴の重復箇所では,ほ とんど柱穴が新しい

傾向あり。西南部のベースは堅く締まった暗褐色

粘土で若千の上器を合む遺物包含層。

2・ 23 焼土を含む土坑はあるが,壁自体が院け

ているものは見あたらない。東西棟 S B 2081は 3

×2間でまとまる。OM52区の方形土坑は井戸粋

らしき板材がのぞく。土馬,軒丸瓦出土。

2・ 25 南端の上坑群を残して一応遺構検出終え

る。方形土坑は井戸と確定 (S E 2070)。

2・ 26 南辺土坑群掘 り下げと清掃,写真撮影完

了し,実測用遣方設定まで終了。

2・ 27 遺構実測開始。並行して遺構検出の補足

にかかる。南辺土坑群を掘って大型の方形柱穴あ

り,SB 2065と 柱筋が揃い同一の建物か。柱穴に

は柱痕跡や抜取穴等はなく,埋土も堅く締まって

おり通常の柱穴とは様相が異なる。

3・ 1 遺構実測。井戸 S E 2070断ち割り開始。

掘形は 2段掘りと判明。

南辺には多数のピットや土坑を検出した。

3・ 2 土層図作成。柱穴等の断ち割 り調査。地

盤が軟弱のため,井戸粋の取上げ難渋する。本日

にて調査を終える。

Fig.7 大和郡山市 (右)および第15併32次 (左)調査地域の地区割と主要遺構 (1:500)
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C 第168次南調査
6 AI卜Q地区

1985年 7月 10日 ～10月 4日

7・ 4 発掘区設定。

7・ 10 発掘区の整備。西端から重機による表上

除去開始。水田耕上下には,通常見られる床上は

なく,砂層が厚く堆積している。上から30cmは

マンガンが沈着し,近世陶器を含む。小溝が多数

見える。

7・ ■ 耕土下の層 (青灰砂層)か ら瓦器質鉢

片出上。発掘調査用プレハブ建設。

7・ 12 昨夜来の大雨で発掘区はプールと化す。

7,13 発掘調査用配電完了。

7・ 15 昨夜の雷雨で発掘区再び水没す。

7・ 16 表土除去完了。排土移動は未完。

7・ 17 排土移動。

7・ 18 排水完了。

7・ 19～25再び重機による排上作業。

7・ 26 発掘区整備。

7・ 27 地区杭補充。土層観察用畔設定。

7・ 29 北端から遺構検出開始。柱穴見え出す。

灰褐上には土器多く,瓦少ない。

7・ 30 R～ Sラ インまで。ベースは青みがかっ

た灰褐色粘質土。焼土含む土坑,溝,柱穴など遺

構の密度高く,重複甚だ多し。新旧の認定にしば

し悩む。

7・ 31 S～ Rラ インまで。柱根残す柱穴あり。

58～55ラ インに南北満S D 1412,1464な ど4条の

南北溝あり。ほぼ坪内の東西三分位置にあたり,

坪内道路とその側溝か。

8・ l R～ Qラ インまで。遺構密度相変わらず

高い。南北棟のS B 1405の 北妻検出。西端には炭

化物のびっしり詰まった土坑 SK1430,1438検 出。

いずれも土坑の底はデコボコ。灰褐土から円面TS_

出土。

8・ 2 Q～ Pラ インまで。東西棟 S B 1391の 北

側柱部分見える。灰褐上と遺構検出面との間に部

分的に暗青灰粘質土あり,奈良時代の包含層らし

とヽ。

8。 3 P～ Oラ インまで。Q P65区の上坑SK
1398の周辺は土層が複雑で,地山と埋土との差が

微妙。スラグ出土。

8・ 5 0～Nラ インまで。Q N67で地鎮具埋納

坑 S X 1400検出。上坑を切る小穴に土師器小皿 4

枚以上,和同銭10枚以上が入っている。写真撮影,

実測終了。南北棟S B 1423,1405ほ か塀 SA1414

など検出。

8・ 6 N～Mラ インまで。南北棟 S B 1405ま と

まる。すぐ西の南北塀S A1339は ,坪内区画施設

か。地鎮具埋納坑 S X 1400の 南に土器埋納坑SX

=rT

1401あ らわる。上師器小llIL多数あれど銭などはな

さそう。

8・ 7 土器埋納坑 の濡査, 写真撮影, 実測完

了。65ラ イン南北塀 S A 1399は ,同位置の南北溝

S D 1998埋土から柱穴見える。灰褐土から軒丸瓦

出土。

8・ 9 N～ Lラ インまで。南北棟 S B 1402ま と

まる。東西に2列 の柱穴あり。

8・ 9 QN54区で炭化物を含む大土坑 S K 1373

検出。石帯,軒平瓦出土す。東西棟 S B 1380・ 13

81が重複する。 S B 1380は ,北に10尺の広庇付 く

か。QK65区井戸 S E 1385は 掘形,抜取穴が二重

に見える。

8・ 10 M～ Kラ インまで。井戸 S E 1385掘 り下

げ開始。西側の大土坑 S K 1376よ り新しいことが

判明。東西棟 S B 1406東妻確認。

8。 12 土坑 S K 1376か ら円面硯出土する。K～

Jの東西方向一列に柱穴多数あり,塀か (の ちに

塀 S A 1371と 確定)。  これから南は遺構少なくな

る。

8・ 13 65～ 67あ たりのベースは砂質。炭化物多

く含む土坑 S K 1367検出。

8。 16 1～ Gラ インまで。ベースが砂質である

ため遺構は,便宜上 ツング状の上手を残して掘 り

進める。井戸 S E 1365検出。奈良時代井戸として

は 2基 目。南北棟 S B 1350検 出。Q G61区灰褐土

などから土馬出土。

8・ 17 1～ Fラ インまで。製塩土器が充満する

土坑 2箇所, S K 1347,1353検 出。56～58のあた

りのベースは再び粘質上になる。

8・ 19 G～ Fラ インまで。67,68の あたりは炭

化物含む土坑多い。その中には井戸が含まれる可

能性あり。南北棟 S B 1344の 南妻検出。

8・ 20 G～ Dラ インまで。南北棟 SB 1362南妻

検出。

8・ 21 F～ Eラ インまで。南北棟 S B 1344の 南

妻を検出。不整形土坑 S B 1342検 出,大量の上器

含む。54ラ イン東端で土坑または溝らしき遺構見

える。

8・ 22 E～ Dラ インまで。 南北棟 S B 1343検

出。東西棟 S B 1326検出。近代の野井戸を挟んで

南北棟 S B 1330検出。

8。 23 Cラ インまで。 S B 1343南 妻を検出し,

桁行 3間でまとまる。さらにその東に東西棟SB
1325が まとまり,先に東西棟 1棟 とみなしたもの

は 2棟にわかれることが判明。このあたり小柱穴

多い。

8・ 24 1回 目の遺構検出が発掘区南端に到達。

西端に丼戸 S E 1315が 顔を出す。東西棟 S B 1327

は南庇付か。

8。 26 B～ Cラ インまで。Q B57区の井戸SE
1305は掘形の輪郭線が二重にある。井戸に作 りか



えあるか。

3・ 27 Fラ インまで。南北棟 S B 1336の 北妻確

認。これで2× 4間以上となった。不整形土坑 S

K1304の下層に深い土坑あり。

8・ 28 土坑 S K 1304はずっと南にのびる。南北

棟 S B 1324の 柱穴は,土坑 S K 1304の 肩に切られ

ている。

8・ 29 土坑 S K 1356に墨書土器「大」「丁」な

どあり。南ヨヒ棟 S B 1340は 3× 2間でまとまる。

8,30 1～ Lラ インまで。東西塀 S A 1371さ ら

に西に 1間のびる。この塀は,い よいよ坪内区画

施設らしくなってきた。東西棟 S B 1363の 柱穴は

長方形上坑 S K 1361の底で検出。

3。 31 1～Mラ インまで。南北塀 S A 1430は 坪

内を東西に 2分する施設か。東西塀 S A 1371の 東

延長は,S A 1430に とりつき L字形の塀になる

か。大土坑 S K 1376の掘 り下げ。上器多量出土。

9。 l K～ Mラ インまで。Q K57区の上坑は井

戸と判明 (S E 1375)。 これに南北溝 S D 1407が

重複する。東西棟 S B 1380(5× 3間)はメイン

建物か。内部の 3箇の柱穴は間仕切または東柱の

可能性あり。

9。 3 M～ Sラ インまで。南北棟 S B 1425は 2

①
Sヽ 1372

×3間以上で, 北妻は発掘区の外。南北棟 SB
1404は 3× 2間でまとまる。東端の南北溝SD
1464は北へ掘 り進む。

9。 4 南北棟 S B 1395は桁行 1間のびて4× 2

間となる。これと重複する南北濤 SD1408と の新

旧関係は未確認。写真測量のための標定点測量完

了。

9・ 5 写真測量の空中写真終了し,地上撮影開

始する。

9・ 6 地上写真撮影続行。

9・ 7 地上写真撮影完了。

9。 9 井戸の掘 り下げ開始。予想に反して,掘
り下げ始めた 5基すべてに丼戸枠の遺存を確認。

縦板組,横板組,円形くりぬきの3種あり。

9,10 井戸の掘 り下げと掘形断ち割り。さらに

1基の掘 り下げ開始。井戸 S E 1305の 枠内底から

海獣葡萄鏡出土。この井戸の枠は半円形のくりぬ

き材を 2枚合わせたもの。

9・ 13 井戸の掘 り下げと現地説明会に向けて全

域の清掃行なう。S E 1365か ら墨書土器「井屋」

など出土。 S E 1315底から須恵器壷 (漆容器で栓

を詰めてある),鉄鉗,鉄匙,大型砥石など出土。

鍛冶具そのものの出土は注目された。
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9。 14 井戸写真撮影。午後 1時30分から現地説

明会。来聴者約 100名。

9。 17 土層観察畔はずし,遺構の精査,井戸の

掘 り下げ,断ち割 り行なう。西南井戸 S E 1315の

南半部を拡張する。 S E 1335の 掘形は 2段掘 り。

9・ 18 井戸精査と断ち割り。 S E 1365掘形断面

地山に「 ミツガシフ層」あらわれる。

9。 19 柱穴断ち割 りと井戸精査。 S E 1305の掘

形は二重に見えるが,内側のそれは,枠に粘上を

巻いたものか。

9。 20 s E 1375の 掘形に2時期あること判明。

下段枠が当初で,上段枠は後のもの。下段枠に多

足机が転用されている。

9。 21 SE 1375井 戸枠取 り上げ完了。枠材に由

物の転用見られる。

9・ 24 次回の発掘区設定し,重機投入し,表土

除去開始するも豪雨で中断。

9・ 25 S E 1305井 戸枠取 り上げ及び土層図作

成。次回発掘区の表土除去と電源移動。発掘器材

整備。

9。 26 S E 1315, S E 1385井 戸枠取 り上げ。土

層図作成。Q B61区埋納遺構 S X 1310精査開始。

次回発掘区の測量完了。

9・ 27 s X 1310の 精査。柱根取 り上げ。上層図

作成。井戸 S E 1315の 東南部を拡張し,南北棟 S

B1336の南妻を捜す。

9。 30 発掘区西壁の土層図作成。S K 1438完掘。

拡張区の遺構検出で,南北棟 S B 1336の 西側柱 5

間目まで確認。南北上層観察畔除去開始。

10。 1 土層図作成続行。東西土層観察畔除去完

了。Q156区土坑は掘 り下げにより小型の井戸と

判明 (S E 1336)。

10・ 2 柱穴の精査。

10・ 3 柱根の取 り上げ。砂による遺構養生開始。

10・ 4 養生作業完了し,本 日で調査終了。

D 第168次北調査
6AII QoP地区

1985年 10月 4日～1986年 1月 27日

10・ 4 発掘区壁掃除,排水溝掘 り,地区杭打ち

完了。

10・ 6 重機による南半部表土除去作業。

10・ 7 重機による表土除去完了。西端から東向

きに遺物包含層 (灰褐土)の掘 り下げ開始。

10。 9 西端から灰褐土を除去し,その下面で遺

構検出。68ラ インまで進む。Aラ インあたりで東

西溝見え出す。十三・十四坪の坪境小路の南側溝

か。路面らしき部分に赤褐色粘土あり。この溝の

北肩にかがる。溝には 2時期あるか。P G65区で

上師器 Ell数枚を円形に並べた遺構 S X 1589見え出

′σ

す。

10。 11 67ラ インまで。南北柱列検出。その西に

大型掘形あり東西棟で庇になるか。Fラ イン以南

は包含層が残 り,地山がでず,複雑な土層の堆積

となる。

10。 12 67ラ インまで。灰褐土面に中世の小溝多

数あり。

10。 15 東西棟や南北棟の一部らしき出る。PG
65区土器埋納坑 S X 1589の 精査。

10・ 16 66ラ インまで。P E62区にバラス層あ

り,土器と靖鳩出土。P D66区 ピットに須恵器杯

逆位置にあり。F・ Gラ イン間で東西に並が柱穴

あり。 S X 1589の 上器取 り上げ。P S66区 に方形

掘形の西辺のぞく。井戸か。

10。 17 66～ 64ラ インまで。P E65の上坑は,井
戸らしくなってきた。66ラ イン上に炭化物を多量

に含む南北溝 S D 1584あ り, Uラ インの南 lm
で,南偵1溝の南肩検出。南北の柱穴と重複するも

前後関係未確認。

10・ 18 遺構検出。66～64ラ インまで。Aラ イン

の小路路面には赤褐色粘質土無く,南北両側詩の

両肩が不明確である。北よりは地山が砂質になっ

ており,】ヒ端では粗砂質となる部分がある。前回

の検出と合わせとて2× 2間の総柱建物 S B 1480

がまとまった。

10。 19 東に向かって遺構検出。道路側溝南肩が

63ラ インあたりで北へ曲る。P163区に現灰岩,

焼石が集中する箇所あり。礎石の根石か。62ラ イ

ンに南北方向の上層観察畔を設定する。

10・ 21 63～ 62ラ インまで。O U62区の野井戸 S

E1448の 北側,土層畔のあたり南側溝の耳ヒ肩にし

がらみのあることが判明。南側溝自体に 2時期あ

り,幅を狭くし,】ヒ肩にしがらみを組んだことが

わかる。 P F61区 灰褐土中に上器埋納遺構 SX
1572あ り。P F61区に瓦が立った状態である。

P A62区のあたり,北側溝南肩に灰化物の厚い堆

積がある。

10・ 22 62～ 61ラ インまで。Q U60区東西溝上層

から須恵器の羊形硯出土。左京四条四坊(141-9

次調査)の ものによく似る。南狽1溝の北肩は,東
からのびる溝状の上坑 S K 1517に 切られ,不明。

小路路面上に,炭化物を多く含む土坑があり,路面

は荒れている。小土坑 S K 1578・ 1579には土師器

甕がすわっている。P C60区にL字形溝 S D 1538

検出。総柱建物 S B 1477が 見え始める。

10・ 23 61～ 59ラ インまで。小路上面は,相変わ

らず東西方向の溝状土坑で切られ,路面はほとん

ど残っていない。南側溝付近,土馬多数出土。Q
S59あ たりの柱穴は平均 3回の重複あり。 P H59

区に大土坑 S K 1984検出。

10。 2458～ 56ラ インまで。 Q T58区 に柱穴あ

り,東西塀になるか。Q S57区の上坑 S K 1469は



北端が出てまとまる。埋土は暗灰色粘上で遺物多

い。

10。 25 57～55ラ イン。 56ラ インに南北溝SD
1567検出。坪内道路の西狼1溝 と思われる。この溝

は 2時期あったようで,北側溝に接する所では確

認できない。P Q55ラ イン付近で上馬多数出土。

鍵の手状の溝 S D 1538は ,57区で北へ折れる。小

路路面上には依然として多数の上坑あり。

10。 26 東向きに遺構検出。新聞記者発表。

10。 28 54～ 53ラ インまで。P D54区に傘大の礫

群あり。柱穴か。

10。 29 54～ 53ラ インまで。小路路面は,南側溝

が北へ広がるため幅狭くなるも,全体の検出容易

となる。

10。 30 54～52ラ インまで。柱穴多い。QTラ イ

ンの鍵の手状の溝は,南狼1溝 とは異なる。北狼1溝

は,両肩とも明瞭に出る。炭化物含む土坑 SK
1965検 出。

10。 31 53～51ラ インまで。長方形土坑 S K 1983

検出。 Fラ インから北は,遺構面が高くなる。

11・ 1 遺構検出作業が発掘区東端にたどりつく。

49～ 48ラ インまで。井戸S E 1555検出,枠内掘 り

下げる。鶯多い。炭化物を合む土坑 S K 1968に

は,整形した凝灰岩あり。北側溝の肩は,発掘区

東端では両肩とも急に落ちる。

11・ 2 遺構検出折返し。遺構を掘り下げながら

西向きに進める。48～50ラ インまで。大土坑SK
1985の 東半分検出。ほぼ49ラ インに沿って, SK
1979。 1981な どの土坑が点々とある。

11・ 6 井戸 S E 1555の 中央部掘 り下げ開始。 P
F48の上坑は複数の円形土坑の集合であることが

分かった。

11・ 7 49～ 51ラ インまで。 S E 1555の 井戸枠あ

らわる。北側溝は北で深く,南は浅い。陪灰粘土

の下に灰色粘上の砂質上がある。南復1溝は南が深

く,北が浅い。理土は均―で,一部に庚化物の層

がある。東西棟 S B 1532検出。柱根残る。

11・ 8 49～ 51ラ インまで。北側溝は北側がやや

深くなり,灰色粘土が堆積する。南偵1溝は南が深

くなり,砂の堆積が見られ,銅金具,須恵器壷出

土。P D50に土師器小皿を入れたピットあり,そ
の南に上師器養を逆さにしたものがある。P H51

区土坑 S X 1552は壁が焼けており,庚化物,鋳形

状土製品出土。

11・ 9 48～ 52ラ インまで。P C48区に丼戸SE
1530見え始める。東西棟 S B 1532検出。建物内に

井戸あり。井戸の覆屋となるか。

11・ 11 49～ 53ラ インまで。S K1987は 炭化物が

幾重にも堆積する土坑。 S E 1530は 縦板組の井戸

枠あらわる。北復1溝は,掘 り下げていくと,中央

に高所が残 り, 2条の溝に分かれてきた。南側溝

は51ラ インで極めて浅くなる。
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11・ 12 51～ 52ラ インまで。53ラ イン西の南北に

1列の柱穴は, 2時期の重複あり,古い方の柱穴

は浅い。P E53に 須恵器杯を埋納した円形土坑

S X 1535あ り。後に胞衣壷と判明。南側溝は52ラ

インあたりで消える。北側溝は南北 2条の構で
,

上層は埋土異なる。下層は,波化物を含む暗灰土

で,南狽1溝上層は灰褐上で人為的に埋めている。

■・13 53ラ イン中心に遺構検出。小路上の土坑

掘 り下げ始める。 S K 1491は 溝状を呈し比較的深

い。灰化物を層状に含む。南北棟 S B 1554は ,東

庇付きらしい。

11・ 14 54ラ インまで。 南側溝北肩の上坑 SK
1494か ら靖渦出土。炭化物が層状に詰まる。下層

から二彩小壷出土。南側溝北部の浅い部分で炭の

多量に詰まる土坑検出。上面では見えず,南側溝

が機能していた時期にも工房的な使われ方をして

いる。土坑 S K 1515は 浅いが,底に焼け壁のよう

なものが見られる。

11・ 15 54～ 55ラ インまで。南北両側溝とも上屠

畔の観察では,それぞれが重複している。北側溝

では北,南側溝では南が新しいと推定する。QU
54区両側溝とも路面ぎわに灰化物土坑多い。ただ

し,南側溝は上層と下層に土坑あり,両側溝に地

山に張出しあり,溝は 2筋の流れがあり,重なる

部分と重ならない部分とがある。

11・ 16 土坑S K1515は上層側溝に伴 う炭化物含

む土坑で銅滓出土。土坑 S K 1494か ら小形棒状木

製品が多量に出とした。北側溝下層の土坑と同時

期のものであろう。路面上に円形の上坑 S K 1508

検出。

■・18 55ラ イン南半部中心に遺構検出。56ラ イ

ン南側溝の地山張り出しは東西 3m,柱穴らしき

穴あり,橋脚か。最下層 (新)の層には粘土と粗

砂が堆積し,水分多とヽ。地山張 り出しは東端で北

側溝 (古)の末端検出する。南北溝 S D 1387は二

重のように見えるが未確認。北側溝も張 り出しま

で確認。北側滞 (古)の先端部分に製塩土器がま

とまっている。北側溝から和同銭出土。L字型浦

は出入口に関連するか。

11・ 19 56～ 57ラ インまで。南側溝から冠帽破片

出土。Q T57区南側溝 (下層)か ら唐草文鬼瓦出

土。南北溝1387ほ ぼ完掘。中央が深くなり,底に

さらにもう一つの溝確認。南へ続く。ただし,最

古の溝は中途で切れる。都合 3時期に分かれる

が,最古を除く2時期はよく分からない。

■・20 南側溝では最下層新から三彩尊 (垂木先

瓦か)出土。北側濤57ラ インでは完掘するが古溝

はなし。南北溝 S D 1569掘 り下げると底に小溝

(S D 1567)あ り。板を うめこんだものか。 南北

溝S D 1563で も同様のものが一部検出されてい

る (S D 1565)。 南北塀 S A1558は 2時期ある。

南北塀 S A 1563は ,南北溝 S D 1563よ り古い。溝

′ど

から溝へ斜行する溝あり。

■・21 南側溝は58ラ インまで完掘する。最下層

から黒漆塗椀出土。北側溝も58ラ インまでほぼ掘

り進む。南狼1に掘 り残した灰褐砂質上の部分には

土坑が掘 り込まれている。Q S57区土坑は全体を

掘 り下げ始めた。井戸か どうかは 未確認。南北

溝 (S D1568)の 西にも南北媛を検出する。この

区画の区画施設の変遷が相当に複雑なことが判明

した。

11・ 22 南側溝58ラ インまで完掘。土坑 S K 1469

は,浅いす り鉢状で,南西に一段深い部分が あ

る。北復1溝 58ラ インまで掘 り進み,南岸に細長い

土坑が重復する。井戸S E 1560掘形を掘 り下げ

る。全体に遺物少量。

■・25 井戸 S E 1560は 縦板の先端を検出。井戸

枠内から土師器 ミニチュア高杯出上。G～H区で

大型の柱穴検出するもまとまらず。

m・ 26 南側溝は 58～59ラ イン最下層の掘 り下

げ。北側溝は57～58で最下層南岸に東から続く溝

S D 1499あ り。炭化物を多量に含む S D 1499の 方

が引ヒ側溝より古い。

■・27 平瓦を 3枚重ねて並べる暗渠 S X 1489あ

り, 南側溝との先後は不明だが新潜と共存する

か。東西に長い土坑を S K 1474の 底で柱穴検出

する。南側溝59ラ インまで完掘する。北側溝58ラ

インまで完掘。南岸に不整形土坑多数あり,いず

れも炭化物を含み北狽1溝 と同時期のものと古いも

のとが混在する。北側には柱穴 3個がある。土坑

1984と S K 1989は 接するが,重複はしない。円形

土坑 S K 1984は 井戸ではないことが判明。 SK
1989は東で検出した炭化物含む浅い土坑と似る。

11・ 29 南北両側溝60ラ インまでほば完掘。南側

溝北岸にある東西方向の上坑 S K 1517は 60ラ イン

付近に多量の灰,炭が堆積。土坑 S K 1518は 中央

に暗灰土,外側に黄色油上が輪状に入るすり鉢状

を呈する。 S B 1575は この地区の主屋か。

■・30 南側溝最下層61～62ラ インまで。南側溝

(新)最下層北側に,灰化物の雅積あり,東西に長

い濡状の上坑S K1517で ある。東西棟 3× 2間の

S B 1576に は,東西棟 4× 2間の S B 1575が 重複

する。

12・ 2 南側溝62ラ インまで完掘。62区では,新

溝が古くなり,靖壻,鉱津など出土。63ラ イン上

層では,右京二条二坊十六坪 (第137次調査)出土

例と同じタイプの靖蝸出土。北岸には,古い土坑

がある。北狼1溝62～64ラ インまで。北側溝の北側

に,やはり築地寄柱穴状の小柱穴がある。南屍掘

地では,東西棟がまとまり始めるも,南側溝の南

側には柱穴が続かず,閉塞施設の存在は不明。土

坑 S K 1971は , 靖堀出上し, 重複する柱穴SB
1544・ 1545よ り新しい。土器埋納坑 S X 1572検出。

S B 1575の 掘形は,大型で,】ヒ側には,凝灰岩の



大破片が入る。

12・ 3 南側溝・北側溝とも64ラ インまで完掘。

南側溝は最下層 (新)が再び深くなる。北側には,

断続的に続 く不整形土坑があり,輔羽口出上。北

側溝は炭化物含む埋上を新溝が切る。南北溝 SD
1583は, とぎれながらも南へ続 く。その東に南北

方向に浅い土坑状の溝 S D 1547の 北部検出。南側

溝では,61ラ イン以西で上層と最下層のみの 2層

となる。

12・ 4 南側溝・北側溝とも64～65ラ インまで。

南側溝65以西は幅が広がるか。もしくは,北岸上

坑 (最下層古)が北へ広がるものか。漆付着土器

出土。北側溝から土馬出土。tt S D 1484は 南側溝

に埋上が切られる。南北溝 S D 1547か ら軒瓦出

土。この溝は,北では新旧 2時期ある。南北塀 S

A1573ま とまる。東西棟 S B 1575の 柱穴は 2箇所

で 3時期の重複あり。

12・ 5 南偵1溝65ラ インには,新たに,北への張

り出しあり。小型井戸 S E 1550検出。

12・ 6 南狼1溝67ラ インまで。複雑な堆積状況で

ある。P C66区大土坑は灰化物が大量につまる。

S B 1587柱列には,角柱あり。 S E 1550の 枠は,

上部が縦板, 下部が横板。動物遺存体が 出土し

アこ。

12・ 7 南偵1溝66～68ラ インまで。北側溝は,66
～67ラ インまで。

12・ 9 現地説明会に向けて清掃と遺構検出を並

行して行なう。南側溝北岸に,上坑のような庚化

物を含む上の堆積がある。路面上にも汚れた上が

見える。北側溝は66ラ イン掘 り上げ。最下層新と

した層の最下部に,灰色粘上の層がある。

12・ 10 南側溝北岸には,新溝に切られる土坑あ

り。 発掘区西端では, 古溝が比較的明瞭に見え

る。

12・ ■ 清掃と遺構の精査。土層観察畔65・ 61ラ

イン土層図作成の後,撤去。

12・ 12 清掃続行。午後新聞記者発表。

12・ 13 全域の清掃。P C53土坑 S K 1965掘 り下

げ。軒丸瓦,鴬出土。

12・ 14 午後, 現地説明会行 なう。来聴者約 70

名。

12・ 16 写真撮影に向けて清掃作業。南側溝,北

側溝の計 4箇所で溝堆積状況の上層図作成。

12。 17 南側滞,北側溝の堆積状況の土層図作成

完了し, 畔撤去する。土層畔の観察から南北溝

S D 1486よ り南側滞の方が新しいことが判明。発

掘区東南部で柱穴の掘 り下げにかかる。

12。 12 清掃続行。井戸枠の洗浄,枠内遺物取 り

上げ。 S E 1550掘 形の掘 り下げ。

12・ 19 写真撮影開始。通常の地上撮影の他に
,

ハイライダーを利用しての撮影も行なった。本日

は全景中心。

12・ 20 遺跡全景及び遺構細部の写真撮影を行な

う。本日もハイライダーを利用する。

12・ 23 昨夜降雨あり。排水作業と清掃。航空写

真測量のための標定点設定作業完了。

12・ 24 年前清掃。年後空中写真撮影及び地上写

真撮影。

12・ 25 地上写真撮影続行。遺構細部中心。土器

埋納坑 S X 1593検出。

12・ 26 写真撮影続行。 S X 1593さ らに下に思土

師器が重なっていた。瓦組暗渠 S X 1489の瓦取 り

上げ。調査が年を越すため,砂埋めを中心として

遺構の養生作業を行なった。

1・ 7 作業再開。一面降雪に覆われ,水中ポン

プ凍結す。発掘器材搬入行なう。

1・ 8 柱穴等の断ち割 り調査開始。土器埋納坑

S X 1578では金箔も出上し,地鎮具埋納坑と思わ

れる。

1。 9 断ち割 り及び実測続行。 S B 1534は柱下

に石と木材を入れている箇所あり。

1・ 10 井戸S E 1555枠内の掘 り下げ開始。軒丸

瓦 6316K型式出土。S B 1532の 北側柱列は土坑

S K 1980よ り

'好

しとヽことが半Jtto S B 1980とこ|ま ,

柱根残る。

1・ 11 東西土層観察畔の断面図作成。井戸SE
1555の 掘 り下げ。須恵器大型褻口縁部あらわる。

井戸内遺物の水洗選別作業始める。他に S E 1530,

QS区の東西清 S D 1440掘 り下げ開始。

1・ 13 井戸の掘 り下げ。 S E 1555か らは,銅片,

桃核,斎串など出土。

1・ 14 S E 1530。 1555の 実測完了。 S E 1560の

掘 り下げ開始。 S K 1989掘 り下げ, 丸瓦など出

土。 S B 1537に ,大型柱根,礎盤あり。

l。 16 井戸 S E 1555の 掘形断ち割 り,写真撮影。

S E 1530の 掘形は 1時期と判明。 S E 1560は横桟

3段分確認。井戸底には、傘大の礫を敷 く。井戸

内から,神功開賓,櫛,ガ ラス小玉など出上。

1・ 17 S E 1530底 まで掘 り下げ終了。銅片 あ

り。発掘区西壁清掃。

1・ 18 S E 1560掘 形の掘 り下げ。南北両側溝西

側の掘 り下げ。

1。 20 S E 1555の 井戸枠取 り上げ。須恵器長頸

壷,短頸壷, 鉄釘, 曲物など出土。 南北溝SD
1547は,中央のみ深く,南で浅 くなる。ただし,

底だけが残った南北溝と考えられる。 S E 1550

は,浅 く,井戸の部分のみ深くなる。

1・ 21 S E 1555堆 積上の水洗選別完了。銅銭,

「富本銭」,櫛,碁石 (P)な ど遺物豊富。 S E 1560

は枠取 り上げ。 S E 1550は 縦板下端まで断ち割

る。小路路面上の上坑を断ち割 り。

1・ 22 S E 1550断 ち割り。重複する古い井戸は

底が出る。古い井戸を埋めた上を新しい井戸の掘

形が切る。東西清 S D 1440は とぎれ, L字形の部

r9



分は,ご く浅い窪みのようなもの。この溝の底で

柱穴を確認する。 南北溝 S D 1464も 途中で切れ

る。

1・ 23 S E 1550は 枠取 り上げる。埋土は 4層あ

り。和同銭,帯金具など出土。掘形から箆状木製

品出土。これで,すべての井戸枠取 り上げ完了。

砂の搬入など埋め戻しの準備にかかる。

1・ 24 柱穴,土坑の断ち割 り,南側溝土層観察

畔の精査。砂による養生開始。

1・ 25 養生作業続行。一部埋め戻しにはいる。

1・ 27 砂養生完了す。発掘器材撤収し,調査終

了する。

E 第179次調査
6 AI卜0地区

1986年二月7日 ～12月 26日

■・10 発掘区設定。ベル ト・ コンペアーを禾1用

し, 人力による表土除去開始。 作業は西から東

へ。土層観察畔を十字形 (交点 OA 49)に設定。

11・ 12 表土及び暗医砂質上の掘 り上げ。

n,15 遺構カード作成。

11・ 17 48～ 50ラ インまで。西向きに掘 り下げ続

行。O F49区東西溝中の小ピットに逆位置の上器

あり (S X 1947)。 このあた り小ピット群多い。

11・ 18 50～ 52ラ インまで。遺構検出ほばひとと

おり済む。

11・ 21 53～ 54ラ インは柱穴, ピットなどの掘 り

SA1927

下げ。54ラ イン以西の掘 り下げ 開始。 ピット多

く,す り鉢状のもの目立つ。柱穴でないものが含

まれているようだ。

11。 26 53ラ インから東 Vこ折返し52ラ インまで。

遺構の掘 り下げにかかる。OD～QP区は大きな

土坑が 5～ 6基重複している模様。先後関係は極

めて見にくい。南北方向の道路 S F 1650確認。両

側溝 S D 1648・ 1649を伴い,西側には平行して塀

S A 1647がある。道路,塀ともSラ インでとぎれ

る。第 168次北調査で検出した南北築地 S A 1570

の北延長上にあたる。

11,27 54～ 57ラ インの遺構精査。OD o OE51

の大土坑は四隅の柱を確認し,井戸と判朔 (SE
1870)。 大土坑 (の ちに丼戸 S E 1917と 判明)の直

下に炭化物多量に含む層があり,銅針出土。

11・ 29 0Q50～ O B51区 の上坑群は,いずれも

深さ20～30cmと 浅い。O E51区の上坑には,角

材がのぞく。

12・ 1 48～ 50ラ インまで遺構の掘 り下げ。南北

棟 S B 1781は 6× 2間でまとまる。

12・ 248～ 47ラ イン。OoQ以 南 の総柱建物

S B 1609は , もう一棟重複している可能性あり。

12・ 3 48～ 47ラ イン遺構の掘 り下げ続行。

12・ 4 0E47区 で井戸 S E 1867の プラン検出。

豪雨で作業中断。

12・ 5 48～ 45ラ インまで。 S E 1867の 掘 り下げ

開始。埋土 (廃絶時)か ら軒九瓦6311型式出上。

炭化物含む土坑群の掘 り下げほぼ完了。OA以南

は包含層または整地層と思われる層が現れ,宋銭

―G(K)

一F(」 )

一A

―T

―o

酢

肺

SA1743

SB1710

SBl

SB1625

I   I   I   I   1   1   1   1   1   1   1

Fig。 10 第 179次調査地域の地区割と主要遺構 (1:500)
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出土。O T46区井戸 S E 1700掘 り下げる。

12・ 6 全体にわたる遺構検出ほぼ完了する。45

～46ラ イン,A以南の包含層または整地層と思わ

れる層の掘り下げを開始する。地山は,西から東

に向かって,徐々に下がる。 A以北では南北溝

S D 1898を 確認。

12・ 9 44～46ラ インまで。南北溝 S D 1898の検

出を完了。南北棟 S B 1601の 西側柱列検出。

12・ 10 現地説明会に向けて周辺を整備する。

12・ 11 新聞記者発表。

12・ 12 周辺整備と地上写真撮影。全景写真完了,

細部写真未完。

12・ 13 年前,空撮用標定点設定。午後,現地説

明会。来聴者約40名。

12・ 15 前日の降雨t発 掘区水浸し。終日排水

作業。

12・ 16 地上写真撮影。本日は細部写真中心。

12・ 17 地上写真撮影続行。土坑と井戸の撮影。

12・ 18 午前,空撮終了し,午後井戸 S E 1880の

掘 り下げ。上層観察畔の精査。

12・ 19 S E 1867の 掘 り下げ開始。井戸枠は縦板

組,埋土から土器出上。 S E 1880は枠内完掘す。

埋土は水洗選別行なう。O E51区土坑は粋が現れ

井戸と判明 (S E 1880)。

12・ 22 0T47区 井戸 S E 1700は,上部横桟が新

しい時期のもの。初めの井戸枠はくりぬき円形

で,横木でつなぎあわせている。 S E 1880は 横板

組。掘形の精査を行なう。

12・ 23 S E 1880掘 形を掘 り下げたところ底に横

板一段のみ残す井戸を検出し,新・旧 2時期の井

戸の重複が明らかになった。 S E 1917は井戸底に

達する。S E 1700は,古い時期の掘形掘り下げ開

始。柱穴の断ち割 りも始めた。

12・ 24 柱穴の断ち割 り継続。断面実測。

12・ 25 S E 1867は 上部と下部に縦板が分かれ,

後補があることが判明。

12・ 26 柱穴断面実測。調査区周囲の壁面土層図

実測完了。

12・ 27 S E 1867底 部まで掘 り下げ,断面実測す

るも,直後に崩壊し,枠板取 り上げ不能となる。

本日で調査終了。
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5写 真 測 量

人間が対象物を立体的に見ることができるのは,左眼と右眼によって,やや異なる位置から

見ているからである。たとえば,あ る対象物をやや視点をかえて写真撮影し, この 2枚の写真

を並べて左右両眼で重複させて見る (実体視する)と ,対象物の像が立体的に うかびあがって

くる。この原理を応用したのが写真測量である。すなわち写真測量は,対象物を写真に撮影す

ることによって,その中に表現されている事柄を判読 し,それをもとに対象物を図面にかきあ

らわす測量のひとつの方法だといえる。写真測量は,消およそ以下の手順で行な う。

①基準点 (標定点)設定  対象物の水平位置や凹凸を正確に判読するためには,あ らかじ

め対象物の表面に基準点 (標定点)を設定しておかなければならない。この基準点の三次元座

標をもとに,写真の正確な水平方向,縮尺が決定できるわけである。標定点は,縦方向と横方

向の水平が決定できるように 1枚の写真の中に 3点あればよい。

②撮影  カメラは,一定の距離をおいて左右両方にンンズのついたステレオカメラをもち

いる。 撮影の方法は,平面図作成の場合には, 縮尺に応じてクレーン, 熱気球, ヘリコプタ

ー,セ スナ機などにそれぞれカメラを搭載し,空中から垂直に撮影する。これに対して立面図

作成の場合には,地上に三脚を立て, これにカメラを装着して撮影する。埋蔵文化財の写真測

量の場合,調査区が大面積で,しかも平面的である場合には,ヘ リコプターから写真撮影を行

なうことが多い。ヘ リコプターは空中静止ができるうえに,連続撮影が迅速に行なえるという

利点がある。

③図化  最終的に撮影した写真は,写真図化機をもちいて,地物や地形の凹凸を描画する。

さて,写真測量が遺跡の発掘調査に用いられるようになった経過について,少 しかれておこ

う。平城京の発掘調査に写真測量が導入されたのは,1963年の平城官内裏における調査が最初

であった。これは地上において水平撮影し,平面図に書きおこす試みであったが,地形の凹凸

による死角が生じ,多 くの図化不能の箇所が発生するという欠点があった。1968年にヘリコプ

ターから垂直撮影を行ない,写真図 (フ ォトマップ)と して遺跡の平面図を作成する技術が導

入された。フォトマップは,写真を地形の高低に合わせて正しい縮尺に焼付し, このうえに等

高線図を合成したものである。しかし,ヘ リコプターの高度とレンズの焦点距離の制約を受け

て縮尺は 1/40が 限度であり, 従来行なわれてきた地上測量, すなわち遺方実測の縮尺である

1/20に達することはできなかった。 この点を打開するため, 櫓上から撮影した り, 熱気球,

クレーンなどにカメラを装着して撮影する方法が試された。いづれも大縮尺の図を得るという

点では有利であったが,櫓による死角がどうしても生じたり,風によって熱気球が不安定とな

る,あ るいは大面積の場合にはクレーンのアームが被写体に達 しない,な どの欠点があった。

今日では,こ れらの撮影方法に改良が加えられ,種々の方法を使い分けたり併用したりするこ
1)

とによって, より効率的な写真測量が行なわれるようになってきている。

ところで,従来埋蔵文化財に用いられてきた地上測量は遣方実測だが, これ と写真浪1量 との

比較をまとめると以下のようになる。

①写真測量は, 写真という生の記録をもとにしているがゆえに,実物にきわめて忠実であ

つ

　

″

奈良目立文化財研究所『年報 1969』 1969,p.3「写真測量の文化財調査への応用ⅡJ参照。



No. X Y Z NO. X Y Z

1

18

23

32

36

45

56

―-149,093。 371

--149,111.564

--149,111.564

--149,129.850

--149,129.850

--149,146。 174

-149,056.117

-19,062.039

-19,062.039

--19,027.305

--19,062.039

--19,034.203

--19,062.039

-19,052.000

53.118

53.102

54.654

53.098

52.923

54.563

54.076

61

69

71

79

83

91

103

―-149,056.117

--149,099,026

--149,056.117

--149,022.092

--149,022,092

--149,040。 636

--149,040。 913

―-19,039.366

-19,024.848
--19,009.839

--19,025。 148

-18,997.771

-… 19,004.032

-19.034.189

53.881

54.248

54.435

53.882

53.938

53.806

53.847

Tab.2 写真測量標定点成果表
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Fig.■ 写真測量標定点配置図
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る。遣方実測では,描画技術の個人差や,実測者の遺構に対する解釈の違いが,図面に微妙に

反映することがある。これに対して,写真は撮影時の被写体との距離, フィルム,レ ンズ,あ る

いは写真乾板の解像度によって科学的に裏付けられているため,客観的かつ忠実である。また,

写真を保存さえしておけば,随時撮影時の状況を再現することができるし,再測も可能である。

②地上測量では基準点から遠ざかるにしたがって精度は低下するが,写真測量は写真の歪み

を修正すれば精度は均―である。

③写真測量では,外業が標定点の設定と写真撮影だけであり,業務の省力化と迅速化をはか

ることができる。ただ,発掘担当者と写真図化担当者との職域が分化しているため, どうして

も描画のうえで飢齢が生じやすい。この点は何度かの校正で是正できるが,時間がかかる。つ

まり,写真測量では外業の省力化が可能となる反面,撮影後の図化・校正などの内業に時日を

要するわけである。

①写真測量では,ヘ リコプターによる1回の撮影に 50～ 60万円,写真図化に 1ポ あたり700

～800円 と経費がかかるという難点がある。

以上のように写真測量は多くの長所をもってはいるが,比較的高価であり,場合によっては

造方実測の方が好適であることもある。調査区が小規模であった り,複雑な地物が少ない場合

がそうである。これに対して急峻な地形に位置し,遣方実測が困難な場合とか,遺構が初密で

ある場合,あるいは面積がきわめて大きい場合には,写真測量は大きな効力を発する。したが

って両者は,遺跡の種別,立地,調査期間,調査面積,経費などによって,それぞれ選択される

必要があるし,ま た相互の欠点を補完するうえで両者を併用する場合も生じてくるであろう。

本調査は1984年～1986年の計 5回にわたる継続的な調査であったが,1984～ 85年の調査 (大

和郡山市調査 。第156-32次調査)のみ遺方実浪1を行なった以外は,主 としてヘリコプターによ

る写真測量を行なった。それぞれの手法は,上記の①～④を勘案して選択している。

このたびの写真測量の標定点成果表 (Tab.2),標 定点配置図 (Fig。 11),撮影仕様 (Tab.

3)を掲げておく。 なお, 座標値は, 国土調査法にもとづ く国上方眼第Ⅵ座標系を基準として

ヤヽる。

カ メ ラ |レ
ン ズ

|

168次南調査

168次北調査

179次 調 査

1 変位修正機

ツァイス SEGV153.21 mmコ ダック TRI X1 1/400秒
153.00      ″    1 1/450秒 1  8
153.21      〃    1 1/400秒 1  8

Tab.3 写真測量撮影仕様

27



第 Ⅲ章 遺

1遺 跡 の 概 観

調査区は, もと水田で,一部は金魚の養魚地に利用されていた。水日の畦畔には平城京の条

坊地割が良好に遺存している (PL.1・ 2,Fig.5)。

奈良時代の遺構検出面は,標高 52.9～53.3mで,東南へ低 くなるが,ほ とんど平坦地 とい

ってよい。調査区の西北から東南に向かって,蛇行を くりかえした数条の奈良時代以前の自然

旧河川が埋没 している。旧河川堆積層中には十四坪で少量の弥生土器の小片がある以外はほと

んど遺物を含まない。なお,調査区の随所で,遺構面下約 1.3mに洪積世末期の ミツガシフ

層 (厚さ 20～50 cm)を 確認している。

遺構検出面は,基本的に黄褐色の地山

で,砂質のところが多い。旧河川の部分

駐 」孔儲孔盈豊亀震 と≧み子箕萱こ負      六

の地表面は残って消らず,大部分の遺構

は同一面で検出した (Fig.12)。

遺構の時期区分は,遺構の重複や配置

関係,出土遺物の年代などを手がか りに

したもので,奈良時代を I～Ⅳ期の 4時

期に分けた。

調査区は,坪境小路をはさんで,北の

十四坪,南の十三坪にまたが り,両坪 と

もに多数の遺構がひろがる。奈良時代前

半 (1・ Ⅱ期)には,十四坪に鋳造・ 漆

工の工房が営まれ,十三坪には官衛風の

建物を配置する。奈良時代後半 (Ⅲ・Ⅳ

期)には両坪とも宅地に変わる。

このほかに例の少ない地鎮具や胞衣壷

を埋納した遺構もある。

溝や井戸,土坑等には土器をはじめと

する多量の遺物があ り,特に鍛冶具,漆

容器など工房関係の遺物はこの遺跡の性

格をよくあらわす。

53 2            53 1

Fig。 12 調査区の地形 (網は旧河川 1:1250)



報告の対象となる地域が広大なので,遺構の位置表示等についてあらかじめ触れておきたい。

今回報告する発掘調査地は,平城京右京八条一坊の十三坪と十四坪にまたがっている。そこ

で,調査区をまず十三坪地区と十四坪地区とよびわける。十三坪地区は第 168次 南調査区およ

び第168次北調査区の一部であり,十四坪地区については,発掘区が南と北に分断されるため, *

さらに十四坪南区 (第 168次北調査区の大部分),十四坪北区 (大和郡山市,第 156-32次 ,第

179次の各調査区)と よびわける。

奈良時代の遺構としては,塀・建物・溝 。井戸・土坑などがある。これらのうち,築地塀を

除く塀,及び建物のすべては,掘立柱構造である。したがって,以下の記述においては,単に

「建物」あるいは「塀」と称することにし,特に掘立柱であることをことわらない。また,建物 *

。塀・溝等の遺構の多くは,国上方眼方位 (第Ⅵ座標系)に近い方位をとっている。特に振れ

等に言及しない場合は, この方位におよそ則っているものと理解されたい。

建物規模に関する記述は,ま ず「東西」「南北」の柱間数と総長をメートル法でカッコ内に

記し,つ ぎに桁行・梁間方向の柱間寸法および庇の出を尺で記す。なお,検出した建物の柱穴

に柱根もしくは柱痕跡が残っているものが少なく,柱位置を正確におさえることが困難なため, *
1)

まず復原柱間寸法を尺単位でおさえ,総長は 1尺を 0.3mと して換算した。

遺構の記述にあたってはまず,遺構を 4時期に区分し,およそ道路・建物・塀・溝・井戸 。

土坑の順に記述し,そのあと,井戸の詳細,土器埋納遺構について記述した。ただし,関連す

る遺構は,ま とめて記述する場合がある。なお,別表 1・ 2も 参照されたい。

4時期のうち I・ Ⅱ期は奈良時代前半にあたり,Ш・Ⅳ期は奈良時代後半にあたる。    *

A I期の遺構

I期に属するおもな遺構は,建物39棟,塀 13条,築地塀 3条,井戸 8基,溝 9条である。な

お, I期 に属する溝の うちS D 1345,1384,1398,1484,1547,1583は ,建物群に先行し, I

期でもごく初期に限定される遺構である。

SF 2000(PLAN 4・ 6;PL.9・ 12)P・ Q地区

十三坪・十四坪間の坪境小路である。当初の側構は SD 1496・ SD 1499で ,後に溝の付け替

えによって道幅が広が り,側構は SD 1495・ SD 1500に かわる。当初の南北側構の心心距離は

3.3m(m尺)で,路面幅は 1.8m(6尺)である。 溝の付け替え後の南北側構の心心距離は

3.9m(13尺 )で,路面幅は 2.4m(8尺 )である。

SB 1309(PLAN 7)Q地区

十三坪地区の南辺に位置する東西 3間 (6.3m),南北 2間 (3.3m)の東

西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は7尺等間,梁間 (南北)方向の柱

間は5.5尺等間である。柱穴は一辺 60 cm前後の不整形である。柱穴の重

複関係から SB 1312よ り古い。

1)模式図の記号 0柱根をとどめる掘形 ○柱痕跡をとどめる掘形 ②抜取痕跡あり ○掘立柱柱穴

……推定 (すべて方位は上が北,縮尺約 1/300)。 挿図の縮尺は Fig.21が 1/20,他は 1/40。
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SB 1324(PLAN 5)Q地 区

十三坪地区の東南に位置 し,十三坪を東西に 2分する道路 (SF 1320)上に建つ

東西 2間 (3.3m),南北 3間 (5,4m)の南北棟である。桁行:(南北)方 向の柱間は 6

尺等間,梁間 (東西)方向の柱間は 5尺等間である。柱穴は一辺 80 cmの 方形で深

さとま 32 cmである。 妻柱の柱穴は身舎にくらべやや小さく,約 60 cmの 方形であ

る。 SB 1340・ SA 1355と 重複し,柱穴の重複関係か ら双方 より古い。また東側柱は,十三坪

を東西に 2分する道路の西側溝 (SD 1319)の 底で検出した。したがって,SB 1324は 十三坪を

東西に 2分する道路がつ くられる以前の建物である。

SB 1327(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区の南寄 りほぼ中央に位置する東西 3間 (4,95m),南北 2間 (3.3

m)の東西棟である。 柱間は桁行 (東西)方 向・梁間 (南北)方向ともに, 5。 5

尺等間である。柱穴は,一辺 70 cm～80 cmの方形である。柱穴の重複関係か

ら SB 1327 1ま , SB 1326 よりF■ い。

SB 1331(PLANの Q地区

解撒。噸縣輯桧測距!!3ζ怠:題
らSB1330よ り古 く,SD 1345よ り新 しい。

SB 1364(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区の南寄 りに位置する東西 3間 (5.85m),南ゴヒ2間 (3.6m)の

東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は 6.5尺等間,梁間 (南北)方向の

柱間は 6尺等間である。柱穴は一辺 50 cm～80 cmの 不整形である。SB 1364

は柱穴の重複関係から SB 1363よ り古い。建物内に丼戸 (SE 1365)があり,井戸掘形が柱穴

より新しく,建物と井戸とは同時併存または建物が井戸に先行すると考えられる。

SB 1381(PLAN 7;PL.8)Q地区

十三坪地区の中央に位置する東西 4間 (3.4m),南北 2間 (4.2m)

の東西棟である。柱間は桁行 (東西)方向,梁間 (南北)方向ともに

7尺等間である。柱穴は一辺 70 cmの丸みをおびた方形である。

SB 1390(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区のほぼ中央に位置する東西4間 (9.Om),南北 2聞 (3.6m)

の東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は7.5尺等間,梁間 (南北 )

方向の柱間は 6尺等間である。柱穴は規模・形状 とも不揃いである。

柱穴か らは平城宮土器 Iま たはⅡの上器が出上した。柱穴の重複関係からSB 1391よ り古い。

SB 1404(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区の西辺北寄 りに位置する東西 2間 (3.6m),南北 3間 (5.4m)の 南北

棟である。柱間は桁行 (南北)方向,梁間 (東西)方向ともに 6尺等間である。柱穴

は,隅柱が大きく一辺約60cm,他 の柱では一辺約 40cmで ある。柱穴からは平城宮

土器Ⅲの土器が出上した。



SB 1405(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区のほぼ中央に位置する東西 2間 (4.2m),南北 4間 (3.4m)の南北

棟である。柱間は桁行 (南北)方向,梁間 (東西)方向ともに 7尺等間である。柱

穴は 約 80 cmの方形または不整形である。 柱穴の重複関係から SB 1405は SB

1402よ り古い。柱穴は,十三坪を東西に 4分する塀 SA 1434よ り古 く,SB 1405

は十三坪が小規模宅地化される以前の建物である。

SB 1425(PLAN 6;PL.11)Q地区

十三坪の北辺西寄 りに位置する東西 2間 (4.2m),南北 5間 (9,Om)の南北棟

である。桁行 (南北)方 向の柱間は 6尺等間,梁間 (東西)方向の柱間は 7尺等間で

ある。柱穴は規模・形状 とも不揃いである。東側柱の南から4個 日の柱穴に柱根

が残ってお り,柱直径は 約 10 cmである。 柱穴 の重複関係から SB 1425は ,

SB 1482よ り新 しい。また,SB 1425の柱穴は S字状の溝 (SD 1484)の埋土より新

しい。

SB 1471(PLAN 7;PL.10)Q地 区

十三坪地区の東北隅に位置し,十三坪を東西に 2分する道路 (SF 1320)の東

の区画に建つ。東西 3間 (4.95m),南北 2間 (3.3m)の東西棟の総柱建物で

ある。桁行 (東西)方向の柱間は 5.5尺等間,梁間 (南北)方向の柱間は 5.5尺

等間である。柱痕跡の直径は 18cm前後である。柱穴の重複関係からSB 1471は SB 1470よ り

古い。柱穴か らは平城宮土器Ⅲの上器が出上した。

SB 1476(PIフAN 6,PL.11)Q地区

十三坪地区の北辺に位置 し SB 1478の南東に建つ東西 5間 (9.3m),南北 2間 (4.5m)の 東

西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は東から7尺 。6尺・ 6尺・ 6尺・ 6尺,梁間 (南北)方

向の柱間は 7.5尺等間である。桁行方向に東 3間 と西 2間に間仕

切る位置に,間仕切 り柱が立ち,建物を桁行 3間 と 2間に分つ。柱

穴の形状は不揃いで,規模は 40 cm～ 80 cmで ある。柱穴の重複関

係から SB 1476イま, SB 1477・ SB 1478 より古い。 また SB 1475と

重複するが,柱穴の重複はない。西北隅に柱痕跡をとどめる。

SB 1480(PLAN 6)Q地 区

の東 に位置する東 西 2間 (3.6m),南 北 2間

)。 桁行 (南北)方向の柱間は 6.5尺等間,梁間

る。柱穴は一辺 80 cm～lmの方形である。

SB 1482(PLAN 6;PL。 11)Q地区

隠
匡 拶 ヒニ [ξ3ξ3£:;与 とこ:lfそ 孝:;|::|:3三 ::与

柱穴の重複関係か ら SB 1428は,SB 1425よ り古い。柱穴か らは平城宮上器 I以降のもの と思

2∂



われる土器が出土した。

SB 1532(PLAN 4,PL.15)P地 区

十四坪南区の東辺に位置 し,SB 1531の北に平行 して建つ。東西 4間

(7.05m),南北 2間 (3.6m)の東西棟である。桁行 (東西)方 向の柱間は

東 3間が 5.5尺等間,西 1間が 7尺, 梁間 (南北)方向の 柱間は 6尺等

H53.8m

間である。桁行方向西から1間 目で間仕切るようにみえ,西 1間のみ柱間が異なり,西にさし

か l‐Iの庇を付 lr―Iて いた可能性 も考えられる。柱穴は,一辺 80cm前

後の方形であるが,西 1列 のみ一回 り小さく一辺 60cm前後である。

~柱
根は南側柱の東から2つ 目と】ヒ側柱の東から2つ 日,西妻中央柱

に残る。南側柱の柱根は直径 12 cm,西 妻の柱根は 10cmと 西妻柱

は一回 り小さい。
E

SB 1537(PLAN 6)P地 区

十四坪南区南辺の中央に位置する門である。十四坪の南を区画す

る築地塀 (SA 1540)に 開き,桁行 1間 (3.3m ll尺 )で ある。控

柱は検出されず棟門形式の門と考えられる。柱穴は東西 lm,南北

70 cm～80 cmの 長方形で,柱穴の東面は斜面となっている。残存

する柱根の直径は 24cmである (Fig。 13)。

SB 1543(PLAN 4)P地 区

十四坪南区の南辺中央に位置する東西 1間 (2.7m),南 北 2間 (3.Om)の南北棟で

ある。桁行 (南北)方 向の柱間は 5尺等間,梁間 (東西)方向の柱間は 9尺等間である。

柱穴は一辺約 40 cmの 方形である。SB 1539と 重複 して建つが,柱穴の重複はない。

SB 1553(PLAN 4,PL.14)P地 区

十四坪南区の東北に位置する東西 2間 (3.6m),南北 4間 (7.2m)の 南北棟で

ある。柱間は桁行 (南北)方 向,梁間 (東西)方向とも 6尺等間である。柱穴は一

辺 60 cmの 方形である。柱穴の重複関係からSB 1553は,SB 1554よ り古い。

SB 1559(PLAN 4;PL.13)P地 区

十四坪南区の中央東寄 りに位置 し,十四坪西半の区画の東を限る南北塀 SA

1558と 重複して建つ。東西 2間 (3.6m),南北 5間 (8.7m)の 南北棟である。桁行

(南北)方 向の柱間は,南から6尺・ 6尺・ 6尺・ 5尺・ 6尺,梁間 (東西)方 向の

柱間は 6尺等間である。柱穴は小さく,一辺約 40cmの方形である。柱穴の重復

関係か ら SB 1559は,SA 1558よ り古 く,SK 1982を仲介 とした重複関係から

SB 1561よ り古い。柱穴からは平城官土器 I～ Ⅱの土器が出上した。

SB 1576(PLAN 6)P地 区

十四坪南区の中央に位置する東西 3間 (5.85m),南北 2間 (4.2m)の

東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は 6.5尺等間,梁間 (南北)方向

の柱間は 7尺等間である。柱穴は一辺 70cmの方形である。柱穴の重複

関係から SB 1576 イま SB 1575。 SB 1577よ り古い。

口

Fig.13 SB 1537の 柱根
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SB 1580(PLAN 6)P地 区

十四坪南区の北辺中央に位置し,十四坪を南から4分する塀 SA 1571と 重複し

で,十四坪が1/16も しくは1/32町に分割される以前の建物である。東西 2間 (3.6

m),南北 2間 (3.3m)の 東西棟の総柱建物である。桁行(東西)方 向の柱間は 6尺

等間,梁間 (南北)方 向の柱間は5.5尺等間である。柱穴は一辺 40Cm前後の隅丸方形である。

SB 1582(PLAN 6)P地 区

十四坪南区の北辺に位置する東西 2間 (4.2m),南 北2間 (3.Om)の東西棟の総

柱建物である。桁行 (東西)方向の柱間は 7尺等間,梁間 (南北)方 向の柱間は 5

尺等間である。柱穴は,一辺 40cm前後の不整形である。

SB 1586(PLAN 6;PL.13)P地 区

十四坪南区の西辺に位置 し,SB 1587の東北に重複 して建つ。東西 2間 (3.3m),

南北 3間 (4.85m)の南北棟である。桁行 (南北)方 向の柱間は 6.5尺等間,梁間(東西 )

方向の柱間は 5.5尺等間である。柱穴は一辺 50 cmの 方形または不整形である。

SB 1588(PLAN 6;PL.13)P地 区

西 1間 (2.4m)以 上,南北 3間 (6.3m)の南北棟

ミ)× 3間 (7尺等間)であるが,おそらく桁行 3

1穴は一辺 60 cm～70 cmの 方形である。柱穴の

B5よ り古い。

SB 1609(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の東南隅に位置 し,SB 1605・ SB 1606と 重複するが,柱穴の重

複はない。東西 2間 (4.2m),南北 3間 (4.8m)の 南北棟の総柱建物である。桁

行 (南北)方 向の柱間は南から5尺・ 5尺・ 6尺,梁間 (東西)方 向の柱間は 7尺

等間である。柱穴は一辺 90 cm前後の隅丸方形で,北妻中央柱穴の底に 木製

礎盤が残る。柱穴からは平城宮土器ⅡもしくはⅢの上器が出上 した。

SB 1625(PLAN 3)O地 区

園 西種唇懸樫蓬易骨昆子
g雰

写掻属こ亀幣 路 跳 ぱ盈也遅 毬 蟻竜具目
l I キ

北)方向の柱間は 5尺 である。柱穴は一辺 80 cm前後の方形または精円形である。

SB 1654(PLAN 3)O地 区

SB 1680(PLAN 3)O地 区

困 遥ヒ急:酵 昴 再 璽

る。柱穴は規模・ 形状 とも,不揃いで小 さなものは 50 cm,
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と接するように建ち,SA 1647と の同時併

の東妻柱列を検出した。柱穴からtよ平城宮

NAIV     H 53.8m    SE

Fig。 14 SB 1680の 礎盤



大きなものは一辺 110 cmも ある。 柱痕跡の直径は 18cmで底に木製礎盤を消く (Fig.14)。

SB 1760。 SB 1690・ SB 1691と 重複するが,柱穴の重複はない。

SB 1710(PLAN 3,PL.17)O地 区

十四坪北区の南辺西寄 りに位置する東西 6間 (10.8m),南北 3

間 (5.4m)の 南庇付きの東西棟である。身舎の桁行 (東西)方向の

柱間は 6尺等間,梁間 (南北)方 向の柱間は 5,5尺等間,庇の出が

7尺である。身舎内の棟通 りには,桁行 2間おきに柱穴があ り,

桁行方向に 2間ずつ 3部屋に間仕切って いたと考えられる。規模が大きく庇をもつ点からみ

て,SB 1710 1ま この付近の中心建物 とみてよいであろ う。柱穴は 一辺 60cm～80cmの方形

で,柱痕跡は, 直径 18cm～20cmである。 柱穴の重複関係から SB 1710は ,SB 1720よ り

古い。

SB 1780(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の中央南寄 りに位置する東西 2間 (3.Om),南北 3間 (5.4m)の南北棟

である。桁行 (南北)方 向の柱間は 6尺等間,梁間 (東西)方 向の柱間は 5尺等間であ

る。建物の軸線は国上方眼方位に対 して北で東に 2° 30′ 振れる。柱穴は一辺 60c血

前後の方形または不整形で,西北隅柱に柱根が残 り,直径は 20 cmで ある。柱掘形

の重複関係から SB 1780は ,SB 1781よ り古い。

SB 1790(PLAN 3,PL.1の O地区

十四坪北区の西南に位置する東西 3間 (3.75m),南 北 4間 (5,55m)の 南北棟で

ある。桁間 (南北)方向の柱間は南から4。 4尺 。5。 5尺・ 4尺・ 5尺,梁間 (南北 )

方向の柱間は中央間が 4.5尺,脇間が 4尺である。建物の軸線は国上方眼方位に

対 して北で4° 10′ 西へ振れる。 柱穴は一辺 50 cm～ 70 cmの 不整形である。

SB 1820(PLAN 3;PL.18)O地 区

3:二を::二〔З8三才卓:3二専鳥:,::ξii‡iを孝孝ユ:をサ:三|:9i:ここ
である。柱穴の重複関係から SB 1820は,SB 1830よ り古い。

SB 2002(PLAN 2)O地 区

十四坪北区の東辺北寄 りに位置 し,SK 2001の東に位置する。 東西 2間 (3.9

m),南北 3間 (4.5m)の南北棟である。桁行 (南北)方向の柱間は 5尺等間,梁間

(東西)方 向の柱間は 6.5尺等間である。柱穴は 一辺 60cmの方形,柱痕跡の直

径 |ま 15cmである。

SB 2011(PLAN 2)O地 区

十四坪北区の中央北寄 りに位置する東西 2間 (3.6m),南北 2間 (3.3m)の 東西

棟である。桁行 (東西)方 向の柱間は 6尺等間,梁間(南北)方向の柱間は 5。 5尺等

間である。柱穴は一辺 50cm～ 60cmの不整形で,柱痕跡の直径は 15cm～20cm

である。柱穴の重複関係から SB 2011は,SB 2010よ り古い。

園
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SB 2015(PLAN 2)O地 区

十四坪北区の東北に位置し,SB 2002の 北に棟筋を揃えて建つ。東西 2間 (3.6

m),南北 3間 (7.2m)の南北棟である。桁行 (南北)方 向の柱間は 8尺等間,梁間

(東西)方 向の柱間は 6尺等間である。柱穴は一辺 60 cmの方形,柱痕跡の直径は

15 cm～ 20 cmである。 SB 2030と 重複するが,柱穴の重複はない。柱穴からは

平城宮土器ⅡとⅢの上器が出土 した。

SB 2041(PLAN 2)O地 区

）

　

　

（

)

十四坪北区の北辺中央に位置する東西 4間 (8.4m),南 北 2間 (3.6

血)の東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は 7尺等間,梁間 (南

北)方向の柱間は 6尺等間である。 桁行中央の棟筋に柱穴があり,桁

行方 向に東 2間・ 西 2間に間仕切 る。柱穴は一辺 50 cmの方形である。 柱穴の重複関係か ら,

SB 2041 1ま SB 2035。 SB 2046よ りT子 い。

SB 2064(PLAN 2)O地 区
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5cm(木が痩せてお り柱痕跡は直径 15c血),間柱では直径 7cmである。

SB 2075(PLAN 2)O地 区

十四坪北区の北辺西寄 りに位置する東西 2間 (3.6m)南北 3間 (5.4m)の 南北棟で

ある。桁行 (南北)方向の柱間は 6尺等間,梁間 (東西)方 向の柱間は 6尺等間であ

る。柱穴は一辺 50 cm～70 cmの不整形である。一部の柱穴に柱痕跡があ り,柱の

太さは 約20 cmである。

SA 1422(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区の西辺北寄 りに位置する南北塀である。方位は国上方眼方位に対して北で東に振

れる。7間分を検出し,柱間はおよそ 7尺前後で,柱穴は一辺 20 cm～50 cmの 不整形である。

SA 1432(PLAN 6)Q地 区

十三坪地区の北辺に位置する東西塀である。坪境小路の南側溝 (SD 1495)心から南に 10m

の位置に建ち,北の総柱建物群の南を画する。10間分を検出し,柱間は 6尺等間,西から3間

目のみ 9尺 と広 くしていることから,出入日と考えられる。柱穴は一辺 50 cm前後の方形ま

たは円形である。

SA 1465(PLAN 4)Q地 区

十三坪地区の東北隅に位置する東西塀である。西は SF 1320の東から始まり,東は発掘区の

さらに東へ続 く。柱間は 6尺または 7尺で,西から6間 目のみを11尺 としてお り,こ の位置が

通路 と考えられる。 柱穴は一辺 30 cm～80 cmの 方形である。位置的には, 坪境小路 (SF

2000)の 南側溝 (SD 1495)心から南に 9.Omに位置 し,SB 1471を囲み東西に細長い区画を

形成するものと考えられる。SB 1470と 重複し,SA 1465は,SB 1470よ り古い。

SA 1483(PLAN 6;PL.11)Q地 区

十三平地区の北方西辺に位置する東西塀である。坪境小路の南側溝南肩から南 7.2mの位置
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にあ り,東は SD 1489の 西から始まり,西は発掘区のさらに西へ延びる。 4間分を検出し,柱

間は 6尺等間である。柱穴は一辺 60 cm～80 cmの隅丸方形である。

SA 1485(PLAN 4)Q地 区

十三坪の東半の区画の北,坪境小路 との間に SA 1490の 延長に想定される築地塀である。

ただし,こ の付近の瓦の出土量がそれはど顕著でないため,瓦葺の築地ではなく,上上の築地

塀もしくは上を積んだ土手状のものと想定される。

SA 1400(PLAN 6)Q地 区

十三坪の西半の区画の北では十三坪北区の北辺中央東寄 りで,暗渠 (SX 1489)が検出された

ことからこの位置に築地塀を想定する。なお SA 1485と 同様に,上上の築地塀もしくは土手状

のものと想定される。

SA 1528(PLAN 4・ 6)P地区

十四坪南区の南辺の東西築地塀。十四坪の南辺を区画する施設 としては塀 SA 1527・ SA

1541・ SA 1542が検出されたが,こ れ らはいずれも奈良時代の後半に属 し,奈良時代の前半に

遡る塀は検出されていない。十三坪・十四坪間の坪境小路 (SF 2000)|ま 奈良時代の前半から

貫通していたと推定されるから,十四坪の南辺になんらかの区画施設を考える必要があろ う。

そこで,地上まで削平 されれば遺構 としての痕跡を残さない築地塀をこの位置に想定し,十四

坪の東半を SA 1528,西半を SA 1540とする。

SA 1570(PLAN 4,PL.17)P地区

十四坪南区中央 に築地塀 の積土 の堰板痕跡と考えられる南北 溝 SD 1564・ SD 1565。 SD

1567・ SD 1568の存在か ら, この位置に南北方向の築地塀を推定する。 2本の南北溝の心心距

離が 1.3m,内 内距離が 1.2m～1.5mで ぁるから,築地塀の基底幅は 5尺 もしくは 6尺 と推定

できる。南は SA 1528・ SA 1540か ら始まると考えられるが,堰板痕跡 と考えられる溝が部分

的にしか残っておらず,北はどこまで延びるか不明である。

SA 2005(PLAN D O地 区

十四坪北区,SB 2011の東に建つ南北塀である。南は SE 1867の東北から始まり, 5間分を

検出した。柱間はおよそ 6尺等間である。柱穴は規模・形状 とも不揃いである。

SA 2009(PLAN 2)O地 区

SA2005の 北端か ら,西へ直角に曲がる東西塀である。 3分間を検出し,柱間はおよそ 8尺

等間である。SA 1850と 同じく西側の建物 SB 20mの 北側柱筋に揃い,SA 2005。 SB 2011と

一連の遺構 と考えられる。SB 2010と SB 2011の柱穴の重複関係か ら,SA 1850。 SB 2010は

SA 2005。 SA 2009・ SB 2011を建て替えたものと推定される。

SA 2031(PLANの O地区

十四坪北区の東】ヒ隅に位置する東西塀である。SD 2043の南 3.5mの位置に建つ。西は SK

2001の東から始ま り, 3間分を検出し,東はさらに発掘区の外へ続 くと考えられる。柱間は 6

尺等間である。

SA 2034(PLANの O地区

十四坪北区の東北寄 りに位置する南北塀である。十四坪の北半を東から4分する位置よりや

や西にあたる。南の SA 1850・ SA 2005と は柱筋が揃わない。南は SA 2009の延長線上の北
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1.8mの位置からはじまり,北は SD 2043の南で終わる。柱間数は 6間,北端で西に 1間分由

が り,SB 2041の 北側柱筋に揃 う。 柱間は 6尺等間である。柱穴は一辺 50 cmの方形である。

SB 2035と 重複し柱穴の重複関係から SB 2035よ り古い。

SD 1345・ 1384・ 1398・ 1484・ 1547・ 1583(PLAN 6・ 7)P・ Q地区

十三坪か ら十四坪南区にかけて検出された南北溝である。溝状または土坑状に残る部分があ

るが,本来は 1本の溝 と考えられる。溝は部分的に蛇行 し,発掘区を貫 く。溝幅は 70 cmか

ら2.5m,深 さは 7cm～ 15 cmである。多 くの建物 と重複し,柱穴 との重複関係から,いずれ

の建物 よりも古 く,建物群に先行する溝 と考えられる。坪境小路側構 との関係は,外側の側構

より古いことは確認できるが,内側の側構 との重複関係は,後の時期の遺構 と重複しているた

め不明であった。十三坪地区の東南部の SD 1345の 埋土は炭混 じりの土で,部分的に炭が集中

的に入ってお り,溝廃絶時に投棄されたものと考えられる。

SD 1384(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区中央西寄 りに位置し,その位置 より十三坪の西半をさらに東西に 2分する南北溝

SD 1484と その南の土坑 SK 1398の続 きと考えられる。形状は東西 2.Om南北 4.5mの 縦長

である。SK 1384は SB 1403と 重複し,SB 1403よ り古い。

SD 1398(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区の東北寄 りに位置 し,土坑状を呈するが,その位置からみて十三坪の東半をさらに

2分する南北溝 SD 1484の続きと考えられる。規模は東西 2.Om～2.5m,南北 7.5mである。

北寄 りが一段深 く約 15cmで南は浅い。柱穴との重復関係からSB 1423・ SA 1399よ り古い。

SD 1412(PLAN 4,PL.10)Q地 区

十三坪地区の北辺中央を流れる南北溝である。南は SD 1495の 南肩から約 14.5m南の位置

から北へ S宇状に流れ,暗渠 (SX 1412)を 通 り,SD 1496に 流れ込んだものと考えられる。

溝幅は 50 cmか ら 100 cmで南へ行 くはど広 く,深 さは北が一番深 く (深 さ 13 cm),南へ行 く

ほど浅 くなる。SD 1478と 交差し,埋上の重複関係から SD 1487よ り新 しい。

SD 1487(PLAN 4・ 6;PL。 10)Q女互区

十三坪地区の北辺中央に位置するコ字状の溝である。北は SD 1484に 流れ込むように見え

るが同時併存 したか否かは不男である。 その ほば中央で南北溝 (SD 1412)と 重複し,埋上の

重複関係か ら SD 1412よ り古 く,築地塀 (SA 1490)が 構築される以前の濤である。溝幅は

40 cm,深 さは 5cmである。

SD 1496・ 1499(PLAN 4・ 6,PL.9)PoQ地 区

十三坪・十四坪間の坪境小路 (SF 2000)側構にあたる。SD 1496が 南側構,SD 1499カⅥヒ

側構である。SD 1495。 SD 1500に 先行する滞である (Fig。 15～ 17).溝 として検出し得たのは

56ラ インより東のみであるが,56ラ インより西に検出された土坑群が溝の痕跡 と考えられ,当

初から南北両側構は坪境小路を貫通していたと推定される。検出された遺構が,溝の痕跡か ,

溝が廃絶 した後に掘 られた土坑であるのか区別は難 しく,いずれ とも判断しかねるものが多い。

確実に溝 と判断できる56ラ インより東では,溝幅が約 1.5m,深 さ 40 cm～50 cmである。溝

底のレベルは東の方が低 く,水は西から東へ流れていたと推定される。南北側構間心心距離は

6.9m(13尺)である。
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埋土から出上した土器は平城官土器 I～Vに属するものである。両側構からは奈良時代の各

時期にわたる土器が出上しているが,平面上で新旧溝および土坑の区別は困難で,出土した土

器がすべて SD 1496・ SD 1499に 属していたとは断定できない。したがって,奈良時代の後半

に属する土器が出土しているものの,奈良時代の後半にも溝として機能していたとは言い切れ

ない。むしろ,SD 1495。 SD 1500が SD 1496・ SD 1499の埋上を掘っているから,SD 1495・

SD 1500が掘られる時には,SD 1496。 SD 1499は埋められて廃絶していたと考えておく。

また,56ラ インより西では土坑から多数の輪羽口片,対鍋片等の鋳造関係遺物が 出土した

が,土坑を溝の痕跡とみるかどうかに問題があり,鋳造関係遺物が SD 1496・ SD 1499に伴 う

ものであるか否かは断定できない。

Y==―-149,080

SD1499              1
H53.5m

Fig。 15 SD 1499。 1500断面図

Y==―-149,085

1  γ
H53.5m

SD1496

H53.5m

Fig 17 SD 1495。 1496断面図

SD 1568・ 1567・ 1565。 1564(PLAN 4,PL.17)P費 ヒ区

十四坪南区の東方に位置する南北溝である。SD 1567・ SD 1568,SD 1564・ SD 1565・ SD

1568がそれぞれ 1本の溝 と考えられ,溝心心距離は1.8mでぁる。SD 1568は SD 1569の 下層

で検出され,幅 20 cmで東側が垂直に掘 られ,深さは 18 cmであった (Fig,18).溝幅が細 く

片側が垂直に掘 られているこ とか ら, この溝 は SF1970に 先行する築地塀 (SA1570)を 造る

*際に,積上をおさえるため 型 H53.9m

の西側の堰板痕跡 と考えら

れる。 SD 1583か ら|ま 平

城官土器ⅡまたはШの上器

Fig.16 SD 1495。 1496断面図
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Fig 18 SD 1568断面図



が出上した。

SD 1860(PLAN 3;PL.18)O地 区

十四坪北区の中央に位置する東西溝である。SA 1900の 北70cIIIの 位置を平行 し,一部途切れ

るものの発掘区の東から西へ貫通し,十四坪を南北におよそ 2分する溝 と考えられる。西方で

は溝幅 30～50CIIl,東 方の SA 1850の延長線より東では幅広 くなり,溝幅約 lmでぁる。埋土か

らは平城宮上器 Iか らⅡの上器が出土した。

SD 2044(PLAN 2)O地区

十四坪北区の北辺に位置する東西溝である。SD 2045の西から西方へ南に寄って流れる。SD

2082と 重複は明確でなく SD 2045の 延長とも考えられる。しかしこの溝は SB 2045よ り古 く

掘 られてお り,存続時期は奈良時代の初期に限られると考えられるので,SD 2082・ SD 2045に

先行する溝 と考えられる。

SD 2047(PLAN 2)O地区

十四坪北区の東辺北寄 りに位置するL宇形の溝である。北は SK 2001の 南方から始まり,

SD 1860か ら1.5m北の位置で東に曲が り, 発掘区の東へ延びる。 溝幅は南北方向の部分で

2.4血 ,東西方向の部分で2.lmでぁる。当初は SK 2001と つなが り,SB 2015。 SB 2002を囲

んでいたと想定される。 総柱建物 SB 1890と 重複し,柱穴との重複関係から,SD 2047は

SB 1890よ り古 く,SB 1890が建てられた時期に SD 2047が埋まり,北方が溜 り状 (SK 2001)

になったと考えられる。

SD 2082・ 2045(PLAN 2)O地 区

十四坪北区の北辺に位置する東西溝。本来 1本の溝 と考えられ,東の SD 2045では東西mm,

を西の SD 2082では東西6.5mを検出した。位置的には十四坪の南北に北から4分する位置にあ

た り,十四坪を南北に区画する溝 と考えられる。滞幅は SD 2032が lm,sD 2043が75cIIIである。

SE 1365(PLAN 7,PL.22)Q地 区

十三坪地区の中央東南よりに位置する井戸。 掘形は SB 1364の 柱穴より前に掘 られている

が,井戸は建物 (SB 1364)の 内におさまり,柱穴の重複関係を工程の差と考えれば,SB 1364

は SE 1365の 井戸屋形 となる。井戸枠内からは平城宮土器ⅣまたはVの上器が出土した。

SE 1700(PLAN 3,PL.24)O地 区

十四坪北区の中央東南寄 りに位置する井戸。掘形からは平城宮土器 Iま たはⅡの土器が出土

し,井戸枠内からは平城宮土器Шの土器が出上した。

SE 1867(PLAN 2,PL.24)O地 区

十四坪北区の中央に位置し, SA 1850のす ぐ西に位置する井戸。 井戸の枠内から平城官土

器 Iか らⅢの土器が出上した。

SE 1870(PLAN 2・ 3,PL.25)O地 区

十四坪北区の中央西寄 りに位置する井戸。まわ りは大規模な土坑群に囲まれる。掘形が】との

SE 1880と 重複するが,重複関係からSE 1880よ り古い。井戸粋抜取穴からは平城宮土器Ⅱま

たはⅢの土器が出土 した。

SD 1917(PLAN 2,PL.25)O地 区

十四坪北区の中央西寄 りに位置 し,SE 1870'SE 1880のゴヒにあたる。埋土か らは平城宮土器
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ⅡからⅢの土器が出土した。

SE 2019。 2020(PLAN 2,PL.25)O地 区

十四坪北区の北方中央に位置 し,南 と北を SB 2010・ SB 2041,東 を SA 2034に よって囲ま

れる。つ くり替えがみ られ,SB 2041が SB 2042に建て替えられたときに,井戸 もつ くり替え

られたと考えられる。古い井戸が SE 2019,新 しい井戸が SE 2020で ある。SE 2020の 井戸枠

内からは平城宮土器Vの上器が出上 した。

SE 2070(PLAN 2)O地区

十四坪北区の東北に位置する。掘形からは平城官土器 Iと Ⅱの上器が出土し,井戸枠内から

はⅢの土器が出土した。

SK 1322(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区の南辺東寄 りに位置する東西 5.2m,南北 3.Omの 不整形土坑である。 SK 1322

は SB 1309と 重複し,SB 1309よ り古い。

SK 1354(PLAN 5。 7)Q地区

十三坪地区の南東に位置する東西1.5m南北1.9mの 不整形土坑である。埋上には戊化物が混

じり,大量の土器が出土し,製塩土器も含まれていた。出土した土器の時期は平城宮土器Ⅱま

たはⅢである。SK 1354は SB 1340と 重複し,SB 1340よ り古い。

SK 1845(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の中央に位置する東西 70 cm,南北2.lmの楕円形土坑である。SK 1845は十四坪

を南北に 2分する東西溝 SD 1860と 重複し,SD 1860よ り古い。

SK 1886(PLAN 3)

十四坪北区の東辺中央に位置する南北 1.4血,東西 2.7mの 平面台形の上坑である。 埋土

の重夜関係から SK 1886は SB 1890よ り古い。埋土からは釦を含む鉱滓が出上した。

SK 1908(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の中央に位置する東西1.6m,南北1.5mの 不整形

土坑である。土坑の深さはもっとも深いところで 28 cmあ り,

底面は平坦で断面は梯形をなす (Fig.19)。 埋土は レンズ状に

推積してお り,埋土からは多量の上器が出土し,平城宮土器 I

H53.7m

とⅡの土器を含む。

SK 1971(PLAN 6)P地 区

十四坪南区の南辺西寄 りに位置する東西 3.8m南北3.Omの大規模な土坑である。SB 1545と

重複し,SB 1545よ り古い。埋土か らは平城官土器ⅡもしくはⅢの上器が出上 した。また砥石

に転用された簿が出上した。

SK 1980(PLAN 4,PL.15)P引也区

十四坪南区の中央東寄 りに位置する東西5,Om南北1.9mの 隅丸方形土坑である。SB 1532と

重複し,SB 1532よ り古い。深さは約 19 cm,埋土からは平城宮土器ⅡもしくはⅢの上器が出土

した。

SK 2025(PLAN 2)O地 区

十四坪北区の北方中央に位置 し,SE 2020の西北に位置する土坑である。東西 3.4m,南北

Fig 19 SK 1908断 面図



1.7mの不整形で,東部 (東西2.lm)が精円状に一段深くなる。深さは東寄 りの最深部で 27.5

cmである。埋土からは,斬羽口片13片,対禍片26片,炉壁片 2片,不明土製品 3点,不朔鉄

片 2片,鉱滓m点等の鋳造に関係する遺物が多数出上した。また砥石も1点出土している。土

器は平城宮土器Ⅱの上器が出土した。

SK 2026(PLANの  O地区

W   H 53.3m   E 十四坪北区の北辺西寄 りに位置する,南北1,lm東西0。 9mの 円形土

坑である。西寄 りが 一段深く(深 さ25 cm),東はなだらかな斜面 と

なる。埋土は焼上を含む黒色灰層と灰化物粒を含む暗灰粘土が層をな

す。埋土からは, 輪羽口片 16片 , 対鍋片,鉱滓 4点,不明土製品 2

点の鋳造関係遺物や平城官土器Ⅱの土器が出上した。

SK 2078(PLANの  O地区

十四坪北区の西北に位置する不整形土坑。東西3.Om,南北2.5m,深 さは 7 cIIlo SB 2080・ SB

2081と 重複し,双方より古い。埋土には灰化物を含み,平城宮土器ⅡとⅢの土器が出上した。

SK 2084(PLAN 2)O地 区

SK 2078の西北につながる不整形土坑である。東西2.5m,南北0.5m～ 1.om,深 さは3cm

である。SB 2080。 SB 2081と 重複し,双方 より古い。

SX 1489(PLAN 6;PL.10)Q地 区

十三坪地区北辺中央に位置する贈渠である。南北溝 SD 1412が坪境小路南側構に流れ込む

手前にある。暗渠の構造は平瓦 3枚を北の瓦が下になるように,数センチメートルずつ重ねて

南北に並べている。この上部に溝の蓋をする施設があったと考えられるが,遺存していなかっ

た。平瓦の寸法は,縦が 33 cm,横が 24 cmである (Fig.21)。

H53.6m

Fig。 21 SX 1489断 面図 (1:20)

関

に

Fig.20 SK2026断面図
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B I期の遺構

Ⅱ期では, I期 に属する遺構の うち建物 14棟,塀 7条等が存続 し,新たに構築されたおもな

遺構 として,建物24棟,塀 6条,溝 2条がある。また, 2基の井戸がつ くり替えられている。

SB 1313(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区南辺中央に位置する東西 2間 (2.4m),南 北 2間 (3.Om)の東西棟で

ある。桁行 (東西)方向の柱間は 5尺等間,梁間 (南北)方向の柱間は 4尺等間であ

る。柱穴は一辺 50 Cm～ 70 cHIxの 方形である。SB 1313は ,SB 1312と 重複し,柱穴

の重複関係から SB 1312よ り古い。

SB 1325(PLAN 7;PL.4)Q地区

W       H 53.lm E  十三坪地区の南方中央に位置し,

SB 1327の 東に棟をやや北にずらし

て建つ東西棟である。東西 3間 (6.3

Fig.22 SB 1325の柱根

cmである。柱穴の重複関係か ら

SB 1330(PLAN 7)Q地 区

m),南北 2間 (3.6m)で ぁる。桁行 (東西)方向の柱

間は 7尺等間,梁間 (南北)方向の柱間は 6尺等間であ

る。柱穴は一辺 60 cm～80 cmの 方形で,深さは 77 cm

である。 西南隅柱穴に柱根を残 し, 柱根の直径は約 15

SB 1325は , SB 1326よ り古い (Fig。 22)。

十三坪地区の南方に位置する東西 2間 (3.3m),南北 3間 (4,95m)の 南北棟であ

る。柱間は桁行 (南北)方向,梁間 (東西)方向ともに,5.5尺等間である。 柱穴は ,

形状・規模 とも不揃いで,深 さはおよそ 60 cmである。 柱穴の重複関係から, SB

1330は, SB 1331よ り新 しい。また SD 1345と も重複し,SB 133αは SD 1345よ り

新 しい。柱穴からは平城宮土器Ⅱ～Ⅲの上器が出土した。

SB 1336(PLAN 7,PL.5)Q地区

十三坪地区の東南隅に位置 し,十三坪の西半をさらに 2分する位置にある浅い

溝 (SD 1345)の す ぐ西側に建つ東西 2間 (3.6m),南北 5間 (10.5m)の 南北棟で

ある。桁行 (南北)方向の柱間は 7尺等間,梁間 (東西)方向の柱間は 6尺等間であ

る。桁行方向の南から3間 目の棟筋に柱穴があ り,間仕切 りのための柱 と考えら

れる。柱穴は一辺 60cIIの方形で,深さは 60cmでぁる。柱穴からは平城宮土器Ⅱ

もしくはⅢの上器が出土した。

SB 1340(PLAN 5)Q地区

十三坪地区の東南に位置 し,十三坪を東西に 2分 した西半の区画の東を限る

塀 (SA 1355)の す ぐ西に建つ東西 2間 (4.3m),南北 3間 (7.2mの 南北棟であ

る。柱間は桁行 (南北)方 向・梁間 (東西)方向ともに 8尺等間である。平面は平

行四辺形をなし,国上方眼方位に対 し桁行方向で東に 2° 15′,梁間方向で南に

5° 03′ 振れる。 柱穴は不揃いで一辺 50cII～ lmの不整形である。柱穴の重複関 ―
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係から SB 1340は ,SB 1324よ り新 しい。柱穴か らは平城官土器Ⅲの土器が出上した。

SB 1350(PLAN 7,PL 5)Q地区

十三坪地区の中央南寄 りに位置 し,SB 1336の 北側に棟筋を揃えて建つ東西 2間

(3.3m),南北 3間 (6.9m)の南北棟である。桁行 (南北)方向の柱間は中央がやや狭

く7尺,両脇間が 8尺である。梁間(東西)方 向の柱間は 5.5尺等間である。桁行方

向に南 1間・北 2間に仕切られる。柱穴は一辺約50calの 不整形である。西側柱の南

から 2番 目の位置に柱痕跡をとどめている。柱穴からは平城官土器ⅡもしくはⅢの

土器が出土 した。

SB 1380(PLAN 7;PL.6) Q地区

十三坪地区の中央に位置する。東西 5間 (11.4m),南北 3間

(7.2m)の 北庇付きの東西棟である。桁行方向 (東西)の 柱間は

東から7.5尺・7.5尺・ 8尺・7.5尺・7.5尺 で,梁間方向では身

舎の柱間が 7尺等間,北庇の出が10尺である。十三坪地区では

最も立派な建物であり, この  型 H53.lm     E

◎ ③

区画の中心をなす建物と思われる。身舎を東 3間 と西 2間に

間仕切 り,西の部屋内には廉束の跡があり,床を張っていた

ものと思われる。柱穴は一辺 60Ctll～ lmの方形で,柱痕跡の

直径は約 20 cmで ある。柱穴の重複関係か ら SB 1381よ り新   Fig.23 SB 1380・ 1381の 重複

しく,SB 1381の 中心を踏襲し,規模を拡大し建て替えたと考えられる。また SB 1402と も重

複 し,柱穴の重複関係からSB 1402よ り古い (Fig。 23)① 柱穴からは平城官土器ⅡからⅢの上

器が出土した。

SB 1395(PLAN 5,PL.7)Q地 区

十三坪地区の中央東寄 りに位置し,十三坪を東西に

2分する道路 (SF 1320)の西側に建つ塀 (SA 1430)

と重複する。東西 2間 (3.3m),南 北 4間 (7.5m)の

南北棟である。桁行 (南北)方向の柱間は不揃いで総

W     H 53.Om    E

長が25尺,梁間 (東西)方向の柱間は 5.5尺等間であ  Fig.24 SB 1395の 柱根

る。柱穴は一辺約 70 Cmの 方形 もしくは 不整形である。柱穴の重複関係からSA 1430よ り古

く,SB 1395は 十三坪を東西に 2分する道路 SF 1320が つ くられる以前の建物 と考えられる

(Fig.24)。 北妻柱,西側柱北から2番 目,東側柱北から2番 目に柱痕跡をとどめる。柱穴から

は平城宮土器Ⅲの土器が出土した。

SB 1403(PLAN 7)Q地区

十三坪地区の南西に位置 し, SB 1386・ SB 1350と 棟筋を揃えて建つ。東西 2

間 (4.2m),南北 3間 (5.4m)の 南北棟で,桁行 (南北)方向の柱間は 6尺等間 ,

梁間 (東西)方向の柱間は 7尺等間である。 柱穴は全体的に 小ぶ りで (40 cm～

50 cIIl)である。柱穴の重複関係から SB 1403は SB 1404よ り新 しい。 規模・形

もSB 1404と よく似てお りSB 1404を建て替えたものと考えられる。柱穴からは平城宮土

とⅢの上器が出土した。

と
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SB 1423(PLAN 7)Q地区

SB 1403の 北側に棟筋を揃えて建つ。 東西 2間 (3.Om),南北 3間 (4.5m)の 南

北棟である。柱間は桁行 (南北)方向,梁間 (東西)方向ともに 5尺等間である。柱

穴は一辺約50cIIIである。柱穴の重複関係からSB 1423は SB 1473よ り新 しい。また

SB 1423の 柱穴は平城宮土器Ⅲの土器を含む土坑 SK 1398よ り新 しい。東側柱南か

ら2番 目及び 3番 目の位置に柱痕跡をとどめる。

SB 1472(PLAN 4;PL.10)Q地 区

十三坪地区の東北隅に位置 し,SB 1471の 東に建つ。東西 3間 (4.5m)以

上,南北 2間 (3.3m)の 東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は 5尺等間 ,

梁間 (南北)方向の柱間は 5.5尺等間である。柱穴の重複関係から SB 1472

1ま ,SA 1473よ り新 しい。

SB 1477(PLAN 6;PL.11)Q地 区

十三坪地区の北辺中央に位置する東西 3間 (4.5m),南 北 2間 (3.9血)の東

西棟の総柱建物である。桁行 (東西)方向の柱間は 5尺等間,梁間 (南北)方向

の柱間は 6.5尺等間である。柱穴は他の総柱建物 と同様に大ぶ りで,一辺 80c阻

～lmの不整形である。 SB 1476と SB 1478と の柱穴の重複関係からSB 1477

は,SB 1476よ り新 しく,SB 1478よ り古いことがわかる。東南隅柱位置 及び棟通 りの北から

2番 目の位置に柱痕跡をとどめる。

SB 1539(PLAN 6)P地区

十四坪南区の南辺中央に位置する東西 2間 (3.6m),南北 3間 (5.4m)の 南北

棟である。柱間は桁行 (南北)方向,梁間 (東西)方 向とも6尺等間である。柱穴は

一辺 40 cIIl程 度の小規模な不整形である。 SB 1543と 重複して建つが,SB 1543

との柱穴の重複はない。東南隅柱位置及び南妻柱位置に柱痕跡をとどめている。

SB 1546(PLAN 6)P地区

十四坪南区の南辺西寄 りに位置し,十四坪の西半をさらに三分する南北塀 (SA

1548)の 東に建つ。東西 2間 (3.3m),南北 2間 (3.6m)の南北棟である。桁行 (南

北)方向の柱間は 6尺等間,梁間 (東西)方向の柱間は 5.5尺等間である。柱穴は

規模・形状 とも不揃いで, およそ一辺 40 clll～ 80 clllで ある。柱穴の重複関係 からSB 1546は

SB 1545よ り古い。また南妻柱は,SA 1548に先行し十四坪をほぼ東西に 4分する南北溝 (SD

1547)の埋上の底で検出された。

SB 1562(PLAN 4)P地区

十四坪南区の 中央東寄 りに位置する東西 2間 (3.6m),南北 3間 (5.85m)の 南

北棟である。桁行 (南北)方向の柱間は 6.5尺等間,梁間 (東西)方向の柱間は 6尺

等間である。 柱穴は, 規模・形状 とも 不揃いである。 SF 1970の東に建ち, SA

1558と 重複する。柱穴の重複関係から,SB 1562は SA 1558よ り古 く,SB 1562は

十四坪に南北道路 (SF 1970)が通る以前の建物 と考えられる。また, SE 1560・ SB

複し,柱穴の重複関係から,SB 1562は 双方より古い。

1561と 重

再
一凪
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SB 1577(PLAN 6)P地 区

十四坪南区の中央西寄 りに位置する東西 2間 (5,lm),南北 5間 (10,4血 )の

南北棟である。桁行(南北)方向の柱間は,南 4間が 7.5尺等間,北 1間が 3尺 ,

梁間 (東西)方向の柱間は 8.5尺等間である。各柱間寸法が大きく,調査区内

の建物のなかでは規模が大きな建物である。柱穴は一辺70CIll前後の方形で,柱

痕跡は直径約 15clIIで ある。柱穴の重複関係からSB 1577は ,SB 1576よ り古い

ことがわかる。

SB 1581(PLAN 6)P地区

十四坪南区の北辺中央に位置 し,SB 1580と 同様に SA 1571を また

いで建つ。東西棟の南側柱列と梁間 1間分を検出した。東西 4間 (8.4

m),南北 1間 (2.lm)以上の東西棟である。桁行 (東西)方 向の柱間は

7尺等間,梁間(南北)方向の柱間は 7尺である。柱穴は 60Cm× 110C血 の東西に長い長方形であ

る。柱穴の重複関係から SB 1581は ,SB 1582よ り新 しい。

SB 1587(PLAN 6;PL.13)P地 区

―

十四坪南区の西辺に位置し,十四坪の西半をさらに東西に2分する塀 SA 1548の

西に建つ。東西 2間 (3.3m),南北 4間 (7.2m)の 南北棟である。桁行 (南北)方向

の柱間は 6尺等間,梁間 (東西)方向の柱間は5.5尺等間である。桁行方向に南 1

間と北 3間に間仕切る。柱穴は一辺50Cm前後の不整形である。柱穴の重複関係から

SB 1587は ,SB 1549よ り古くSB 1588よ り新しい。柱穴からは平城宮土器ⅡとⅢ

以降の土器が出上した。

SB 1810(PLAN 3;PL.18)O地 区

llX貴
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である。東北隅柱掘形に柱根を残す。柱穴の重複関係か らSB 1810は ,SB 1781よ り古いこと

がわかる。

SB 1830(PLAN 3;PL.18)O地 区

十四坪北区の中央東寄 りに位置する東西 3間 (5。 lm),

南北 2間 (3.3m)の東西棟である。桁行 (東西)方向の柱

間は東から6尺・ 5尺・ 6尺 , 梁間 (南北)方向の柱間は

5.5尺等間である。柱穴は一辺約 60 CIllの 不整形で,西北隅 と西南隅の掘

形に柱根が残る。西北隅柱は直径 18 cm,西南隅柱 (Fig.25)は 直径 10 CIll

である。柱穴の重複関係 からSB 1830は ,SB 1820よ り新 しい。また SB

1830は平坂宮土器Ⅱの土器を含む土坑 (SK 1832)よ り新 しい。柱穴から

は平城官土器Ⅲの上器が出土した。

SB 1890(PLAN2・ 3;PL.19)O地 区

S  H 53.8m  N

Fig.25 SB 1830
の柱根
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十四坪北区の中央北東寄 りに位置する東西 2間 (4.5m),南 北 3間 (5.7m)の 南北棟の総柱



H53.2m

建物である。桁行 (南北)方向の柱間

は中央間が 7尺,脇間が 6尺 ,梁間 (東

西)方向の柱間は 7.5尺等間である。

柱穴は南北 130 Cal東 西 70CIllの 隅丸長

方形で, 2箇所に柱根が残る。 1箇所は北妻中央柱で

柱直径が 35 clnで ある。 もう1箇所は西側柱,南から

3つ 目で柱直径 33cIB,底 に木製礎盤を敷 く (Fig.26)。

また建物内の柱穴には木製礎盤 と根石が残る。柱掘形

からは平城宮土器 I～ Ⅱ,柱抜取穴からは平城宮土器

Ⅲの土器が出土した。

Fig 26 SB 1890の 柱根と礎躍

SB 2010(PLAN 2)O地区

十四坪北区の中央北寄 りに位置する東西 3間 (5,4m),南北 2間 (3.3m)の

東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は 6尺等間,梁間 (南北)方向の柱間

は 5.5尺等間である。柱掘形は一辺50CIIl～ 60c血の不整形,柱痕跡は直径 15cIIl～

20 cIIlで ある。柱穴の重複関係からSB 2011よ り新しく,SB 20■ を建て替えたものと考えら

れる。また SB 2010は 重複関係から平城官土器Ⅱ・Ⅲの上器を含む土坑 (SK 2007)よ り新し

い。

SB 2040(PLAN 2)O地区

十四坪北区の北辺に位置する東西 4間 (8.7m),南北 2間 (3.6m)

の東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は東から7尺 。7尺・7.5尺

。7.5尺,梁間 (南北)の柱間は 6尺等間である。柱掘形は一辺50ctllの

方形で,柱痕跡は直径 15 CIllか ら20 ctllで ある。柱穴の重複関係から SB 2040は ,SB 2035よ り

古 く,SB 2041よ り新 しい。この建物は SB 2041を 東南にず らして建て替えたものと考えられ

る。

SB 2065(PLAN D O地区

③
南から7.5尺・ 6尺 。6尺 ,梁間 (東西)方

向の 柱間は 6尺等間である。 柱穴は一辺 70

clll～ 80 clnの 方形 または不整形である。柱根

は 4箇所に残ってお り,柱直径は15cllx～ 20clll

と不揃いである (Fig.27右 ;西北隅・左 ;

ネ W   H 53,3m   E  s  H 53.3m

Fig_27 SB 2065の 柱根



東側南から2番 目)。 また平城官土器Iの土器を含む土坑 (SK 2061・ SK 2062)と 重複し,柱

穴は土坑の埋土の底面で検出された。柱穴からは平城宮土器 Iも しくはⅡの上器が出土した。

SA 1421(PLAN 7)Q地区

十三地区の西辺北寄 りに位置する南北塀である。まわ りの建物群 とは方位が異なり,】ヒでや

や西に振れる。 7箇所の柱穴を検出したが,あいだの 2箇所の柱穴は削平されたと考えられ ,

本来は 8間であったと推定される。柱穴は小さく直径20clll～ 30CIIIの 円形である。

SA 1433(PLAN 6)Q地区

十三坪地区の北辺中央に位置する南北塀である。 3間分を検出し,柱間は 6尺等間である。

柱筋が SA 1432の 東から3箇所 目の柱穴に揃い,SB 1476が総柱建物 SB 1477に 建て替えられ

たときに,建物を囲むように SA 1432に とりつけられたものと考えられる。SB 1475・ SB1478

と重複し,双方 より古い。

SA 1850(PLAN 2・ 3;PL.19)O地 区

十四坪北区の中央に位置するL字型の南北塀である。十四坪の北半を東から4分する位置 よ

りやや西に建つ。南は SA 1900の 】ヒ3.5mの位置から始まり,北へ 7間分を検出した。北端は,

1間分西に折れ,SB 2010と 柱筋が揃い, SB 2010に取 りついていたとも考えられる。したが

って,SA 1850・ SB 2010と もに,SK 2006・ SE 1867を とり囲んでいたと考えられる。柱間は

5尺～ 7尺 と不揃いで,柱穴も一辺40CIII～50cIIlで,形状は不揃いである。

SA 1927(PLANの O地区

十四坪北区の北寄 りに位置する南北塀である。総柱建物 SB 2065の東約 2.6mの位置にあ

り,柱間数は 4間 ,柱間は 6尺等間である。北端で西に 1間分 (5尺)折れる。SB 2065の 目

隠し塀的な性格 と考えられる。柱穴は一辺 50 cmの方形もしくは楕円形である。

SA 2012(PLAN D O地区

十四坪北区の北方中央に位置する東西塀である。 SA 2009の北 (1.5m)の位置に平行して

建つ。 5間分を検出し, 柱間は西から7尺・ 7尺・ 9尺・ 8尺・ 8尺である。 柱穴は直径 30

CIll前後の小規模な円形である。

SA 2014(PLAN 2)O地区

十四坪北区の北方に位置する南北塀である。SE 2020と SA 2009。 SB 2011の 間に位置し,

3間分を検出した。柱穴は一辺約 30 cmの不整形である。

SA 2042(PLAN 2)O地区

十四坪北区の北方西寄 りに位置する南北塀である。 SA 2014の 延長上に あた り, 南は SE

2012の北から始まり,北は SB 2041の 妻柱筋で終わる。柱間数は 4間 ,柱間は 7尺等間であ

る。柱穴は一辺 40 CIllの方形もしくは円形で,一部に柱痕跡を残す。柱穴の重複関係から,SB

2042は SB 2080よ り新 しい。 SB 2041・ SA 2034と ともに SE 2020と そのまわ りの土坑群を

とり囲んでおり,こ れ らは一連の遺構 と考えられる。

SE 1880(PLAN 3,PL.25)O地 区

十四坪北区の中央西寄 りに位置する井戸。まわ りを大規模な土坑群に囲まれる。掘形が南の

SE 1870と 重複するが,重複関係から SE 1880は ,SE 1870よ り新 しい。掘形から平城官土器

I～Ⅲの上器が出上している。
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SK 1348(PLAN 5)Q地 区

十三坪東辺南寄 りに位置 し,十三坪を東西に 2分する道路

(SF 1320)上にある東西 1.5m,南北 1,9mの 隅丸長方形土

坑である。中央部が幅 lmにわた リー段 (15cIII)深 く,遺構

面からの深さは,75 clllで ある。底には植物質の灰化物層 (厚

さ 2～4cm)を含む灰色粘上が詰まり,その上層の埋土には

焼土・威化物を含む (Fig.28)。 埋土からは平城官土器Ⅲの

土器が多量に出土した。

SK 1377(PLAN 5)Q地 区

十三坪地区の中央東寄 りに位置する東西 1.9m,南北 4.Omの不整形土坑である。埋土は SE

1375渚 よび SD 1407に破壊されている。埋土からは,製塩土器及び平城宮土器Ⅲに属する土器

が出土した。

SK 1763(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の中央東寄 り,井戸 SE 2700の 東に近接して存在する東西 1.Om,南北 3.35m

の南北に細長い土坑である。埋土には炭化物を含み,鋳造関係遺物である対渦片 8片が出土し

アこ。

SK 1773(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の南方中央に位置する平面台形状の上坑である。東西2.7m,南北2.7m,深さは

30cmで ある。埋土からは平城宮土器ⅡもしくはⅢの上器が出土した。

SK 1809(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の中央西寄 りに位置する東西1.7m,南北3.9mの南北に長い土坑である。埋土か

らは多量の土器が出土し,平城宮土器Ⅱの上器が確認された。

SK 1825(PLAN 3;PL.19)O地区

十四坪北区の中央に位置する南北 2.Om,東西 1.35m

の平面縦長台形の上坑である。 SB 1810の 南に位置し,

SB 1780と 重複し,SB 1780よ り新 しい。埋土には灰化

物を含んでいる。埋土からは,輪羽口片 2片 ,靖禍片15

片の鋳造関係遺物や,平城宮土器 Iも しくは■の上器が

出土した。土坑の深さは,最も深いところで約 65cmで

ある (Fig。 29)。

SK 1832(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の中央に位置する東西 2.8m,南 北 1.7mの不整形土坑である。 SB 1380と 重複

し,SB 1380よ り古い。埋土には 大量の炭化物を含み,軸羽口片 2片 ,鉱滓 8点の鋳造関係遺

物が出土し,ま た平城官土器Ⅱの土器が出上した。

SK 1942(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の東北寄 りに位置する東西5。 4血 ,南北2.5mの大規模な土坑である。 S B 1380・

SA 1900と 重複し,双方 より古い。埋土には大量の炭化物を含み,境羽 口片 8片 ,姑禍片 9片 ,

鉱滓 2点の鋳造関係遺物が出土し,ま た平城宮土器Ⅱに属す る土器が出土 した。

H53.lm

W         H 53.9m         E

Fig 28 SK 1348断面図

Fig.29 SK 1825断面図

イj



SK 1943

E

(PLAN 3;PL.18)O地 区

H53.9m

Fig 30 SK 1943断面図

SK 1982(PLAN 6)P地 区

十四坪北区の中央にある不整形土坑。東西

1.9m,南北2.8m,深 さは最深部で 28cmで

ある。埋土はおもに上層が炭化物を大量に含

む黒褐色土,下層が
‐
黒斑黄色上 である (Fig.

30)。 出土した土器は,平城宮土器Ⅲに属する。

十四坪南区の中央に位置する東西 2.3m,南北 1.2mの 不整形土坑である。 SB 1559。 SB

1561と 重複し,SB 1559よ り新 しく,SB 1561よ り古い。深さは約 8 Cmで ある。埋土からは平

城宮土器 Iも しくはⅡの土器が出土 した。

SK 1985(PLAN 4)P地 区

十四坪南区の東辺に位置する東西2.9m,南北3.lmの大規模な土坑である。深 さは約 9 Cm。

埋土にイよ大量の灰化物を含む。また大量の上器が出上し,平城宮土器Ⅲの上器が確認 された。

SK 2001(PLAN 2)O地 区

十四坪北区の東北に位置する大規模土坑である。 I期の東西溝 SD 2047の北半分に位置 し,

当初はSD 2047と 一連のL字形の港であったと考えられる。東の SB 2002・ SB 2015ま では約

lmで,L宇形に 2棟の建物を囲む。 SB 1890(Ⅱ 期)が建てられる時に,溝が分断 されて土坑

状になったと思われる。東西2.7m,南北 14.3m,深 さは 23cmである。坦土から平城宮土器Ⅲ

の上器が出土してお り,最終的な埋没はⅡ期にくだる。対禍片 2片 ,砥石片 3片,鉱滓 5点 ,

不切鉄片 1片 ,不明土製品 1点 ,羽 日片 3片の鋳造関係遺物や漆紙文書が出土した (Fig.31)。

SK 2006(PLANの O地区

十四坪北区の中央北寄 りに位置 し,SB 2010と SB 1850に 挟まれる東西 2,7m,南北4.5mの

不整形土坑で,深さは中央で約 110 cmである。

埋土からは,輪羽口片 1片,靖禍片17片,鉱滓 7点,砥石 3点の鋳造関係遺物が出土 した。

また 4.5CIll大 のスサ入 りの粘土片が出土 した。粘土片に1ま一部に焼け面が残ってお り,鋳造炉

の壁面の可能性が考えられる。また平城官土器ⅡまたはⅢの土器が出土 した。

SK 2016(PLAN 2)

十四坪北区の中央北寄 りに位置する東西 3.Om,南北 6.Omの不整形土坑である。深さは 10

cmで あるが,西側が一段 (南北 3.Om,東西 2.Om)深 く,深さ 30 cmである。埋土から鉱

滓が出上し,埋土には多量の戊化物を含む。

SK 2051(PLAN 2)

十四坪】ヒ区の中央に位置する南】ヒ90 cm,東西 80 cmの 円形土坑である。SK 2006の埋上を

Tび

Fig_31 SK 2001断 面図



掘 り込んでいる。埋土から,内面にカラミの付着した完形品の対蝸が出上した。

SK 2073(PLAN 2)O地 区

十四坪北区に位置する南北 3.Om,東西 1.5m,深 さ 28 cm

混じる暗灰色粘質土ないし灰色砂質土。平城官土器Ⅱの上器

アと。

SK 2084(PLAN 2)O地 区

十四坪北区に位置する南北 0,9m,東西 2.5m,深さ 5cm

含む暗灰褐砂質土。統一新羅陶器が出土した。

の不整形土坑。埋土は炭化物の

とともに統一新羅陶器が出土し

の不整形土坑。埋土は炭化物を

C Ⅲ期の遺構

皿期には,坪境道路が拡幅され,十三坪・十四坪 とも敷地が細分される。Ⅱ期に属する遺構

は 3基の井戸を残してすべて建て替えられる。Ⅲ期に属するおもな遺構は建物26棟,塀22条 ,

溝 6条,井戸12基である。

SF 1320(PLAN 5,PL.7・ 12)Q地区

十三坪地区の東に位置し,十三坪を東西に 2分する南北道路である。 SD 1318。 SD 1386が

東側構,SD 1319。 SD 1387が 西側構であ る。両側構の心心距離は 3.Om(10尺 ),路面幅は

2.6mで ぁる。

SF 1970(PLAN 4;PL.17)O・ P地区

十四坪南区から十四坪北区にのびる南北道路である。十四坪を東西にほぼ 2分する位置にあ

るが,中心線は十三坪を東西に 2分する南北道路 SF 1320と は揃わずに,西へずれる。東側構

は SD 1563・ SD 1698,西側構は SD 1568で ある。道路幅は北へ行 くほど細 くな り,両側構の

間隔 (心心距離)は,南の坪境道路 (SF 2000)付近で 2.lm(7尺 ),SA 1646・ SA 1647の北

端位置で 1.5m(5尺 )である。溝幅は南方で広がっているものの,当初は 40clll程度 と考えら

れるので,路面幅は南で 1.7m,北で 1.lmである。

なお,道路に伴 う東西側構,及び東西の敷地を区画する南北塀が,十四坪北区の発掘区南端

から13.5mの 位置で終ってお り,道路もこの位置で行き止まりとなり,SF 1970が 十四坪を南

北に貫通していたとは考え難い。

SB 1303(PLAN 7)Q地区

十三坪地区の 南辺に位置する桁行 3間の東西棟で, その北側柱列を検出
 中

した。東西 5.4m(6尺等間),南北長は不明である。柱穴は,約 50 clllの 方  1    1

形である。柱穴からは平城官土器Ⅲの土器が出土し,ま た東北隅柱は平城宮土器ⅡまたはⅢの

土器を合む土坑 (SK 1306)の 埋上を掘って建てられている。

SB 1328(PLAN 7)Q地区

十三坪地区南辺に位置する東西 3間 (5,85m),南 北 2間 (3.9m)の 東西

棟である。柱間は桁行 (東西)方向,梁間 (南北)方向ともに,6.5尺等間

である。柱穴は,形状・規模 とも不揃いである。なお北側の柱穴 1個は後世

の上坑のため削平され検出できなかった。柱穴からは平城宮土器Ⅲ～Vの上器が出上した。



SB 1343(PLAN 7)Q地区

十三坪地区の南方中央に位置する東西 2間 (3.3m),南北 3間 (5。 lm)の南北

棟である。桁行 (南北)方向の柱間は南から6尺・ 6尺・ 5尺,梁間 (東西)方

向は5.5尺 等間である。柱穴は,規模・形状 ともまちまちで,一辺がおよそ 60

CIXl～ 90CIllである。柱穴からは平城官土器ⅣもしくはVの上器が出土した。

(PLAN 7)Q地区

SB 1343の 西側に平行して建つ東西 2間 (3.3m),南北 3間 (5.55m)の南北棟

である。桁行 (南北)方向の柱間は,北の 1間がやや広 く6.5尺で南の2間が 6

尺である。梁間 (東西)の柱間は5.5尺の等間である。柱穴は形 。大きさとも不

揃いで一辺 40clllか ら70ctlで ある。柱穴の重複関係からSB 1344。 SB 1330よ り新

しい。

SB 1363(PLAN 7;PL,4)Q地 区

十三坪地区の中央南寄 りに位置する東西 3間 (5.85m),南北 2間 (3.3m)

の東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は 6.5尺等間,梁間 (南北)方向

の柱間は5.5尺等間である。柱穴は一辺 70c血 の方形である。柱穴の重複関

係から,SB 1363は SB 1364よ り古い。

SB 1402(PLAN 7)Q地区

十三坪地区の中央に位置する東西 2間 (4.2m),南北 4間 (3.4m)の 南北棟で

ある。柱間は桁行 (南北)方向,梁間 (東西)方向ともに7尺等間である。柱穴

は形状・規模とも不揃いである。柱穴の重複関係から SB 1402は SB 1380。 SB

1405よ り新しい。柱穴からは平城官土器ⅣからV期の土器が出土した。

SB 1415(PLAN 6・ 7)Q地区

十三坪地区の中央北寄 りに位置する東西 2間 (3.3m),南北 3間 (6.3m)の 南北

棟である。桁行 (南北)方向の柱間は7尺等間,梁間 (東西)方向の柱間は 5.5尺等

間である。柱穴は規模・形状とも不揃いで, とくに妻柱は小さい。柱穴の重複関係

からSB 14151ま , SB 1391 より古い。

SB 1420(PLAN 7)Q地区

::: 
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方形である。

SB 1470(PLAN 4;PL.10)Q地 区

十三坪地区 の東北隅に位置 し, 十三坪 を 東西に 2分 する道路 (SF

1320)の 東側の宅地に建つ。東西 3間 (9m),南北 2間 (5.4m)の東

西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は10尺等間,梁間 (南北)方向の

柱間は 9尺等間である。今回の調査で 10尺以上の柱間をもつ建物は SB

イ∂

H54.8m

Fig.32 SB 1470
の柱根



1470の みである。柱掘形は 1.Om× 70 cmの東西に長い長方形で,東

南隅の柱掘形に柱根が残る。直径は約 15 cmである (Fig.32)。 柱

穴の重複関係 か ら SB 1470は SB 1471よ り新 しい。柱穴からは平城

官土器ШとVの土器が出上 した。

SB 1475(PLAN 4・ 6)Q地 区

十三坪地区の北辺中央に位置する東西 4間 (6.9m),南 北 2間 (3.6m)

の東西棟 である。桁行 (東西)方向の 柱間 は東から6尺・5.5尺・5.5

尺・ 6尺 ,梁間 (南北)方向の 柱間は 6尺等間である。 柱穴は一辺 80

cmで方形または不整形である。柱穴の重複から SB 1476よ り古い。

SB 1534(PLAN 4,PL.14)P地 区

十四坪南区中央東寄 りに位置する。東西 3間 (6.45m)南北 4間 (7.2m)

の東庇付きの南北棟である。身舎の桁行 (南北)方向の柱間は 6尺等間 ,

梁間 (東西)方向の柱間は 7尺等間,庇の出は 7.5尺である。柱穴は一辺

80 cmの 方形で, 2箇所に柱根を残す。 1箇所は身舎東北隅柱で, 直径

15 cm,柱の下に石を敷き礎盤 としている。 もう1箇所は東側柱列の中央

柱で直径は 18 cmで ある。 柱穴からは平城宮土器 I～Vの上器が出土 した。東庇からは胞衣

壺 (SX 1535)が 出土 した,胞衣壷は身舎柱の柱掘形を掘って埋められてお り,平城宮土器Ⅲ

の土器にあたる。

SB 1545(PLAN 6)P地 区

十四坪南区の南辺西寄 りに位置 し,SB 1543の 西に建つ東西 3間 (6.Om),

南北 4間 (7.5m)の 東庇付南北棟である。桁行 (南北)方向の柱間は南か

ら7尺 。6尺・ 6尺・ 6尺,梁間 (東西)方向では身舎柱間が 7尺等間 ,

東庇の出が 6尺である。身舎棟筋に柱穴を検出したが,側柱筋 と柱筋は揃

わない。棟筋の柱穴は床東の跡で,床張起物であったと考えられる。柱穴

は 50 clll～ 80 cmの 方形で,一部に柱痕跡を残す。 柱穴の重複関係か らSB 1545は ,SB 1547よ

り古 く,SB 1546よ り新 しい。

SB 1549(PLAN 6)P地 区

十四坪南区の西辺に位置する東西 3間 (4.8m)以 上,南北 2間 (3.Om)

の東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は 6尺等間,梁間 (南北)方向

の柱間は 5尺等間である。柱穴は一辺50cm～ 80clllの 不整形である。柱穴の

重複関係から SB 1549は ,SB 1587よ り新 しい。柱穴からは平城宮土器 I

またはVの土器が出土した。

SB 1554(PLAN 4;PL.14)P地 区

十四坪南区の北東 に位置 し,十四坪 を南 か ら南北 に 8分する塀 (SA

1551)を はさみ,SB 1534の北にやや棟筋を違えて建つ。1/32町に宅地が

割られた時の宅地の中心建物である。東西 3間 (6.3m),南北 4間 (7.5m)

の東庇付きの南北棟である。桁行 (南北)方向の柱間は南より6.5尺・6.5

尺・ 6尺 。6尺,梁間 (東西)方向の柱間は 7尺等間,庇の出は 7尺であ

または■の上器とⅣ

）
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る。桁行寸法が若千異なるもののS B 1534と よく似ており,同時期の同じ構造をもった建物と

思われる。柱穴は一辺 80 cIIlの 方形で,庇東北隅柱に柱根を残す。柱根の直径は 12 clllで ある。

他の柱穴に残る柱痕跡は 15 clll前後である。柱穴の重複関係からSB 1554は ,SB 1553よ り新し

い。

SB 1557(PLAN 4;PLOO)P地 区

十四坪南区の北辺に位置する柱列である。桁行 3間の東西棟の南側柱列ま

たは南庇柱列,も しくは片面庇付南北棟の南妻柱列と考えられる。東西 3間

(5。 4m)で柱間は 6尺等間である。柱穴は消よそ一辺 50 calの方形で,東南隅柱に柱痕跡を残

す。

SB 1561(PLAN 4,PL.13)P地 区

十四坪南区の中央東寄 りに位置 し,十四坪の西半の東を限る塀 SA 1558の 西に

建つ東西 2間 (3.6m),南 北 3間 (5,4m)の 南北棟である。柱間は桁行 (南北 )

方向,梁間 (東西)方向とも6尺等間である。柱穴は一辺約 80 CIIXの 方形である

が,南妻柱列の 3個の柱穴は一回 り小さく一辺約 50clllの方形である。 土坑 (SK

1982)を 仲介とした重複関係から SB 1561は ,SB 1562よ り新 しく,SB 1562を建て替えたも

のと思われる。柱穴からは平城宮土器ⅣもしくはVの土器が出上した。

SB 1575(PLAN 6)P地 区

十四坪南区の中央西寄 りに位置し,SB 1548の東に建つ。東西

4間 (10.2m)南北 2間 (4.5m)の東西棟である。桁行 (東西)

方向の柱間は8.5尺等間,梁間 (南北)方向の柱間は7.5尺等間で

ある。 8。 5尺の柱間は,今回検出した建/1PJの なかでは大規模であ

る。柱穴は一辺 50clll～ lmの方形で,東妻中央の柱穴に柱根を残す。柱根は,直径約 20clllで

ある。柱穴の重複関係か らSB 1575は SB 1576よ り新 しい。柱穴からは平城官土器Ⅳ～Vの土

器が出土した。

SB 1585(PLAN 6;PL.13)P地 区

十四坪南区の西辺に位置し,SA 1548の西側に建つ。東西 3間 (5.55m)南

北 5間 (9.Om)の 西に縁もしくは土庇をもつ南北棟である。柱間は身舎桁行

(南北)方向,梁間(東西)方 向とも6尺等間で,西 1間の出は 6.5尺である。

西 1間分は身舎からの出が少なく,柱穴も小さく,縁もしくは土庇と考えら

れる。身合の柱穴は一辺約 60clllの 方形で,西 1列の柱筋の柱穴は約 30Calの

方形で,身合の柱掘形よリー回り小さい。柱穴の重複関係から,SB 1585は ,

SB 1588

た。

SB 1605

闘

より新 しく,SB 1591よ り古い。柱穴からは平城宮土器ⅡもしくはⅢの上器が出上し

か らは平城宮土器Шの土器が出土 した。

J0

(PLAN 3)O地区

十四坪北区の東南隅に位置する東西 2間 (2.4m),南北 1間 (1.5m)以上の南北

棟である。桁行 (南北)1間以上 (5尺等間),梁間 (東西)2間 (4尺等間)の南

北棟の北 1間分を検出したと考えられる。柱穴は一長径60cmの精円形である。柱穴



SB 1608(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の東南隅に位置 し,SB 1605の 北側に棟筋を揃えて建つ。SB 1605と

の間隔は1.65m(5.5尺 )である。東西 1間 (2.7m),南北 3間 (4.05m)の南北棟

である。桁行 (南北)方向の柱間は4.5尺等間,梁間 (東西)方向の柱間は 9尺であ

る。妻柱筋は精査したが妻中央柱がなく,梁間 1間の建物もしくは妻中央柱の柱穴

が削平されたと考えられる。柱穴は一辺40cIIl前後の方形である。

SB 1720(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の南方西寄 りに位置する東西 2間 (2.7m),南北 2間 (4.2m)の 南北

棟である。桁行 (南北)方向の柱間は 7尺等間,梁間 (東西)方向の柱間は 4.5尺

等間である。柱穴は一辺 50clll前後の方形である。柱穴の重複関係からSB 1720は ,

SB 1743よ り新 しい。

SB 1760(PLAN 3,PL.17)O地 区

十四坪北区の南東寄 りに位置し,SB 1710の東にSB 1710と 北柱筋を揃え

て建つ東西 3間 (5。 4m), 南北 2間 (3.6m)の 東西棟である。 柱間は桁行

(東西)方向,梁間 (南北)方向とも6尺等間である。柱穴は一辺 50 cIIl～ 60

CInの方形 または精円形である。柱穴の重複関係からSB 1760は ,SB 1690・

ヽヽ。

SB 1781(PLAN 3,PL,18)o地 区

十四坪北区の中央に位置し,北妻が十四坪を南北に 2分する塀 と近接する。東

西 2間 (3.6m),南北 6間 (9.6m)の南北棟である。桁行 (南北)方向の柱間は

南 2間が 6尺等間,北 4間が 5尺等間,梁間 (東西)方向の柱間は 6尺等間であ

る。柱穴は比較的小さく一辺 40 clxl前 後の方形である。柱穴の重複関係からSB

1781は ,SB 1780。 SB 1810よ り新 しい。柱穴からは平城宮土器 Ⅱ～Ⅲ の上器

が出土した。

SB 1937(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の西南隅に位置 し,十四坪を東西に 2分する道路の西塀(SA 1647)の 西 90

cmに位置する。梁間 (南北)2聞 (5.5尺等間)の東西棟の東妻柱列を検出した。 柱穴

は,一辺 40cmの楕円形である。

SB 2030(PLAN 2)O地区

十四坪北区の東北に位置する東西 3間 (4.95m),南北 2間 (3.6m)の東西

棟である。桁行 (東西)方向の柱間は5.5尺等間,梁間 (南北)方向の柱間は 6

尺等間である。柱穴は一辺50cIIIの 方形,柱痕跡は直径18clxIである。柱穴からは

平城宮土器Vの土器が出土した。

SB 2035(PLAN 2)O地区

とi与3131ヒ|::::§ζi二r:ζζ二][:そ33:〔3阜‡二ξ章 園
の方形で,柱痕跡は直径2盈血である。柱穴の重複関係からSB 2035は ,SB 2040・ SB 2041よ
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り新 しい。柱穴からは平城宮土器Ⅲの上器が出土した。

SB 2080(PLAN 2)O地 区

十四坪北区の北辺西寄 りに位置する東西 3間 (5.4m),南 北 2間 (3.6m)の

東西棟である。桁行 (東西)方向,梁間 (南北)方向とも柱間は 6尺等間であ

る。 柱掘形は一辺 60 ctll～ 70 clllの 隅丸方形である。 柱穴の重複関係か らSB

2080イよ, S B 2081・  S B 2042よ り〒学い。

SB 2083(PLANの O地区

十四坪北区の北辺西寄 りに位置する東西 1間 (3.3m),南北 2間 (3.6m)以上

の南北棟である。桁行 (南北)方向の柱間は 6尺等間,梁間 (東西)方向の柱間

は11尺 である。梁間 1間の建物,も しくは妻中央柱の柱穴が浅 く削平されたもの

と考えられる。柱穴は一辺 30 CItlIの 方形である。

SA 1355(PLAN 5)Q地 区

十三坪地区の東南に位置 し,十三坪を東西に 2分する道路 (SF 1320)の 西側に建ち,十三

坪の西半の宅地の東を区画する南北塀である。北は SA 1370か ら始まり,南は発掘区のさらに

南に続 くものと思われる。 北から7間分を検出し,南方は後世の削平のため検出できなかっ

た。柱間はおよそ 5.5尺等間,北から6間 目のみを 8尺 としてお り,こ の位置が西側の宅地ヘ

の出入口と考えられる。柱穴は円形 。方形とまちまちで,大きさも一辺 20 cm～ 60 CIIlと 不揃い

である。SA 1355は SB 1324の 北妻柱と重複 し,SB 1324よ り新 しい。

SA 1370(PLAN 5。 7,PL.6)Q地 区

十三坪地区の中央に位置 し,SA 1371と おなじく,十三坪を北から4分する位置に建つ東西

塀である。東は SA 1430Aか ら始まり西に 7間分を検出した。柱間は 6尺 または 6.5尺,東か

ら5間 目のみを 8尺 とする。柱間の広い部分は,塀の南北の宅地間の通路 と考えられる。柱穴

の形状は不揃いで,大きさは一辺 40CIll～ lmでぁる。

SA 1371(PLAN 7;PL.6)Q地 区

十三坪地区の中央に位置 し, SA 1370の 西端から少し北にずれて始ま り, 発掘区の西に延

び,十三坪を北から4分する位置にある東西塀である。12間分を検出し,柱間は 6尺等間,東

から7間 目と8間 目のみを 8尺 とする。柱間の広い部分は,SA 1371で南耳ヒに分割される宅地

間の通路と考えられる。柱穴は,一辺40cm～ 60CInで形状は不揃いである。

SA 1399(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区の西北に位置する南北塀である。十三坪を東西に 2分 し, さらに南北に 4分 した

横長の 1/8町 の敷地を, さらに東西に 2分する位置に建つ。柱間は 4尺～ 5.5尺で, 5間分を

検出した。この塀を南に延長すると井戸 (SF 1385)上 に あた り, SA 1490,SA 1371間を完

全に塞いでいたとは考え難い。柱穴は小さく,一辺 30clnの 方形または円形である。SB 1403と

重複し,SA 1399は ,SB 1403よ り新 しい。

SA 1410(PLAN 4)Q地 区

十三坪地区の東辺北寄 りに位置する南北塀である。十三坪を東西に 2分する道路 (SF 1320)

の東側に建ち十三坪東半の宅地の西を区画する。北は坪境小路南狽1溝の南か ら始まり7間分を

検出した。柱間は北から, 7尺・ 7尺・ 6尺・ 4尺 。6尺・ 6尺・ 6尺 と不揃いである。柱穴

J2



は約70clllの 方形で,他の塀に比べ形状・規模 とも整っている。

SA 1430 A・ B(PLAN 5)Q地 区

十三坪地区の東辺中央に位置する南北塀である。SA 1355と はやや柱筋をず らして北へ延び

十三坪西半の宅地の東を区画する。南は SA 1370の東端か ら始まり,北は SA 1490ま で廷びる

ものと考えられ,南から12間分は検出したが,北方は後世の削平のため柱穴は検出できなかっ

た (SA 1430A)。 塀は 1度つ くり替えがあ り,柱位置を】ヒヘ 2尺ずつず らしている (SA 1430

B)。 柱間は 5尺から5.5尺 で,両者 とも南か ら7間 目のみは 9尺である。西の宅地から坪内の

南北道路 (FS 1320)に ひらく出入口と考えられる。柱穴は一辺 40ctl～ 50CIllの不整形で,一部

の柱穴に柱痕跡を残す。

SA 1434(PLAN 6)Q地 区

十三坪地区の北辺西寄 りに位置する南北塀である。十三坪の西半の宅地を東西におよそ 2分

する位置にあ り, 5間分を検出した。柱間は 6尺等間, 中央間のみ 8尺である。 SB 1480・

SB 1405と 重複 し,双方 より新 しい。

SA 1527(PLAN 4)P地 区

十四坪南区の東南隅に位置する東西塀である。坪境道路 (SF 2000)の 北側溝 (SD 1500)心

から北に 1.8mの位置にあ り,十四坪東半分の南を区画する。西は十四坪を東西に 2分する道

路 (SF 1970)の 東か ら始まり, 7間分を検出し,東はさらに発掘区の東へ続 く。柱間は 7尺

から10尺 と不揃いである。

SA 1536・ 1646(PLAN 3・ 4)O・ P地区

十四坪南区東方 と十四坪北区南西隅に位置する南北塀である。十四坪を東西に 2分する道路

(SF 1970)の 東に建ち十四坪東半の宅地の西を区画する。南は SA 1527の 西端のやや西から

始まり,北は十四坪北区の南から13.5mの地点で終わる。十四坪南区で14間分,十四坪北区で

6間分を検出した。柱間は 6尺等間,十四坪北区の北か ら4間 目のみを14尺 とする。この位置

が SF 1970か ら東の宅地への入日と推定される。柱穴は40clll～ 80cal,形 は不揃いで,一部の柱

掘形に柱根が残る。

SA 1542(PLAN 6)P地 区

十四坪南区南辺の西半に位置する東西塀である。十三坪 。十四坪間の坪境小路 (SF 2000)

の北に位置 し,十四坪西半の区画の南を画する。東西19間分を検出したが,塀は一直線にはな

らずに,SD 1538の 西の位置で SD 1538に 沿って 1間 (1尺)分北にずれる。この位置から西

では13間 を検出し,柱間は 5尺～ 7尺 と不揃いである。北へずれる位置か ら東では 6間を検出

し,柱間は 6尺等間である。柱穴は規模・形状 とも不揃いで,比較的小さな柱穴が多い。

SA 1548(PLAN 6)P地 区

十四坪南区の西南に位置する南北塀である。SF 1970に よって束西に 2分される十四坪の西

半をさらに東西に 2分する位置に建つ。南は SA 1541のやや北から始まり,12間分を検出し

た。柱間は 6尺～ 9尺 と不揃いである。柱穴は一辺60clll～ 70CIllの隅丸方形である。

SA 1551(PLAN 4)P地 区

十四坪南区の東辺中央に位置する東西塀である。SA 1536の 東の宅地を南北に南から8分す

る位置に建つ。西は SA 1536か ら始まり,10間分を検出し,東は発掘区の東へ続き,柱間はお
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よそ 6尺等間,西から7間 目のみ11尺 と広 く,SA 1551に よって区画される南側の宅地 と北側

の宅地間の通路と考えられる。柱穴は 30 clxl～ 80 Cm,形状・規模 とも不揃いである。

SA 1556(PLAN 4)P地 区

十四坪南区の東北隅に位置する東西塀である。SA 1536の 東の宅地を南北に南か ら4分する

位置に建つ。南北塀 SA 1556,東 西塀 SA 1527・ SA 1551と ともに1/16町 もしくは1/32町を形

成する。東西 6間を検出したが,SA 1586の柱列とは筋が通 らず,SA 1536に は取 り付いてい

なかったと考えられる。柱間はおよそ 6尺,西から6間 目のみ15尺 とし,SA 1556の南と北の

宅地間の通路 と考えられる。

SA 1558(PLAN 4,PL.13)P地区

十四坪南区の東寄 りに位置する南北塀である。十四平を東西に 2分する道路の西側に建ち,

十四坪西半の宅地の東を区画する。北は坪境小路北側溝 (SD 1500)の 心から北へ 10.2mの 位

置から始まり, 7間分を検出した。南は好境小路北側溝のす ぐ北まで延びるものと考えられる

が,柱穴は検出できなかった。柱間は 6尺等間,南から2間 目のみは 8尺 とし,こ の間は通路

であったと考えられる。 柱穴は一辺 50Clll前 後の方形 または楕円形である。 SB 1562と 重複

し, SB 1562よ り新 しい。

SA 1571(PLAN 4・ 6)P地区

十四坪南区の北辺に位置する東西塀である。 十四坪を南北に 4分する位置にあ り,SA 1548

・SA 1558・ SA 1541と ともに 1/16町宅地を区画する。東は SA 1558の西から始まり,西は

SA 1527の 東で終わ り,SA 1527の さらに西へは延びない。柱間は不揃いである。柱穴は一辺

40mの不整形である。 SB 1582と 重複し,SB 1532よ り新 しい。

SA 1573(PLAN 6)P地 区

十四坪南区の中央に位置する東西塀である。SB 1575の 南に建ち,SA 1551と 同様に十四坪

を南北に 8分する位置にある。しかし検出したのは 6間分にすぎず,東を SA 1548,西 を SA

1558,北を SA 1571で 区画される1/16町宅地をさらに南北に 2分する塀 とは考え難 く,SB 1575

の日隠し塀 と考えられる。柱間は 4.5尺～ 6尺 と不揃いである。柱穴は一辺50cal前後で,形状

も不揃いである。

SA 1574(PLAN 6)P地 区

十四坪南区の中央に位置する南北塀である。南は SB 1575の 南側柱筋に揃い,北へ 3間分を

検出した。柱間は 7尺等間である。 SB 1575の東の目隠し塀 と考えられ,SB 1575と の間隔は

2.7m(9尺)である。柱掘形は一辺60cIIlの 方形で,各柱掘形に柱痕跡を残す。

SA 1647(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の西南隅に位置する南北塀である。SA 1558と 同様に,SF 1970の 西側に建ち十

四坪の西半の宅地の東を区画する。 SA 1558と は柱筋が揃わず,SA 1558よ り約 lm東にず

れ,十四坪南区と北区の間で別の塀になるものと考えられる。SA 1572-SA 1536間 は約 2.5m,

SA 1558-SA 1536間 は約 3.5mでぁる。北は SA 1536と 同じ所から始まり, 6間分を検出し,

南は発掘区外に延びる。柱間 7尺等間である。柱穴は小さく,30cm～ 40clllの 円形である。

SA 1686(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の南寄 りに位置 し,SB 1690の 南に建つ東西塀である。 十四坪の南からおよそ
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3/8の 位置にあ り, 6間分を検出し東はさらに発掘区の東に続 く。 柱間は 6尺等間,西から5

間目のみ 4尺である。柱穴は一辺 50 calの方形または円形である。

SA 1716(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の南方に位置する東西塀である。 6間分を検出し,柱間は 6尺か ら9尺 と不揃い

である。柱穴は一辺 30C14～70∽ で,形状は不揃いである。

SA 1900(PLAN 3,PL。 18)O地区

十四坪北区中央に位置する東西塀である。 十四坪を南北に 2分する位置にあ り,東は SK

2001(Ⅱ 期)の南か ら始まり,西は発掘区のさらに西へ続 く。柱間,柱穴の規模・形状とも不

揃いである。柱穴は SK 1942(■ 期)の埋土と重複してお り,SA 1900は SK 1942等の上坑

群 よリー時期新しいと考えられる。

SD 1318・ 1386・ 1486(PLAN 5)Q地 区

それぞれ十三坪地区の東南隅 。東辺中央 。東北を流れる南北溝である。これ らは本来坪境小

路南側構 SF 1495に流れ込む 1本の溝で,後世の削平のために途切れ途切れに残ったものと考

えられる。各々の幅はおよそ20cm o 30cm・ 40ctlで,北方の方が残 りがよく,深 さは 6 CIllか ら7

Cmで ある。この溝は十三坪を東西に 2分する道路 (SF 1320)の 東側構 と考えられ,西側構 と

の心心距離は 3.Omで ぁる。また溝の東に平行する南北塀 SA 1410ま では 90cltxIあ る。

SD 1319。 1387(PLAN 5;PL.7)Q地 区

それぞれ十三坪地区の東南隅 。耳ヒ辺中央を流れる南北溝である。これ らも本来は坪境小路南

側構 SD 1495に 流れ込む 1本 の溝 と考えられる。各々の幅は20cm～ 30cIIl・ 40ctll～ 50cIIlで ,や

は り北の方が残 りがよく,深さは 8 Cmか ら9 Cfllである。この溝は SF 1320の 西側構にあた り,

溝の西を平行する南北塀 SA 1355ま では70Cal,SA 1430ま では90cmで ある。

SD 1338(PLAN 7)Q地 区

十二坪地区の西南を流れる東西溝である。幅は約20clll,深 さは 6∽である。SE 1335の す ぐ

南に位置し,十三坪の北か らほば3/8の位置に当たる。1/32町宅地を区画する溝 と考えられる。

SD 1407(PLAN 5)Q地 区

十三坪地区の中央東寄 りに位置する南北溝である。SA 1430に 平行 して流れ,南は SA 1370

の北1.2mの地点から始ま り,北へ10.2mを 検出した。溝幅は南へ行 くほど広 く最大幅が1.5m,

北へ行 くほど細 く約50ctlと なる。溝の東で SE 1375の 掘形と重複 し,重複関係からSE 1375の

古い井戸より新 しく,新しい井戸 より古い。したがってこの溝は SE 1375と 同時存在 もしく

ヤよSE 1375よ りやや遅れて掘 られたものと考えられる。埋土からは製塩土器および平城官土器

Ⅱ～Ⅲの上器が出上した。

SD 1440(PLAN 4)Q地 区

十三坪地区の東北隅に位置する東西溝である。西は SA 1410の東 1.5mの地点から始まり,

東は発掘区の東へ続 く。SD 1440の北肩からSD 1495の 南肩までは2.5mあ り,溝幅は東方で

40CIIl,西 へ行 くほど南へ広が り最大幅が2mでぁる。柱穴との重複関係から,SB 1471・ SB 1472

よりは新 しくSA 1473。 SA 1470よ りは古い。埋土から平城官土器Ⅱ～Ⅲの土器が出土した。

SD 1495。 1500(PLAN 4・ 6;PL。 9。 12)P・ Q地区

十三坪・十四坪間の坪境小路側構にあたる。SD1495が南側構,SD1500が北側構である。各々



の溝の内側にあるSD1495。 SD1500に先行する南北両側構 (SD1496・ SD1499)の埋土を掘っ

て側構がつくられている (Fig.15～ 17)。 溝幅は南北側構とも約 1.5m(5尺 ),深さ 80 cmで

あるが,側構の道路側の肩はなだらかな斜面となっている。おそらく地盤が軟弱なために,溝

肩が崩れたものと考えられ,遺構面での溝幅はもっとも広いところで,2.4mである。南北側

構間の心心距離は 6,9血 (13尺 )である。濤底の標高は,発掘区の東が発掘区の西より約60 cm

低く,水は西から東へ流れていたと推定される。

埋土から出土した上器は平城官土器Ⅱ～Vに属するもので,溝底・埋土上層を問わず各時期

の土器が出土した。埋土は廃絶時に一括して埋められた様相を示し,溝底から順に堆積した状

況はみられなかった。また,埋土からは羽口片,対禍片等の鋳造にかかわる遺物が多数出土し

,こ。

SD1538(PLAN 4・ 6)P地区

十四坪南区の南辺中央を流れるL宇状の溝である。SA1566から西へ 13.8mの位置で SD

1500か ら北へ流れ (南北 2.lm),東に折れて東西に流れ (東西 11.6m),消滅する。溝幅は 30

cm～40cm,深 さは 15cm～20cmである。SD 1500に流れ込み,奈良時代の後半まで存続 して

為 り,十四坪の南辺を画する東西塀 SA1542は この溝を避けてつ くられている。

SD 1563・ 1688(PLAN 3・ 4)P地区

十四坪南区の西方 と十四坪北区の西南隅に位置する南北溝である。北は SA1647の北端 と同

じ位置から始まり,南は坪境小路北側溝 (SD 1500)に 流れ込む。十四坪を東西に 2分する道路

(SF 1970)の 東側溝にあた り,東の宅地を画する SA 1536・ 1646ま では 60cmである。溝幅

は北方で 40c血,南へ行 くはど広 くな り最大 1.6mである。深 さは浅 く約 7cmである。埋土

からは平城官土器Ⅱ～Vの土器 とともに鉱滓が出上した。

SD 1569・ 1649(PLAN 3・ 4;PL。 12)O・ P地区

SD1563・ SD1688同 様十四坪南区から北区にかけて検出した南北溝である。SF1970の西側

溝にあた り,北は SD1688と 同様発掘区の途中で終わる。溝は北へ行 くにしたがい東に寄 り,

東側溝 との心心距離は南では2.lmで あるが,北端では1.5mで ある。西の宅地を画する SA1647

までは約 50cm,SA1558ま では約 60cmである。溝幅も東側溝 と同様に南方ほど広 く80cm,

北方では 40cmで ある。深さは約 10cmである。埋土からは平城宮土器Ⅲ～Vの土器が出土し

イこ。

SE 1305(PLAN 5,PL.4・ 22)Q地区

十三坪地区の東南隅に位置する井戸。掘形は,平城官土器Ⅲの上器および製塩土器を含む土

坑 (SK1307)よ り古い。掘形からは平城宮土器Iま たはⅢの土器が出上し,井戸粋内からは平

城宮土器Ⅲ～Vの土器が出上した。

SE 1315(PLAN 7,PL.5。 22)Q地区

十三坪地区の西南隅に位置する井戸。掘形からは平城宮土器ⅡまたはⅢの上器が出土し,井

戸枠内からは平城宮土器Ⅲ～Vの土器が出土した。

SE 1335(PLAN 7,PL.5)Q地 区

十三坪地区の西辺南方に位置する井戸。掘形からは平城宮土器Ⅱの土器が出土し,井戸枠内

からは平城官土器Ⅲ～Vの上器が出土した。
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SE 1375(PLAN 5,PL 6・ 22)Q地区

十三坪地区の中央東寄 りに位置し,SA1370。 SA1430に よって囲まれる区画の東南隅にあた

る井戸。井戸はつ くり替えがあ り,井戸粋が残る新 しい井戸の掘形の下層に,古い井戸の掘形

を検出した。古い井戸の東では SK1375と 重複し,古い井戸の掘形は SK1407に破壊され,新
* しい井戸の掘形は SK1407を破壊しているので,井戸つ くり替えの間に時間の経過があったこ

とがわかる。古い井戸の掘形からは平城宮土器Ⅲの上器が出土し,新しい井戸の朔形からはギ

城官土器ⅡまたはⅢの上器が,井戸枠内からは平城宮土器Vの土器が出上した。 l     t

SE 1385(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区の中央西寄 りに位置する。東西塀 SA1371のす ぐ北にあ り,十三坪の西半を南北

*にほば 2分する線上にある井戸。掘形からは平城宮土器ⅡまたはⅢの上器が出土し,井戸枠内

からは平城宮土器Vの土器が出上した。

SE 1530(PLAN 4,PL.23)P地区

十四坪南区の東南隅に位置する井戸。 SA 1537のす ぐ北にあたる。 SA 1527。 SA 1536・ SA

1551に よって囲まれる敷地が 1/32町 とすると,SE 1530は 宅地の東南隅に位置することにな

*る。SE 1530は I・ Ⅱ期の築地 (SA 1528)の位置にあ り,築地が完全に崩壊し,代わ りに SA

1527が建てられたときに掘 られたと考えられる。 井戸掘形からは平城宮上器 Iま たはⅡの上

器が出土し,井戸枠内からは平城宮土器ⅢからVの上器が出土した。

SE 1550(PLAN 6;PL.23)P地区

十四坪南区の西南に位置する井戸。SA1548の す ぐ西にあた り,SA1548よ り西の区画の東

*南隅に近い位置である。井戸枠内からは平城官土器Vの上器が出土した。

SE 1555(PLAN 4,PL.23)P地区

十四坪南区の東】ヒに位置しする井戸。SA1556の す ぐ南にあたる。SA1551・ SA1536・ SA1556

によって囲まれる宅地が 1/32町 とすると,SE 1555は宅地の東北隅に位置することになる。掘

形からは平城官土器Ⅱの上器が出上し,井戸粋内からは平宮土器Ш～Vの土器が出土した。

キ SE 1560(PLAN 4;PL。 24)P地区

十四坪南区の北辺中央に位置する井戸。SA1571・ SA1558・ SA1548・ SA1542に よって囲ま

れる1/16町宅地の東北隅に位置する。掘形からは平城宮土器ⅡまたはⅢの土器が出土し,井戸

枠内からは平城宮土器Vの上器が出土した。

SK 1463(PLAN 4・ 5)Q地区

* 十三坪地区の東北に位置する東西 2.3m,南北 1.2mの不整形土坑である。坦土からは平城

官土器Ⅲ～Ⅳの土器と,平城宮瓦編年Ⅲの軒丸瓦が出上した。

SK 1513(PLAN 6;PL.9・ 12)P地区

坪境小路 (SF2000)上に位置する東西 2.7m南北 1.8mの橋円形土坑である。深さは約 8

cm,埋土には大量の炭化物を含む。埋土からは平城宮土器Ⅲの土器が出土した。

* SK 1824(PLAN 3,PL.18)O地 区

十四坪北区の中央に位置する南北 1.4m東西 1.35mの 不整形土坑である。SK1824は ,SB
1820。 SB1830と重複し,双方 より新 しい。埋上には大量の炭を含み,続羽口片 5片 ,対渦片

16片,不明土製品 1片,鉱滓 5点の鋳造関係遺物が出土した。



D Ⅳ期の遺構

Ⅳ期の全体の様相はⅢ期と変化がない。Ⅲ期の遺構のうち,建物12棟,塀 19条が存続し,あ

らたに建物m棟,塀 4条が建てられる。井戸は 1基が廃絶し, 1基が,新たにつくられる。

SB 1312(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区南辺中央の位置に,東西棟と思われる建物の北側柱列と梁行 1間

を検出した。建物の規模は東西 3間 (3.lm)南北 1間 (1.5m)以上である。桁

行(東西)方向の柱間は3間のうち中央の間がやや狭 く5尺,両脇間が 6尺である。梁行(南北)

方向の柱間は,検出した 1間が 5尺である。柱穴は一辺 50cmの 不整形である。柱穴の重複関

係からSB 13121ま , SB 1309・ SB 1313よ り新しい。

SB 1326(PLAN 7,PL.4)Q地 区

十三坪地区南辺中央に建つ東西 4間 (7.3m),南 北 2間 (3.6m)の 東

西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は東 2間が 6尺等間,西 2間が7

尺等間である。梁間 (南北)方向の柱間は 6尺等間 w H 53.Om E

である。穴柱は一辺約 80cmの 方形で,深さは 55cm～ 70 cmあ り, 2箇

所に柱根を残す。一つは東北隅柱 (Fig.33)で直径約 22cm,も う一つは

南側柱で直径約 15cmであり, 隅柱が側柱より太くなっている。柱穴の

重複関係から SB 1325。 SB 1327よ り新しい (Fig.22参照)。 柱穴からは

平城官土器ⅡもしくはⅢの上器が出土した。

SB 1362(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区の中央南寄 りに位置する東西 2間 (3.6m),南北 2間 (5,4m)の南

北棟である。桁行 (南北)方向,梁間 (東西)方向とも柱間は 6尺等間である。

柱穴は小がりで,柱筋の揃いもよくない。西南隅柱は後世の土坑で破壊され,検

出できなかった。

SB 1391(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区中央北寄 りに建つ東西 4間 (7.8m),南北 3間 (6.6m)の

東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は東から7尺 。6尺 ,6尺・7

尺,梁間 (南北)方向では身舎柱間が 6尺等間,北庇の出が10尺である。

穐atts)翼 は頷 ャと℃ 塩 c踏 禽毯 亀,弼

柱穴は, 身舎よりひとまわ り小さく一辺約 40 cmの 不整形である。柱穴の重複関係から

SB 1391は ,SB 1390・ SB 1415よ り新しい。柱穴からは平城宮土器ⅡまたはⅢの土器が出上し

,こ 。

SB 1406(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区の中央西辺に位置する東西 2間 (4.2m)以上,南北 2間 (3.6m)

の東西棟であるЬ桁行 (東西)方向の柱間は東から3尺・ 6尺 ,梁間 (南北)方

向の柱間は 6尺等間である。柱穴は規模・形状 とも不揃いでおよそ一辺 30 cm

～60cmである。柱穴の重複関係か ら SB 1406は SA 1422よ り新 しい。

J∂

Fig,33 SB 1326
の柱根



SB 1478(PLAN 6;PL.11)Q地 区

十三坪地区の北辺 SB 1480の東側に位置する東西 5間 (8.7m),

南北 2間 (4.5m)の東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は東 3

間が 6尺等間,西 2間が5.5尺等間,梁間 (南北)方向の柱間は7.5

尺等間である。柱穴は一辺 50cm～ 60cmの不整形である。柱穴の

重復関係からSB 1478ヤよ SB 1475・ SB 1476・ SB 1377よ り新 しい。

はVの上器が出上した。

SB 1531(PLAN 4)P地区

柱穴からは平城宮Ⅳもしく

十四坪南区の東南隅に位置し,十四坪の東半の区画に建つ。東西 4間

東西 4間 (7.2m),南北 3間 (4.8m)の 北縁をもつ東西棟である。身舎

の桁行方向の柱間は,東 3間が5.5尺,西 1間が7.5尺 ,梁間 6尺等間,

縁の出が 4尺である。柱穴は一辺 80cmの方形で,北柱列の5個の柱穴

は小 さく,一辺 40cmの方形である。 身舎 との柱間も小さく,縁束の柱穴と考えられる。南

側柱東から2番 目及び 3番 日,北側柱西から 2番 目に柱痕跡をとどめ,縁の西から2番 目, 3

番 目に柱根を残す。柱穴からは平城宮土器Ⅲの上器が出土した。

SB 1544(PLAN 6)P地区

十四坪南区の南辺西寄 りに位置する東西 2間 (3.6m),南北 (3.3m)の東西棟

である。桁行 (東西)方向の柱間は 6尺等間,梁間 (南北)方向の柱間は 5.5尺

等間である。柱穴は一辺 40cm～ 50 cmの 方形である。 柱穴の重複関係からSB

1547は,SB 1545よ り新 しい。

SB 1690(PLAN 3)O地 区

十四坪北区南寄 りに位置し,SB 1760(Ⅲ期)を桁行 6間に延ばし,

北側柱筋はそのままで西にず らして建て替えた建物である。東西 6間

(9m),南北 2間 (3.6m)の東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間

は 5尺等間, 梁間 (南北)方向の柱間は 6尺等間である。 柱掘形は一辺

整形である。柱穴の重複関係からSB 1690は ,SB 1760よ り新 しい。

SB 1691(PLAN 3)O地 区

30cmハΨ50cm の コト

SB 1690の 桁行柱間を 6尺にし,北側柱筋はそのままでやや東

にずらして建て替えた建物である。東西 6問 (10.8m),南 北 2間

(3.6m)の東西棟である。柱間は桁行 (東西)方向,梁間 (南北)

方向とも6尺等間である。柱穴は一辺 50cmの楕円形である。柱穴からは平城宮土器Ⅱ～Ⅳ の

上器が出土した。

SB 2081(PLANの o地区

舞瀞夏a蘇羅麟韓頸鑓M
隅丸方形である。 SK 2079(平城官土器Ⅱの土器を含む)。 SK 2001と 重複し, 双方 より新 し

い 。

）
（

）
（

）
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SA 1372(PLAN 7;PL.6)Q地 区

十三坪地区の中央に位置 し, SA 1371の す ぐ北 (60 cm)に 平行する東西塀である。 4間分

を検出し,柱間は 6尺等間である。柱穴は 1辺 40 cm～60 cmの 不整形である。SA 1371の部

分的改修 と考えられる。

SA 1473(PLAN 4,PL.10)Q地 区

十三坪地区の東北隅に位置する東西塀である。坪境小路南側溝 (SD 1495)心から南に 3.Om

の位置にあ り,前時期の築地塀 (SA 1485)の 南に建てられた と考える。西は SF 1320の東から

始まり, 8間分を検出し(う ち柱穴 3個検出できず),東はさらに発掘区の東へ続 く。柱穴は一

辺およそ 60cmの 方形である。 SA 1473は SB 1472と 重複 し,柱穴の重複関係から SA 1473

1よ SB 1472よ り,折 しい。

SA 1541(PLAN 6)P地 区

十四坪南区の南辺に位置する東西塀である。坪境小路の引ヒ側溝 (SD 1500)心 から北に 1.5m

の位置にあ り,十四坪の西半の宅地の南を画する。東はL字形の溝 SD 1538の 東から始まり,

10間分を検出し,西は発掘区のさらに西に延びる。柱間はおよそ 6尺等間,東から6間 目のみ

15尺 とし, この位置が通路に当たるものと考えられる。この塀は前時期に造 られた SA1542の

SD 1538よ り西の部分を,南にず らしてつ くり替えたものと考えられる。柱穴は一辺 40cm～

70cmの方形 もしくは精円形で,一部に柱痕跡を残す。

SE 1360(PLAN 5)Q地区

十三坪地区の中央東寄 りに位置 し,SA 1355。 SA 1370に よって囲まれた区画の東北隅にあ

たる。他の井戸に くらべ掘形・井戸枠 ともひとまわ り小さい。掘形からは平城宮土器Ⅱまたは

Ⅲの土器が出土し,井戸枠内からは平城宮土器Vの上器が出土した。

SK 1356(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区中央南寄 りに位置する東西 1,9m南北 7,Omの南北に長い大規模な土坑である。

北方の南北 3m分が一段深 くなって為 り,深 さは 50 cmである。 南は浅 く,深さ 17cmであ

る。埋土には炭を混え,平城官土器Шの土器が出土した。SB1344・ SB1362と 重複し,双方よ

り新 しい。

SK1361(PLAN 5・ 7,PL.4)Q地区

十三坪地区の中央に位置し,SA1370の す ぐ南にあたる。東西 8.Om南北 2.3mの 隅丸長方形

の大規模な土坑である。南部分 (東西 5.7m南北 1.2m)が一段深 く,深 さ 30cm, その回 りは

浅 く深さ 15 cmで ある。埋土には炭化/2」を含み,製塩土器 とともに平城官土器Ⅲ～Ⅳの土器が

出上した。

SK 1373(PLAN 5,PL.6)Q地 区

十三坪地区の東辺中央に位置する東西 3m,南北 1.3mの不整形土坑である。深さは約 18cm

である。埋土からは平城官土器Vの上器と平城宮瓦編年Ⅲの軒平瓦が出土した。

SK 1397(PLAN 7)Q地区

十三坪地区の中央北寄 りに位置する東西 1.lm南】ヒ 1.2mの 円形土坑である。SK 1397は

SB 1415と 重複 し,SB1415よ り新 しい。埋上には 大量の灰化物を含み, ミニチュア土器およ

び平城宮土器ⅣもしくはVの上器が出土した。

b0



SK 1437(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区の北西に位置する東西 55cm南北 55cmの小規模土坑である。深さ 13cmで ,

埋上に焼土を合み,平城官土器ⅣもしくはVの土器が出土した。

SK 1479(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区の北辺西寄 りに位置 し,坪境小路 (SF2000)の す ぐ南に位置する不整形土坑であ

る。東西 1.9m,南北 90cm,深さは 15cmである。埋土からは製塩土器および大量の土器が出

土 し,平城官土器ⅣもしくはVの上器が含まれていた。SK1479は SB1480と 重複し,SB1480

より新 しい。

SK 1491(PLAN 4;PL.9)P,Q地 区

坪境小路 (SF2000)上に位置する精円形土坑である。東西 2.9m,南北 0.9m,深 さは 27cm

である。埋土からは対鍋片,製塩土器および平城官土器ⅡまたはШの上器が出土した。

SK 1503(PLAN 6;PL.9)PoQ地 区

坪境小路 (SF 2000)上 に位置する不整形土坑である。東西 2.8m,南北 1.2血 ,深 さは約20cm

である。埋土からは消鍋片および平城宮土器Ⅳか らVの土器が出上した。

SK 1506(PLAN 4;PL.9)P地 区

坪境小路 (SF 2000)上 に位置する不整形土坑である。東西 2.5m,南北 1.5m,深 さは 22cm

である。上坑西辺には灰化物が大量につまってお り,大量の製塩土器および平城宮土器Ⅲの上

器が出土した。

SK 1508(PLAN 4,PL.9)P・ Q地区

坪境小路 (SF 2000)上 に位置する円形土坑である。東西 2.8m,南 北 2.8m,深 さ 20cmで あ

る。埋土からは平城官瓦編年Ⅳの軒丸瓦が出上 した。

SK 2036(PLAN 2)O地 区

十四坪北区の北方中央に位置する土坑である。東西 4.7m,南北 4.5mの整った方形をして

いる。底は凸凹で中心部分が最 も深 く,約 30cmである。埋土は大きく2層 に分かれ,上層で

は土器・炭化物を多 く含み,下層では余 り威化7/Jを含まない。埋土からは,輔羽 口片 6片 ,対

禍片28片,砥石 2点,鉱津 7点,不明鋼製品 1点の鋳造関係遺物が出土した。上器は平城官土

器Ⅲ～Ⅳのものが出土した。

この上坑は,井戸 (SE2020)の 北に位置 し,井戸 とは南北溝でつながれていた形跡がある。

また他の土坑 とは異なり,整 った方形をしてお り,工房に関連する施設 とも考えられるが,詳

細は不明である。

E その他の遺構

SK 1304(PLAN 5;PL.7)Q地 区

十三坪地区の東南隅に位置する東西0.3m南北 6.Om以上の大規模な長方形土坑。埋土は上

層に反 と灰化物を合  E              H 53.5m             w

む層 (約 10cm),下

層に炭を含まない粘

質土の層がある。深

さは最深部で 60 cm

(Fig.34)。 Fig。 34 SK 1304断面図



SK 1316(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区の南西隅に位置する東西 60cm以上,南北 55cmの 精円形土坑である。埋土から

は大量の製塩土器が出土した。この上坑の西端は発掘区西外方に出る。

SK 1347(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区西辺南寄 りに位置する東西 1.lm,南 北 0.6mの楕円形土坑である。埋土からは

大量の製塩が出上し,ま た平城官土器ⅡもしくはⅢの上器が出上 した。

SK 1510(PLAN 4,PL。 9)P地区

坪境小路 (SF2 000)上 に位置する東西 2.lm,南北 1.8mの精円形土坑である。埋土から和

同開弥が出土した。

SK 1775(PLAN 3,PL.19)O地区

W  H 53.9m  E  十四坪北区の南方中央に位置する円形土坑である。東西 。南北 とも

90 cm,深 さは 40cmである。 断面は,上部がす りばち状を呈し,下

部は垂直に落ちる。埋土は決混 じりの暗褐色上で,石・瓦片を大量に

含む (Fig.35)。

SK 1819(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の中央に位置する南】ヒ1,lm,東西 40cmの精円形土坑

で,湾曲羽口が出土した 。

SK 1831(PLAN 3)O地区

十四坪北区中央東寄 りに位置する東西 80 cm,南 北 60cmの精円形土坑である。埋土から平

城宮土器Ⅱに属する土器が出土した。

SK 1910(PLAN 2)O地 区

s   H 53.8m   N 十四坪北区の中央に位置する不整形土坑である。東西 0,7m,南 北

1.lm,深 さは約 20cmで ,底面は凸凹である。埋土からは鞠羽口片

6片 ,姑禍片 1片,不明土製品 2片の鋳造関係遺物が出土した (Fig.

Fig.36 SK 1910断 面図 36)。

SK 1964(PLAN 4)P地 区

十四坪南区の東南隅に位置す る東西 0.65m,南北 0.3mの小規模土坑である。埋土か らは大

量の製塩土器が出土 した。

SK 1965(PLAN 4)P地 区

十四坪南区の東南に位置する東西 2.7m,南

北 3.Omの 不整形土坑である。埋土には大量の

炭化物を含み,多数の製塩土器 とともに平城宮

土器Ⅲの上器が出土した。また,新型式の軒丸

瓦が出上 した。

SX 1552(PLAN 4,PL.15)P地 区

十四坪南区の東辺中央に位置する東西 0.75

m,南北0,35mの 小規模な精円形土坑である。

東はなだらかな傾斜 とな り,最深部には幅 10 cmの溝が
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Fig.37 SX 1552断面図

西寄 り中央が最 も深 く (深 さ 18cm)

ゆ2

Fig 35 SK1775断 面図



ある。壁面が赤褐色に焼け,内部に灰が詰まっており,こ の遺構は炉跡と考えられる (Fig.37)。

埋土からは鋳造に関係したと考えられる土製品が 6片出上した。

十三坪地区

* SE 1305(PLAN 5,PL.22)Q地 区

直径 91cmの丸大をかたつに割 り裂いたのち,内李1り し,再度 2枚合わせにしたものを井戸

枠 とした円形の井戸。十三坪地区の東南隅で検出。粋板の厚さは 8cmあ り,井戸枠の内径は

78～ 80 cmで ある。井戸底に小円礫を厚さ 20～ 30 cmに敷きつめている。井戸枠を据え付ける

ための掘形は,東西 220cm・ 南北 180cmの精円形で,深さは 226cmあ る。Ⅲ期につくられ ,

*奈良時代の末期に廃絶 したと考えられる。

井戸底のバラス敷きの直上から海獣葡萄鏡の破片が出上し,井戸埋上の最下層からは和同開

務 2点,神功開賓 1点,帯金具,鉄斧,鉄釘 などが 出上した。 また井戸底から 100～120 cm

に堆積した黒灰色粘土層には,斎串,横櫛,曲物底板などが埋っていた。この井戸 と同じ位置

で,ひ とまわ り大きな掘形が確認された。これは東西 340cm,南 ゴヒ300cmの隅丸長方形の平

*面形を呈する。SE 1305を つ くる以前にあった井戸枠を解体した際の抜取穴であろう。

SE 1314(PLAN 7,PL.5)Q地区

十三坪南辺に位置する一辺 1.3mの方形縦板組の井戸。掘形は直径 1.8m以上の不整形。

近代の井戸である。

SE 1315(PLAN 7;PL.22)Q地 区

* 十三坪地区西南隅で検出した,内法一辺 73～75 cmの ,純板組み横桟どめ方形井戸である。

井戸枠は,縦板を横板と横桟 6段で内側から支える構造をとる。井戸底に接 して横板を,底か

ら 80cmの位置に相接する横桟 2段,120cmに横桟 1段,150cmに相接する横桟 2段をわた

す。横板,横桟 ともに,部材の両端を凸形あるいは凹形につ くって組み合わせる目ちがい袖紅

み (Fig.38)で 固定している。

キ 綻板は幅 10～20cm,厚 さ 2cmほ どの細長い板材を交互に重ね合わせ,さ らにその裏に 1

列,合わせて三重にメノミリ状に重ねている。裏の 1列は長さ lm前後の縦板を上下に重ねてい

るが, ここに使われている板材には日ちがい柄の切 り欠きがあ り,横板井籠組みの井戸枠を転

用 したものであることがわかる。方形井戸枠の方向は,北で10度東に偏 している。遺構検出面

から丼戸底までは 250cmあ る。井戸枠の掘形は東西 270cm,南北 260cmの隅丸方形の平面

キ 形で,井戸枠はそのほぼ中央に設置されている。Ⅲ期につ くられ,奈良時代の末期に廃絶。

井戸底 120cmの 厚さに堆積した黒灰色粘土層には,多 くの土器や瓦片とともに斎串 3点 ,

和同開弥,神功開賓,鈴が埋ってお り,他に枠内か ら大型砥石や鋳造工具の鉄匙,鉄鉗,それ

に合計 2.87 kgの 良質の木炭片も出上している。この木炭は,地下水を憶過し浄化するために

井戸底に敷 きつめられたものとみられる。

キ SE 1329(PLAN 7)Q地 区

十三坪南辺の一辺 1.lmの方形綻板組の近代の井戸。掘形は直径一辺 2.4mの 円形。

一戸井F
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目ちがい本内組み 相欠き納組み

Fig。 38 井戸枠横桟の組み方

SE 1332(PLAN 7)Q地 区

十三坪南辺の一辺 1.lmの方形縦板組の近代の井戸。掘形は一辺 2.Omの不整形。

SE 1335(PLAN 7,PL.5)Q地区

十三坪地区西辺南寄 りで検出した,内法一辺 82cmの縦板組み横桟 どめ方形井戸である。調

査の途中で崩落したため,細部の状況は不詳である。横桟は 3段分が確認され,上から2段 目

には樹皮をとどめた丸太材を使っている。

掘形は東西 260cm,南北 225cmの楕円形で,遺構検出面下 90cmで一段つけて,以下は直

径約 90cmの大きさに掘 り下げ られている。Ⅲ期につ くられ,奈良時代末期に廃絶。井戸枠内

の埋土から斎串,曲物底板,把手,藤原宮式軒丸瓦6273型式が出土した。

SE 1360(PLAN 5,PL.25)Q地 区

十三坪地区東辺中央で検出した。内法の一辺が 61cmの縦板組み方形井戸である。遺構検出

面から丼戸底までの深 さが 80cmと ,周辺の井戸に比べるといちじるしく浅 く,ま た底の標高

も 1.5mほ ど高い。ただし井戸の掘形は,古い河道の堆積層であることを うかがわせる細砂層

に掘 りこまれてお り,湧水の条件はそなわっている。井戸の枠板は 25～40cmの高さを残すだ

けであ り,綻板の支持構造などについては不詳である。井戸枠の方位は北で西に約19度偏して

いる。掘形の平面形は東西 140cm,南 北 140cmの精円形を呈する。Ⅳ期につ くられ,奈良時

代末期に廃絶 している。井戸内から藤原官式軒丸瓦6274型式A種と砥石が出上した。

SE 1365(PLAN 7;PL.22)Q地 区

十三坪地区中央東南寄 りで検出した,内法一辺 77～82cmの綻板組み隅柱どめの方形井戸で

ある。各辺 とも5～ 6枚の板材を少しずつ重ねて立て,四隅の内側に直径 10～15cmの 丸柱を

立てている。この隅柱以外には縦板を直接支えるものはなく,現状では東・南・北辺が井戸内

にせ り出している。遺構検出面から丼戸底までの深さは 224 cmあ る。井戸枠の方位は,ほぼ

南北方向に合っている。柱掘形は東西 210cm,南北 240cmの 整った方形の平面形であるが,

遺構検出面下約 90cmで 急にすばまり, 以下は直径が 140cmの 円筒状に 掘 り下げ られてい

る。 I期につ くられたと考えられ,奈良時代を通 じて存続 していた。井戸内から横櫛が出土し

,こ 。

SE 1375(PLAN 5,PL.2の Q地区

十三坪地区東辺中央で検出した,内法一辺 66cmの上下 2段構造をとる方形井戸である。井

戸底から 100cmま では横板組みで,幅 20～30cmの 横板を 4段積みあげ,裏狽1に薄い縦板を

一重にあてがっている。上段は綻板組み隅柱どめ構造で,下段の横板の上面に隅柱を置き,維

板は下段の横板の裏側に下端をさしこむようにして 2～ 3重に並べ立てている。なお横板の う
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ち北辺の最上段には,多足机の天板が転用されていた。方形井戸枠の方向は北で東に約 12度偏

している。掘形は直径 210～230cmの 楕円形の平面形を塁 し,井戸底か らlmほ どの範囲は急

に狭 くなっている。Ⅳ期につ くられ,奈良時代末期まで存続 した。

なお,こ の井戸の掘形 と同じ位置で,ひ とまわ り大きな掘形が重複 している。平面形は東西

*300 cm,南北 260 cmの 方形である。

SE 1385(PLAN 7;PL.23)

十三坪地区中央西寄 りで検出した,内法一辺が東西 96cm,南北 98cmの綻板組み横桟どめ

方形井戸枠である。一辺あた り6～ 7枚の縦板を立てて,横板で内側か ら支える。縦板の裏側

には厚さ 5mmほ どの薄い板をあてて, 日地をぶさいでいる。横桟は井戸底から 35cmの位置

工 に一段だけ残 り,7× 5cmの角材を目たがい納で枠組みしている。井戸枠の方向はほぼ南北に

合っている。遺構検出面か ら丼戸底までの深さは 191cm。 掘形は直径 280cm前後の不整円形

の平面形で,底の部分は井戸枠がちょうど収まる程度の大きさに狭め られている。Ⅲ期につ く

られ,奈良時代末期 まで存続 した。

井戸内の堆積層から和同開弥と神功開賓が各 1点,斎串,刀子の柄,輔羽口それに6225型式

*A種 ・6304型式A種,モ モの種子,ク リの種子などが出土している。

SE 1413(PLAN 7)Q地 区

十三坪の北辺に位置す る13枚からなる桶板を組んだ直径 1.3mの円形井戸。掘形は,直径

1.4mの円形。近代の井戸である。

SE 1488(PLAN 6)Q地 区

* 十三坪の北辺に位置する一辺 1.3mの方形縦板組みの井戸。掘形は,直径 2.Omの 円形。

厚板を並べて蓋をしている。近代の井戸である。

十四坪地区

SE 1530(PLAN 4,PL.23) P地 区

十四坪南区東南隅で検出した,内法一辺が 68～72cmの縦板組み横桟 どめ方形井戸である。

工 上下 2段構造になってお り,井戸底から 180cmの 高さまでは,幅が 35～ 50c血 の板材を一辺

あた り2枚ずつ立て, 井戸底から 150 cm以 上では,下段の井戸枠の 裏側に縦板を 重ねる。

横桟は井戸底に接する位置 と,底から 115cm,150c血 の 3箇所にある。横桟には 5cm角の角

材が使われ,一番上の桟が日たがい柄,他の 2箇所が相欠き柄組み (Fig.38)で ある。

井戸枠の方位はほぼ南北に合っている。遺構検出面から丼戸底までの深 さは 235cmあ る。

キ 掘形は東辺が調査区の東に続 くが,南北 190cm,東 西 190cm以上の長楕円形の平面プランを

もち,底から 1.lm以下の範囲は東西 80cm,南北 120cmほ どに狭 くなる。Ⅲ期につ くられ ,

奈良時代末期に廃絶 している。井戸内から斎串,鉄釘,鋼板それにモモの種子 146点 ,その他

の種子29点が出土した。

SE 1550(PLAN 6;PL.23)P地 区

キ 十四坪南区西南隅で検出した,内法一辺が 68cmの 方形井戸である。上下 2段構造で,底か

ら 190c血 までは横板井籠組みの枠で,横板を 9段に組みあげている。 この うち南辺の,底か

ら3段 日の横板には,外側 (裏側)に墨書の習書が残されていた (PL.51セ )。 上段の井戸枠は

下端近 くが残るだけだが,下段の横板組み枠の最上部の外狽1に ,一辺あた り2枚の縦板を立て



て,下端の内側から横桟で支えている。この上段の縦板組み井戸枠は,後補のものであ り,修

復に際して設置されたものとみ られる。井戸枠の方向は ほぼ南北に合 う。井戸底までの深さ

は,遺構検出面から 238 cmあ る。Ⅲ期につ くられ,奈良時代末期まで存続 している。掘形は

東西 200cm,南北 251cmの平面規模で,東壁は垂直に,西壁は斜めに掘 り下げられている。

井戸底に推積 した厚さ 30cmの暗灰色砂質土か ら,和 同開蕗,緒帯金具,砥石,青銅の鉱滓 ,

錐の柄が出上し,その上の厚さ 10cmの 粘土層か らは,刀子が出土した。その他に丼戸内埋土

の中からは斎串,横櫛,軒丸瓦,モ モの種子 170点,梅や クル ミの種子 6点などが出土した。

また掘形の中の,底から 30 cmの位置に,井戸枠の裏側に接するように,2点の杓子形木製品

が埋っていた。

SE1550の西 2mに ,井戸枠を抜き取 り,埋め立てられた穴がある。その深さは 170cmで ,

SE1550の掘形 よりも 70cm″まど浅い。

SE 1555(PLAN 4;PL.23) P地 区

十四坪南区北東隅で検出した,上下 2段構造の方形井戸である。下段は井戸底から265 cm

の高さまでで,内法一辺が 65cmの縦板組み横桟 どめの井戸粋である。縦板は各辺とも2～ 3

枚の長大な板材を隙間なく並べ,東辺では 2枚の縦板の目地を摩さぐために,裏に薄い縦板を

あてが う。縦板の長さはいずれも 265cm前後で,幅の広いものは 50cmを超す。横桟は底か

ら 10cmと 150cmの 2箇所にある。

上段の井戸枠は,下段の井戸枠の上端に接 して,その外側に据えている。縦板組み隅柱横桟

どめの構造で, 内法一辺は 94cmあ る。 隅柱は角材で, 柄穴を うがって 横桟をさしこんでい

る。井戸粋の方向はほぼ南北方位に合っている。井戸底の深さは,遺構検出面から 350cmあ

る。掘形は東西 235cm,南北 265cmで,遺構検出面下 90cmか ら急に狭 くな り,底では井戸

粋がちょうど収まるくらいの大きさに掘 られている。Ⅲ期につ くられ,奈良時代末期まで存続

した。

井戸底に堆積した厚さ 40cmの 灰色砂層には, 厭勝銭である富本銭,和同開務の完形品 8

点,高年通賓 1点,神功開賓 2点,ガラス玉 1点のほか,斎串,鋼製人形,横櫛 7点など多 く

の遺物が埋 っていた。斎串や銅製人形など明らかに祭〒巳に使われたものに加えて,ま じないの

色あいの濃い厭勝銭,単に遺失したものとは考えがたい完形の銅銭11点,それにこれも投げ入

れ られた時には完形であったとみられる横櫛 7点などの組み合わせは, これ らが一括してある

種の祭祀に供されたものである可能性が強いと考えられる。

その他に丼戸枠内の埋土からは,軒丸瓦6316型式 Kb種,隅木蓋瓦,完形の円形曲物,モモ

の種子53点,桧皮の少片なども出土している。

SE 1560(PLAN 4,PL.24)O地 区

十四坪南区北辺中央で検出した,内法一辺 100 cmの 縦板組み横桟どめ方形井戸。南 。東・

北辺は幅 35～60cmの板材を 2枚ずつ立て,西辺は 15～20cm幅 の綻板を 5枚並べ立てる。各

辺 とも裏側に 1～ 2重に目地かさぎの薄い板をあてが う。横桟は角材で,井戸底に接する位置

に 1段,底から 80cmに相接 して 2段,130 cmに 1段 , 合わせて 4段が残る。横桟はいずれ

も日たがい141で組まれている。井戸枠の方位はほば南耳ヒ方向に合っている。

井戸底の深さは遺構検出面から 223cm。 掘形は東西 324cm,南北 325cmの九みをおびた方
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形の平面形で底部でも東西 230cm,南北 240cmあ り,比較的広 く掘 られている。Ⅲ期につ く

られ,奈良時代末期まで存続。井戸内の堆積土から神功開賓,ガ ラス玉,斎串 3点,横櫛 4点 ,

曲物底板,モモの種子206点などが出上した。

SE 1700(PLAN 3;PL。 24)O地区

十四坪北区中央南寄 りで 検出した井戸で, 上下 2段構造の 井戸枠をもつ。 井戸底から 240

cmま では,内径 50～60cmの 縦板組み円形井戸粋で,横断面が円弧形の縦板 3枚 と,幅 16cm

の板材 1枚を,つなぎ柄で組み合わせている。 こ

の柄組みは,維板の側辺近 くに柚穴を うがち,長

さ 40cmほ どの 3cm角の棒材で相接する 2枚の

縦板を縫 うように してつなぐとい う特殊 な方法

(Fig.39)で ,井戸底から 40cmと 190 cmの 2

箇所にある。また綻板の裏側には合せ目地を海さ

ぐ薄い板材があてがわれている。

底から 220cm以上は内法一辺が 68cmの 横板

組み隅柱どめ井戸枠で,横板 2段分が残る。 この

部分は補修に際して新たに組まれたものである。
Fig.39 SE 1700の 縦板接合法

隅柱は方形に組んだ横板組み枠の内隅にあり,下端を尖らせた直径 10cmほ どの丸材を 30cm

打ち込んでいる。井戸底の深さは遺構検出面から318 cm。 井戸枠の方位ははば南北方向に合

っている。掘形は東西 228 cm,南 北 223 cmの不整方形の平面形で,井戸底に近い 1.7mの 範

囲は直径 lmと 狭 く掘られ,井戸枠はその東南に寄せて設置されている。 I期につくられ,奈

良時代を通じて使用されていた。

SE 1867(PLAN 2・ 3;PL。 24)O地区

十四坪北区中央で検出した, 内法一辺が 70 cmの縦板組み横桟どめ方形井戸である。縦板

には各辺とも長さが 210～230 cmの 長大な板材を 2～ 3枚並べ立て,底から200 cm以 上では,

外側に重ねてさらに縦板を上に継ぎ足している。この部分は後補である。南辺では裏に薄い縦

板を 2～ 3重につめるように立てている。横桟は井戸底から35cm,105 cm,170cm,220 cmの

4箇所に残って消り,いずれも日たがい柄組みである。方形井戸枠の方向はほぼ南北方位に合

っている。遺構検出面から丼戸底までの深さは 298cmあ る。掘形は東西 232 cm,南北 268 cm

で,底部に至るまで広 く掘 り下げられている。 I期につくられ,H期には廃絶している。

井戸底から 105～ 170cmの間に推積した粘質土層の中から, 鈴,馬具の一つである鋼製飾

金具などの金属製品や木簡 (PL.51-1)斎 串,曲物底板などが出上した。また井戸廃絶後の埋

土から,軒平瓦6663型式M種が出土している。

SE 1870(PLAN 8;PL.25)O地 区

十四坪北区中央西寄 りで検出した,内法一辺が 55～60cmの方形井戸である。井戸底からlm

までは枠板が残るが,以上の部分は抜き取 られている。底に近い部分の井戸枠は,長さ 70cm

の一辺に 2～ 3枚立て並べ,東辺以外の 3辺では裏側に,幅も長さも多様な板材をつめこむよ

うにあてがっている。この中には大型曲物の底板や別の井戸で使われていた井戸枠の横板材な

どの転用材も含まれている。井戸底には直径 5～10cmの小礫が約 20cmの 厚さに敷きつめら



れている。

底か ら45cm以上には縦板の裏側に横板組みの方形井戸枠を重ねてお り,現状では 2段分が

残る。井戸枠の方位は北で西に 5度ほど偏 している。 井戸底の深さは 遺構検出面から 304cm

あ り,井戸枠を据えつけるための掘形は井戸底か ら 140cmの 範囲に残っている。井戸枠を抜

き取るための掘形は東西 290cm,南北 285cm以上の平面規模で,北半部に SE1880の 掘形が

重複している。 I期につ くられ, Iあ るいは Ⅱ期に廃絶 した。 井戸内の埋土からは 斎串 5点

や曲物底板が出上している。

SE 1880(PLAN 2・ 3,PL.25)O地区

SE1870を とりこわ したのちに,やや北に位置を移 してつ くられた,内法一辺が 65× 70cm

の横板組み隅柱どめ方形井戸である。SE1870よ りも 150cm浅 く,井戸底の深さは遺構検出面

から 162cmあ る。隅柱の側面に彫 りこまれた縦溝に幅 30cm前後の横板を落しこむ構造で,

横板は 4段 目までが残 り,以上の部分は腐蝕 して失われている。井戸枠の方位は,SE1870と

同じく北で約 5度西に偏 している。掘形は東西 240cm,南北 200cmの 方形で,底に向って少

し狭 くなるように掘 られている。 I期あるいはⅡ期につ くられ,Ⅱ期に廃絶 した。井戸内の埋

土から糸巻の横木が出上している。

SE 1917(PLAN 2,PL.25)O地 区

井戸枠が完全に抜き去 られた抜取穴を十四坪北区中央西寄 り,SE1880の北側で検出した。

掘形の大きさは, 東西 262 cm,南 北 224 cmで深さが 210 cmあ る。 中に板材が 3点 と刀子

柄,曲物底板,蓋板が埋まっていた。 I期 ないしはⅡ期に使われていた。

SE 2019(PLAN 2,PL.25)O地区

SE2019 1ま SE2020がつ くられる以前に同じ位置にあった井戸で,SE 2020の 掘形の東半部

に重複 して掘形が残る。

SE 2020(PLAN 2,PL。 25)O地区

十四坪地区北区北寄 り中央で検出した,内法一辺が 78cmの綻板組み横桟どめ方形井戸であ

る。調査の途中で崩れ落ちたために細部の様子はつまび らかでないが,一辺あた り6枚前後の

縦板を並べ, 10cm角 ほどの角材でつくった横桟で内側か ら支えている。井戸枠の方位はほぼ

南北に合っている。掘形は東西 283cm,南北266cmの方形プランを呈する。 I期 ないしはⅡ期

につ くられ,奈良時代のおわ りまで存続している。枠内から,竪櫛,桧扇,曲物容器,柄杓 ,

方形の折敷,箸,モその種子90点などが出土した。

SE 2070(PLAN 2;PL.25)O地 区

十四坪北区西辺北寄 りで検出した,内法一辺が 60cmの縦板組み横桟 どめ方形井戸である。

縦板は,北辺 と東西辺が厚さ 3cm,幅 60cm,長 さ 2mに及ぶ一枚板で,南辺は 2枚の縦板を

並べて,合せ目の裏側に薄い板をあてがって目地 どめとしている。横桟は井戸底から 80cmの

位置に 1段残る。直径 5cmほ どの丸材の両端を一

方から削 りこんで薄 くつくり,その部分を上下に重

ねて方形に組んでいる (Fig。 40)。 井戸底 の深さは

遺構検出面か ら 253cmあ る。

井戸枠の方向はほぼ南北方位に合っている。掘形Fig。 40 SE 2070の 横桟の組み方
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のプランは東西 242 cm,南北 198 cmの 長方形で,深さは 253 cm。 掘形の底全面に直径 10 cm

ほどの小礫を 20cmの厚さに敷きつめている。 I期につ くられ,Ⅱ期のおわ りに廃絶 したと考

えられる。 井戸底から鉄鏃,斬羽 口,横櫛,漆容器として 使用された円形曲物や軒丸瓦 6012

型式,6225型式C種,6308型式,軒平瓦6646型式H種が出上した。また掘形に軒平瓦6646型式

H種が埋っていた。

小結 一井戸の規模 と構造について一

以上に記述したように,今回の調査区から17基の奈良時代井戸を検出し,そのほかに同じ場

所で,あ るいは近接 した場所で,井戸枠の抜き取 られた掘形を 5箇所で確認した。井戸枠の規

模は,一辺が 55cmか ら 100cmの 間にあ り,60～ 80cmの 井戸粋が17例中12例を占めている。

これまで平城京内で調査された,奈良時代に属する井戸は,今回報告する分を合わせると156例

に及が。そのうち井戸粋が遺存するのは 112例をかぞえる。その規模をまとめると,一辺ない

し直径の規模が 100cm以下の井戸枠は 86例あ り,中でも 60cm以上 80cm以下のものがそ

の63%の 54例ある。いっぼ う一辺が 120cm,当 時の尺度で約 4尺を越える大型の井戸枠は,僅

少ではあるが,12の調査例がある (Tab.4)。 最大規模 (一辺 200cm)は薬師寺寺域内のもので

ある。それ以外の11例についてみると,10例までもが,いずれも 1町以上の宅地を占有する高

位の貴族,官人など, きわめて限 られた階層の住人の

宅地内で検出したものである。 もっとも,大規模な宅

地内の井戸がすべて大きかったのではなく,そ こでは

100 cm以下の 規模の井戸も同時につ くられていた。

それに対して,平城宮の中につ くられた井戸の規模を

みると,Tab.4に 明示されるように,多 くが一辺 150

cm以上の大型井戸枠をそなえてお り, 京内の井戸と

はいちじるしく様相を異にしている。また平城官内で

は,小さい井戸粋でも,一辺が 90cmを下まわる例は

ない。

井戸枠の規模 と構造の間には,かな り密接な相関関

係がみとめられる。今回報告した17基の井戸枠には,

側板を,allり 抜いた丸太でつ くるもの,綻板を並べて

円形あるいは方形につ くるもの,横板を方形に組んで

積み上げるものの 3通 りの方法がみられ,上下 2段構

造をとる井戸の中には,縦板組みと横板組みを併用す

る 場合もある。 大多数は縦板組み構造の井戸枠であ

り,横板組みだけのものは 2例,丸太奪1り 抜き構造の

井戸枠は 1例にとどまる。

●6AIIの 井戸
く平城宮内の井戸

0     60    120    180    240    300cm

Tab.4 平城官・京の井戸の規模

(井戸枠の一辺・直径)

一一一一

平城京内の他の調査例をみると,一辺が 120cm以上の井戸枠は,ほ とんど例外なく横板組

み構造をとる。それに対 して,60～ 100cmの井戸枠では,68例 中43例までが縦板組み構造で,

横板組み13例,曲物 7例,丸太参1り 抜きが 2例であ り,縦板組み構造が一般的なつ くり方であ

ったことがわかる。一辺が 59cm以下の小規模の井戸枠は,18例のうち13例が底を抜いた曲物
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を利用したものである。こうした実態からみると,大きくて深い掘形を掘削し,その中に丼戸

枠を組み立てるうえで,一辺が 60～ 100cmヤまどの井戸枠が,実用的な最低限の規模であった

と考えられる。今回報告する井戸はすべてその規模の範囲内に含まれる。

G 土器埋納遺構 (PL。 26)

今回の調査では,十三坪地区で 3基,十四坪地区で 7基,合計10基の土器埋納遺構を検出し

た。この うち,上器内に内容物を認めた 3基 (SX1400・ 1535。 1578)に ついては,の ちに詳述

するので,あわせて参照されたい (p.138)。

十三坪地区

SX 1310 十三坪地区の南辺ほぼ中央に位置する。径 32cm,深さ 12cmの不整円形の上坑に,

上師器奏 Bを逆位に埋め,内部に土師器皿Cl枚を逆位に置 く。埋納坑の底は平 らで,中央南

寄 りに,浅い軟質の部分 (直径 10cm)がある。

SX 1400 十三好地区の西辺ほぼ中央に位置する。南】ヒ20cm,東西 16cm,深 さ 2-6cm前後

の小土坑内に土師器皿C4枚を重ねて埋納したもの。埋納坑は,別の小上坑 (柱穴ではない)

に重複して掘 られ,埋納坑のほ うが新 しい。

SX 1401 十三坪地区の西辺ほば中央に位置し,SX1400の はば真南 2.2mに ある。東西 35cm,

南北 32cm,深 さ 5cmの 隅丸方形の土坑に土師器皿C5枚以上を埋納 したもの。土師器皿 Cは

底辺に正位で 2枚重ね, これに接 して 2枚を正位に間をおいて据え,その上に両者にまたがる

ように逆位で 1枚かがせている。

十四坪地区

SX 1535 十四坪南区の東辺に位置する。東西 34cm,南北 21cm,深 さ 18cmの隅九方形の上

坑に須恵器杯 Bを埋納したもので,その内部に墨挺と和同銭が納められていた。

SX 1572 十四坪南区の中央西寄 りに位置する。地山上に東西 25cm,南北 22c血 の範囲に土

師器皿 Cを 3枚正位に並べ,その上に土師器皿C2枚を逆位に置 く状況を示す。肖」平のため埋

納坑の規模は不粥である。この他に本来の位置を離れた土師器皿Cl枚がある。

SX 1578 十四坪南区の西半部に位置する。直径 38cm,深 さ 8cmの 円形土坑に土師器甕 Bを

逆位に埋めたもの。埋納坑底面中央やや西寄 りのごく浅い くばみ (直径 5cm,図の一点鎖線の

範囲)か ら金箔が出上した。

SX 1579 十四坪南区北辺中央に位置する。SX1578の 西北約 lmに位置する。埋納比は東西

29cm,南北 33cm,深さ 17cm。 埋納坑の底に土師器皿C6枚を正位に,壁よりに 3枚を横位

に内側に向け,その上に土師器甕を逆位にかぶせる。

SX 1589 十四坪南区の西辺に位置する。地出直上の直径 28cm前後の範囲に,土師器皿C5

枚を正位で, ほば接するように円形に並べる。後の削平を うけ埋納坑の規模は不明である。

SX 1592 十四坪南区南辺東 よりに位置する。地山直上に土師器皿Cを 3枚正位に並べ, その

上に土師器甕 (口 径約 21cm)を 逆位にかがせる。後の削平のため埋納坑の規模は不明である。

SX 1598 十四坪南区の南辺東寄 りに位置 し,SX1592の南東 0.5mに ある。直径 35cm前

後,深さ 15cmのほぼ円形の上坑に上師器皿 C21枚を埋めたもの。tt Cは底面に正位で 2枚 ,

その上に横位に 1枚,逆位に13枚 (う ち 4箇所は同位置で 2枚ずつ重なる)をのせ,さ らに壁

にそって 5枚横位 (内側向)に置 く。
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第 Ⅳ章 遺

1 工房関係遺物

A 鋳造関係遺物 (PL.27～ 31,Tab.5)

十四坪東北部に密集する土坑群の周辺から,対禍・輸羽 口・鉱津などの金属加工にかかわる

遺物が多量に出上した。これ らは後述のように,分析の結果,鋼の鋳造に関係したものである

ことが判明している。 井戸 SE 1867な どからは,銅製錯帯金具の未製品が出上してお り, 鋳

造工房での製作品の一部を推定できる。本工房の鋳造関係遺物の うち,14渦 と輔羽口は,きわ

めて特色ある内容をもち,奈良時代の鋳造技術や二人の系譜などを解明する上で,重要な手が

か りを与える。 また, 十三坪の井戸 SE 1315か らも鉄鉗や鉄匙などの鋳造工具とともに,大

型砥石や銅製品の未製品が出土した。井戸の構築年代から判断して,十四坪の鋳造工房とは時

期を異にする遺物であるが,平城京でも初出の資料を含み,奈良時代の鋳造技術を解切する上

で貴重な遺物といえる。このほか坪境小路 SF 2000上やその近辺にも鋳造関係遺物が集中する

が時期の限定は困難である(別表 6)。 以下に鋳造関係遺物を一括し,種別ごとに説男を加える。

増蝸 (PL.27・ 28-1～8)総数 430点が出上した。細片が多 く,全形を知 りうるものは少ない。 る つ ぼ

口径 14cm前後の半球形を基本とする。溶融した金属を鋳型に移す「 とりべ」との区別が難し

いが, ここでは,一応対禍として記述をすすめる。消禍の大部分は, 日常什器の土師器を転用

し, 内外面に粘土を塗って 成形したものであって, 通有の粘土製対禍の出土は, わずか 1点

にすぎない。転用上師器の器種は小型塞 と枕に限定される。この うち甕の転用例が圧倒的に多

く,縦方向に半我 して頸部のくびれを片 口に利用したもの,上半部を打ち欠いて丸底を利用し

たものなどがある。いずれも丁寧に打ち欠いて椀状に整え,長石 と石英粒を多量に混入した粘

土を内外面に厚 く塗って仕上げる。現状では,粘上の象」落したものが多い。すべて口縁近 くは

火熱によって暗赤色にガラス化し,内面には黒色のカラミがアメ状に付着する。

1は甕 Cを転用した完形の増渦である。甕の体部を椀状に整え, くびれ部を幅 7.5cm,高 さ

lcmほ ど残して注 目に利用し,底面には,打ち欠かいた把手の基部を残す。内外両面に長石・

石英粒を含む砂質味の強い粘上を厚 く塗る。内面には少なくとも 2層の粘上の重な りがあ り,

再使用時に粘土を塗 り直し,器面を整えた状況を うかがわせる。黒色のカラミは内底面からロ

縁下 0.5～2.Ocmに残 り,片 口付近は赤紫色に変色して発泡する。 日径 13～13.5cm,深さ

2.8cm,器 壁の最大厚 3.6cm,重量 609g,量 大容量 50 cc前後である。QT 50区灰褐土か

ら出土した。 2・ 3は奏の九底付近を転用した靖禍である。 2は完形品で内面にのみ粘土を塗

る。外面は火熱を うけて脆弱化し,灰黒色に変色する。口縁部は赤紫色に溶解し,一部に小石が

溶着する。内面全体にカラミが付着 し,発泡による凹凸がいちじるしい。注 目部はないが, 口

縁部外面に付着 したカラミの状態から溶銅を注いだ方向がわかる(矢印)。 口径 12.8～ 13.2cm,

深さ 4.6cm,最 大容量 150 ccで ある。 SK 2051か ら 出土した。 3は 1に似た浅めの対禍で
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内面に厚 く,外面に薄く粘上を塗るが,外面の粘上の大部分が象1落 している。 推定口径 13.5

cm,高 さ 3.6cm,深 さ 2.Ocmである。口縁付近は暗赤色にガラス化し, 内面の凹凸面に灰

緑色の溶銅が付着する。SK1825から出上した。4は浅くやや大型の増渦で,体部 1/4を残す。

粘土は内面にのみ1.2cmの厚さで塗られる。 外面は火熱のため灰褐色に変色し, 器面の一部

がま」落する。復原口径 16.4cm,深 さ 2.9cm,SD1440か ら出土した。 5は底部を欠失する

が, 2に似た深めの靖禍で,甕の頸部のくびれ部を利用して片口につくる。粘土は内面にのみ

塗られ, 2層 の重なりが粥瞭である。再使用面は口縁下内面 1.5cmほ どが暗赤色にガラス化

し,以下に黒灰色のカラミが凹凸面を形成する。当初の面にも黒色のカラミがみられ,lcm近

い厚さで粘土の塗 り重ねがある。外面は火熱で灰白色に変色する。日径 13.8cm,復 原高 5.8

cm,復原深さ 4.4cm, PE 66区 包含層 (′
ミラス層)から出上した。 6は土師器椀C転用の靖

渦である。粘土は lcm前後の厚さで内面に塗られ, 口縁部を覆 うように外面の口縁直下にお

よぶ。外面に塗られた粘上の多くは剣落するが,火熱による変色の状況から, 日縁を均―に覆

っていたことがわかる。内面の口縁付近は赤紫色～緑褐色に変色し,以下にカラミがアメ状に

付着する。口径 13.6cm,深さ 3.6cm, SK1971か ら出土した。 7は杯X転用靖禍である。

粘土は内面にのみ残るが, 口縁部に突出した粘上の状態から, 6と 同様に本来は口縁を覆って

いたとみられる。内面の粘土は口緑部が赤紫色に変色する。口縁下 1.5cmで段を生じ,以下

の黒色のカラミが級状の凹凸をなす。 復原口径 14.6cm, 深さ 3.2cm,SD 1594出 土破片と

SD1496最 下層出土片が接合した。

PL。 28-8は 430点中唯―の粘土製の対禍で, 日径 12 cm,深 さ 4cm前後の小型品に復原で

きる。内外面を平滑につくり, 口縁はやや丸味をおびる。内面には緑色味の強い暗灰色の溶銅

が付着する。厚さ 1.5cm前後あり,SK2025か ら出土した。

輸羽口 (PL。 28-9～ 15)総数点 141が出上した。細片が大部分を占め,全形のわかるものはき

わめて少ない。十四坪に密集する土坑を中心に出上したが,埋土中に投棄された状態で出上し,

使用時の原位置をとどめる例はない。すべて孔径 2.5cm前後の小型品に限られる。元口がラ

ッパ状に開き,先端に向かってすばまる通有の直線羽日とともに,先端が曲がった湾由羽口が

11点ある。 直線羽口のうちわけは,先端部 41点,筒部 78点,元日部m点である。 いずれも長

石,石英粒を多量に混入した砂質味の強い粘土でつ くる。

9は先端部を欠失するが完形に近い羽口である。 現存長 14.Ocmあ る。 通風孔は径が小さ

く不整円形で,内面にシボリロがみられる。外面は長軸方向に刷毛目を施し,元 口には裾部を

広げた際の指頭痕が顕著に残る。元口外径 6.9cm,内 径 5.6cmで ,破損部外径 4.7cm,内

径 1.5～ 1.9cmである。 本品は, 内面にシボリロ,外面に刷毛目調整をもつ点で,他の羽口

と様相を異にする。SD 1584か ら出土した。10・ 11は先端部分である。10は先端の欠損後も使

用してお り, 破面が赤色のガラス質に変質する。 炉内で下面に位置したとみられる孔の内面

に,カ ラミが付着する。現存長 8.7cm,孔径 1.5～2.4cmで ある。長石・石英粒を多 く含んだ

胎土中に糎殻を混入する。筒部の色調は茶褐色で,先端部が暗灰色に,中ほどが白色の帯状に

変色する。その変色状態から,炉内への挿入角度がが25度前後と推定できる。SD 1584か ら出

土した。 11は先端部が黒色に溶解し変形している。先端から 2cmほ どの位置に粘上が薄 く付

着し,炉内挿入角度は10度前後とみられる。現存長 6.lcm,孔径2.3cmである。孔は直線的
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で,丸棒を抜き取った痕跡が明瞭に残 り, 孔径 2.3cmである。SE 2070底面から出土した。

13と 15は元口部分で, ともに裾部の広が りが小さく緩やかであるが, 9と 異な り裾部を筒部 と

同じ厚さにつ くる。13の裾端部は平坦面をなし,乾燥時に垂直に立てた状況を示す。筒部には

顕著な稜があ り, 7～ 8面体に近い。胎土に糎殻を混入する。現存長 8.lcm,元 口の外径 7.2

cm,内径 4.5cmである。SD1495か ら出上した。15の端部も平坦面をなすが,裾部に指頭痕

はみえず,平滑なつ くりである。胎土には長石や石英粒の混入量が多 く,わずかにスサと粗の

混入を認める。現存長 9。 2cm,元 口の復原外径 5.8cm, 内径 4.3cm前後である。 SE1385

井戸枠内から出土した。

12・ 14は湾曲羽口で, ともに先端部分であるが,形状が若千異なる。12は孔径が 1.7cm前

後 と細 く,均―な肉厚で全体が弧状に湾曲する。外面は平滑なつ くりで,先端部の端面は濃緑

色にガラス化し,周囲が赤紫色か ら黒灰色に変色する。その変色状態か ら,通風孔を65度前後

の急角度で下方に向けて使用 したと推測する。 先端部外径 3.4～3.8cmである。QS 49区灰掲

土から出土した。 14は 12に比べると大型品で, 緩やかに湾曲した筒郡が先端近 くで強 く屈曲

し,通風孔が頂部をずれて下方にあ く。筒部外面には,長軸方向に平行する幅 1.5cm前後の波

状の四凸が顕著に残る。先端部は粘土を継ぎ足 して成形する。筒部は橙褐色,先端部は黒色・

赤紫色・緑褐色に変色。 変色の状態か ら通風孔先端が下面に対 して 垂直に近い状態 (35度前

後)で使用したと推定される。胎土にわずかに糎殻を含む。先端部外径 5。 4× 4.5cm,内 径 2.1

cm,SK 1819か ら出土した。

他に,図示不可能な破片が 134点あ り,部位ごとに特徴をまとめると次のようになる。先端

部は,火熱により溶解 して変形 したものが多い。赤紫色,暗緑色にガラス化 したもの,黒色に溶

解したもの,表面が発泡して気泡を生 じたものなどがあ り,細片化がいちじるしい。元口部は,

裾を指で折 り曲げるように広げてつ くるが,その屈曲はさほど顕著でなく,直線的におさまる

ものもある。端面はすべて平担ないしは丸 く処理し,尖 るものはない。厚さは体部 よりもわずか

に薄 く,1～ 1.5cmの ものが多い。色調は灰褐色から橙褐色を基調 とする。筒部は,厚さ 1.5

cm前後のものが多 く,最も厚いもので 2.3cm,最も薄いもので 1.Ocmで ある。通風孔の径は

2.4～2.7cm前後におさまる。色調は先端側が暗灰色,元 口側が橙褐色ないしは灰白色を塁 し,

その境が帯状に白く変色したものが多い。筒部破片の中には,外面に曲率をもった材の圧痕を残

すものが12点 ある。多 くはこの圧痕をナデ調整によって消し去るが,13・ 14の ように稜状にその

痕跡を残すものもある。同様の圧痕や稜をもつ羽口は,平城京出土品の中にも広 く認められる。

出土羽 口の胎土を実体鏡下で観察したところ,0.5～5.Omm大の鉱物や岩石の礫が多数混入

している。その種類は,石英や長石を中心にチャー トを含む。石英は火山岩系のものと,深成

岩系のものが入 り混じって消 り,一つの岩石を粉砕して胎土中に混入したと考えるより,長石 ,

石英粒を多量に合有する川砂などを混入した可能性が高い。長石はその表面がガラス化 してい

るものが多 く,900～ 1000° C程度の火熱を うけたと推定できる。

輔羽口台 (PL.28-16)坪境小路北狽1溝 SD 1499に投棄された灰化物層出土片 と,SD 1500最

下層出土片が接合し,ほぼ全形を知 りうる状態となった。縦 9,Ocm,横 7.4cmの 平面方形で,

上面が傾斜する粘土塊の上面を長軸にそって弧状にくぼめた土製品である。 くばみは深さ 1.6

cm前後で,底面に舟 して 15°50′ の傾斜をもつ。高い方の端部は強い火熱を うけ,小 口面を中
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心に変形し,一部ガラス質に変質する。傾斜の低い部分は縁部が九くおさまり,小 日の上端が

くちばし状に突出する。底面は平担で,両側面は外反気味に立ち上がる。胎土に長石・石英の

細粒を多く含み,羽 口,靖渦用の胎上に近い。現存高 3.7～ 5.8cm。 弧状にくばむ溝の最大幅は

5cm強 で,羽 口の平均径に近 く,後述するように,羽 口の固定台と考えられる。類似品が隣接
1)                2)

する十一坪の西一坊坊間路西側溝 SD920と ,左京三条二坊七坪の鍛冶炉から出土している。

いずれもほぼ同大のつくりで,凹部の傾斜角度も近似する (SD920出土品は 16° 41′ )。

かなはし 鉄鉗 (PL。 33-24)脚部が大きく開いた状態で銹化固着した大型の鉄製鉗である。一方の脚端

を折損し,鋏の両先端を欠失するが,全体の残 りは良い。現存長 36.Ocm,復 原長 37.6cmで

ある。脚は角棒の角をおとして丸め,要郡近 くで幅 1.2～ 1.3cmの断面隅丸方形, 末端に向か

って徐々に組まるとともに丸味を強め,端部で 0.5cm前後の九棒となる。要部は幅 2.l cm,

厚さ 0.7～ 0,9cmの 平坦面をつくり,中央に孔をあけ,鉄鋲であそびをもたせて,かしめる。

鋏部は餃合部がうまく重なるよう,直線的な脚を要部付近で内に曲げて,先端を重ねる。先端

部は図示したように復原されよう。SE1315から出上した。

鉄鉗の出土は平城官・京で初めてである。奈良時代の類例がなく比較はできないが,古墳時

代の鉄鉗とは,著しい形態変化が認められる。すなわち,古墳時代の鉄鉗は要部のつくり出し

が不粥瞭で,脚部から鋏部にかけて全体をゆるやかなS字状につくるのに対し,本例では直線

的な脚部,要部,鋏部を粥瞭につくり出し,鋏部を鋭いくちばし状につくる。埼玉県台耕地遺
3)        4)
跡,福島県松ケ平A遺跡出土の平安時代の鉄鉗の形態に近い。

鉄杓子 (PL.33-25)匙 形の鉄製品で銹化が進み遺存状態は悪い。柄の末端が中空につくられて

お り,袋部に木柄を挿入して使用したと考える。袋部の大半を欠失し,本来の長さは不現であ

る。現存長 15。 lcm,匙面は周囲を大きく久失するが,長さ 4.2cm,幅 2.7cm前後の卵形も

しくは木葉形に復原できる。匙面は柄に対して 75° 近い急角度でとりつく。鍛造品で,細長い

鉄板の先端に匙面をつくり,中程から下半を折 り重ねて棒状に整え,上半部を袋状に丸めて作

る。形状は,佐波理匙にも似るが,鉄製の杓子は奈良時代には類例のないものである。江戸時
5)

代の『鼓銅図録』の中に,似た形状の道具がみられる。大きさは本例よりもはるかに大型であ

るが,中空の袋部に長い木柄をとりつけ, 銅の精錬作業に使用している。 この道具は,『 日本
6)

山海名物園會』に図示された冶金器具の中にも見え,「どがかき」,「炭出し」などと呼ばれて

いる。本例は, こうした近世の絵図中にみえる工具にくらべると, きわめて小型であるが,溶

銅の表面に浮いた不純物を除去するための道具と考えられる。鋼冶金工具の起源を知る上で,

貴重な資料といえよう。SE1315から出上した。

砥石 (PL.29～311～ 22)総数44点が出土した。多くは,一般的な形状の砥石であるが,攻量

が異常に多い点,特殊な形態の砥石を含む点などから, ここでは一括して鋳造関係遺物として

1)奈良目立文化財研究所『平城京右京八条一坊十

一坪発掘調査報告書』1984,缶 g.36。

2)奈良国立文化財研究所『昭和62年度平城概報』

1988, p 52。

3)埼玉県埋蔵文化財調査事業団『台耕地 (Ⅱ )一

関越 自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告XX』

1984,第 46図 20。
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4)福島県文化センター『真野ダム関連遺跡発掘調

査報告Ⅵ』1984,図 51。

5)増田綱・丹羽元国『鼓銅図録』享和元年(1801)

～文化 2年 (1805)ごろ,日 本科学古典全書第九

巻所収 1942。

6)(『図録山漁村生活史事典』1981,p.31,所 収)。



あつかう。個々の寸法,色調,出土遺構などは別表 3を参照されたい。

石質から溶結凝灰岩系,片岩系,砂岩系,流紋岩系の 4種に分かれ,産地の違いとともに用

途差の存在したことが推測できる。最も数量の多いのは流紋岩系の砥石で,33点を数える。責

褐色ないしは淡黄褐色を基調とし,表面に 1～2mm大の長石風化による空隙をもつ点に特徴

がある。奈良県耳成山や二上山産出の流紋岩とは組成が異なり,産地は不詳である。折損のた

め本来の大きさは不明であるが, 幅 5～7cm,厚さ 2～5cm大の小型化した砥石が中心とな

る。その多くは長軸方向の四面を使用し,中央部が大きく研ぎ減 り,折損にいたっている。こ

れらの流紋岩系砥石には,小 口面に採石時のノミもしくは手斧状工具の削 り痕乏とどめるもの

が多い。 1には幅 2cm前後の手斧の削 り痕が,2・ 3・ 7・ 10に は平行した条線状の削り痕が残

る。後者は櫛歯状の凹凸をなし,刃幅が 1.2cm前後のノミ状工具による整形痕とみられる。

これらの工具痕は,他の例では小日の使用により消失するが,13の ように研磨面の下に整形時

の工具のアタリを残すものもある。また流紋岩系砥石の多くには,小 口面を中心に刃痕がみら

れ, 4・ 6・ 9・ 11・ 14で は側面にも及が。 1は断面が正方形に近い砥石で,上下面の中央近

くが浅く溝状に研ぎ減る。10は短軸方向にも凹レンズ状に研ぎ減る。 8は曲率のある製品の研

磨に用いた砥石で,上面が幅 3.Ocm,深 さ 0.8cmの断面半円状にくばむ。弧は半径 1,7cm

の正円の一部に復原できる。15は小口の両端を折損するが,折損後に一端を再使用している。

11は研ぎ減 りの状況からみて,一辺 8cm前後の平面正方形の砥石になろう。側面の使用が著

しく,大きく磨滅して湾曲する。13は流紋岩系砥石の中では最大のものである。二次的な火熱

をうけ,表面は黒変し象1離がすすむ。 6面を使用するが研ぎ減 りが少なく,一部に整形時の工

具痕を残す。12は小型の砥石で上端は折損後も使用している。流紋岩系砥石の中には,幅 2.9

cm,厚 さ 1.2～ 1,7cmの さらに小型品がある。

16は花闇片麻岩製の砥石である。整形時の象1離面の凹凸が激しいが,両側面を中心に使用し

ており,湾曲気味に研ぎ減る。下面は未使用である。上面の使用もわずかで,長軸方向に多数

の研ぎ傷がある。

17か ら20の 4点は雲母片岩を利用した不定形の砥石である。17,18は厚さ lcm前後の板状

品で, ともに上面と小口の一端を使用する。研磨により,片理面の凹凸がつぶれ平滑となる。

17の上面には刃痕が著しい。19・ 20は棒状砥石で, ともに一端を折損する。19は長軸方向に全

体を使用する。断面が半円形を塁し,大 きく使用した平坦面と,稜をもつ 4～ 6面体からなる。

20は 4面をわずかに使用する。一側面は研ぎ減 りによって平坦に近い。21は黒色片岩 (ス レー

ト)製の扁平な砥石で全体に磨滅して丸味をもち, 上面中央に幅 0。 4cm,深 さ 0.lcm前後

の 1条の研ぎ痕を残す。

22は流紋岩質溶結凝灰岩製の大型砥石である。両端を折損するが,幅 21 cm,厚 さ7～9cm,

現存長52.7cmである。SE1315か ら2片に割れて出上した。折損後に火をうけ,全体が変色

する。両側面は未使用で,整形時のノミ痕と敲打痕が残る。表面の中央に節理の段が残存する。

段を境に下半部を中心に使用し,長軸方向に舌状に大きく研ぎ減る。段の上半部の使用は副次

的で,象1離面の凹凸が全面に残る。裏面も大きく全面を使用するが,先端付近の使用はわずか

で,元に向かって大きくくばむ。長軸方向に幅 lmm前後の研ぎ痕が縞状に残る。岩石中には

径が 1～3mm大の石英が多く含まれ,1～5mm大の黒雲母が胡麻塩状に分布する。奈良県春



日山地獄谷石仏周辺に分布する溶結凝灰岩である。同質の砥石片が 2点あるが,厚さ 4cm前

後の小破片である。
1)

砥石に関する奈良時代の史料は, 正倉院文書に 造営資材として散見する。『造金堂所解』に

は雑銅を磨き作る料の砥 とともに,佐保山から「運荒砥十材重一千十斤」を運送した記事があ

る。荒砥一材の大きさは不明であるが,その重量は平均百一斤,約 23 kg(小一斤=224g)前

後であ り,造営現場では運んだ材を分割して使用したとみられる。 SE 1315出 土の溶結凝灰岩

製の荒砥は,両端を折損するとともに大きく研ぎ減るが,現状で 13.8 kgも の重量をもつ大型

砥石であ り,佐保山から切 り出された荒砥一材の姿に近いものと推測する。産地は,先述のよ

うに地獄谷周辺とみられ,佐録山同様,運搬に便利な平城京近郊から大型の砥石を切 り出した
め

可能性があろう。『造仏所作物帳』には「砥三顆,破砥九十二顆, 青砥二十二顆,荒砥三十一

顆」の記事をはじめ,銅鉄工所用物中にも雑物磨料 として破砥 。青砥をみる。砥の粉とみられ

る破砥を除 くと,砥 。青砥・荒砥の区別があったことがわかる。さらに天平宝字 4年 (760)の

「丈六観世音菩薩」には,『延喜式』にしばしば登場する伊予砥の第がみえ,後世のように産地

名を冠した砥石の名称が確立しつつあったことが知られる。 また,『和名類乗抄』鍛冶具の項

に,「砥」を細密な砥石,「破」をあらい砥石,「青弱」を青い砥石 としてお り,奈良時代に既

に現在の砥石と同様,精粗の区分が存在したのである。今回の出土品を現在の砥石の基準で分

類すると,流紋岩系砥石が中砥,溶結凝灰岩 。片岩・砂岩系の砥石が荒砥 となろう。

敲石 (PL。 30・ 31-25・ 26)鉱物や混和材などを敲きつぶしたとみられる敲石が 2点出土した。

25は細粒黒雲母花商岩の九棒状自然石を利用し,一端を折って平坦面を使用する。磨石として

も利用して潜 り, 小 口には敲打した痕跡 ともに磨滅面が残る。 側面も磨石として 利用してお

り,稜をもつ平坦面を形成する。長さ 10.3cm,幅 4cm前後,厚さ 3cmで,手の平にちょう

どおさまる太さである。SD 1500上 層から出土した。26は片岩を棒状に整えたもので,小 日の

一端が敲打により平坦面 となる。長さ 16 cmで ある。灰褐土から出土した。他に包含層から,

痛平な河原石の側面を使用した磨石 (細粒片麻状黒雲母花簡岩)が出土している。長さ7.8cm,

幅 5,lcm,厚さ 2.4cmで , QE 61区灰褐土から出土した。

銅製未製品 (PL.32-1・ 2・ 10)1は餃具のC字形外枠の未製品で,SK1324か ら出土した。全

面鋳放しのままの粗面を呈し,軸孔も未穿子とである。革帯を通 りやす くするための内傾面は,

当初から計画され既に表裏面の区別がある。また軸棒を受ける基部は,穿子とに備え,完成品よ

りも大きめに作 られている。鋳バ リは内傾面の中程と,外側の稜部にわずかに認められ,鋳型

の合せ目はほぼ 中央に位置する。 表側の上端部には堰の切断痕が残る。現長縦 3.36 cm, 横

1.64cm,基 部厚 0.4～0.5cmあ り,内径長軸からみて,帯幅 9寸 (2.7cm)の革帯に付属する

餃具の外枠であろう。 2は巡方の表金具の未製品で, 横幅 2.47 cm,縦 幅 1.89 cm, 厚 0,15

1)『大日本古文書』16,p.285及び福山敏男「奈

良朝末期に於ける某寺金堂の造営」『 日本建築史

の研究』1943。

2)平瀬補世・蔀 関月『日本山海名産図会』(寛政

11年 (1799)刊,『 日本庶民生活史料集成』第10

巻所収,1970)に「諺に砥は三城五里を離れす,

帝都に随ひて産すと云も,空ことにもあらすか

7び

し,昔和州春国山の1奥 より出せし白色の物は刀

父1の磨石なりしが,今は掘ことなく其跡のみ残れ

り。」とある。 この春日山の白色砥に関しては不

明な点が多い。

3)『大日本古文書』24,p.26。

4)『大国木古文書』24,p.38。

5)『大日本古文書』4,p.420。



cm前後ある。湯のまわ りが悪く,下端の一部に空隙を生じ放棄されたものである。 周縁にわ

ずかなパリがあり,上半部両側縁に堰のタガネ切断痕 (幅 0,4～0.5cm)がある。これから,

複数の金具を連結して同時鋳造したことがわかる。下端の方形透しや周縁の面取 りは,鋳型段

階から計画されている。鋳造後の鑢整形を最少限にとどめ,計画寸法と仕上 り寸法との誤差を

なくす配慮であろう。裏面は上辺と透し孔上部の間の肉をわずかに落とすと鋲足は現状で 3隅

にしかみられず,そのうち2鋲を折損する。仕上 り寸法は,横 2.lcm(7分 ),縦 1,8cm(6

分)に計画したものであろう。鋳型の合わせは裏面側が極端に浅く,0。 33 cmである。SE1867

から出上した。

10は隅丸の長方形金具の未製品。周囲に鋳′ミリを残す。長辺の片側中央にV宇状の切 り込み

があるが性格は不明。黒色の光沢をもち,鋳型表面を ナデつけた痕跡が製品の表面にあらわ

れている。短辺の下半に堰の切断痕が残る。SE1305最下層から出上した。

増蝸・鉱滓等の非破壊分析 出土した対禍,輪羽口,鉱滓,金属片について,蛍光X線分析法

を利用した非破壊的な手法によって, どのような金属が含まれているかを定性的に調査した。

その結果,主に銅,錫,鉛が検出された (Tab.5)。 鉱滓や金属片のなかには,錫 あるいは鉛

がないものもあるが,銅は,全ての試料に含まれている。したがって,以上の分析によって,

銅または銅合金の鋳造の行なわれていたことが推定できた。

スペ ク

ト SaKα  AgKα  PbLα AsKα  BiLα   CuKα   FeKα
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8
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*十 の数が多いほど含有量が多いことを示す。

1,SK2051 2・ 6・ 7・ 10,SK1825 3;QT50区 灰褐±  4;PE66区 バラス±  5。 15。

16;SD1495 8,OC50区 灰褐±  9,SK2036 11。 13・ 14;SK1886 12;SK2026
17:SK2025  18,SK2001  19;SK2016

Tab.5 靖渦 。鉱滓等の蛍光X線による定性分析結果
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B 漆関係遺物 (PL.34・ 35,Fig。 41～43)

十四坪北区北寄 りの東辺で検出した土坑 SK 2001に は,漆工に関係したおびただしい量の遺

物が埋没していた。それらは,漆が付着した土器,漆の塊,漆の膜に大きく区別されるが,そ

れぞれの内容は,なお多岐にわたっている。

1 漆容器 として使用された土器 (PL.35,Fig。 42)

SK 2001か ら出上した土器の多くには,表面に漆が付着していた。後に第Ⅳ章-4Jで述べ

るように,須恵器壷K,重 L,壷 P,壷 Xは,漆の生産地で,採取された漆液を入れて,平城京

靱

Fig。 41

1)藤原京左京八条二坊に所在する「紀寺」跡の発

掘調査で, 7世紀後半代の寺院造営に関わる多く

の遺物が投棄された土坑群がみつかっている。そ

のうちの一つの上坑から,大量の漆容器の重が出

上している。これには須意器平瓶 。長頸壷・短顕

749

4

(1:2)

に運搬するために用いら

れた容器と考えられる。

そして当遺跡地に運びこ

まれた後に,重に入った

漆液は,広口の容器であ

る土師器の甕や須恵器の

重・奏に移し替えられた

ものと推定される。興味

深いことに,運搬容器と

して使われた須恵器重類

は,二,三を除き,他は

すべて破片となって出土

した。漆はこれ らの破片

の内面だけでなく,割れ

口の断面にも付着してい

る場合が少なくない。ま

た,内面の漆膜に同じ土

器の破片が固着している
1)

例もみ うけられる。さら

に,重類の肩部付近の割

れ口断面の外表面縁辺に,

打撃が加えられたことを

示す打瘤痕跡の残るもの

もある。以上のような状

壷・横瓶など多くの器種が含まれるが,壷類には

いずれも,国縁および体部上半で打ち割って,中

の漆をかき出した痕跡が明瞭に残っている (奈良

国立文化財研究所『飛鳥・藤原官発掘調査概報

18』 1988,p.39,第 28・ 29図)。



況からみると,壷 Pや壷Xは,中にいれてある漆が

完全に固化していない時点で打ち割 られたと判断さ

れる。それは,おそらく日の狭い壷から,広日の奏

などの大きな容器に漆液をいれ替えたときに,壷の

中に残っている漆液を取 りだすために,容器を打ち

割って,内壁面に付着していた液をかき取ったもの

と思われる。

Fig.42に示したのは,須恵器盤Aに漆が分厚 く付

*口径,深さともに復原しがたいが,口 径は 50cm前

後になるものと推定される。漆は主として口縁部内 Fig,42漆容器に使用された須恵器盤A(1:2)

面と口縁端部に固着している。厚い部分では 12 mmを はか り,数十層の層をなしている。ロ

縁部外面では,端部下 2cmま でしか付着せず, しかも薄い。この須恵器盤Aは ,おそらく漆

を溜めておく器として使われていたもので,漆液の出し入れを幾度となく繰 り返したために,

*薄い膜が層状に積み重な り,厚 く固着したのであろう。

2 漆容器の栓 CL。 34,Fig.41・ 43)

漆の塊の中には,漆をいれた容器の回の栓であったと考えられるものがあ り,16個体分が遺

存していた。そのうちの 7点は,1～3,5・ 6の ような形状をとるもので,横断面は円形をして

いる。内部には漆で固まった藁の繊維が詰まり,表面に織 り目の粗い布の痕跡が残る。経糸 ,

*緯糸とも lcmあた り4～ 5本の密度である。大きさや形状からすると,多量に出土している

漆容器として使われた須恵器重K,壷 L,壷 Pの栓 として使用されていたものであろう(Fig.41

・43)。 東ねた藁を粗布で覆って栓 としていたものに,容器の漆が浸透して固まったものと考え

られる。藁束を布で覆 う場合に,2～3mmの 厚さにくるむもの(劾や,厚さ 5～10 mmと ,か

な り分厚 く布を巻きつけたと考えられるもの(1)も ある。また先端部分 3cmだけの破片傷)で は,

中に藁の形跡はなく,布を

丸 くくるんで,その表面を

一枚の粗布で覆ってお り,

その他に,布塊を紙で 2～

3重にくるんで栓 としたも

のもみ られる。

栓 と思われる漆塊には,

そのほか,分厚 く折 りたた

んだ粗布を捩っただけのも

のが 9点出土した (PL.34-

1・ 4・ 7)。 この表面にみら

れる布 日の痕跡は,織 り目

かな り細かく, lcmあ た Fig.43 漆栓の装着復原図 (1:4)
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り,経糸が約24本,緯糸が約14本 の密度である。直径 1.2～ 2.4cm程度の棒状品であり,か

なり口の狭い容器の栓として使われていたことがわかる。土師器や須恵器の漆容器にはこれに

該当する器種はない。

3 漆膜 (PL。 35)

漆の膜には,紙が漆で固まったもの,布が固まったもの,漆だけが固まったものの3種があ

る。漆紙は,薄 くて平滑なものと,無秩序に折 りたたまれて複雑なひだ状に固まったものとが

ある (2～ 4)。 いずれも容器にいれた漆の表面を覆 うために使われたものと考えられる。

布が固まった漆膜も,漆紙と同じように,表面にいちじるしい敷が生じたものと,比較的平

たい膜とがある。また布は漆栓に使用されていたものと同様の粗い織 り日の素地で,布日の痕

跡が膜の両面に残る場合と片面だけにみられるものがある。この漆布膜も,容器にいれた漆の

表面に被せた布が漆で固化したものであろう。

漆膜には,そのほかに上器の内面の曲面をとどめたものが多くある。これは埋没中に漆容器

の上器から剖離したもので,土器に接する面は当然ながら平滑であるが,おもて面は平滑な場

合と,漆が厚く固って複雑な形に隆起しているものもある。

4  /Jヽ 結

以上のように,SK 2001には,漆の運搬と貯蔵にかかわる多様な遺物が投棄されていた。な

かでも,漆液の運搬に使用された狭口の壷類が打ち割られた状態で出土したことは, この土坑

に近接した場所に,漆工の作業場があったことを示唆する。ただし,漆容器だけであるので,

もっと限定して,す くなくとも,漆液を精製し,あるいは調合する作業を行 う工房があったと

言うべきかもしれない。

これまでの平城官・京の発掘を通じて得られた,漆工の工房の存在を, より直接的に示す遺

物としては,数箇所で出土した漆塗布用の刷毛がある。これは木製の小さな柄の先に毛を植え

付けたもので,漆が付着している。出土した場所は,平城官内の 3箇所と,平城京では,左京
1)

一条三坊十五坪の南北溝 SD 485(3世紀前半), 左京八条三坊十坪の北の東西小路の南側溝

SD l155,右京五条二坊の唐招提寺下層の東西溝 (3世紀前半)な どである。 ヽヽずれも溝の中

に埋っていたものであり,漆工の工房そのものの遺構は確認されていない。

今回報告する地域からは, この種の漆刷毛は出上していないが,十四坪に東接する右京八条

一坊十一坪で,かつて調査された井戸 SE 930か ら,刷毛置きをしつらえた漆容器の円形曲物
4)

がみつかっている (Fig,3)。 また SK2001の す ぐ西で検出した井戸 SE2020か ら出土した円形

曲物も漆容器として使用されたものである (PL.46-35)。

こうした遺物も,近辺に漆工の工房が存在していたことの証左の一つにあげることができる

だろう。

1)奈良国立文化財研究所『平城官報告Ⅵ』1975,

p.80,PL.85。

2)奈良国立文化財研究所『平城京左京八条三坊発

掘調査概報一東市周辺東北地域の調査』1976,p43。

∂θ

3)奈良県教育委員会『国宝唐招提寺講堂等二棟修

理工事報告書』1972,挿図第29図。

4)奈良国立文化財研究所『平城京右京八条一坊十

一坪発掘調査報告書』1984,ig.29。



2 金属製品・ガラス製品・石製品

A 金属製品 (PL。 32・ 33)

銅鋳 (PL.323～6)朝服の腰帯を飾る錯帯金具が 4点出上した。 いずれも巡方である。 3は

横 4.13cm,縦 3.81 cmの表金呉。表面の黒漆が良好に残る。下辺に沿って長さ 2.96cm,幅

0.3cmの透しがあ く。高さ 0,9cmの 甲高につ くり,上面で横 3.86cm,縦 3.54cmの面をつ

くる。内面は鋳放し状態の粗面を呈し,四隅に長さ 9mm,径 1.5mmの 鋲足を鋳出すが, う

ち 2足を折損する。 完存する鋲足の先端は丸 くつぶれ,折損した 2鋲の根元には,径 0.2cm

の円孔を,ひ とつは深さ 0.5cm,ひ とつは浅いあた り程度に穿ち,補修を試みている。黒漆は

側面から上面に塗 り,透 し孔の部分では端面から一部内面に及が。本品は従来知 られている巡

方の うち,最大クラスのもので,平城宮内裏東方官衝出上の 4.23× 3.90cmに次 ぐ。 SE 1550

第 4層から出上した。 4は横 3.25cm,縦 3.1lcmの表金具で,腐蝕が進み,外縁が痩せ,表面

が象J落する。厚さ 0。 12cm前後で,高さ 0.5c血 の甲高に作るが,土圧によりわずかに変形す

る。透孔は 2.mcm× o.68cmで, 子との周縁は,外面が斜めに面取 り, 内面は縁にそって一段

盛 り上がる。内面には斜めに範傷が残る。四隅に鋲足が遺存する。SK 2001か ら出土した。 5

は厚さ0,1lcmの 裏金具で,腐蝕により周縁を大きく欠失し,透 し孔の一部に旧状をとどめる。

SK2001か ら4の表金具 とともに出上 した。 4と 組み合 う可能性が高い。 6は厚さ 0.l cm前

後の裏金具で,横 2.66 cm,縦 2.00 cm。 下半に横 1.72cm,縦 0.8cm前後の方形透 し穴が

あ く。下辺にのみ面取 りをする。孔は径 0.15cm前後。SEl1305最 下層から出土した。

方形飾金具 (PL.327)金鋼製の方形板状の飾金具。タガネで上下を裁断された細片で,鋼材

として回収されたものか。遺存するのは飾金具の下半部で,方形の透し穴をもち,表面に毛彫

り文様がある。文様は,外縁 と透 し孔に沿って界線をめぐらせ,短辺側では平行線の間を直交

する刻みである。周縁部は表裏面からの鑢がけにより尖る。四隅には裏金具を固定するための

鋲孔を穿つ。atF金は表にのみ行な う。厚さ 0.07 cm,横 3.2cm。 馬具の飾金具であろう。方形

飾金具の出土は平城京で初例であるが,セ ットとなる毛彫 り文様をもつ飾鋲が左京九条三坊の
1)

東堀河から出上している。井戸 SE 1867か ら出上した。

銅alE(PL.3か8)大 刀の錮 とみ られる破片。銹化が進み,遺存状態は悪い。厚 0,15cm前後。 は ば き

現存横幅 2.75cm,現存綻幅 2.4cmo SK 1908出 土。

円環状鋼製品 (PL,32-9)外 径 2.5cm, 内径 1.5cmの 円環状銅製品。断面は高さ 0.3cmの

山形を呈し,下面は平坦面をなす。三孔が穿れ小円頭の銅細鋲が遺存するが,すべて根元から

切損。鋲は頭部を叩いてかしめた後,鑢がけによって周囲と同一面に山形に整える。座金の一

種か。SD1495出 土。

銅人形 (PL.32-11)銅の薄板を人形状に裁ったもの。 SE 1555下層の砂層から出土。鋼材を

叩いて幅 0.7cm前後,厚 0,02～0.05cmの 短冊形の薄板に展延し,上部の両側面を「 く」の字

に切って顕部を,下端をV字状に切って足を表現する。上部は周縁の腐蝕が進み,顕部の切込

1)奈良国立文化財研究所『平城京東堀河―左京九条三坊の発掘調査』1983,ng。 23。
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み部で折損する。現存長 6.5cm。 銅人形はこれまでに, 平城官内の基幹水路や宮東南隅の外

濠から約30点が出上しており,京内からの出土は,左京一条三坊 SD 650に 次で 2例 日である。
1)

平城宮出土品に比べ,やや小型で,胴部 と脚部を分ける切込みを省略した点に差がある。

金銅讐 (PL.32-12)長 さ 10。 9cmの 銅製省である。頭部 tよ径 0。 9cm,厚 0.lcmの 円形で,周縁

に向かって尖 り気味に厚さを減 じる。脚は断面が丸 く,元で径が 0.25cm,先端に向かって徐

々に細 くな り,先端近 くで径 0,lcmと なる。頭部 と脚部の境に径 0.2cm,長 さ 0.2cmの くび

れ部をもつ。蛍光 X線分析の結果,頭部表面に鍍金の痕跡を検出した。SE1917か ら出上した。

鋼鈴 (PL.3213,14)球形の鈴が 2点出上した。13は周長 6.3cn, 2寸 1分の銅鈴で,井戸

SE 1867か ら出土した。遺存状態が悪 く,接合部が腐蝕し,上・下に分離して出上した。

表面に塗 られた黒漆がわずかに残る。下半部を大きめにつ くり,上半部に重ねて接合 したもの

であろ う。 球頂部も腐蝕 し, 鉛を欠失する。 下半部内面には タガネによって切断された鉄片

(0.5× 0.4cm,厚 0.25 cm)が銹着する。14は周長 6.9cm, 2寸 3分の鋼鈴下半部で,下面に

一文宇の切 口があく。井戸 SE 1315か ら出土した。

海獣葡萄鏡 (PL.3218)井 戸 SE 1305の 底から出上したもの。5,0× 4.7cm大 の破片である

が,鏡面の径が 12.6cmの 中型鏡に復原できる。保存状態は良く,銀色の光沢をとどめる。全

体に鋳上 りが良く,鏡背文様も鮮明であるが,文様細部の鋳出しには一部甘さがみ られる。鏡

面は平坦で,外縁付近でわずかに反 りをもつ。鏡背文様は,連珠文を配した突界圏によって内

区と外区を分け,外縁部の内傾面には雲花文帯をめぐらす。外区文様は葡萄唐車文を下地に,

その上に両翼を広げて飛ぶ鳥を連続 して配す。鳥は俯視形で表現し,嘴鋭 く流麗で燕の姿に似

る。下地の葡萄唐革は,葡萄の実 と, 4箇所に切 り込みのある美の正方形を交互に配 し,そ の

間に風にそよぐ美の側面形,螺旋状に巻いた蔓の先端などを充填する。内区文様は,突界圏寄

りに葡萄唐草文が展開する。俊況 とみ られる獣を主文様におくが,右前肢を残すのみで,全体

の構成は不引。背面径 12.4cm,内区径 7.Ocm,縁 厚 1.27cm,突界圏厚 0,71cm,最薄部厚

0。 13cm。

本鏡の同範・同型鏡は今のところない。様式的には奈良県高松塚出土鏡に近いが,鏡径に差
2)                                   3)

がある。大きさや文様構成は,愛知県西幡豆や福岡県真名子出土鏡に似る。製作年代は,面径

の縮小化と外区銘文帯の消失,連珠文による界圏,蔦の俯視形表現などの特徴から,盛唐初期

の 7世紀末ないしは 8世紀初頭に位置づけられよう。

銅儀鏡 (PL.3歩 19)SD1495下 層出上の鋼製素文小鏡である。腐蝕が進み,周縁と鉦の上半を

欠失する。鏡縁をつくらない薄い平板状の素文小鏡Aで,鋳造後に鑢がけにより面形を整えた
5)

もので,隣接する右京八条一坊十一坪の西一坊坊間路西側滞から,類品が 2点出上している。

鏡面はわずかに凸面を呈し,面中央部で厚さ 0,12 cm,鉦 は鋳造後の鑢がけで薄い板状に整え

られ,径 0.2cmほ どの鉦孔を穿つ。現存径 2.84× 2.77 cm,現 高 0.32 cmである。右京八条

1)奈良国立文化財研究所『年報1984』 p.63。

2)奈良県立橿原考古学研究所『壁画古墳高松塚』

1972。 高松塚出土鏡は鏡面径 16.8cmである。

3)中野政樹「奈良時代における出土・伝世唐式鏡

の基礎資料および同籠鏡の分布とその鋳造技術」
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『東京国立博物館紀要 8』 1973。

4)秋山進午「海獣葡萄鏡と走獣葡萄銃」『富山大

学人文学部紀要 7』 1982。

5)奈良国立文化財研究所『平城京右京八条一坊十

一坪発掘調査報告書』1984,こ g.33。



一坊十一坪 SD920出土の素文小鏡Aは, 2点 ともに面径が 1寸 1分の規格品であるが,本鏡

も面径 1寸 1分,も しくは一回り小型の 1寸鏡に復原できよう。他に,東三坊大路東側溝 SD
l)            2)

650や ,三重県斎宮跡出土品にも類例をみるが,本鏡 よりも一回 り大きい, 1寸 3分, 1寸 4

分鏡である。

*銅不明製品 (PL 32-15。 16・ 17)15は 叩き潰 された銅製品で,軸頭状金具または鈴の未製品

か。厚さ 0.02 cmあ り変形が著しい。 今同材 としての回収品か。SE 1530か ら出土した。 16は

幅 1.7cm,厚さ 0.05 cm,現長 1.6cmの 銅板片である。 上下を裁ち切った帯状製品の一部

で, 一端には切断痕が, 他端にはネジ切った痕跡がある。 SE 1315掘 形から出土した。17は

幅 1.3 cm,厚 さ 0,08 cmの 帯状金具である。 周縁は鑢がけで角を落とす。 3.Ocm離れて ,

半 径 0,4cmの 孔が 2箇あく。一端は孔の部分でネジ切るが,他端は直線に切った当初の姿を留め

る。工具の口金か。「の」宇状に丸まり,現長 3.6cmあ る。SE 1530底面直上から出土した。

鎌 (PL.33-20)全長 20,9cm,刃渡 り 18cm前後の完形の鎌である。基部から先端に向かっ

て徐々に身幅を狭めた細身の鎌で,棟厚は 0.2～ 0。 3cmと 薄い。先端近 くで強 く内湾し,基

端部には着柄のための折 り返しをもつ。刃元幅は 3.Ocmあ る。QB67区灰褐土から出上した。

*刀子 (PL。 33-21)刃部 と茎を大きく切損した刀子で,現長 4.6cm,刃 元の身幅 1.2cm,棟 厚

0.27cmである。 棟関と刃関を明瞭につ くり出した平造 り角棟の一般的な刀子である。茎は厚

さ 0.21cmで 背方向に反 りをもつ。SE 1550か ら出土した。

錐 (PL.33-22)現 長 6.lcmの 鉄製の錐である。 断面は中央の最大部で 0.48× 0.42cmの 方

形をなし,両端に向かって尖るが, ともに先端を折損する。身と茎の銹化に差があ り,木柄ヘ

*の挿入長 (約 3.Ocm)がわかる。茎は断面がやや痛平である。PC 57区灰褐土から出土した。

鉄斧 (PL.3323)鍛造の無肩式袋状鉄斧である。全長 9.6cm,刃 幅 4.4cmと 細身である。

袋部に木柄の斧台の先端部がを残す。袋部は厚さ 0.3cm前後の鉄板を折 り曲げて,内寸 2,7×

1.2cmの中空につ くり,袋部は全長の 1/3を 占める。X線写真によって,斧台の形状は,基部

幅 3.Ocm,高 さ 1.3cmの断面蒲鉾形で,着装部を一段薄 く削って鉄斧を装着していることが

工 わかる。着装部の基部は,幅 2.7cm,厚 さ 1.lcmで ,先端に向かって厚さと幅を減 じ,先端

を弧状におさめる。柄の長さ 3.3cm。 斧台の形状か ら,横斧であるう。SE1305か ら出土 した。

鉄鏃 (PL.33-26・ 27)2点 出上した。26は比較的小型の斧矢式鉄鏃で,刃部を欠損し,現長

10.6cm,茎長 6.6cm,身部現存最大幅 1.80cmで ある。茎の表面の銹化面に,竹 とみ られる

級密な繊維痕が付着する。 茎元には, 糸巻の痕跡があ り黒漆が遺存する。糸巻の幅は 0.7cm

*である。矢柄への装着状況がわかる貴重な資料である。SE 2070から出土した。27は大型の鉄

鏃の身部破片で,身の周辺および望を欠失する。鏑のない両丸造で,逆刺の基部が残る。正倉

院に伝世する広根式鉄鏃に類似するか。現存長 4.8cm,最 大幅 2.7cmである。茎は基部で幅

0,77cm,厚 さ 0.4cmの 断面方形である。SE1555下 層から出土した。

棒状不明品 (PL。 33-28)現長 13.9cmの 鉄製品で,角棒の角を丸め,断面は隅九方形である。

*両端を折損し,一端で方 0.6cm,中 央で方 0.5cm,他 端が 0.7× 0.6cmと ,中央部が若千細ま

1)奈良国立文化財研究所『平城官報告Ⅵ』1975,

p. 105, PL. 103。

2)三重県斎官跡調査事務所『三重県斎宮跡調査事

務所年報1983』 1984,p.44。



る。断面形からみて,鏃や工具の茎 とは考えがたい。現状でわずかに湾曲する。SE 1315出 土。

鉄釘 (PL.33-29～ 36)11点出土。銹化が進むが,10点 は頭部の形状がわかる。方頭釘 4点 ,

円頭釘 1点 ,折頭釘 5点がある。29・ 30は井戸 SE 1555出 土品で, ともに脚部の先端を欠失す

るが,寸法・形状が近似 し,同一規格による方頭釘とみられる。方 1.6cm,厚 さ 0.5cmの 頭

部に,0.6cm角 の脚がつ く。30の脚は頭部の一方に偏在する。 現存長は 12.lcmと 12.4cm

で,本来は 4寸半規格の釘か。31は QM 67区灰褐土から出上したもので,方 1.7cmの方形

の頭部か ら 0。 9cm角の脚がのびるが,脚を大きく折損する。32は SE 1555出上の円頭釘で,

径 2.3cmの 円形笠形の頭部の心をずれて, 0.4cm角 の細身の脚がつ く。 現長 5.Ocm。 折頭

釘は脚の上端を叩きのばし,ほぼ直角に曲げて釘頭としたもの。脚の断面形が長方形の33・ 34

と正方形の35。 36がある。33は PC 63区 灰褐土から出土した。頭部の痛平な形状から,中世の

折頭釘であろう。復原長 11.9cm。 34は現長 5。 9cmの小型品で, くびれ部か ら先を欠 く。井

戸 SE 1530底から出上した。35は 幅 1.Ocm,長 さ 1.5cmの 大きめの頭部をもち,現長 3.7

cmあ る。SE 1555灰色粘土層から出土した。36は折 り曲げた頭部を欠き,現長 13.Ocm,井

戸 SE 1555から出土した。

B ガラス製品 (PL.32,Tab.6)

ガラス小玉 (PL.3歩39～42)ガ ラス製の小玉が十四坪の井戸 SE 1555の 下層砂 と井戸 SE

1560の 埋土から各 2点出土した。他に土器埋納遺構 SX 1400か ら12点が出土 している。いず

れも鉛ガラスで,銀化が進み白色に変質して痩せる。右京八条の西一坊坊間大路西側溝 SD 920
1)

出土のガラス小玉に近似し,本来は濃緑色を基調としたガラス玉であろう。

遺 構 直径 (cm) 高さ (Cm) 孔径 (cm)

PL.32-39

40

41

42

SE1555

SE1560

0.77× 0,73

0.64× 0.62

0.58× 0。 56

0。 60× 0.55

0。 37

0,36

0。 22

0,34

0,33

0。 30

0.37

0.22

Tab.6 ガラス小玉法量表

ガラス増蝸 (PL.32-37・ 38)ガ ラスを溶解 した靖禍の小片が 2点あ り,それ ぞれ別個体であ
2)

る。右京二条二坊十六坪の井戸 SE 0540出土の完形の靖禍に近似する。37は 2,7× 3.5cm大

の口縁部破片で,厚さ 1。 lcm,口 縁端部を外傾面につ くる。外面に暗赤色,口 唇部か ら内面に

かけて濃緑色の釉がかかる。胎上に長石 。石英の小粒を多量に合み,堅 く焼 きしまる。表面に

通有の敲き目はない。SD 1499上層から出上した。38は厚さ 1.Ocmの 体部か ら厚さ 1,7cmの

底部にかけての破片で,表面には格子の敲き目を密に施す。内面は平滑で,全体に淡緑色の釉

がかか り,厚い白色の釉が流下する。37に比べ大粒の石英・長石粒を密に含む。SD1495上 層

から出土した。ガラス対渦は,こ の他に,平城京東市近 くの東堀河,平城京左京三条二坊七坪 ,

1)p.82註 5)前掲書,ng.33。 3)p.80註 2)前掲書,p.43。

2)奈良目立文化財研究所『平城京右京二条二坊+  4)奈 良国立文化財研究所『昭和57年度平城概報』

六坪発掘調査概報』1982,ig.24。          1983。
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1)

平城京左京八条一坊三坪の池 SG 3500か らも出土している。すべて砲弾形の器形で,内面に緑

色の釉がかかる。これらは分析の結果,鋼で着色した鉛ガラス溶解用の封禍と判明している。

C石 製 品 TL.32)

石錯 (PL。 3歩43・ 44)2点出土した。 43は黒色粘板岩製の完形の丸柄である。 表面および側

面は平滑に磨かれるが光沢はない。裏面は, 2方向の顕著な擦痕が残る粗い仕上げで,裏面周

縁は角を落とし,わずかな傾斜面をつくる。最大幅は横 4.28cm,縦 2.55cm,弦長 3.4cm,厚

さ0.6cm前後である。潜 り穴は 3箇所に縦方向に配置される。 SK 2108か ら出土した。44は

両端が大きく打ち欠かれ,上辺と下辺の一部を残す小片で,破面には放射状に穿った潜 り穴が

2個認められ,その配置から巡方とみられる。表面の平坦面および傾斜面は,丁寧に磨かれて

ガラス質の光沢をもつ。潜 り穴は径 0。 2cm,深さ 0.3cmの孔を対に穿ち,先端部を連結させ

たもの。石質は出雲地方産出の緑色溶結凝灰岩 (碧玉)で,濃緑色地に緑褐色の縞模様をもつ。

和名抄にいう出雲石にあたるものか。縦 3.28cm,厚 さ 0,75cmo SK 1373か ら出上した。

軽石 (PL.29-23)SK2006下層出土の軽石である。一端を欠損するが,よ く磨滅し,現長 4.3

cm, 幅 4.6cmの隅丸方形を塁する。 最大厚 2.4cm, 現重量 19,9gで ある。 軽石は他に

SK 1886と 包含層からも小片が出上してお り,いずれも磨滅した平坦面をもつ。

紡輪 (PL.30-24)細 粒の片麻状黒雲母花開岩を径 4.7～ 5.Ocm, 高さ 3.4cmの 半球状に整

形したもの。頂部中央に径 0.6cm, 深さ 0。 45cmの浅い円錐形の孔をもつ。側面には対称位

置にわずかな平坦面が残る。形状から紡輪の未製品とみられ,敲打によってあらかじめ税形を

整えた後に,研磨整形する工程がわかる。重量 120.3gあ り,SD 1495から出上した。本例の

ように側面の対称位置に平坦面を残す石製紡輪は,左京九条三坊の東堀河にも出土例がある。

琥珀 SK 2036か ら赤褐色の琥珀の小塊が出土した。十数片に細片化し,原形は不切である。

風化した貝殻状破面や原石面をとどめてお り,製品の原材とみられる。総重量 2.2gあ る。

水晶 SE 1560埋 土から無色透明な水品の小片が出上した。

1)奈良目立文化財研究所『平城京左京八条一坊

三・六坪発掘調査報告書』1985,こ g.45。

2)奈良国立文化財研究所『平城京東堀河―左京九

条三坊の発掘調査』1983,ng.21。
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婆霊 (PL.36・ 37)

この調査では奈良時代の鋼銭 4種 61点 と中国銭 7種 7点の計68点が出上 した。奈良時代の銅

銭はすべて遺構にともなって出上し,中 国銭は中世の遺物包含層 (灰褐土)か ら出上したもの

である 01表 4)。 なお土器埋納遺構から出土した和同開琳 37点 については,後述 (p.138)す

る。皇朝銭の分類は,『平城宮報告Ⅵ』(pp.97～103)に従 う。

和同開弥 (1～ 16)別頂で扱 う37点以外に16点 が出上した。完形品が12点あ り,平均重量2.74

g,平均径 2.46 cmである。土坑 SK1510出上の 2点 (11.12)は銹化が進み遺存状態が悪い

が,他はいずれも井戸か らの出土品で,遺存状態は良い。全体に鋳上 りが良く,画線も細 く鮮

明な銭文をもつ。すべて「開」字の問構えの上端が隷書風に開いた「新和同」に属する。 1は

今回出土した 和同銭中最大の銭で,径 2.52cmあ り, 3・ 7・ 14・ 16な ども大型の部類に入

る。 1・ 5。 6・ 16は背面内郭四隅が九い和同開弥 Eである。 9は外縁が細 く,古泉界の分類

で「細縁」とよばれる。 6は「林」字が他の 3字に比べて小さく, 内郭 と遊離してお り,「小

林」とよばれる和同開弥 Cである。11は残 りが悪いが子とが大きい「広穿」である。さらに細部

をみると,14の「和」字第 3画が内郭に封して斜めにつ くなど,微妙な差異もある。和同銭は

総 じてつ くりが 良く, 不良銭は少ないが, 範傷を もつもの (3), 鋳文の一部がつぶれたもの

(4・ 8・ 16),表裏の範の型合わせが極度にずれたもの (2・ 4・ 8),内郭孔の甲張 りをと

る際の墾切断がずれて子とが不整形 となったもの (5。 8。 13)な どがある。

高年通賀 (17)完形品が 1点出土した。外縁幅が広 く,「瀾縁」 とよばれる最 も一般的な高年

通賓Bである。「年」字第 4画が縦につき,「通」字の用は直線的で細長い。鋳上 り良 く銭文は

明瞭であるが,背面の鋳出は浅 く不鮮男である。外縁に絶傷がある。

神功開賀 (18-23)6点出土 し, うち 5点が完形品である。いずれも鋳上 り良 く,残 りも良い。

22の み「功」字の労を「力」につ くり,「開」宇も不隷開につ くる正字の「力功神功」 (神功開

質 B),ほかは最も一般的な神功開賓で,「開」を 隷開につ くり,「功」の芳を 長い「刀」字で

表現する「長刀」 (神功開賓 E)である。全般に背面の鋳出しが 浅 く, 範の型合わせがずれた

もの(19・ 21)や,範傷のあるもの (21)カミぁる。内郭孔は基で打ち放 したままで不整形のもの

が多い。また神功銭の外輸部には整形時の輯鑢仕上げの痕跡が明瞭に残る。

富本銭 (24)井戸 SE1555の 底面から和同開務 8点 ,高年通賓 1点,神功開賓 2点 とともに出

土した円形方孔銭である。表面の上下に「富」「本」の 2字,左右に七曜文を亀甲形に配す。母

銭を範に押しつける際に時計まわ りのずれを生 じ,鋳文に重複がみられる。「本」の宇は大 と十

の合字「本」で表現される。背面は無文。黒褐色に変色するが保存状態は良い。径 2.48cm,重

量 4.16g,縁 厚 0。 15 cm前後である。裏面の内郭は幅広 く,四隅はわずかに丸味を帯びている。

中国銭 (25～ 30)中 国銭は 7点出土した。磨滅による銭種不粥銭 1点 があるが,残 りはすべて

北宋銭である。25は真書の淳化元賓 (990年 初鋳)で外縁幅広 く瀾縁である。26は景徳元賓(1004

年初鋳)である。27は祥符元賓 (1008年初鋳)で,背面の鋳出しは浅 く,内郭は不明瞭である。

28は象書の景祐元賓 (1034年初鋳)で, 外縁の腐蝕が進み残 りが悪い。 29は行書の元豊通賓

(1078年初鋳)で,濶縁で文字は小さい。30は分楷の政和通賓 (1111年初鋳)で,瀾縁小字であ

る。銭種不切銭は元賓の 2字しか半J読できないが,銭容から宋銭 とみ られる。
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4

この調査では,整理箱で 600箱に達する土器が出土 した。弥生時代,古墳時代, 平安時代 ,

中世の上器がごく少量あるほかは,奈良時代に属する。土師器,須恵器が大部分を占め,他に

緑釉陶器などの施釉陶器,黒色土器,硯・土馬などの特殊土製品,製塩土器や統一新羅の陶質

土器がある。土器は溝,上坑,井戸,柱穴の遺構およびそれらの遺構を覆 う中世の整地土 (灰

褐土)や ,部分的に残存 した砂質土などの奈良時代の遺物包含層か ら出上している。遺構出土

の上器の うち量的に最 も多いものは溝,土坑出上の上器で,井戸出上のものがそれに次ぎ,柱

穴から出土 した土器は少量である。ここでは主 として遺構出土の上器を中心として報告する。

弥生時代,古墳時代,中世の土器については小片のこともあ り,省略する。

土器の記述に当たっては,器種名,製作手法,年代などは基本的に既刊の『平城宮報告』に

従 う。記述の煩雑を避けるため,最初に土器の調整手法について記 してお く。土師器の食器類

では, a手法は口縁部をよこなでし,底部外面は不調整のものを示す。 b手法は底部外面を削

り, C手法は削 りが日縁部まで及がものである。 e手法は口縁部上端だけをよこなでし,それ

以下は不調整のものを示す。また,ヘ ラ磨きの有無によって 0～ 3手法を区別する。 0手法は

ヘラ磨きを行なわないもの。 1手法は口縁部外面, 2手法は底部外面, 3手法は日縁部と底部

外面をヘラ磨 きするものを示す。この a～ e手法 と0～3手法の組み合わせによって調整手法を

表現する。また,色調・胎上の差により上師器を 2群に,須恵器を 4群に分けている。土師器

I群土器は灰褐色を塁し,胎土にはとんど砂粒を含まないもので,Ⅱ群土器は灰褐色～暗褐色

を呈 し,胎土に微小な砂粒を含むものである。須恵器 I群土器は青灰色力呈し,胎上に黒色・

白色粒子を含む。Ⅱ群土器は灰色味の強い青色を塁 し,黒色粒子を多量に合む。この黒色粒子

は,なで,削 りによって墨をばかしたようになるのが特徴 となる。Ш群土器は硬質で粗砂粒を

多 く含むもの,Ⅳ群土器は灰白色で焼きが甘 く,粉をかいたような胎上のものである。土師器

は大部分がⅡ群土器で, I群土器は極めて少ない。須恵器では, I群土器が最も多 くⅡ群土器

がこれに次ぎ,Ⅲ群・Ⅳ群土器はない。その他,以上の分類に属さない土器が須恵器には多量

にあ り,土師器にも少量見られる。必要がある場合以外,他の詳細な説切は省略する。

土器の記述は,まず遺構ごとに溝,土坑,井戸,柱穴のllFに行ない,施釉陶器,統一新羅の

陶質土器,硯 。土馬などの上製品は最後にまとめた。また,墨書土器,亥」線文・箆描き上器 ,

漆付着土器などは別頂を設けた。

図示にあたっては,実測図は,縮尺 1/4を基本とし,適宜他の縮

尺も用いた。実測図中の線は,稜線の他は,手法の変換点部位の境

界の表現を主眼とした。写真は2/5を基本とし, 1/2,1/3,1/5も

用いた。実測図に付した番号は写真図版でも共通している。1～ 199

は土師器,201～ 399は須恵器,施釉陶器・黒色土器・統一新羅陶器

は 400番台,硯などの特殊土製品は500番台とした。

平城宮土器 I

平城宮土器Ⅱ

平城宮土器Ⅲ

平城宮土器Ⅳ

平城宮土器V
平城宮土器Ⅵ

平城宮土器Ⅶ

710A.D.
725

750

765

780

800

825

Tab.7 平城宮土器の大別

大 別 名 称 1略 年 代
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A SK 2001出 上の上器 (PL。 38)

十四坪の土坑 SK 2001か らは,整理箱で40箱に及ぶ大量の土器が出土した。土師器,須恵器
1)

ともに多様な器種にわた り,平城宮土器Ⅲの良好な資料である。また,須恵器壷類をはじめと

して漆が付着 したものが多 く,漆工関係の遺物 としても注 目される。

土師器 杯A・ 杯 B・ 皿A・ 皿 B・ 皿C・ 椀A・ 椀C・ 椀D・ 鉢 。高杯・盤・壼 B。 重E・ 甕

A・ 甕B・ 亀がある。多少の器種を欠 くが,食器,貯蔵器,煮沸具の基本的なセ ットを揃える。

I群土器はきわめて少なく,特に記したもの以外はすべてⅡ群土器である。全体に風化,磨滅

が著しく,調整及び暗文の観察が困難なものが多いが,比較的明瞭に観察できるものに限って

図示した。

杯 A(1～ 3)杯 AI(1;口 径 19CIn)・ 杯 AI(2・ 3,日 径 16cal)o杯 AШ (口 径 14cII)が あ

2)

る。1,21ま aO手法, 3は cO手法で調整する。 2は内面に螺旋十放射暗文 (以下,「暗文」と

略記する)がある。

皿A(4・ 5)皿AI(口 径 22 cm)。 皿AⅡ (口 径 19 cm)。 皿AⅢ (4・ 5;口径 17 cm)が

ある。 al手法で調整 し,内面に暗文がある。

皿 C(8・ 9)珂 型ヽ粗製の皿。 e手法で調整する。

椀A(6・ 7)6は 口径 12.Ocm,cO手法で調整する■群土器の椀AⅢ。 7は 口径 13.8cm,

C3手法で調整する I群土器の椀AI。 他に,椀AI(口 径 19 cm)と 思われる小片がある。

椀 C(10・ 11)e手法で調整する。 日縁端部の形状は,内傾,直立,九 くおわるものの 3種

がある。

椀D(12)b。 手法で,日縁部のよこなで以下は削 りで調整する。 口縁端部は軽 く巻き込む。

皿B(13)復 原日径 25.Ocm, 日縁端部を欠失する。内面に暗文がある。風化のため,外面

の磨きの有無は不明。

高杯 (14・ 15)14は杯部で, 口径 29 cm。 外面はヘラ磨 きを行ない,内面に暗文がある。15

は脚部で, I群土器である。10角形に面取 りを行ない,内面には粘土紐巻上げ痕 とツボリ痕を

残す。

壷B(17)粘 土紐接合痕 と指頭圧痕を顕著に残す小型粗製の重。口縁部外面を一周よこなで

する。内面に漆が付着するものがある。

壷E(16)外面を丁寧にヘラ磨きし,胎土も精選 した小型精製の壷。

甕 (18・ 19)口 径 30 cm前後の大型品(19)と 口径 16 cm前後の小型品(18)がある。風化が

著しいが,外面は顕部以下に綻刷毛,口縁部内面に横刷毛をほどこす。漆が付着する例がある。

須恵器 杯A・ 杯 B。 杯 B蓋・杯C・ 杯L・ 皿A・ 皿B・ 皿 B蓋・皿C・ 鉢A・ 高杯 。重A・

壷A蓋・壺B。 壺E・ 重G・ 重H。 重K・ 重L・ 重P・ 壼X・ 水瓶 。平瓶・甕がある。貯蔵器

である壷類の個体数が非常に多いのが特徴である。

杯A(221・ 222)杯AI(口 径 20 cm)・ 杯AⅡ (221;口径 16 cm)・ 杯AⅢ (222;口 径

12 cm)に分かれる。すべて I群土器で,底部はヘラ切 り不調整。2211ま,底部内面に焼成後に

1)個体数の算出も可能であり,詳細は後述する (p.

105参照)。
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2)口径は個体数が少ないため,平均値ではなく,

概略の値を記 した。



刻んだ 3本の刻線がある。

杯 B(209～216)杯 BI(口 径 20 cm)・ 杯 BⅡ (209。 210・ 213;口 径 13 cm)。 杯 BⅢ

(211・ 212;口 径 13 cm)・ 杯 BⅣ (214・ 215;口径 10 cm)・ 杯BV(216;口径 8cm)に分か

れる。209は体部下半に九みがあるが,他は口縁部まで直線的に立ち上がる。高台は,端部が

わずかに内傾するもの (210・ 214)と 平坦なものとがある。212・ 2141よ 灯火器 として使用 し,

211は 口縁部に漆が付着する。 I群・ Ⅱ群土器 ともにあ り,比率は 9:1である。

杯 B蓋 (201～ 208)口 径により, 杯 BI蓋 (201・ 202)・ 杯 BI蓋 (203・ 204)・ 杯 BⅢ蓋

(205・ 206)・ 杯BⅣ蓋 (208)・ 杯BV蓋があ り,それぞれ杯 BI～杯BVに対応する。杯 BⅣ

蓋・杯BV蓋の端部は下方に鋭 く突出するが,杯 BI蓋～杯 BⅢ蓋はやや丸みをおびる。口縁

部が湾曲するものは少ない。 207は金属器を模 したもので,つまみは円環状の形態になる。 I

群・ Ⅱ群土器ともにある。

杯C(219)土師器杯Aの形態を模 したもので, 日縁端部が 内側に巻き込む。体部下半には

ロクロを利用した強いなでを行な う。 I群・ Ⅱ群土器ともにみられる。

杯 L(217・ 218)杯 Bに似た形態を持つが,器高が低 く, 日縁部が外湾する。

皿 B(224)口 径 20～30 cmの大型品。すべて I群土器。

皿 B蓋 (223)Ⅱ群土器で,外面をロクロ削 りする。縁部のみ残存する。

皿C(220)平坦な日縁端部である。火欅を残すものがある。すべて I群土器。

壷A(226)球形の胴部に直立する短い口縁を付したもので,蓋 (225)が伴 う。内面に漆が

付着 したものがある。

重 B(230)直立する短い口縁部 と比較的平坦な肩部をもち,体部 と胴部の境は 鈍い稜をな

す。体部外面全体に自然釉が厚 くかか り,内面はなで調整を行な うが,叩 きの当て具の痕跡が

残る。愛知県猿投窯址の製品。

重G(233)直立する胴部に細い口顕部を付す徳利形の器形。底部に糸切 り痕を残す。

壷H(232)肩に稜をもつ体部に,外反する口縁部を付した広日の壷。

壷K(229)肩の張る体部に,外反する長い口縁部を付す 器形。 口縁部,体部 ともに 多量に

出土したが,互いに接合する例はきわめて少ない。自然釉がかかるものが多い。ほとんどすべ

ての個体に漆が付着する。器形,高台の形状,胎土ともに多 くの変異がある。

重 L(231)球形の体部に,外反する口縁部を付す器形。内面に漆が付着。

重 P(227)肩 に稜をもつ 鐘形の体部に外反する 日縁部を付す器形。図示 した例は,断面に

漆が付着してお り,漆の使用状況を復原する一つの手がか りとして興味深い。平城官跡での出
1)

土例は少ないが,平城京内では前川遺跡 (左京九条一坊)な どに類例を求められる。

壷X(228)従来の分類にはあてはまらない器形。 樽形の体部に, 直立する短い口縁部を付

す。胎土には多量の砂粒を含み,焼成も不良なために一見して土師器のような外観を呈す。底

部にはヘラ切 り痕を残すが,底部外周は手持ち削 りで仕上げる。完形で出土し,内面全体に多

量の漆が付着する。産地は不明。いわゆる「 ロクロ土師器」である可能性 もある。

甕 (234)Jヽ 破片が多 く,完形に復せる例はない。重に比較 して 3分の 1の出土量 しかない。

内面に漆が付着するものがある。

1)奈良市『平城京朱雀大路発掘調査報告書』1974,PL.2385。
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B SD1500出上の上器 (PL.39)

十三坪 と十四坪を画する坪境小路の北側溝 SD1500か らは,整理箱50杯に及ぶ大量の上器が

出土した。そのほとんどが土師器 と須恵器で,ご く少量の黒色土器・施釉陶器を含む。土器は

上下 3層に分層して取 り上げた。しかし,出土状況をみると,上層～最下層にわた り平城官土

器 I～Vの土器が混在 し,かつ層位をこえて接合する例 もあることから,一括して記述する。

土師器

土師器の出土量は整理箱で約30箱である。供膳形態,貯蔵形態,煮沸形態のほとんどすべて

にわたる器種があ り,出土量が多いことと合わせて当遺跡における土器の使用状況の一端を知

ることができる。しかし短期間の様相を示すものではないという資料的制約から,個体数の算

出は省略 した。I群・Ⅱ群土器ともにみられるが,I群土器はきわめて少なく,文中で特に記 し

たもの以外はすべてⅡ群土器である。以下,特徴的なものを中心に,器種 ごとに記述を行なう。
1)

杯A(20～ 23)法量により,杯AI(20。 21)・ 杯AⅡ (23)・ 杯AⅢ (22)に分けられる。

平城官土器 I～ Vにわた つて多量に出上した。20は bl手法で調整する平城官土器Ⅱに属し,

22・ 23は aO手法の平城宮土器Ⅲにあたる。21は aO手法で調整し,内面に暗文はない。胎上に

角閃石を含み,河内地方の産であろう。

杯B(34)内面に螺旋十放射二段暗文を持つ平城官土器 I。 他に,平城官土器Ⅱ～Ⅳのもの

も出上している。

杯 C(33)aュ 手法で調整。内面に暗文がある。

皿A(24～ 32)皿AI(27～ 29)・ 皿AI(24～ 26)・ 皿AⅢ (30～32)がある。 a手法, b

手法, C手法が見られ,内面に暗文をもつものもある。

皿 B(52・ 53)52は放射二段暗文があ り,b2手法で調整する平城宮土器 I。 53は aO手法で

調整 し,平城官土器Ⅲに属する。

皿C(35～38)e手法で調整する小型の皿。ttC I(37・ 38)。 皿 CI(35・ 36)力 あ`る。

椀A(41～43)椀 AⅡ (41)。 椀AⅢ (42・ 43)がある。平城官 6ABO地区 SK820で,椀

AIと した日径 20 cmを越える大型品はみられな?ヽ。41・ 42は I群土器で,c9手法で調整す

る。43は c。 手法で調整するⅡ群土器。

椀 C(39・ 40)口 縁部を一周よこなでし,以下は不調整。口縁部の形状,胎土に個体ごとの

差が認められる。。

鉢 B(47)b。 手法で調整。口縁端部は内側に巻き込む。

高杯 (54～57)54は螺旋十放射十連弧暗文のある平城官土器Ⅱ。杯部 と裾部の外面にヘラ磨

きを施す。脚部内面の下半に削 りを施すが,上半には接合時のしば り痕が残る。56・ 57は脚部

の破片で,前者は平城宮土器Ⅲ頃,後者は平城官土器Vに比定できる。57の裾部内外面には,

よこなでを施す前の刷毛調整の痕跡があ り,脚部内面には成形の際の粘土紐巻上げ痕が残る。

盤B(49)底部内面に螺旋暗文, 口縁部付近に放射暗文があるが,風化が著しいため,その

1)時期により各器種の法量は変化するので,数値   表 6 上器法量変遷表を参照されたい。

は省略する。なお,各器種の時期別の法量につい  2)奈 良目立文化財研究所『平城宮報告Ⅶ』 p.78。

ては,奈良国立文化財研究所『平城宮報告Ⅶ』別
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間に関しては不明。把手の象J落痕があるが,高台はないと思われる。

重A(48)肩部の 2箇所に把手をもち,外面を丁寧にヘラ磨きする。同一個体の口縁部破片

と底部破片か ら図上復原した。

壷 B(44)Jヽ 型粗製の壷。内外面に成形時の指頭圧痕が残る。

キ 重 E(45。 46)外面を丁寧にヘラ磨きする。砂粒をほとんど含まない精選された胎土である。

鍋 (50)内面 と口縁部外面をよこなでし,体部は不調整。出土量は少ない。

甑 (51)外面は体部下半まで縦刷毛,それ以下によこなでをほどこす。 2箇所についた把手

は柱状の形をしてお り,珍しい例である。

甕 (58。 59)58は体部があまり張 らずに最大径が口縁部にある器形で,外面に縦刷毛,内面

*には下から上方向への削 りをほどこす河内型の甕である。59は 2箇所に把手がつ く甕 B。 体部

下半まで縦方向,それ以下は不定方向の刷毛 目をほどこす。

他に,杯 B蓋,皿 B蓋,竃が出上している。

須恵器

須恵器も供膳形態,貯蔵形態の器種をほばそろえるが,土師器 と同様の理由から個体数の算

*出 は行なわない。以下,器種 ごとに説男を行な う。

杯A(235～ 242)法量により,杯AI・ 杯AⅡ・杯AⅢ・杯AⅣに分かれる。 I群・ Ⅱ群土

器 ともにみられる。ほとんどの個体は底部がヘラ切 り不調整のまま,あ るいは,そ の後になで

を加えたものであるが,241はヘラ削 りを行なう。236は ,底部外面に墨書がある。

杯 B(254～261)杯 BI・ 杯BH・ 杯 BⅢ・杯 BⅣがある。高台は,端部が外傾するもの,

*平坦なもの,内傾するものがある。259。 260は底部外面を硯 として使用。

杯 B蓋 (243～253)杯 BI蓋～杯 BⅣ蓋があ り,それぞれ杯 BI～杯 BⅣに対応する。縁部

は屈曲するものとしないものがあ り,端部は九みを帯びるものと鋭 く下方に突出するものとが

ある。 I群・ Ⅱ群土器がみられ,平城官土器 I～ Vにわたる。251は 内面に朱が付着する。249

は円環状のつまみを有するもので,金属器の模倣形態である。

キ 杯 E(267)底部を欠失。口縁端部はわずかに内傾する。 I群土器。

皿 C(268・ 269)日縁端部が外傾する。264は底部に墨書がある。

皿D(264・ 265)皿 Cに高台を付したもの。重ね焼きの痕跡が残 る。

皿 E(262・ 263)口 径 10 cm前後の小型の皿。焼成は不良で,灰白色を呈する。灯火器と

して使用。

* 高杯 (266)杯 部の破片。外面下半をロクロ削 りする。他に,脚部の破片も出土している。

鉢D(275)外反する短い口縁部 と肩の張る胴部からなる。体部下半をロクロ削 りする。

壼A(272)球形の体部に短い直立する日縁部を付したもの。 肩部には自然釉がかか り, 蓋

との重ね焼きの痕跡がある。体部下半は, ロクロ削 りを行なう。

壷A蓋 (270・ 271)壷 AI蓋 (270;口径 19 cm),壷 AⅡ蓋 (271,口 径 13 cm)がある。

*壷AI蓋は口径 19 cmで,13 cm前 後のものが一般的なのに比べてかな り大きく,珍しい例

である。

三C(273)扁平な球形の体部に,短い直立する口縁部を付 した小型品。類例は少ない。

壷E(274)短い口縁部 と狭い肩部をもつ広 口の重。

9ど



豆G(280)胴長の体部に長い口頸部を付す器形。底部に回転糸切 り痕が残る。

壷M(278・ 279)球形の体部に短い口頸部を付す小型の董。 Pク ロ水挽成形。 280は ,底部

に成形段階では穴があいていたが,それを最終整形でふさいでいる。

重Q(276)肩 の張る体部に外反する口頸部を付す器形。 体部下端にロボロ削 りを行な う。

日縁端部を欠失する。

壷 X(277)平底で,球形の体部である。体部に 1箇所, 焼成前の穿孔がある。 体部下半は

'ク
ロ肖Jり をし,底部は糸切 り不調整。肩部には自然釉がかかる。外反する短い口縁部を付 し

1)

た壷 Lに近い形態になると思われる。類例は左京九条三坊十坪でも出土している。

平瓶 (281・ 282)痛平な体部で,把手を付す。 日縁部は欠失。胴部下半をロクロ削 りする。

281は , 自然釉が降着する。

甕A(283)外反する口縁部を付す器形。 端部は丸 く消さめる。 胴部外面は格子目叩きの上

にカキロをほどこす。

甕 B(284)内湾気味に開 く口縁部で, 端部は内傾する。 容部外面は格子目叩きの上にカキ

目をほどこし,内面は当て具痕を軽 くなで消 している。

他に,杯 C・ 皿A・ 皿 B・ 皿B蓋・鉢A・ 盤・堕D・ 霊H・ 里K・ 里L・ 水瓶・横瓶がある

が,小破片のものが多いので図示は省略 した。

また,坪境小路南側溝 SD1495か らも,整理箱20箱におよが土器が出土した。ほとんどが土

師器 と須恵器で,少量の黒色土器を含む。 器種構成, および 出土状況ともに坪境小路北側溝

SD 1500出 土土器に近似するので,詳しい記述は省略する。

C SD 1387・ 1440・ 1345出土の上器 (Fig.44)

SD 1387 出土土器 十三坪を東西に 2分する坪内道路 SF1320の 西側溝である。 土師器 と

須恵器が出上し,数量・器種は少ないものの,ほぼ平城官土器Ⅲの範疇でとらえられる。

土師器 杯A(60～63)・ 皿A(64)・ 枕 C(65)・ 甕 (66・ 67)。 などがある。杯A・ 皿Aは

aO手法で調整するものが多いが,63は bO手法である。内面は風化のために,調整の観察が困

難だが,暗文をもつものがある。甕は,内外面の剣離がいちじるしいが,外面に縦刷毛,内面

に横刷毛の痕跡を残す。

須恵器 杯A(290)・ 杯B(287～289)・ 杯 B蓋 (285・ 286)な どがある。

杯 Bには,杯 BⅡ・杯 BⅢ・杯 BⅣ,杯 B蓋には杯 BⅢ蓋 。杯 BⅣ蓋がある。 I群土器 。Ⅱ

群上器 ともにみ られる。

SD1440 出土土器 坪境小路南側溝 SD 1495の 南方 2mに あ り,SD 1387の す ぐ東方か

ら始まる。検出した総長は短いが,土師器・須恵器 ともに出土量,器種が豊富で,平城宮土器

Ⅱ～Ⅲの好資料である。

上師器 杯 B(69)は 口縁部まで直線的に外反 して立ち上が り,外面に密なヘラ磨きをほど

こす。内面は,放射暗文は確認できるが, 螺旋・連弧暗文の有無は 風化のため不明。 tt B蓋

(68)は,復原径 25 cm。 同一個体の口縁部と体部の破片から図上復原した。 外面には 4方向

↓
　
錮

奈良目立文化財研究所『平城京左京九条三坊十坪発掘調査報告』1986,hg,199,PL.18-2。



の密なヘラ磨きをもつ。ttC(73)は ,a。 手法で調整し,内面に暗文がある。皿A(74)・ 鉢

B(70)|ま aO手法,椀C(71)は e手法で調整する。盤A(75)は c3手法で,把手及び内面

の暗文を施さない。高杯 (72)は杯部の破片。風化がいちじるしいので詳しい調整は不明だが,

内面に暗文をもつ。すべてⅡ群土器。

須恵器 杯A(295)・ 杯B(293)・ 杯B蓋 (294)・ 椀B(292)・ 壷C(291)。 甕がある。椀

Bは , 口縁部がほば垂直に立ち上がり,低 く細い高台を付す。壺Cは,肩部に 2条の沈線を入

れる。

SD 1345 出土土器 十三坪の西半分をさらに東西に分割する地割溝である。出土土器には,

若千の時期幅があるが,ほぼ平城宮土器Ⅲまでにおさまる。

土師器 杯A(81・ 82)・ 杯C(79)・ 皿A(76・ 77)・ 皿C(80)。 鍋A(73)。 甕がある。31

は,aO手法で調整し,内面に放射二段暗文をもつ平城宮土器 I。 82は bO手法で調整。ttAの

体部外面には,多方向の刷毛目をほどこす。76は灯火器として使用。

須恵器 杯A(299)・ 杯B(297・ 298・ 302)・ 杯B蓋 (296・ 300・ 301)・ 壷 。甕がある。杯

B蓋は,すべて縁部が屈曲しない笠形の形態をなす。297には,焼成前の穿孔がある。

D 土坑出上の上器 (PL.41・ Fig.45)

調査区全域にわたって検出した多数の上坑から,大量の上器が出土した。ここでは,工房関

係遺物に共伴した土器や時期的にまとまっているものを中心に述べる。

SK 2078出 土土器 (PL.41-83～ 89。 303～305)十四坪の中央やや西寄 りにある土坑。平城宮

土器Ⅱの特徴を示す。上師器杯A(83・ 34)・ 杯 C(85・ 86)・ 皿A(88)・ 壷蓋 (87)。 鍋 (89),

須恵器杯A(303)・ 杯 B(305)・ 杯B蓋 (304)な どがある。33・ 84は a3手法で調整し,内面

に螺旋十放射+連弧暗文がある。85は外面に墨痕がある。

SK 1322出 土土器 (PL.41-90～ 97'306～ 319)十三坪の中央付近にある不整形な土坑。平城

宮土器Ⅲの特徴を示す。遺物の保存状況は全般に不良で,特に土師器では手法などの観察が困

難なものが多い。 土師器は,杯A(91・ 92)・ 皿 A(93)・ 皿 C(94)。 鉢 B(95～ 97)・ 壷蓋

(90)・ 甕などがある。ttAは ,aO手法・bO手法で調整し,内面に暗文がある。皿Aは磨滅の

ため,暗文の有無は不明。 ttBの 口縁端部は 内側に巻き込むもの (95～ 96)と 尖るもの (97)

がある。重蓋の日縁端部は内側に軽 く巻き込む点で,一般のものとやや異なる。杯Aを倒立さ

せた形態に近いが,底部 と体部の境に稜をもち,外面全体を丁寧に磨 く。須恵器は,杯 A・ 杯

B(309～311)。 杯 B蓋 (306・ 307)・ 杯 E(312)。 杯 L(308)・ 皿A(313・ 314)・ 皿C(315

・ 316)。 重 E(317)・ 壷K(319)。 重M(318)・ 甕などがある。ほとんどが I群土器で,Ⅱ群

土器は僅少である。杯 B蓋は,縁部が屈曲せず,笠形の形態をとる。杯 Eは 口縁端部が内傾

し,杯 Lでは外湾する。ともに金属器の模倣形態である。壷 Kは ,肩部以下をロクロ削 りす

る。

SK 1373出 土土器 (PL.41-98～ 101・ 320～328)十三坪の坪内道路 SF 1320の上に掘 られた

土坑で,石帯を伴出した。 平城官土器Vの 一括資料であるが, 保存状態は良 くない。 土師器

は,杯A・ 皿A(98～ 100)・ 皿 B(101)。 甕などがある。すべてⅡ群土器で,皿Aは bO手法 ,

9J
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1)

c。 手法,皿 Bは bl手法で調整する。 皿 Bの外傾指数は43で, 外反が強い。 須恵器は, 杯A

(324)・ 杯B(327)・ 杯 B蓋 (325・ 326)・ 皿A(320)・ 鉢D(322)。 壷 E(321)。 重 L(323)

・盤 (328)・ 甕・杯 Bな どがある。器種 。法量ともにバ リエーションが少ない。皿Aは底郡と

体部の境界が屈曲せず,ゆ るやかに移行する。

工房関係の土坑出上の上器 (Fig。 45-102～ 123・ 329～338)十四坪の中央部周辺には, 埋土

に炭化物を含む土坑が密集している。そのなかから,対禍,輔羽日,鉱滓などとともに少量の

上器が出土した。これ らは,工房に関係する遺物としてとらえることができる。102～110,329

～331は SK1910出土。土師器は保存が悪 く,調整,及び暗文の不粥なものが多い。壷蓋 (108)

は,つ まみ本体は残存しないが,象」落痕跡から板状のものであることがわかる。甕 B(107)は

内面と体部上半に刷毛目,体部下半に削 りをほどこす。須恵器の出土量は,土師器に比して少

ない。皿E(330)|ま灯火器として使用。ttB(331)は細い高台を付す。平城宮土器Ⅱ～Ⅲ。

111～ 116は SK1773出 土。保存状態は良くないが平城宮土器Ⅱのものとみられる。椀C(115)

は I群 ,Ⅱ群以外のもので,乳褐色を呈する緻密な胎上で,厚手である。 杯E(114)は cl手

法で調整。ttA Iに I群土器が 1点ある。 117～ 119,333～ 335は SK 1845出 土,336は SK

1824出土,120～ 122は SK 1908出 土,123・ 337・ 338は SK 1942出土。いずれも平城宮土器

Ⅱのものである。SK 1824か らは帯金具の未製品も出土している。 117・ 118は cO手法,120・

123は bl手法で調整する。高杯 (119)の 裾部内外面には刷毛目が残る。337は SK 1831出土

の破片と接合した。

SK1775出 土上器 (Fig.45-124～ 126・ 339～ 341・ 401)十四坪の中央やや南方で検出した小

土坑。上部がす り鉢状で,下部は垂直に落ちる形状を呈する。遺物は主として上部から出土。

十四坪中央部の上坑はほとんどが平城宮土器Ⅱ・Ⅲのものに限られるが,SK1775のみは平城

官土器Vである。土師器は,杯 Bが 1個体,皿 Cが 1個体,甕が 3個体,鍔塞が 1個体,亀が

1個体出土した。鍔甕 (126)|ま胎上に粗い砂粒を大量に含み, 茶褐色を塁する, とヽわゆる生

駒西麓の胎上である。須恵器は,杯Aが 2個体,杯 Bが 3個体,杯 B蓋が 3個体,重Aが 1個

体,甕が 4個体出土した。ほとんどが I群上器で,Ⅱ群土器は杯Aに 1個体ある。401は 内面

のみが黒い黒色土器A類の鉢Aで,内外面ともに丁寧な磨きをほどこす。

E 柱穴出上の土器 (Fig。 45)

土坑・溝に比較して,柱穴出上の上器はきわめて少量,かつ小片である。ここでは,復原可

能で,時期がある程度判別できるものに限って図示した。127は ,SB 1545出 土の上師器高杯

脚部。Ⅱ群土器で,杯部 と裾部を失 う。奈良時代後半のもの。 128・ 342は SB1326の柱抜取 り

穴から出上した。128は土師器皿Aで, cO手法で調整。342は須恵器重蓋で,つ まみを欠失す

る。奈良時代後半。129は SB 1403出 土の土師器皿A Io bO手法で調整するが,風化のため内

面の暗文の有無は不明。平城宮土器Ⅲか。334は SB 1404の 柱抜取穴から出土した須恵器杯 B。

I群土器で,高台端面は内傾する。1301よ SB 1478出 土の上師器盤 Bo c3手 法で調整し,内面

に螺旋暗文をはどこす。奈良時代後半か。

1)奈良国立文化財研究所『平城官報告 Ⅱ』p91家照。
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井戸出上の上器 (PL.42,Fig.46)

十三坪で 7基,十四坪で12基 の計19基奈良時代の井戸を検出し,多量の土器が出土した。土

器は,主 として井戸枠内,お よび井戸枠抜取穴から出上し,井戸掘形に含まれている土器は概

して少量かつ小破片である。出上した土器を通覧すると,完形品の数量が多いこと,井戸ごと

に器種構成に変化がみられるという特徴がある。そのため,図化が可能なものはできるだけ図

示し,内容の把握が容易になるようにつとめた。以下,出土土器の器種 。年代を中心 として,

井戸ごとに記述を行なう。

SE 1305出 土土器 (PL.42362)掘 形からは,土師器椀A,井戸枠内からは土師器杯A・ 杯

B蓋,須恵器壺A(362)が出上した。掘形の上器は平城官土器 Ⅲ, 井戸枠内の土器は平城官

土器Ⅳ～Vに属する。

SE 1315出土土器 (PL.42144～ 149。 354～361)掘形からは,土師器杯A(144・ 145)・ 皿

A・ 蓋・椀A(146)・ 椀 C(147)・ 鉢B・ 甕・竃,須恵器杯A・ 杯 B(354)。 杯B・ 皿C・ 皿

E(355)・ 鉢A・ 壷A・ 壷A蓋・横瓶 。平瓶・製塩土器が出土した。ほとんどが破片となって

いるが,器種・数量 ともに比較的豊富で,他の井戸の掘形から出土する土器が断片的であるの

に比べて,特異な存在である。土師器杯Aに連弧暗文のある個体があ り,平城宮土器Ⅱ～Ⅲに

あたる。井戸枠内底部直上からは,土師器 皿C(148),須恵器杯 B蓋 (357)力 出`土した。そ

の上部の灰黒粘上層からは,土師器杯A・ 皿A(150)・ 皿 C(149)・ 椀A・ 甕 。竃,須恵器杯

A・ 杯 B(356)・ 鉢A・ 壷 L(361)・ 壷M(359)・ 横瓶 (360),製塩土器が 出上した。148・

149は 灯火器として使用。底部直上の土器は平城宮土器Ⅳ,灰黒粘土層のものは平城宮土器V

に属する。

SE 1335出土土器 (Fig。 46-151～ 156)掘形からは,土師器杯Aが出土した。井戸枠内からは,

土師器杯AI(151)・ 杯AⅡ (152),皿 A(153・ 154)。 椀 C(155,156)・ 高杯,黒色土器A

類が出土した。151は c8手法で調整する。156は ,内面に工具の先端の痕跡が残る。掘形の上

器は平城宮土器Ⅱ,井戸枠内の土器は,平城官土器Ⅳ～Vに属する。

SE 1360出 土土器 (Fig.46370)掘 形から,平城宮土器Ⅱ～Ⅲの土師器小片と製塩土器,井戸

枠内からは,平城宮土器Vの須恵器杯 B(370)が 出土した。

SE 1365出土土器 (Fig.46-157～ 170。 364～369)掘形から,須恵器皿Cが出上した。井戸枠

内からは,土師器杯AⅡ (163～ 166)・ 杯 C(167)・ 皿A(168,169)・ 皿 C(159・ 160)。 椀

A(157・ 158)。 椀 C(170)。 鉢 B(161)・ 奎 (162),須恵器杯A(364・ 365)。 杯 E(367)・

杯 L(366)。 皿C・ 重Mが出土した。 169は b8手法で調整。159・ 160は 灯火器として使用。

159は 内外面全面に厚 く煤が付着する。 掘形の土器は平城宮土器Ⅱ～Ⅲ, 井戸枠内の上器は,

平城宮土器Ⅲを主体にⅣ・ Vも ある。

SE 1375出 土土器 (Fig.46363)掘形からは,土師器杯A,須恵器重A(363)・ 重M・ 杯B

蓋,製塩土器,井戸枠内からは,土師器皿C。 高杯・須恵器壷Mが出上した。掘形の土器は平

城宮土器Ⅲ,井戸枠内の上器は,平城宮土器Ⅲ及びVに属する。

SE 1385出土土器 (Fig.46-172～ 174・ 371・ 372)掘形には 土師器杯A, 須恵器杯 B蓋,製

塩土器がある。井戸枠内からは土師器杯A・ 椀A・ 萎 (172～ 174),須恵器董L・ 重M(371・
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372)が出土した。土師器甕の出土量が多い。173は,底部に焼成後の穿孔がある。 また,174

は外面全体に厚 く煤が付着する。372は,体部をロクロ削りする。掘形の土器は平城官土器Ⅱ

～Ⅲ,井戸枠内の土器は平城宮土器Ⅱ及びVに属する。

SE 1530出 土土器 (Fig.46-171)掘形から土師器杯A,須恵器杯A・ 杯B,製塩土器,井戸枠

内から土師器杯A・ 椀A(171),須恵器壷M,製塩土器が出土した。掘形の土器は平城宮土器

I～Ⅱ,井戸枠内の土器は平城宮土器Vに属する。

SE 1550出 土土器 (PL.42131～ 136・ 344～ 347・ 402)掘形からは,製塩土器などが出土し

た。平城宮土器Ⅲか。井戸枠内から土師器杯A・ 杯B蓋 (134)。 皿A(135～ 136)・ 椀AⅡ (133)

・椀AⅢ (131・ 132),須恵器杯A(347)・ 杯B(344～ 346)。 杯B蓋,壷M,黒色土器A類椀

(402),製塩土器が出土した。椀Aの うち,131は a3手法,133は c3手法,132は cO手法で調

整する。131の底部には木の棄の圧痕がある。132は 口縁部に煤が付着し,灯火器として使用し

ている。また,135の底部内面には一定方向の刻線があり,姐板に転用したものと思われる。

402は, C手法を削った b3手法による。土器は,上下 4層に分屠して取上げたが,平城官土器

Ⅳ・Vの ものが混在し,層位との整合性は明確でない。133・ 136・ 344・ 346・ 347・ 402が最下

層の暗灰色砂質土 (第 4層 ),それ以外が上部の粘土層 (第 2・ 3層)か ら出土した。

SE 1555出土土器 (PL.42138～ 143・ 348～353)掘形には製塩土器があり,井戸枠内からは

土師器杯A(138・ 139)。 皿C(140。 141)・ 椀A・ 甕 (142)。 小型姿 (p.103註 1)参照)。 鍔

甕 (143),須恵器杯A(348)・ 杯B・ 杯B蓋・皿C・ 重A(351)。 重L(349。 350)・ 甕 (353),

製塩土器が出土した。348は底部を硯として使用している。掘形の土器は平城宮土器Ⅱ以降か。

井戸枠内の上器は平城宮土器皿・Ⅳ及びVに属する。

SE 1560出土土器 (Fig.46368・ 369)掘形から土師器杯A,製塩土器,井戸枠内から土師器

椀A・ 高杯,須恵器重L(369)・ 壷M(368)が出上した。

SE 1700出 土土器 掘形からは土師器高杯・盤B(ま たは壷A)・ 鶏,須恵器杯A・ 平瓶・重ま

たは甕,製塩土器,井戸枠内から土師器椀C・ 高杯・塞・須恵器杯A・ 杯B。 杯B蓋,井戸枠

抜取穴から土師器杯A・ 杯C・ 皿C・ 椀A・ 椀 C・ 甕,須恵器杯A。 杯Bが出上した。

SE 1867出土土器 (Fig.47175～ 181・ 373～377)掘形から,土師器甕,須恵器杯 B・ 杯 L・

重,製塩土器,井戸枠内から土師器杯C(178)・ 皿A・ 皿C(175)・ 椀A・ 椀C(179)。 鉢B

(180・ 181)。 高杯 (176・ 177)・ 小型甕,須恵器杯B(376)。 杯B蓋 (373)・ 皿C・ 壷L(374

・375)・ 壷Q(377)。 甕,製塩土器が 出土した。175tま ,内面に刻線がある。また, 口縁部の

2箇所に煤が付着し,灯火器として使用している。177の裾部内面にも煤が付着し,倒立させ

て灯火器として使用したものと思われる。375の高台内面には墨書がある。また,須恵器壺に

は漆が付着したものがある。掘形の上器は平城宮土器Ⅱ以降,井戸枠内の土器は平城官土器Ⅲ

・Ⅳ及びVに属する。

SE 1870出土土器 (PL.42-137,Fig.47182・ 378)掘形から土器は出土していない。井戸枠

内から土師器密 (137),須恵器横瓶 (378),井戸枠の抜取穴から土師器杯A(182)・ 杯C・ 皿

C・ 盤,須恵器杯B蓋が出上した。皿Cには漆が付着する。井戸枠抜取京の土器は平城宮土器

ⅡまたはⅢに属する。

SE 1880出 土土器 掘形から土師器杯A・ 皿A・ 鉢・盤・壷・奏・亀,須恵器杯B蓋,井戸枠
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抜取穴から須恵器杯B・ 皿E・ 甕が出土した。掘形の土器は平城宮土器 I～Ⅲ頃。

SE 1917出土土器 掘形・井戸枠内に土器はなく, 井戸枠抜取穴から土師器杯 A・ 皿A・ 鉢

B。 高杯,須恵器杯A・ 杯B蓋が出上した。

SE 2019出 土土器 井戸枠内から,平城官土器Ⅱの上師器杯A・ 皿A・ 高杯が出土した。

SE 2020出 土土器 井戸枠内から,平城官土器Ⅱ～Vの上師器皿Cや黒色土器が出土した。  キ

SE 2070出 土土器 井戸枠内から須恵器重類の体部破片が出土した。

S E 1867
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0
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笠 一一
こ

S E 1870

どOθ

Fig。 47 SE 1867・ 1870出土の上器



G 施釉陶器・統一新羅陶器 αL。 43)

施釉陶器は,二彩陶器 1点,緑滸陶器 3点,白磁 1点の計 5点が出土した。白磁が中世のも

のである他は,奈良時代の遺構及び中世の整地土 (灰褐土)か ら出上 したものである。

二彩小壷 (404)|よ, 球形の体部下半から,高台をもつ底部にかけての破片。 胎土は白色で

軟質,砂粒をほとんど含まない。釉は淡い緑色。底径 3.6cmo SD1495下 層出土。他に緑釉小

壷底部のみの破片が SD1495上 層と PB49区灰褐土から各 1点出土している。

縁釉椀 (403)は ,平底で,日縁部が内湾しながら大きく開き,端部が九 く肥厚する。全面に

ロクロによるなで調整をほどこし,底部は部分的に削る。白色の,砂粒をほとんど含まない精良

な胎上で,焼成の堅緻な軟陶である。体部全面に薄 く釉をかけるが,底部内外面は露胎で残す。

釉の色は,全体に淡緑色から淡赤褐色に変化しているが,部分的に本来の濃緑色をとどめる。

日径 17.4cm,器 高 6.3cm。 十四坪の,工房関連遺物を出土した SK1947の 出土。共伴遺物

か ら年代を平城宮土器Ⅱの時期に限定でき,奈良時代初頭に遡る鉛釉陶器の例 として貴重なも
1)

のである。また,多彩陶ではなく単彩陶であることが注意される。

統一新羅陶器 (405)肩部 と,林部から底部にか l―lて の破片が 3点ある。 うち 2点は接合し,

残 り1点 も直接接合はしないが胎土,色調,焼成,施文原体などか ら同一個体 と認められる。

底部は平底で高台をもたない。外面は比較的丁寧ななで調整を行なうが凹凸が残 り,内面には

粘土紐の接 ざ目となで調整の痕跡がある。基本的に,粘上紐の積みあげによって形をつ くり,そ

の後にロクロ回転を利用してなで調整を行なっている。 ■―

また,底部外周は手持ちによる削りを行なう。施文は,  ■|

まず肩部とその下に2条,体部中ほどと下半に1条ずつ ||

浅い沈線をめぐらす。その後に,器面全合に扇形文を上

下にず らしてほどこす。この扇形文は,型押 しや棒状工  i

具を回転させてほどこしたものではなく,櫛状工具の両

端を交互に支点としながら押 し引 く手法により,反時計

回 りに施文したものである。焼成は堅緻で青灰色を塁し,

胎土は須恵器と異なるところがない。釉はかからない。

器形復原は困難だが,消そらく細頸の瓶になると思われ '

る。そっくりの器形は見当らないが,比較的近似するも 
―
■|

のに,高台を除いて, 日縁部が受け口状に開いた雁鴨池  |
2)                                                          |

出上の長顕瓶を類例にあげることができよう (Fig.48)。  |

十四坪の SK 2073(平 城官土器Ⅱを伴出)。 SK 2084・  |,■争

OP 53区灰褐土から出土した。             Fig.

1)年代のわかる三彩陶器の最古の例には神亀 6

(729)年の墓誌をともなった小治田安萬侶墓があ

る。それに対して,川原寺出上の緑釉水波文嬉が

7世紀後半の造営にかかわるものとみて, 日本に

おける鉛釉陶の生産の開始は,単彩陶が先行する

可能性が指摘されている (田中琢「鉛釉陶の生産

48 雁鴨池出上の陶器 (1:4)

と官営工房」『日本の三彩と緑釉』1967)。

2)文化財管理局『雁鴨池発掘調査報告書』 (図版

編)1978,図版217右上・図面144右下。Fig 48

は東京国立博物館 。中日新聞社『新羅千年の美一

韓国古代文化展』1983,p53に よる。
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H 特殊土製品 (PL。 44,Fig.49)

タコ壷 (512)須恵質のタコ壺が 2点ある。512は, 体部は Pク ロなで, 把手部はなでと粗

い削 りで調整する。把手部に円孔をあける。全高 12.Ocm,口 径 6.4cm。 直接接合する破片

が,SD1500及び SD1538か ら出土した。 このほか, これとほぼ同形で,やや小型の須恵質

のタコ壷が SD 1500か ら1点出土している。

土錘 (501～ 511)土錘Aと 土錘 Bの 2種類がある。 上錘A(501～ 503)は平面精円形で ,

側面に網紐を掛ける溝をもつ断面扁円形のものである。501は長さ 4.8cm,幅 3.4cm,最大厚

さ 3.lcm,SE 1335出 土。502は SB 1391出土,503は QR 66区灰褐土から出上している。土

錘 B(504～ 511)は細長い紡錘形を呈 し,内部に貫通する細い穴がある。 511は須恵質で,長

さ 5.5cm,最大径 2.4cm,孔径 3.5mmを計 る。両端を大きく欠失するが,一端は面取 りを

している。表面は,一部焼成後に磨いた面がある。504～510は土師質で,全体に磨滅,折損が

いちじるしいが,長さ 4.0～4.5cm,最大径 1.2～ 1.6cm,貫通子L直径 3～4mm,重量 6～8g

の範囲におさまる。 貫通孔の形状から, 棒状のものを 芯にして製作したものと推定される。

Fig.49特 殊 土 製 品
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504は両端を断ち切って面を作るが,他はそ うした調整は行なわない。灰褐土 (PH 59区 ,P156

区,QT59区)か ら各 1点 ,SB 1549柱穴,SD 1495,SD 1500か ら各 1点出土。

紡輪 (513～ 515)いずれ も土師器破片を利用 し, 周縁を円形に打ち欠いて整え, 中心に小

穴を穿つ。直径 3.0～4.5cm。 穴の径 3～7mm。 厚さ 5～7 mmo SK 1628, SD 1495, SD

1563,SE 1550,SE 1867,QS 45区 暗灰褐砂質土から各 1点出土している。

土製円盤 (516)須恵器破片を打ち欠いて磨 り, 不整円形にしたもの。 長径 4.lcm。 厚さ

0.6cmo PA67区灰褐土から出上 した。用途は不明。

獣脚 (519・ 520)須恵器の獣脚が 2点出土した。519は 5本の指を削 り出しによって表現し

たもので,接地部を削 りによって平滑に仕上げる。焼成は堅緻で,一部自然釉が降着する。斜

方向の象」離面があ り,重 Aにつ くものか。 現存高 3.6cmo PA 52区灰褐土出土。 それに比 し

て 520はやや形骸化してお り,指の表現を失 う。削 りにより10角形面に取 りをし,なで調整は

行なわない。現存高 8,Ocm。 火舎の足か。十三坪の SK 1356出 土。

ミニチュア土器 (517・ 518)517は須恵器の蓋で,宝珠形のつまみをつけ, 日縁端部は鋭 く

下方に突出する。上面には,濃緑色の自然釉が厚 くかかる。直径 5,6cm,高 さ 1.5cm。 十三
1)

坪の SE 1385か ら完形品で出土 した。薬重の蓋になると思われる。5181ま 土師器の小型甕で,

口縁部を一周よこなでし,胴部は不調整。内面には調整の際の工具の先端の圧痕が残る。粘土

紐巻上げによる成形で,外面に接合痕が観察される。底部外面に「大」の刻線がある。砂粒を

あまり含まない,精選された胎土である。SE1867出 土。他に,土師器高杯の脚部が,SD 1499

から出上している。

土馬 (521)総計286片 出土 した。全形を知ることができるのは 2点のみで, 他は胴部,脚

部の破片である。5211よ左の前, 後脚 と右の前脚の一部を久 く他はほぼ完形。反 りのない頭郡

で, 日は竹管の押圧,鼻 と日は箆による切 り込みで表現する。粘土のつまみあげによって鞍 と

たてがみを表わし,粘土小片を貼 り付けて手綱 とする。胴部の横断面は蒲鉾形で,尾は下方に

垂れ下がる。まず棒状の粘土により胴部・尾部をつ くり,次いで別途成形 した四肢を接合 し,

顔や鞍などの細部の表現を行なったと推定できる。全長 17.5cm,復 原高 10.8cm。 奈良時代

前半に属する。SD 1500出土。土馬の大部分は坪境小路両側濤から出上 した。

墨書人面土器 SD 1495か ら墨書人面上器と思われる破片が 1点出土 した。土師器甕の頸部

の破片で,外面に刷毛目を施 し,肩部上端にわずかに墨線の一部が認められる。

製塩土器 製塩土器は,SK 1316・ 1347・ 1506・ 1964・ 1965か ら多量に出上し,その他,多

くの土坑・井戸 。柱穴・溝か ら少量ずつ 出上している。 多量に出上 した例の うち SK 1347は

平城官土器ⅡまたはⅢ,SK 1506・ 1965は同Ⅲの上器を伴っている。製塩土器はすべて細片 と

なって始 り,器形の復原は困難だが,全体を通 じて,胎土に多量の砂粒を含み,器面に粘上紐

の接ぎ目を残す粗製品が最も多 く, このほか胎土に少量の砂粒を含み,内面に布 目を残すもの

が少量み られる。

1)従来, この器種の呼称には鉢C(『平城官報告

Ⅳ』),壷 B(『平城宮報告 IX』 )な どが用いられて

きた。器形,調整ともに壷Bに類似するが,法量

に明確な差があり,また,重 Bにはしばしば墨書

人面を描くのに対して, そうした例はみられな

い。西一坊坊間路西側溝 SD920の 調査により,

類例が多数出上し,小型甑・小型竃とセットをな

すことが明らかとなったので,こ こでは小型塞と

呼んでおく。また,平城京内では普遍的に出上す

るが,平城宮での出土はきわめて少ない。



陶 硯 ばL.43)

陶硯は総数16点 出土した。内訳は,圏足円面硯 9点,蹄脚硯 1点,無脚円面硯 1点 ,低圏足

硯 2点,宝珠硯または風字硯 1点 ,羊形硯 1点,亀甲文硯蓋 1点である。このほかに,須恵器
1)

杯蓋内面,杯身内外面,あ るいは甕体部破片を利用した多数の転用硯がある。

圏足円面硯 (527～ 529)輪状の高い台脚を有するもの。527は陸の周縁に堤を設けない無堤

式で,溝状の深い海をもつ。外堤の端部を欠くものの,ほぼ全形を知ることができる。外堤部

下端に 1条,台脚の下端に 2条の突帯をめぐらし,長方形の透しがある。外径 27.4cm,硯面

までの高さ 8,9 cmo SK1376出土。529も 無堤式だが,海は溝状にはならず,陸からゆるやか

に移行する。長方形の透しをもつ。QT57区灰褐土出土。528は陸の周縁に堤を設けて陸と海を

区別する有堤式の圏足円面硯。3点 ともに硯面に墨が残 り,陸は使用により平滑になっている。

SD 1495出土。

蹄脚硯 (530)硯部に獣脚の退化形式である三角柱状の脚柱をつける。硯部と脚柱は別々に

成形し,後に接合する。脚柱と陸の大部分を失 うが,無堤式であろう。脚柱の数は28前後に復

原できる。海には墨が残る。復原径 22.8cm,現存高は 4.5cmo QT 57区 灰褐土出土。

無脚円面硯 (525)円 盤の外周やや内側に突起を一周させて硯面を区切ったもので,有堤式

にあたる。海と陸を区別しない。全面 ロクロなで調整。外径 11.6cm。 全高 1.8cm。 硯面は

使用により摩耗している。PQ45区暗灰砂質土出土。

低圏足硯 (526)中央の上げ底状に水平な部分を硯面とし,その外側に一段下がる海を設け

る。この型式は大小 2点あり,526は復原外径 18 cm前後で,QG62区灰褐土出土。もう1点

は外径 12.6cm,高 さ 1.4cmで,SD 1495出 土。

宝珠硯または風字硯 (524)硯面の上端に桜花形弧状のくりこみがあり,宝珠硯もしくは風

字硯と思われる。断面が八角形の短い脚台が 1箇所残る。脚台は宝珠硯であれば 4箇所,風字

T9_で あれば 2箇所であろう。底面には濃緑色の自然釉が厚 くかかる。硯面は,脚部より内側は

使用によって著しく摩耗しているが,外縁部には摩耗はみられない。また,脚台の接地部も摩

耗している。SD 1412出 土。東海地方の製品か。

羊形硯 (522)羊頭形の装飾をつけた形象硯。頭部のみが残 り,硯部を欠失する。角は基部

と先端のみが残る。日は突起によりあらわし,別途成形した耳・角を貼 りつける。口には箆に

よる切 り込みを入れ,鼻・角は沈線,顔面の獣毛は刺突により表現する。頭部には 1条の沈線

を入れる。焼成は堅緻で,青灰色を呈する。全面を丁寧ななでで調整しており,顔面左半分に
2)

は自然釉がかかる。坪境小路南側溝 SD1495上層出土。左京四条四坊九坪に類例がある。

亀甲文硯蓋 (523)上面に沈線による亀甲文,及び花弁状の毛の表現をもち,亀形硯の蓋 と

み られる。横断面はかなり湾曲し,端部を鋭 く突出させて硯部とのかみ合わせを良 くする工夫

をしている。 前縁部は面取 りを行ない, 稜をもつ。 上面には黒灰色の 自然釉が薄 くかかる。
3)

SK 1398出 土。類例は,和歌山県大 日山 I遺跡から出上している。

1)陶硯の分類名称は,奈良目立文化財研究所『埋

蔵文化財ニュース41』 1983に従った。

2)奈良目立文化財研究所『平城京左京四篠四坊九

Fθ7

坪発掘調査報告』1983,p.24。

3)和歌山県教育委員会『近畿自動車道和歌山線埋

蔵文化財調査報告』1972,p.80。
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l SK 2001出土土器 について

SK 2001か ら出土した土器は,工房関係の遺物に伴って多量に投棄された状況を塁し,一

括性が高いと考えられるとともに,工房における土器の使用状況の一端をも示しているといえ

る。出土した上器は,土師器が174個体以上,須恵器が334個体以上にのばり,単一の上坑とし
1)

ては,量的にもまとまってお り (Tab.8), 平城官土器Ⅲに属する好資料でもある。 以下,土

師器・須恵器の順に分析を加え,SK2001出 土土器のもつ特性を考察していきたい。

a.土 師 器

土師器は全体の34.3%を占める。その うち,杯・皿などの食器が39.0%,貯蔵器の壷が22.5

%,甕 ・竃の煮炊具が38.5%と なる。 ここで, SK2001出土土器のもつ特性を明らかにするた

めに, これまでに分析が行なわれてきた他の遺構 との比較をしたい。まず,平城宮土器Ⅲに属

する平城宮内裏北外郭の土坑 SK 820では食器が93.4%,貯蔵器が1.9%,煮炊具が4.5%と な
2)

る。両者を比較すると,SK 820で は食器が 9割以上を占めるのがまず 目を引 くが,こ れは平城

宮内における宴会の際に使用した土器を一括投棄 したという事情によるものであろう。 ここで

は,むしろ平城京域における生活の状況を反映 している遺構 との比較が有効になると考える。

平城宮土器 Iに属する下ツ道東側溝 SD 1900Aでは,食器が53.0%,貯蔵器が1.1%,煮炊具
3)

が45。 9%である。また,平城宮土器Ⅱに属する左京一条三坊十五坪の溝 SD 485で は,食器が

66.6%,貯蔵器が0,8%,煮険具が33.2%と なる。両例ともに食器が 5～ 6割,煮炊具が 3～

4割を占めており, これが平城京内における土器使用の実態に近いと思われる。しかし, この

場合でも貯蔵器の占める割合は僅かに 1%前後であり, SK2001で 22.5%を占めているのは,

異常に高い比率である。SK 2001の 貯蔵器には,重 Eが 1個体あるほかはすべて壼Bであるの

で,結局,重 Bの個体数の多さが全体での貯蔵器の比率を高めていると言える。壷Bをみると,

漆の付着しているものは11個体29%にのぼる。このようなことから,重 Bは漆の容器として使

用していたと推定でき,それが全答でも2割ほどの量を占めていることが,一つの特徴として

指摘できる。

b.須 恵 器

須恵器は全体の65。 7%を 占める。そのうちわけは,杯 。皿などの食器が41.6%,重・甕など

の貯蔵器が58.4%である。食器と貯蔵器の比率は,SK 820では92.6%と 7.4%,SD 1900Aで

は86.2%と 13.8%,SD 485で は81.4%と 18.6%と なり,食器が 8割を越える比率で存在してい

るのに対し,SK 2001は貯蔵器が 6割近 くを占めることに大きな特徴がある。さらに,貯蔵器

内での重と甕の比率を見てみると,SK 820で は42.9%と 42.9%,SD 1900Aで は52.2%と 26.1

%,SD 485では30.5%と 54.9%と なる。SK 820と SD 1900Aでは,個体数が20前後と小さ

1)個体数の算出は,須恵器壷KoL・ Pは肩部,他  3)奈 良国立文化財研究所『平城宮報告Ⅵ』p.40。

の器種は口縁部の残る破片の個体識別によった。  4)奈 良国立文化財研究所『平城宮報告IX』 p.55。

2)奈良国立文化財研究所『平城宮報告Ⅶ』p.76。

結
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いために偶然の作用する要素が大きいと思われ,82個体の貯蔵器が出上した SD 485の数値が

実態に近いであろう。 また,平城官土器Vに属する平城宮内裏北外郭の土坑 SK 2113で は貯
1)

蔵器が54点のうち重40,7%,甕55,6%である。こうしてみると,貯蔵器のうちわけは,甕が 5

割をやや越える比率で存在し,重が 3割から4割を占めるとみられる。それに対してSK 2001

では,甕が22.6%,壺が77.4%と ,甕と重の比率が逆転していることに意味をみいだすべきで

あろう。また,壷の器種においては壷Kが97個体と圧倒的に多 く,次いで重Lが 20個体,壷P

が18個体あり,こ の3種で全体の90.6%を 占める。壷K。 壷 L・ 壷Pは95%を越える高い比率

で漆が付着しており,漆壷として使用されたものである。付着した漆は塊状となっており,断

面にも付着する例も多い。土器はすべて破片となって出土し,意識的に打ち割られた痕跡をも

つものもある。漆壷の栓が出上したことも考えあわせると,壷K・ 壷L・ 豆Pは,壷 Xと とも

に,漆の生産地から漆液をもたらすための運搬具であったと思われる。SK 2001に おける須恵

器壷類の比率の高さは,漆の運搬具の多さによるものなのである。

また,董Kにはいくつかの類型があり,高台の形態及び胎土によっておおよその分類をおこ

なうことができる (Fig。 50)。 まず,高台は a形態 ,端部が平坦で,接地面が水平なもの, b

形態 ;端部が平坦で,外傾するもの, C形態 ;端部が凹面をなして外傾するため接地面が稜を

なすもの,の 3者がみられる。一方,胎土は,青灰色を呈するものは少なく,灰褐色～灰白色

のものがほとんどを占める。含有鉱物の差による分類では, 1;石英,長石粒をほとんど含ま

ないもの, 2;径 1～2mmの長石粒を合むもの, 3;黒色の微粒子を含むもの,がある。院

成は全体に良好,硬質で, 自然釉が降着するものが多い。高台の形態と胎土との関係をみると

a形態の高台には 1, 2の胎土, b形態の高台には1の胎土, C形態の高台には2, 3の胎土

が対応する。従来は,平城京域で出土する壺Kは漠然と陶邑窯の

製品であり,年代は平城官土器Ⅲまでに限られると考えられるこ

とが多かったが,漆の運搬具として搬入された場合もあるという

観点にたって見てみると,岐阜県老洞古窯跡群,富山県小杉流通
3)        4)        5)

業務団地内遺跡,京都府周山窯址,兵庫県川端窯址を始め,各地

で焼成されてお り,年代も平安時代まで下がる例もある。漆の運

搬具 として使用された重Kは,青灰色を塁して胎土に砂粒をほと

んど含まない陶邑窯址産のものとは明らかに異なり, こうした地

域の製品と考えた方がよい。なお,壺 P・ 壷Xについては現在で

はその生産地は特定できていない。食器及び奏は,ほ とんどの個

体が陶邑窯址産のものであるという結果を得ているので,壷 と他

の器種の間には明確な産地の差が認められる。これは漆の生産地

付近で焼成した重を漆の運搬具として使用したことによるもので Fig.50須 恵器壷Kの高台形態

1)奈良国立文化財研究所『平城宮報告Ⅶ』p.92。

2)岐阜県教育委員会『老洞古窯跡群発掘調査報告

書』1981。

3)富山県教育委員会『小杉流通業務団地遺内遺跡

群第 6次緊急発掘調査概要』1987。

4)京都大学文学部考古学研究室『丹波周山窯址』

1982。

5)兵庫県教育委員会『青野ダム建設に伴 う発掘調

査報告書 1』 1987。



あろう。また,須恵器杯BI・ 杯BI蓋 。杯C・ 重A・ 水瓶・甕にも漆が付着したものがみら

れる。このうち,杯 BI。 杯BI蓋 。杯Cの食器は 1点ずつしかなく,恒常的に漆容器として

使用していたものではないであろう。漆は薄い膜状となって付着しており,パ レットとしての

使用が考えられる。それに対して壷A・ 甕には漆が厚い塊状となって付着し,漆容器として使

用していたとみられる。須恵器壷Aや須恵器・土師器姿に貯えた漆を,漆工の際に土師器壺B

に小出しにし,須恵器の杯・皿をパレットとして作業を行なっていたという,工房での具体的
1)

な様子まで想定できる。

C年  代
2)

平城京内での平城宮土器Ⅲの実態は不明な点が多いが,ま とまった資料としては,前川遺跡
3)

(左京九条一坊)や左京八条一坊六坪 SK3300の 出土土器などをあげることができる。また,

4)

関連資料 としては,左京四条四坊九坪 SK2412出土土器がある。SK2001出 土土器は, こうし

た平城官土器Ⅲの解明に資する好資料であ り,上師器椀A(以下椀Aと 省略する)を中心とし

て分析を行なってみたい。

まず,平城宮土器Ⅲの基準資料である平城宮 SK 820出 土土器では,椀AI(口 径 18.7cm),

椀AⅡ (口 径 16.8cm)が ある。それに対 し,SK 2001では,椀AⅡ ,椀AⅢ (口 径 12.5cm)

が主体で,椀AIはその可能性のある小破片が 2個体あるにすぎない。前川遺跡,SK3300に

おいても同様の傾向がみられる。こうした椀Aのあ りかたの差が平城官 と平城京 との上器の差

のひとつとしてあげ られるかもしれない。あるいは,SK 820にたまたま椀AⅢが欠落してい

たとい うことも考えられるが, むしろ椀AXが特殊な存在であって, 基本的に椀Aは ,椀AI

・椀AⅢの 2種で構成され, 推移していったとい うのが, 平城京における実態ではなかろう
5)         6)

か。杭Aが,金属器の模倣形態 として出現したとすれば,正倉院宝物や興福寺金堂鎮壇具にみ

るように,祖型になったと考えられる金銀器椀に椀AⅡ ,椀AⅢ と法量が近似するものがある

ことが注 目される。金属器を志向したとい う考えに依拠すれば,椀 Aの出現期にすでに椀AI,

椀AⅡ ,椀AⅢの 3種の区分が成立していたとみられる。椀AIが平城官における特殊な存在

で,出土量も限られるとい うことが明らかになりつつある現在,特に平城京域においては椀A

Ⅱ,椀AⅢを主体 として推移していったとするほ うが妥当であろう。

また,平城宮土器Ⅲは,椀 Aを組成に含むことが重要な指標 としてあげ られている。しかし,

椀Aを器種構成にもたず,「ほぼ天平年間中頃」で平城宮土器Ⅱの新相とされている左京四条

四坊九坪 SK2412出 土土器は土師器杯・皿類に連llrk暗文が皆無で,須恵器杯 B蓋に顕著な屈曲

がみられないという特徴をもち,法量分布からみても,平城宮土器Ⅲの古相とするべきかもし

れない。そ うすると,椀Aの出現をもって平城宮土器Ⅲを 2期 に細分でき,SK2001出土土器

はその新相とすることができるが,平城宮内での良好な資料が不足してお り, ここでは以上の

見通しを述べるだlrtに とどめ,将来の検討を待つこととしたい。

1)SK2001に おいては上師器杯・皿に漆が付着し

たものはみられないが,本遺跡の他の遺構の出土

例では薄い膜状に付着し,須恵器食器と同じ使用

形態であったことがわかる。

2)奈良市『平城京朱雀大路発掘調査報告書』1974。

3)奈良国立文化財研究所『平城京左京八条一坊三

′0∂

・六坪発掘調査報告書』1985。

4)奈良国立文化財研究所『平城京左京四條四坊九

坪発掘調査報告』1983。

5)宮 内庁『正倉院の金工』1976。

6)帝室博物館『天平地宝』1937。



2 外 国製品について

平城官・平城京内における奈良時代の外国産の土器には,唐および統一新羅の製品が知られ

ている (Tab.9)。 唐の製品には,三彩,青磁,白磁があり, 大安寺,左京八条条間路東堀河

など7遺跡から計 200片 以上が出土している。統一新羅の製品には緑釉陶器と陶質土器があり,

4遺跡から計 5点が出土している。未だ資料不足の感が強いが,唐三彩の出土は平城京内だけ

であること,統一新羅の製品については,平城官では緑釉陶器・陶質土器ともに出土している

が平城京内は陶質土器に限られる,な どの特徴を指摘できよう。陶質土器の器形は,重・瓶で

あり,新羅では日用上器としてのほか,蔵骨器としても多 く用いられる器種も含まれる。今回
1)

報告した統一新羅陶器は,その伴出土器からみると従来の年代観とは合致しない。この点も今

後問題になろう。

このような外国製品の平城京への流入の背景とその使用形態に関しては,今後の資料の増加

に待つ所が大きい。

調 査 数 次 査 条 坊 位 置 遺構 種 類 器 種 献文

10

110

32

172

1962

1978

1965

1986

平城宮

内裏北方

平城宮

東  院

平城宮

東  院

平城宮

内裏東方

溝

整地層

溝

SD 2700

唐

白磁 碗

唐

青磁 双耳壷

統一新羅

緑釉 壷

統一新羅

陶質 壷

奈文研『平城宮報告Ⅶ』1976

奈文研『昭和53年度平城概報』

同『年報1979』 1979

奈文研『年報1966』 1966

奈文研『昭和61年度平城概報』

奈良市  127

156-32

奈良市  73

奈良市  130

奈良市  93

93

奈良市東市 4

160

1987

1985

1966

1984

1987

1985

1975

1983

1985

右京五条

一坊十五坪

右京八条

一坊十四坪

大安寺

(左京六条)

左京二条

二坊十二坪

左京三条

四坊十一坪

左京七条

二坊六坪

左京八条

三坊十坪

左京八条

条間路位置

左京九条

三坊十坪

欝
劫
麟
幹
欝
壕
ＳＤ・．５
枷
鞠

唐

三彩 杯

統一新羅

陶質 瓶

唐

三彩 陶枕

唐

三彩 陶枕

唐

白磁 円面硯

唐

三彩 輸花杯

唐

青磁 壷

統一新羅

陶質 壷

統一新羅

陶質 壷

奈良市『奈良市埋蔵文化財調査概要報

告書 昭和62年度』1988

本書

奈文研『奈文研年報1967』 1967,大安

寺史編集委員会『大安寺史・史料』1984

奈良市『平城京左京二条二坊十二坪発

掘調査現地説男会資料』1984

奈良市『奈良市埋蔵文化財調査概要報

告書 昭和62年度』1988

奈良市『奈良市埋蔵文化財調査報告書

昭和60年度』1988

奈文研『平城京左京八条三坊発掘調査

概報―東市周辺東北地域の調査』1976

奈良市『平城京東市跡推定地の調査Ⅱ

―第 4次発掘調査概報』1984

奈文研『平城京左京九条三坊十坪発掘

調査報告』1986

奈文研『年報1986』 1987

Tab.9 平城宮・京出土唐 。統一新羅陶器一覧表

1)金 元龍「統一新羅上器初考」『考古美術』162・ 163,1984。
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3 土器 の胎上分析

出土土器の一部について胎土分析を行ない,産地推定など今後の検討に備えた。試料は SK

2001出土須恵器を主とし,統一新羅陶器なども扱った (Tab。 10)。

試料をそれぞれ約 0.5gずつ採取して,ほ う酸 リチュウムと混合し, ビー ドサンプラーを用

いてガラス化した。ガラス化したものを,蛍光X線分析法により測定した。なお,標準試料と キ

して,」G-1,JB-1を用いた。

この分析では, 資料 No.7の A1203の 合有量が他に比べて高く, 粘生成分が多いことを

示している。また CaOが少ないことも注目される。

これらのデータは,今後の産地推定のデータとして基礎的知見に資することができると考え

る。今後,土器の胎土分析にあたっては,こ こで試みたような定量分析を進め,分析データの *

集積をはかることが必要である。

番 号

成 分

1 2 4 7

Si02

Ti02

A1203

Fe203

MnO

MgO

CaO

Na20

K20

P205

Rb20

SrO

Zr02

71.0

1.2

19,0

3.9

0.030

1.5

0,54

0.62

1.8

0.047

0,013

tr

O.026

67.0

0。 97

21.0

6,0

0.031

1.1

0。 35

0.43

2.5

0,049

0.016

tr

O.029

69,0

1.3

20.0

4.8

0.031

1.3

0。 34

0.65

2.6

0,061

0.015

tr

O.026

72.0

1.0

19.0

4.0

0.034

0。 83

0。 44

0.86

2.2

0.058

0,014

tr

O.028

69.0

0.88

20,0

4.8

0.028

0.71

0,75

1,3

2.6

0,046

0.016

0,014

0.031

66.0

1.1

23.0

4.5

0,030

1.3

0。 37

0.89

2.4

0.065

0.017

tr

O.028

67,0

1.0

26.0

4.3

0.56

0.089

0。 24

1.5

0,046

0,012

tr

O.022

71.0

0.98

20,0

3.7

1.1

0.38

0.48

2.6

0,054

0.018

tr

O,028

72.0

1.0

17.0

5,9

0.068

1.1

0,51

0。 90

2.1

0.085

0.014

0.011

0,028

合 計 99.676 99。 475 100,123 100。 464 100。 175 99.7 100。 769 100。 34 100,716

1～ 3・6;須恵器壷K  4;須恵器董P(PL.38227)5。 8;須恵器壷L 7;須 恵器董B(Fig.45-

338) 9;統一新羅陶器 (PL.43望05)

1～ 6・ 8;SK 2001   7,SK 1942   9;SK 2084

Tab。 10 土器の蛍光X線による定量分析結果 (数値は重量比を示す)
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5木 製 品

今回報告する各調査区から,工具,紡繊具,服飾具,部材など,100点をこえる木製品が出土

した。その大半は井戸に埋没していたもので,ほ とんどが破損品である。SE 1870で は井戸の

側板に大形曲物容器の底板が数枚転用されており,SE 1375の 井戸側板の一枚には多足机の天

*f板が再利用されていた。いっぽう,10基の井戸から出土した斎串の中には完形品が多く,埋没

していた理由が,破損したために投棗された他の木製品とは異なっていたことを示している。

なお,い くつかの木製品について年輪年代測定を行なっているので参照されたい。

A 木工具 TL.45)

a 錐 柄 (1)丸棒状の木柄で, 現状では3片に割れており, 完全には接合しない。心

持丸材を利用し,周側面を維方向に細かく削って,断面をほぼ円形に整形している。一端の木

口面に不整円形の茎孔をとどめ,茎を焼き込んで挿入した痕跡がある。SE 1550出 土。現存長

さ 15 cm,径 1.0～1.2cm,茎孔の直径 0.4cm,同長さ5,lcmである。ムラサキシキブ材。

b 刀 子 (2～ 7)刀 子は7点出上した。 いずれも破損品で, 刀身を欠くものもある。
1)

2・ 3は,側面形が柄の中央部分で刀背方向に曲折する I型式に属する。 2は柄の中に鉄刀身

の茎だけが残る。SE 1385出 土。長さ 12.8cm,幅 1.6cm,厚 さ 1.3cm,茎孔 (柄元)縦 0.8

cm,横 0.5cm。 3は柄元を欠損し,割れ口に焼き込みによる茎孔の一部をとどめる。SE 1550

出土。現存長さ 12,Ocm,幅 1.7cm,厚さ 1.4cm。 41よ刀身の大半 と柄の後半部を欠 く。柄は

残存部分では曲折して為らず,長 さからみて,柄元から柄頭まで直線状の九棒であるⅢ型式 と

推定される。柄の断面形は卵形である。刀身は柄元に近い部分が残るが,銹化が進み,本来の

形状をとどめていない。 SE 1305出上。柄の現存長さ7.5cm,幅 1.4cm,厚さ 1.Ocm。 5も

刀身の前半部と柄の後半部を欠損 している。刀身は平造 り。棟厚 2.5mm。 柄はていねいに肖1

って断面精円形に整形し,柄元から柄頭にかけて少しずつ太 くつ くる。 SE 1917出 土。現存長

さ 6.lcm,柄元での幅 1,Ocm,同 厚さ0.8cm,柄の中央付近での幅 1.2cm,同厚さ 1.Ocm。

6は刀身の一部が残 り,茎部分に柄の木質が付着する。刃関と棟関をつ くり出した角棟の平造

り。棟厚 0.3cmo SE 1550出 土。 7は刀身を欠き, 柄も後半部を折損する。 柄の断面は円形

に近 く,柄元木口に茎孔が残る。柄の現存長さ 5.5cm,厚 さ 1,lcm,茎径 (柄元)0.65 cm×

0.3cm,茎孔の長さ 4.2cmo SE 1385出 土。PL.3321の 刀子は柄を欠 く刀身の一部。刃関・

棟関をつくり出した角棟の平造 り。現存長 4.6cm,刀身幅 1.lcm,棟 厚 0.2cmo SE 1550出

土。2・ 6・ 7がムラサキシキブ材, 3がアカガシ亜属材, 5が カキノキ材, 4が ケヤキ材。

C 刀子輪 (8)二 枚合せの輪 と考えられる。 小片であるために全容を知 りがたいが, 外

面は縦方向にていねいに削 り平滑に整形する。内面は浅 く参1り 熾くだけで,細かい調整を施さ

ない。 2枚合わせると,幅 1.5cmほ どの刀身を納めることができる。SE1870出土。現存長

さ 4.Ocm,幅 2.3cm,厚 さ 0,7cm。 スギ材。

d 箆 (9)ヒ ノキの板片を細長い機状に加工したもので, 身の部分は先縁にむけて やや

薄 く削っている。柄尻は両側面から斜めに削 り落して圭頭状につ くる。身の片面 と両側面,先

と う す

ら

1)奈良目立文化財研究所『木器集成図録 近畿古代編』1984,pp.3,9。



縁部分に黒褐色ないし黄白色の固形物が薄く付着している。SK1886出 土。長さ 12.Ocm,厚

さ 0.3cm,身の長さ 1.Ocn,同 幅 1.3cm,柄の幅 0.6cm～ 1.2cm。

B 紡織具 ぽL.45)

い と まき  a 糸 巻 (10)糸巻の構造は, 数本の枠木と, それを固定する横木,横木の心に通す軸

棒からなるが,10はそのうちの横木。板の中央を広 く残し,両端を棒状に削 り出して粋部をつ

くる。相欠き仕口の中央には軸穴があく。長さ8.2cm,幅 2.Ocm,厚 さ 1,Ocm,軸穴径 0.8

cmo SE1880出 土。ヒノキ材。

む  b 紡 輪 (11)Jヽ さな円板の中心に糸巻棒をとおす紡錘車で,糸巻棒は残っていない。周

縁部は両面から削って薄くつくる。ヒノキ柾目材。SK 1886出 土。直径 3.4cm,厚 さ 0.5cm。

C 服飾具 ばL.45)

ひお うぎ  a 檜 扇 (12)薄 いヒノキの割板でつくった白木の檜扇。 3枚分の骨がある。末は方頭

形であるが,片方の角を斜めに切 り落している。なかほどから本にかけて両側縁を削って綾状

に狭め,下端は半円形にそろえる。下端から 2.5cmの位置に要孔があく。かつうは骨の中央

付近に綴じ目をいれ,あるいは側面にV字形の切 り込みをいれて綴じ合わせるが,12に はいず

れの加工もない。綴じ目なしで綴じ合わせたのだろう。 SE2020出土。長さ 23.Ocm,末幅

4.5cm,本幅 1.3cm,厚 さ 0,15～ 0.2c血。

たて ぐし  b 横 櫛 (14～32)横長の板材の一側縁から細い歯を挽き出し,表面を平滑に研磨した

横櫛で,7基の井戸から合計19点出土した (Tab.m,Fig.51)。 中でもSE 1555の 最下層から

7点まとまって出上したのは注意をひく。すべて破損品で,全形のわかるのは20だけである。

棟の断面形は九くつくられているもの (a類)が多 く,圭頭形になるもの (b類)や角張った

稜をつくるもの (C類)は 数点に限られる。高さ5,4cmの大形品 (20)か ら,1.8cmの 小形

品(16)ま で大小各種のものがある。3cmあたりの歯数は23本から43本の間にあり,平均歯数

は30本。概して棟の断面形が b・ C類のものは歯の間隔が粗い傾向がみとめられる。 a・ b・

C類いずれも,表面はきわめて平滑に研磨されている。歯の両側面も挽き放しではなく,研磨

され,歯元に比べて歯先に近い方がわずかに薄くつくられている。歯の断面形も扁平な凸レン

ズ状を塁しており, これも研磨による整形である。櫛の歯の間隔は, 用途によって加減され

る。つまり,髪をとかし,も つれ

を防ぐための櫛は歯が粗く,髪を

流き,汚れを取 りのぞくための櫛

は歯が密につくられる。横櫛は一

般に後者の範疇に入るが,今回報

告する横櫛の中でも,歯の間隔に

精粗の違いがみられる。歯と歯の

間隔をとくに歯元の部分で計測し

てみると,広いもので 0.6mm前

後,狭いものでは0.4mm前後で,

ｉ
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横櫛実測図 (1:2)



遺構 幅 cm 高さ cm 厚 さ mrn 歯長 cm 歯数 歯厚 mm 歯間隔 m 分類 材 質

・４

・５

・６

Ｖ

・８

・９

２０

２．

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３．

３２

SE1305

SE1305

SE1305

SE1365

SE1550

SE1550

SE1555

SE1555

SE1555

SE1555

SE1555

SE1555

SE1555

SE1560

SE1560

SE1560

SE1560

SE1867

SE2070

2.3

4.9

3.4

4,7

1.8

5.2

13.7

7.1

9.0

5.6

5.0

7.8

1.5

6.2

4.4

1.4

2.1

2.2

3.8

1.8

5,2

3.1

3.5

2.8

3.4

6.8

8,0

3,7

8.8

8.4

4.2

8.0

8,4

5.9

7.4

5,9

4.7

4.8

6.8

3.2

6.1

6.9

9。 3

5,8

1.4

3.3

2.2

2.6

2.4

2.5

３０

２７

４３

２６

２９

２７

２７

２３

３３

２７

２６

３４

３０

３．

３５

３４

３２

２８

２７

0.55

0.52

0。 55

0.55

0.50

0.55

0.85

0.45

0.53

0.55

0.45

0.50

0。 45

0。 45

0.55

0.48

0.59

0。 35

0.66

0,60

0.50

0.55

0。 44

0.51

0.65

0.50

0,39

0。 43

0。 41

0.64

ツ   ゲ

イスノキ

ツ  ゲ

イスノキ

ツ  ゲ

イスノキ

ツ   ゲ

イスノキ

ツ   ゲ

イスノキ

ツ ゲ

(幅は現存値,歯数は本/3cm,分類は背の断面形)

Tab。 11横 櫛 寸 法 表

最も狭いのは16の 0.35mmである。16は最小の横櫛で,歯の厚さも最も薄 く,歯の密度も3cm

あた り43本 と他に比べ多い。0.35 mmと いう間隔は,す くなくとも歯元の近 くでは,歯を挽き

出す鋸の幅を示すものであろう。参考までに,近年まで製作が続けられているツゲ櫛の加工に

使われている歯挽き用鋸の幅は横櫛のアラ歯用の 1.3mmか ら,椀き櫛用の O.35 mmま で数
1)

種類ある。最も薄い鋸の幅が出土品にみられる歯の間隔の最も狭い寸法と一致することは興味

深い。

C 竪 櫛 (12,Fig.52-1)縦長の板材の一端から長い歯を挽き出した櫛。他端は弧形を 3 た て ぐし

つ連ねた形につ くり,中央の両側辺を弧状に快って,握 り部分 とする。歯の切 り通し線は直線

状であるが,亥」線を施してはいない。歯の部分は左右端を欠き, 3本 の歯が残る。本来は11本

2

:3)Fig.52 竪櫛の出土例 (1

1)石川裕子「つげ櫛職人J『埼玉県立民俗文化センター研究紀要』第 3号 1984,pp.1～ 32。



まげ もの

か き しぶ

前後であったと推定される。歯の密度は 8mmにつき1本で, 鋸で挽き出したのち, 削って

厚さ 2～3mmの痛平な板状に仕上げ,先端は剣先状に尖らせている。長さ 16.5cm,握 り部

分の幅 3,lcm,厚 さ 1.5 cmo SE2020出 上。ツゲ材。

本例に類似した竪櫛が平城宮 6AAD区基幹排水路 SD2700か ら出土している (Fig.52-2)。

それに比べると本例は粗製で分厚く,歯の密度も粗い。また平城宮 6ABP tt SD3715か らも

同じ位の大きさの竪櫛が出上している (Fig.5雰 3)。 これは一端に太くて長い歯を, 他端に細

く短い歯を挽き出した精製品である。

D容 器 ばL.46～48・ 50)

a 円形曲物 (33～51)円形曲物は13基の井戸から合わせて16点 ,SK1886か ら3点出土し

た。完形品は少なく,多 くは底板と側板が分解している。底板は原則 として正円形であ り,中

でも43では,正円形につ くるために,周縁端部に施したコンパスによる刻線が部分的に残って

いる。それに対 して33や38の ように,底板の直径が部位によっては 0.5～ 1.lcmも異なるも

のがある。使用材は,35の底板がスギ材,ほかはすべてヒノキである。

底板の大きさは, 小さいもので 直径 9,lcm, 大きいもので 33.9cmあ る。 大半は 15～ 20

cmの間にあるが, はっきりとしたまとまりはみられない。モヽずれも底板を側板の内側にはめ

込み,側板の上から木釘を打ち込んだ釘結合曲物である。33・ 34・ 36・ 38は容器の内面に柿渋
3)

様の塗料を塗っている。

円形曲物の 完形品は 4点ある。 33は側板の上縁端部が 土圧で

変形し大部分を欠失しているが,高 さ 14.Ocmに復原できる。側
4)

板は重ね合わせ部分で樺皮紐を使って綴じ合わせる。側板の綴じ

た 合わせは 2箇所で, 1列外 5段綴じと1列内3段綴じである。側

が 板は板日材の薄板で,内面に縦平行線のケビキをいれる。底板と

は8カ 所に木釘を打ちこんで接合するが, とくに側板の重ね合わ

Fig 53 円形曲物34の接合法 せ部分に 2本ずつ接近させて 2箇所に打ちこんでいる。この曲物

1)奈良国立文化財研究所『昭和61年度平城概報』

1987, p.21。

2)奈良目立文化財研究所『平城宮報告XI』
.1982,

p.196。

3)柿渋というのは, とくに渋味の強い柿から抽出

したもので,そ のまま塗料として用いたり,油 ,

墨,糊などと混ぜ合わせて, 防腐や 防水のため

に,紙や布,木材などに塗られた。文献史料で,

柿渋の使用の形跡が確かめられるのは,鎌倉時代

に成立した『源平盛衰記』の中にみられる「渋塗

りの立鳥帽子」 という記述が最も古い。 (稲見聖

子「赤山渋の生産と流通」『埼玉県立民俗文化セ

ンター研究紀要倉1刊号』1984,7,pp.81～ 114)。

4)曲物側板の綴じ合わせ方法の表記は奈良国立文

化財研究所『木器集成図録 近畿古代篇』(前掲)

7アイ

の次の記述に従 う。「まず側板の外面にあらわれ

る樺皮綴じを1列綴じと2列綴じに区分する。 1

列にしろ2列にしろそれぞれの列が何段の樺皮綴

じで構成されているかによって, 2段 とか 3段 と

よびわける。つぎに樺皮綴じの綴じはじめと綴じ

終 りが,叡I板の上下縁外側なのか,それとも上下

縁の内側かによって,前者を外綴じとよび後者を

内綴じとよびわける。また上下縁のいずれか一方

が外綴じで一方が内綴じの場合は例えば上外下内

綴じとよが ことにする。 このように して以下で

は, 1列内 3段綴じ, 1列外 4段綴じ, 1列上外

下内3段綴じなどとよびわける。 2列の場合には

側板外面の端に近いほうを前列とし,遠いほうを

後列として例えば前上外下内3段後内2段綴じと

よがことにする。」(同書 pp.47・ 48)。



容器の内面には全面に柿渋様の塗料が塗付されている。SE 1555出 土。外径 17.1～ 18。 2cm。

34は側板の下部にもう一重の範をはめた釘結合曲物。側板の綴じ合せは2箇所, 2列前上外

下内5段 。後上外下内4段綴じと1列内3段綴じである。範は幅が3.Ocmあ る。籠の綴じ合

せは2箇所で, 2列前外 2段・後内 1段綴じと1列内2段綴じ。底板との結合木釘は7箇所,

ほば等間隔に打ち込んでいる。なお側板との密着をはかるために,側板の囲側面を浅くくばま

せている (Fig.53)。 内面には全面に柿渋様の塗料が塗られている。側板は柾日材,籠は板目材

である。SE2020か ら出土した。外径 17.0～18.2cm,高 さ10,9cmである。

35は内面全面と側板外面,底板外面の広い範囲に黒漆が厚 く付着している。漆容器として用

いられた釘結合曲物。側板の綴じ合わせは2箇所, 1列上外下内 5段綴じと1列内2段綴じで

ある。底板との釘結合穴は,該当部分が漆で厚く被覆されているので確認しにくいが,ほぼ等

間隔に 5本の釘が打ちこまれていると推定される。SE 2070出 土。外径 23.1～ 23.8cm,高 さ

5。 9cm。 この曲物の側板は,他 と同様にヒノキの薄板が使われているが,底板はスギ材である。

36は曲物柄杓の身で,柄は残っていない。側板の綴じ合わせは 1箇所で, 2列前上外下内 4

段・後上内下外 3段綴じ。側板重ね 合わせ部分の上寄 りに, 1.5cm四方の方孔をあけて柄子と

とし,対応位置のほぼ中位に直径 0.6cmの 円孔を貫通させている。内面全面に柿渋様の塗料

が塗付されている。SE2020から出土した。外径 13.6～ 14.Ocm,高 さ10,8cmである。なお

年輸年代測定の結果, この底板の最外年輪年代は716年であることが知られる。

b 長方形曲物 (52・ 53)四隅を丸く切 り落した長方形の底板に低い側板を結合したもの

で,折敷,折櫃とよばれるもの。52は側板の大部分が破損しているが,ほぼ全形を復原するこ

とができる。側板は底板の周縁のやや内側に置いて樺皮紐で結合し,底板の長辺に各 2箇所,

短辺に各 1箇所, 2孔一対の結合孔があく。側板の位置には浅い溝状のアタリ痕跡が残ってい

る。側板の内面四隅に縦平行線のケビキがはいる。 スギ材。SE 2020出 土。長さ 24,Ocm,幅

19 cm以上,高 さ 5.6cm。 53は 52よ りも大型の長方形曲物の底板の破片。側板と結合孔一対

があり, 中に樺皮紐が残る。底板の厚さ0.8cm。 ケンポナシ材。SE 1315から出土した。

C 蓋 板 (54)円形の板状品で,ス ギの板 目

材の木裏側の周縁を斜めに肖Jり 落して縁端を鋭 く

つ くる。容器の蓋として使用したものだろう。SE

1917か ら出土した。直径 15.6cm,厚 さ1.0～ 1.2

cmである。

d 大型曲物 (55～62)長径が 60 cmか ら70

cmに およが大型の曲物で 3点ある。 その うちの

7点は SE 1870の 井戸側縦板 として再利用されて

いたもので,いずれも縦方向に割れた破損品であ

る。62は SE1867か ら出土。側板を残すのは60・

61の 2点だけ。底板の加工は,長径方向にや りが

んなで削ってととのえているが,表側 と比較する

と,裏面の整形は粗略である。

側板 と底板の結合は,底板 よりひとまわ り小さ

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

SE1555
SE2020
SE2070
SE2020
SE1550
SE1335

6。 3-17.4
.2-22.3

13.1

.3-13.6

[23.2]

SKl
9.2～ 19,7

6.1-16.4
16.4

16.3

20.2

17.4

SK

SKl

うるし容器

ひ し ゃ く

お し き

おりゅうず

た

SE1335
SE1867
SE1305
SE1560
SE1385
SE1870
SE1870
SE1867
SE1315
SE1917

.9-14.4
17.4

21.6

15.9

20.0

23.7

9。 1

33.9

(復原値),[現存値]

Tab.12 円形曲物底板寸法表

厚さcm釘穴数 木取

1.0  9 板 目

1.2   7 板 目

0,7    4  石こ目

0.9   5  -
0.8 (4)板 目

0.6～0.7 3 板 目

0.5～0,7 (3) 柾 目

0.5   (5) 柾 目

0.5～ 0。 6(2)柾 目

0.5 (0)柾 目

0.5    4  柾 目

0.6～0.7  4  柾目

0.5   (2) 柾目

0.6～0.8(2)板 目

0。 7～0.8 (1) 紅 目

0.6～0.8(1)板 目

0.7～0.9 (2) 柾 目

0.5   (0) 左E目

0。 8～0.9 (2) 板 目

r′J



い側板を底板の上にあてて,底板に 2子と一対,側板に 1孔を

あけ,樺皮で結い合わせる方法がとられている。これを樺皮

結合曲物とよが。樺皮結合曲物には,底板上面の周縁を一段

低 くつくり, ここに側板をたてて樺皮紐あるいは樺皮紐と木

釘で結合するもの (樺皮結合曲物A)と ,低い段をつくらず
1)

に樺皮紐だけで結合するもの (樺皮結合曲物 B)力 あ`る。

材質は55がスギ,他はすべてヒノキである。55・ 56・ 57・

62は樺皮結合曲物Aで,釘は使わず,底板の周縁を一段おと

して,樺皮紐だけで底板 と側板とを結合している。底板の周

縁の一段低 くした部分は,外側から内側へ傾斜する面につ く

ってお り,側板の固定がはかられている。

全体は楕円形を呈し,55・ 56・ 62では長径方向の両端を幅

広 くつ くって把手としている。57も 同様 とみ られる。55・ 56

は一端の把手部分を欠損しているが,破損面には手斧で切 り

目を入れて折 り取った形跡をとどめる。また56では,長辺側

樺皮結合曲物 B  の割れ目に沿って 3箇所に補修用の小孔が うがたれているの

Fig.54 樺皮結合の模式図。  で,井戸枠に転用される以前に,すでに破損し,修復して使

われていたことがわかる。

58も樺皮結合曲物Aであるが,底板周縁の一段低 くした部分が水平面である点が55・ 56な ど

と異な り,把手もつくられていないと推定される。これには側板 との樺皮結合のための 1衝所

に 3孔あく部分もあ り, 側板の内側に接 した 位置にも2箇所,小孔が うがたれている。 また

割れ面に沿った 2箇所に修復用の小孔があく。58には長径方向の両端近 くに長方形のはぞ穴が

切 り取 られている。 この方形孔の心心間寸法は 49.5cmあ り,切 リロは粗い。 SE 1870の 井戸

枠に転用された際の加工 とはみなしがたく, また曲物製作時にあけたものとも考えられない。

59・ 60・ 61は樺皮結合曲物 Bで,おおむね長方形を塁し,両端の短辺を弧状につ くる。58には

55な どと同様に両方の短辺に幅広の把手がつ くりだされている。60と 61には側板の一部が結合

された状態で残っている。この 2点には,側板をたてる位置にあらかじめ施された刻線が断続

的にみとめられる。59以外では,底板の裏面に直線状の刃物痕跡が無数に残ってお り,姐 (ま

ないた)の ような使われ方もあったことを示している。また60の底板の裏側には,小範囲であ

るが 2箇所に黒漆が付着している。62が柾目材,55が斜柾目材である他は,いずれも板 目材が

使われている。大きさは56が長さ73.Ocm,復 原幅 48.Ocm。 59が長さ70.5cm,復 原幅 55.8
2)

cm。 60が長さ 65.4cm,復 原幅 43.5cmである。

e 把 手 (63)心持ちの九棒の一側面を平坦に削 り落した芯材に,幅 3mmの 樺皮組を

斜格子状に編みつけたもの。現状では樺皮紐がかな り緩んでいる。SE1335から出土した。 芯

樺度結合曲物 A

1)奈良国立文化財研究所『木器集成図録 近畿古

代篇』(前掲)p.48。

2)類品が奈良県桜井市大福遺跡で出土している。

井戸枠に転用されていたもので,底板には55や56

と同じように,精円形の長辺の両端に把手部分を

′/b

つくる。法量も 69 cm× 48 cmと 共通している。

ただし底板と側板とは樺皮結合B方式によって結

い合わされており,今回報告するものの中にはみ

られない。桜井市教育委員会『桜井市大福遺跡・

西之官黒田地区発掘調査報告書』1987参 照。

梓度結合曲物 A



材は ムラサキシキブで,直径 0,7cm

である。

f 漆器鉢 (64)九条条間小路の南

側溝 SD 1495か ら出土した漆器の破

片。漆器は木質部が腐蝕して失われ,

内外面の漆膜だけが遺存している。破

片は 口縁部のもので,口径 17.5cm,

器高 8cmほ どの鉢形の器であったと

推定される。口縁部は全体にゆるやか

に内湾し、端部は丸 くおさめる。漆膜 Fig.55 大福遺跡出上の大型曲物復原図

の裏側には木地であるケヤキ材の組織痕が明瞭に残っており, このことから布着せをせずに素

地に直接黒漆をかけたことが知られる。漆膜の厚さは内外面とも 0。 4mm前後で,均質に塗ら

れている。素地は挽物で,心を避けた材の側面から器をロクロで挽き出した横木取 りの製品。

素地は lmm強の厚さに復原でき,きわめて薄い。

E 食事具 ばL.50)

a 杓子形木器 (65・ 66)65。 66は痛平なヒノキの板 目材から“しゃもじ"に似た形をかた

どったもので, 2点 とも同じ形態。身は縦長で狭 く,先縁はゆるやかな弧形につ くり,刃のよ

うに薄 くしている。身の側縁も表裏両面から斜めに削る。柄は身との境から撥状に幅を狭め,

末端は尖る。65,66と も SE 1550掘 形出土。65は全長 28,7cm,身の長さ 10.Ocm,同 幅 3.6

cm,同厚さ 0.5cm。 66は全長 25,lcm,身の長さ 8,7cm,同幅 3.6cm,同厚さ 0.5cm。

b 箸 (67・ 68)ヒ ノキの木片を小割 りにしたのち, 棒状に整形したもの。 67は一辺 0.5

cmの角棒につ くるが,68は角を削 り落してやや痛平な丸棒につ くる。 68には柿渋様の塗料を

塗っている。平城宮 6AAB区土坑 SK820出上の完形品 302点の計測値をみると,いずれも直

径は 0.5cm内外で,最大の長さ 24 cmか ら最小の長さ 14 cmま でばらつきがあるが,その
1)

うち長さ 17～22 cmの箸が全体の80%を 占めている。したがって67,68も 箸とみなしてよか

ろう。 2点 とも SE 2020か ら出土した。67は長さ 21.lcm, 68は長さ 21.3cm,直径 0。 4～

0.5cmである。

F部 材 (PL。 50)

多足机の天板 (91)SE1375の井戸側板に転用されていたもの。 本来の天板の長辺の 両側

を欠き,短辺の両端に丼戸枠組みのための仕日が切 り取 られている。ヒノキ板 目材の木表を机

の天板の表面に,木裏を裏面に使っている。板裏の短辺寄 りに厚さ l cln,幅 7.9cmの ,断面
2)

が台形を呈する脚座をつくり出し,脚をさし込む柄子とをあける。現状では 4.8cm間 隔で各 5

し ゃ も じ

し

つ く え

1)奈良国立文化財研究所『平城官報告Ⅶ』1976,

p.120。

2)東大寺正倉院に伝わる多足机には18,22,26,

28,32足 の例がある。

′′7



箇所に残る柚穴の中には,穴底に 2つの小さな円孔が貫通するものと, 1つあくものが 1つず

つある。さし込んだ脚を固定するための釘穴であろうか。長さ 84.lcm,現 存幅 21.0～21.8

cm,厚 さ 1.5～ 1.8cmである。

G 祭祀具 ばL.49j

し

し

ぐ

ぐ

い

ゆ 雨引

~語
轟下下

~垂

式

単位 :cm,( )|ま推定

Tab.13斎 串 寸 法 表

斎 串 (69～90)細長い 薄い板の両端

をとがらせ,側面に切 り込みなどを施した

串状品で,祭祀具の一つ。斎串は聖なる区

域の結界をあらわし,外部の悪気を遮断す

るという役割を担っていたと考えられてい

る。今回出土した22点の斎串はすべて井戸

の埋上の中から出土した。いずれもヒノキ

材である。

SE 1315か ら3点 (70～72), SE 1560か

ら3点 (76～78),SE 1867か ら5点 (80～

84),SE1870か ら5点 (85～ 89)と , まと

まって埋っている傾向がみ うけられる。中

でも SE1315の 2点 (70・ 71)や SE1870

の 5点 (85～89)は形状,木取 りともほぼ

同じであ り,同一材から製作されたものと

考えられる。これら22点の斎串は井戸に関

長 さ 厚さ 木取

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

SE1305
SE1315
SE1315
SE1315
SE1335
SE1530
SE1550
SE1560
SE1560
SE1560
SE1555
SE1867
SE1867
SE1867
SE1867
SE1867
SEl
SE1870
SE1870
SEl
SEl
SEl

CⅣ
CⅢ
CⅢ
CⅢ
CⅢ
CI
CⅢ
CⅢ
CV
(CV)
CⅣ
CⅢ
CⅢ
CⅢ
CⅢ

(CⅢ)

CⅢ
CⅢ
CⅢ
CⅢ

(CⅢ )

(CⅣ )

(20.1)

(18.1)

18.8

15.5

19.0

18。 1

17.6

(19。 2)

(31)

22.0

18.3

17.2

(14.6)

22.8

21.9

(21,9)

3.05

1.9

1.7

1.5

2,1

2.2

(2.0)

(2.0)

1,5

(2.5)

2.2

3.2

2,7

2.3

(2.1)

2.6

2.6

2.7

2.7

2.4

2.7

0.3

0,1

0.2

0。 2

0.1-0.2
0.1～0.2

0,3

0.2

0.2

0.15

0,2

0.2-0.3
0。 1～0.2

0.2

0.25

0.2

0.2

0.2^ψ O。 1

0.15

0,1-0.2
0.1

0,3

柾目

板目

板目

柾目

板目

板目

板目

板目

板目

柾目

柾目

柾目

柾目

柾目

柾目

柾目

柾目

柾目

柾目

柾目

柾目

柾目

わる祭祀に使用されたものであろう。22点 とも上端を圭頭状にして,下端を剣先状につ くった

もので,さ きに分類した型式に従 うとC型式に属する。側面の切 り込みには,上端近 くの側面

の左右 1箇所に施したもの (C一Ⅲ型式)が大半を占めるが,74の ように切 り込みがないもの

(C一 I型式)や 69・ 76の ように切 り込みが 2箇所のもの (C一Ⅳ型式)も ある。なお83は圭

頭の頂部から割 り目をいれている。77は側面の左右に上方から3回 ,下方から少 くとも2回切

り込みをいれる (C一 V型式)。 78は上下両端を欠き, 確証はないが,C一 V型式の斎串と考

えておく。79は両側面の左右対称位置の 7箇所 (推定)に三角形の切 り欠きを施すもの (C一

Ⅵ型式)。 90も C―Ⅵ型式かと推定される。

H その他の本製品 ばL.50)

92・ 93は荷札形の木筒で,表面に墨痕のないもので, こノキ材である。 2点 とも SK1886か

ら出土した。

94は,先端を針状にとがらせた断面円形の小さな製品。周側面は縦方向にていねいに削 り,

上端は斜めに削 り落す。削 りの痕跡は摩耗せずによく残っている。用途不明。SE 1560出 土。

長さ 2.6cm,上端径 0.5cm, ヒノキ材である。

1)奈良国立文化財研究所『木器集成図録 近畿古代篇』 (前掲)p.70。
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95は細長い薄い板の一端を圭頭状につ くり,他端を一側面から大きく,他側面から小さく斜

めに削 り落したもの。後者の削 り落し端部は傷んではいるもあの,原形を保っている。表面の

削 り調整は粗略であ り,斎串の下半部を削 り落 したものかとも思われるが確証はない。SK1886

から出上 し,長さ 9,9cm,幅 3.2cm,厚 さ 0.3cmである。ヒノキ材。

96は弧状につ くられた幅 2.8cm,厚 さ 2.5cmの 角材で,広葉樹であるシキ ミの心去 り材を

使っている。中央部分を lcm厚 くして,そ こに綻 1.6cm,横 2,Ocmの方孔を側面か ら貫通

させている。上下に貫通する釘穴が 4箇所あ り,その うちの 1つ には断面が一辺 0。 6cmの 方

形になる角釘が残る。この釘は下端を久失 しているが,平 らに叩きのばした釘頭を直角に折 り

曲げる折頭釘である。釘を打ち込む場所には,あ らかじめ,す り鉢状のくばみを削 り込み,お

そらく釘穴も前もって穿っていたと思われる。作 りは全体に粗略で,一部に樹皮をとどめてい

る。SE1555から出土した。長さは 31.3cmで ある。

97は広葉樹 (ア カガン亜属)の心去 り角材を加工したもの。一側面を中央から両端にむけて

少 しずつ削 り込み,端近 くに切 り込みをいれる。一端を欠 くが,おそらく切 り込みは両端に施

されたのだろ う。加工は粗略である。SE1870か ら出土 した。現存長さ 44.lcm, 中央部での

幅 4.4cm,同厚さ 2.8cm,末端部の幅 3.5cm,同厚さ 2.8cmである。

98も 97と 同様にアカガン亜属材に削 り加工を施したもの。細長 くて分厚い板材の末端先縁を

表裏面から斜めに削 り落して鈍い刃状につ くる。 この先縁近 くの一面は表面が摩耗 している

が,他面は削 りの痕跡がはっきり残る。加工は粗略である。 SE1867か ら出土した。現存長 さ

36.8cm,先縁近 くでの幅 6.4cm,同厚 さ 2.Ocmである。

99は SE1870の 井戸枠縦板の一枚に転用されていたスギ板材 (PL.46)で ある。長方形の分

厚い板 目材の四周を,短辺の縁辺は幅 4cm,長辺側は 2～3cm幅に,片面から削 り
'落

して傾

斜面につくる。また,両短辺の縁端近 くに各 2箇所,両長辺側に各 4箇所,直径 4～5mmの

釘子とが残る。表裏両面ともにやや腐蝕 しているが,製作時の表面削 り整形の痕跡がみとめ られ ,

他に加工痕跡等はない。縦 35.5cm,横 66.Ocm,厚 さ 2.2～2.4cmである。

100は冠の残片である。 荒目の織物に黒漆をかけたもので,冠の下端の周縁都と推定 される かんむ
1)

部分 も残っている。類品は平城宮跡 6AAO区土坑 SK219出 土品の中にもあ り,奈良県東大寺

正倉院に伝世する「礼服御冠残欠」ともほぼ共通する。この種の冠は,古文献にみる「漆冠」,

2)

「漆沙冠」 と考えられている。

1)奈良国立文化財研究所『平城宮報告Ⅱ』

p.75,PL.56-1。

2)関根真隆『奈良朝服飾の研究』

^V187・ 194・  195。

1974, pp.182

どと9
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6 木簡・漆紙文書・墨書土器

今回出上した文字史料には,木簡・漆紙文書,それに墨書・亥J書土器などがある。

本簡は2点出土したのみで,しかもうち 1点は井戸の粋板に書かれたものである。漆紙文書

は十四坪東半の SK2001か ら計66点出上した。しかし小さい断片が多く,釈読できないものの

割合が高い。平城官・平城京では,これまでに他に 6件の漆紙文書の出土例がある。しかるに

京内出土例の 5件はいずれも左京におけるものであり,右京での出土はこれが初めての例であ

る。墨書・亥J書土器は発掘区内各所の溝・井戸・土坑等から125点 出上した。

A 木 簡  (PL.51)

(1) 秦五匠コ米一斗 十一月十七日□ 164× 25× 5 051
1)

十四坪の井戸 SE1867か ら出土した。地名表記がなく,「人名十米」という表現をとる。類似

した表記は,東隣の十一坪の調査の際,西一坊坊間大路西側溝 SD920か ら出土した木簡「千

麻呂米□」にも見られ,千床呂の所有ないし管理する米を整理するために作成されたものと考

えられている。今回出上したものも同様の性格をもつものであろう。

な消,「秦」は氏の名であろうが,秦氏といえば天平 5年 (733)「右京計帳」(実際は計帳手

実)に よって,右京八条一坊に少初位上秦常忌寸秋庭を戸主とする戸のあったことが知られる

(大 日本古文書第一巻494頁 )。 この戸が八条一坊の何坪に属したものかは残念ながら不切であ

るが,一坊内に秦氏の分布がみられることは注目される。

それは秦氏が奈良時代において鋳造の技術を有し,大蔵省被管の典鋳司の鋳工には秦氏が多
3)

いという特徴のあることが平野邦雄氏によって指摘されているからである。本遺跡の鋳造関係

工房の性格については,第V章-5において渡来系技術者の雑二人との関係の可能性を指摘し

ているところであるが,こ の木簡はそれにひとつの補強材料を与えるものといえよう。

[口ヵ]

私□

□笑竹
稲三

稲稲

稲稲

弊医私和笑竹

和

措捨 私兌

退誠話                                 790× 186× 39 061

十四坪の西辺に位置する井戸 SE1550の枠板に書かれたものである。同じ文字が重複して書

かれ,習書 と見られる。

1)かつて SE1880と したことがある (奈良国立文

化財研究所『昭和 61年度平城概報』 1987,p.

76)が,本書では,遺構番号をこのようにあら

ためた。今後はこの番号によられたい。

/20

2)奈良国立文化財研究所『平城京右京八条一坊十

一坪発掘調査報告書』1984,p.37。

3)平野邦雄「帰化系技術の二系統」『大化前代社

会組織の研究』1969,p.162。
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B 漆紙文書 (PL.51・ 52)

(1) 董拾

□

「壼」の左側に, 第 4画 日と重なるように細い縦の線が見えるのは, 墨界線であろう。現状

*では「拾」の横まで伸びているようには見えない。

鬱) 董拾陸□

(1)と 同じく大字を用いている。また,字の大きさ,筆跡とも(1)と よく似ており,本来(1)と 同

じ文書に属する断片の可能性が大きい。

2本の縦界線の間で,横界線の上の部分に文字が残る。「五」が書かれた部分は,紙が文字

面を内側にして湾曲しているため,見えにくい。「五」の下の横界線は,「五」の第 4画 日と重

なっている。界線の間隔は約 16 mmあ る。 内容はなんらかの内訳を示すものらしい。余白か

* らみて,「女」の上にはすぐ続 く文字はない。したがって「五」の行は男の数を記した可能性が

高い。横界線以下の 2箇所に墨痕がないことは,こ の文字部分が文書全体の末尾部分,ないし

は一定の区切にあたることを示すと考えられる。

(4) ・
司目

学    ● 匡コ

口

縦横の界線がかすかに見える。縦界線は横界線の下へ仲びないから,文書の下端部にあたる

と考えられる。「女」と左上の文字の位置関係からすると,「女」は割書きであろう。

侮) コ子

キ     小子

「小子」は 4～ 16才の男子を表す用語であり(戸令三歳以下条),右行の「 コ子」もやはり年

令区分を表す語と考えられる。

′2′



俗)    □□
il l :..:

□部石村戸□

コ財女□

回

「田部石村Iは戸主であり,「コ財女Jはその戸Hと推測される。

(7) 戸主

左文字であり,紙背に書かれたものである。

僧) 婢

0) 歳

「歳」の上には少なくと―も一文字分余白がある。整った真書で (1)0)と 同筆の可能性がある。

そうであるなら(1)("は年冷表記と考えられよう。

401  回層売

□売
[天己

']
女性名を連記したもの。

tll ,□

〔□塩麻E
・ Eコ

□

塩麻呂という男性名の断片であろう。

⑫   口  口

口知君子□
[マ ヵ]

□

④
― □戸

⑭   □
弐人

ω  匠コ子

151と 同じように年令区分を示すものであるうか。あるいは傷)と 同筆か。

凛
　
　
　
　
　
…

′22



00 ・□参拾

□□

。□□七

表裏の文字は大地が逆である。

llD 伯陸拾玖□

回□□□

左文字である。

te  郡司

「郡Jの上には余由があり,郡名の記載はなかるう。

① 。□□

□奉塩

●  □

回臣

□□

④  □

寮牒

某寮の発給した牒と思われる。

[須ヵ]
口□

□□小
[淳,]

□

道法御□

世天□□口□梵vb従回

回作證口□彼説法初妙

□□口兵回浄願□□

□曇□

「梵心」「説法」等の語旬から,仏典の‐節―とみられる。一紙が二つに折りたたまれている。

これは漆液の蓋紙を捨てる際に|,漆に撤れていた面を内側にして折りたたんだためである。釈

文は表裏の写真をつないで作成した。

9つ

②

′2J



い ・ 回周―□

正覚男□

□師号佛
[人,]

□

・ 目

□

□

これも「 正覚J「悌J等から,仏典の一節とみられる。記累話 は,仏の名号の一つ「天人師」

であろうか。表裏は別紙である。②と同筆であろう。

② 。国習

悦回
[標ヵ]

口□

う口

「悦」も「悸Jも ともに「 よろこが」の意である。

の  口□口

歎歎

右の1行の3文字は同じ文字のくりかえしと見られ,左の行とともに習書とみられる。右行の

字の芳の下半部は「寸」であり,「寺」のように見える。

い 。広富□

°

ユ ェ]

表は人名の一部であろうか。この文字の一部にかぶさるよう鳴 右にもう一紙が上に重なっ

ており,さ らに右に文字が書かれているが読めない。

働 ・ 口

得

□

● □

回

の  回日□

の  Eコ
回也―

「也」の上の字の下半分は」心Jである。

ど24



[廃ヵ]
・□□

□□

□
。□□□

C 墨書土器

1)

墨書土器・亥J書土器は,大和郡山市教育委員会による調査で27点 (う ち刻書 7点),第 156-32

次調査で 2点,第168次南・北調査で85点 (う ち刻書10点 ,1漆書 1点),179次調査で11点 の,合

計125点 (う ち刻書17点)が出土した。 125点中須恵器108点,土師器17点 と須恵器が圧倒的に

多く,ま た,器種としては杯が多い。墨書の位置は杯 。皿とも底面外部にあるが,杯蓋では頂

卜部外面 6点,頂部内面 5点,内外ともにあるもの2点 と内面・外面ほぼ同数である。それに須

恵器壷の高台内に書かれたものも1点ある (Tab.1■70)。

以下,注目されるものを選んで若千の注釈をつける。

十 (1～ 15・ 46・ 47・ 71・ 72)× (16・ 17・ 48～52)「 +」 か「 X」 かは判定しにくいが直角に

交わるもの,縦線が横線に比して特に長いものを「十」とし,二本の線が直交していないも

卜 のを「×」とした。「十」も文字というより記号と考えるべきであろう。十四坪西の西一坊
2)

大路東側溝の発掘調査でも「 +」 の墨書 。「×」の刻書土器が出上している。

'(20)↑
(53～58)こ れは南じものかもしれない。ヤヽずれも完全に残っているものはな

く,残存している部分から類推した形である。「十」ないし「×」に半円がかぶさった形で

あり,先の「十」「×」となんらかの関係があるかもしれない。

卜替 (42)容 器の内容物を示すものであろう。

木 (37～ 39)37。 38と も第 2画の縦棒を下に長く伸ばしている。 また, 37は一旦ヘラ書きし

た上から墨書している。39は「木」の右肩に小さい丸がつく。

W(60～63)記号であろう。「守」(64)も 同じものであろうか。

佃 (43)佃 のつく氏の名はこれまで知られていない。人名の一部であろうか。

Ⅲ常麻呂 (24)こ の容器の所属を示す墨書であろう。

井 (29～ 33)・ 井□ [家ヵ](25)氏名か人名かは不詳だが,「井家」という表記からすれば氏の

一部であろうか。 かつて十■坪東の西一坊坊間大路あ西側溝 SD 920を 調査した際にも,

「井」墨書が 3点出上している。

西 (40・ 41)十一坪東の西一坊坊間大路西側溝 SD920か らも2点出上しており,本遺構出土

■ のものともども,西市に近いことと関連するものかもしれない。

■ (65)墨点を梅鉢状に5箇 とその中心に 1箇配する。 単なる記号か,あるいは何らかの呪

術的意味を有するものであろうか。

1)本書では,便宜上,墨書・刻書のほか箆書,漆  京八条一坊)発掘調査概要報告』19吼 p.25。

書によるものも含めて記述することにする。    3)p.120註 2)前掲書,p.32。

2)大和郡山市教育委員会『平戎京西一坊大路 (右  4)註 2)に 同じ。

⑭



番号1 内 容

器 杯A

″ 杯 B

″  皿C

器杯ヵ皿

恵器 杯A
″ (不明)

″ (不明)

〃 (不明)

〃 (不明)

″   皿

″ (不明)

土師器 杯A
須恵器(不明)

上師器杯ヵlll

″ 杯B

須恵器 杯蓋

″ 杯B

″ 杯A
〃 杯Aヵ

″ 杯A

″    』■

土師器(不明)

〃 (不明)

器(不明)

″ 杯B

〃 竜H
器 皿

杯 A

十

十

十

■

＋

十

十

十

十

十

中

］

中

中

［

×

×

岡

大

向

呻

＝

難

腺

嚇

却

疎

呻

井

井

井

井

崩

大

大

大

木

木

ポ

ー

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１．

１２

・３

・４

・５

・６

‐７

・８

‐９

２０

２．

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３．

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

′2b

Tab。 14 墨書土器一覧表

部 位 I PL.番号

底部外面

底部外面

外 面

底部外面

頂部外面

底部外面

外 面

外 面

体部外面

底部外面

44-

44-611

西

西

警

佃

者

丁

十

□[十 ヵ]

×

×

×

×

×

□[奪ヵ]

回[↑ヵ]

□[拿ヵ]

□[奪ヵ]

□[↑ヵ]

□[↑力]

□[米 力]

W
W
W
爾

守

手f

※

Z
懸

美

十寺□

十

□[十 ヵ]

サ

せ

苦

大

①

韓 齢

須恵器 杯B
〃  IlllC

″ 杯蓋

〃 杯A
″ 杯Aヵ

″ 杯蓋

″  杯

〃 杯B
″ (不

″  (

土師器 杯A
須恵器 整

〃 杯蓋

″ 杯B

〃 杯A

〃 杯B

〃    皿

″ 杯B
〃    望避

ィ  杯

〃 杯B
〃 壷K
″ 杯B

〃 杯A
〃 杯蓋

〃 杯B

44

44

カ

″  皿 C

1～ 22:大和郡山市調査,23:第 15632次調査,24～69:第 168次南・北調査,70～ 78:第 179次調査

1・ 4～ 8・ 10・ 12～ 15。 19 i SK2001,2。 18:SK2033, 3・ 11:SE2020, 9:SK2036, 16:SK2050,17:SK2032,

20:SK2021, 21:SK2022, 22 1 SK2046, 23:SE2070 (掘 形), 24・ 27・ 31・ 36。 47・ 55。 60・ 63・ 68:SD1495,

25。 37:SE1365, 26・ 30。 40・ 44・ 56-58・ 65: SD1500, 28・ 46:SD1440, 29:SK1992, 32・ 41・ 48:SE1550

(48は掘形),33・ 53・ 54:SE1315(33は 掘形),34:SK1356,35:SDい 63,38:SE1375,39:SE1385,
42:SK1307,43・ 61:SD1499,45:SK1520,49:SE1860,50:QG56区 灰褐上,51:QL64区灰褐土 ,

52:SK1509,59・ 66:SE1555,62:SD1994,64:PE66区 ′ミラス土,67:PB55区 灰裾土,69:SD1398,
70。 72・ 74～78:SE1867,71:P地 区灰褐土,73:OD51区灰褐土
*刻

書 (焼成後)・キ
箆書 (焼成前)半半*漆

書 無印は墨書 37は刻書の後墨でなぞったもの

４４．６０８蜘
４４．６０９　
卿
４４．６‐７　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜘
４４．６‐４蜘
　
蜘
卿
４４．６．２　
　
４４．６．８　
４４．６０５　
４４．６２‐蜘

」

ｒ

階

卜

障

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

Ｉ
ＰＬ．辟

ｒ

陛

ト

ー

ト

ー
ＰＬ．」

臣

蜘″動的輸鰤帥〃〃帥蜘鰤〃鰤″鰤″″〃〃〃帥蜘帥蜘″″鰤蜘〃勘蜘〃″〃鰤輛″帥



7瓦 導 類

4次にわたる調査で出土した瓦導類は,破片を含めて約11,500点ほどになるが,その多 くは

丸・平瓦である。軒瓦は36点出上してお り, 1ア ールあた りに換算すると約 0.5点 となる。平

城宮内と比較 してはもとより,平城京内においても,軒瓦の出土量の少ない地域といえる。

A軒 瓦

軒瓦36点の うちわけは,軒丸瓦14型式 18種の25点 と型式不明の 2点,軒平瓦 5型式 6種の 7

点,型式不明の 1点 と近世の軒平瓦 1点である(房U表 5)。

軒瓦の型式・種の特徴についての記載に関しては,平城宮・京出土の良好な資料も参考 とし

た。製作技法,調整手法等については,本遺跡出土例において観察しえた結果を記し,破損 ,

摩耗等により観察不可能なものについては,記述を省略した。なお,各型式,種別の詳細につ

いては,『平城宮報告 I～ XⅡ』,『基準資料 瓦編 1～ 9』 等を参照されたい。

1 軒 丸 瓦ばL。 53)

6011型式 (以下「型式」を略す),6012は 内区主文様が三重圏線で構成される重圏文軒丸瓦。

6011は中央に珠点がない。B・ Cの 2種にわかれ,C種の破片 6点が出土した。C種は小型で,

3本の圏線がいずれも細いのが特徴である。瓦当裏面と側面はなでて仕上げているが,外縁か

ら約 0.8cm下がったところに,範型と枷型の合わせ目が瓦当面と平行のバリ状の突帯として

残る。胎土に砂粒を合み,焼成は比較的良好,灰白色を呈す。 6点のうち,井戸 SE1550か ら

出上した 3点は同一個体と推定される。また,坪境小路の南側溝 SD1495か らは 1点出土した。

6012は中央に 1個の珠点をともなう。A～Hの 3種にわかれ,B種 と種不明が各 1点出土した。

B種はA種に酷似するが,やや大振 り。A種では第 3圏線と外縁の基部が接するのに対し,B
種では 3mm前後の間隔があく。瓦当狽J面の上半部は縦方向に箆削りした後,横方向になで

る。胎土は緻密で,焼成は堅緻,黄灰色を呈す。種不明の 1点は,第 1圏線を残す破片で,瓦

当裏面には箆削 りが認められる。胎上に砂粒を含み,焼成は堅級,暗青灰色を呈す。

6134は単弁遠華文で間弁がそれぞれ独立している (間弁A系統)。 A～ Dの 4種にわかれ,

B種 1点が出土した。B種は単弁 9弁で,D種に似て弁の彫 りが深いが,中房径がやや小さく,

また運子数が 1+6で異なる。間弁のうち4つは,その基部が中房に達していない。また,残

りのうち 1つは,基部近くで左右の蓮弁の輪郭線と重なる。瓦当側面の外縁から約0.6cm下が

った位置には,範端の痕跡が認められる。九瓦部凸面は縦方向に箆削りした後,横方向になで,

瓦当側面の下半部は縦方向になでた後,横方向になでて仕上げている。瓦当裏面はなでまわし

て仕上げる。九瓦部凹面を調整した時の箆のあたりが,瓦当裏面近 くに残る。胎土は緻密で,

焼成は比較的竪緻,淡灰褐色を塁す。なお,丸瓦を接合した痕跡が認められない。(Fig.56)

6225は間弁A系統の複弁 8弁蓮華文で,A～ EoLの 6種にわかれる。A種 1点が井戸 SE

1385,C種 1点が井戸 SE2070か ら出土した。A種には,瓦当裏面に半円弧状の溝 (接合溝)

を彫って丸瓦を取 り付けるものと,瓦当部分から丸瓦部分までを一連に共土でつくるものとが

ある。出土したのは後者の例で,丸瓦部が瓦当裏面に向け,次第にその厚さを増す。丸瓦部凸

重 圏 文

単弁蓮華文

複弁蓮華文



面は縦方向に箆削りした後,縦方向になでて仕上げる。丸瓦部凹面も,瓦当裏面の方から縦方

向になでて仕上げているが,部分的に布目の圧痕が残 り,ま た箆先のあたりが認められる。九

瓦部側面は縦方向に箆で削る。胎土に比較的大粒の長石類を含み,焼成はやや軟質,灰色を呈

す。C種はA・ D種に似るが,蓮子が最小で弁端に丸味があり,外区の凸鋸歯文が小さい。瓦

当側面上半部は,維方向に箆削りした後,横方向になでて仕上げる。瓦当裏面には接合溝が認

められる。胎土に細かい長石類を含み,焼成はやや軟質,灰白色を呈す。

6229は間弁が連続する (間弁B系統)複弁 8弁蓮華文で,A・ Bの 2種にわかれる。6229は
1)                     2)

平安京右京七条一坊や本遺跡東の西一坊坊間路西側溝 SD920の 出土例などで,瓦当裏面に丸

瓦部凹面から続く布目の圧痕が確認されているように (Fig.59), 瓦当部分から丸瓦部分まで

を一連で製作する。 1点出土しているが,瓦当裏面が失われた小破片のため,種および布目圧

痕の連続については明らかでない。瓦当側面上半部には横方向のなでが確認される。胎上に砂

粒を少し合み,焼成は良好,淡灰褐色を塁す。

Fig.56 6134型式B種瓦当裏面 Fig.57 6285型式B種成形粘土籠詰めの指の圧痕

Fig.58 西一坊坊間路西側溝 SD 920出 土

6229型式A種

1)鈴木久男「平安京右京七条一坊の軒瓦について」

『長岡京古瓦乗成』向国市教育委員会 1987。

2)奈良国立文化財研究所『平城京右京八条一坊十

一坪発掘調査報告』1984,pp.33・ 36。 この報告書

F2∂

Fig.59 6229型 式A種瓦当裏面の布目の連続

では,新型式としているが,その後 6229Aと した。

なおA・ Bの 2型式は,長岡京の7228A・ Bに対

応することが判切した。『長岡京古瓦乗成』(前掲)

参照。



6273,6274は 複弁 8弁蓮華文,間弁A系統の藤原官式軒丸瓦。6273は外区外縁に凸鋸歯文が

めぐり,A～ Dの 4種にわかれる。井戸 SE1335か ら1点出土しているが,摩耗がいちじるし

く種は不明。胎上に砂粒を含み,焼成は軟質,淡灰褐色を呈す。6274は外区外縁に凸線鋸歯文

■ がめぐる。 A・ Bの 2種にわかれ, A種は, さらに Aa・ Ab・ Acに細分される。井戸 SE

1360か らA種が 1点出上 したが,外区部分の小破片のため,細分については不明である。瓦当

側面上半部は,縫あるいは斜めに近い方向に箆で丁寧に削 り,外縁に近い部分は, さらに横方

向になでて仕上げる。胎土に細砂粒を含み,鯰成は良好,茶褐色を呈す。

6282,6285,6304は 間弁 B系統の複弁 8弁連華文。6282は 中央の連子が大きく,外区の圏線

*が大い。 A・ B・ D～ IoLの 9種にわかれ, B・ G・ HoI種 は a・ b,D種 と F種は a・

boc・ dに細分 される。Fd種 1点が土坑 SK 1508か ら,G種 1点が土坑 SK 1463か ら出上し

た。 F種はG・ H種に似るが,内区主文様が中房に向けて高 くならない。範の彫 り直しについ

ては,各複弁を構成する単位が,それぞれ独立しているもの (Fa種 )か ら,次第に弁央部側の

輪郭線が重なるようにな り, Fd種 になると, 複弁の輪郭線が間弁 と重なる部分がでて くる。

*全体に摩耗がいちじるしく,接合溝を確認できるだけである。胎土に小礫 と砂粒を多 く含み,

焼成は軟質,暗黄灰色を呈す。G種 も摩耗のいちじるしい破片で,僅かに接合溝を認め うる。胎

土に砂粒を合み,焼成はやや軟質,暗灰色を呈す。6285は細長い弁端が丸味をもつ。A・ Bの

2種にわかれ, B種は, さらに Ba種と中房周線などを彫 り直 した Bb種にわかれる。Ba種

1点が南北溝 SD1547か ら出上した。瓦当の成形粘土と内面接合粘土との接合面で剖離してお

* り,成形粘上の裏面には,下縁に沿って,瓦範に粘土を詰めるにあた り指で強 く押 し込んだ跡

をとどめている (Fig.57)。 瓦当側面は縦方向の箆削 り,瓦当裏面は箆でなでる。外面接合粘

上の大半が失われているが,丸瓦凸面は縦方向に箆で削る。凹面は縦方向になでるが,糸切 り

痕 と布の合わせ目の圧痕が残る。凹面両側端部は,さ らに面取 り風に斜めに箆で削っている。

丸瓦側面は玉縁部まで縦方向に箆で削る。玉縁部の凸面及び端部は横方向になでる。なお,丸
*瓦は粘土板巻きつけによるものである。丸瓦の先端に接合のための加工はみられない。また,

成形粘土 と丸瓦の先端 との間に 2mm前 後の隙間がある。 胎土に砂泣を含み,焼成はやや軟

質,黒色を塁す。全長 35.Ocm, 玉縁長 4,2cm。 6304は複弁の単位が離れ, 中房の高いもの

が多い。 A～ E・ G・ L,Nの 3種にわかれ,A種 1点が井戸 SE 1385,G種 1点が土坑 SK

2001か ら出土した。 A種は B種 とともに弁端が尖 り気味であるが,B種 より弁の盛 り上が り

*が強い。瓦当側面の上半部には縦方向の箆削 りも認められるが,全体を横方向のなでで仕上げ

ている。瓦当裏面は,なでまわした後,丸瓦取 り付け位置付近 と下縁に沿って円弧状になでる。

接合溝が認められる。胎土は微砂粒を含み,焼成はやや軟質,暗灰色を塁す。G種は中房がそ

れほど高 くないが,弁の盛 り上が りは大きい。瓦当裏面はなでて仕上げている。丸瓦部凸面は

縦方向になで,外縁近 くをさらに横方向になでる。瓦当側面の下半部は横方向になでて仕上げ

* る。内面接合粘土には,指で押さえた跡が残る。胎土に小礫 と砂粒を合み,焼成はやや軟質 ,

暗青灰色を呈す。

6308は 間弁A系統の複弁 8弁蓮華文で,中房が低い。 A～ D・ H～ Nの m種にわかれる。

井戸 SE 2070か ら1点出上しているが,摩耗が著しく種は不明である。胎土に砂粒を合み,焼

成は軟質,黄灰色を塁する。
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新 型 式

6313は複弁 4弁蓮華文で,中房の蓮子が 1。 A～ Iの 9種にわかれ,B種 1点が出土した。

B種は間弁A系統,小形で弁の盛 り上が りが強い。瓦当側面は横方向になで,瓦当裏面もなで

て仕上げる。瓦当径の大きさに比して,瓦当部分が厚い作 りである。胎土に砂粒を少し含み,

焼成はやや軟質,黒灰色を呈す。

6316は複弁蓮華文で間弁がない (間弁C系統)。 A～ I・ K・ M～ Pの 14種にわかれ,D・ K種

が複弁 9弁蓮華文であるほかは,複弁 8弁蓮華文である。H種 1点 とK種 2点が出上した。H

種は中房が高く,外区外縁の凸線鋸歯文をともなわない。また,他種と異なり唯一複弁どうし

が離れる。瓦当側面は横方向になでる。瓦当裏面は指で押さえてから横方向になでているが,

雑な製作のため,指の圧痕などの凹凸がめだつ。接合溝を僅かに残す。胎土は緻密で,焼成は

堅緻,灰色を呈す。北側溝 SD1499か ら出土した。K種は中房の低い複弁 8弁運華文で,外区

外縁の凸線鋸歯文をともなわない。Ka種 と運子, 中房圏線,蓮弁などを彫 り直した Kb種に

細分され,各 1点ずつ出土した。Ka種は小破片のため詳細は不明であるが, 丸瓦部凸面に縦

方向の箆削 りが認められる。胎上に砂粒を少し含み,焼成は軟質,黒灰色を呈す。Kb種は井

戸 SE1555か ら出上した。瓦当側面は縦方向の箆削 りを行なった後, 上半部は外縁付近だけ

を,下半部は全体を横方向になでる。瓦当裏面にはなでが認められる。九瓦の径が小さく,取

り付け位置は低い。接合溝を残す。胎土は砂粒を少し含み,焼成はやや軟質,灰黒色を呈す。

新型式は土坑 SK1965か ら出土した内区部分の資料である。圏線がめぐる低い中房に1+4

+8と二重に蓮子を配置する。内区主文様は,複弁 9弁 と単弁 1弁で構成される。また,複弁

のうち単弁とはぼ対称的な位置にくる複弁は,複弁の単位の一方が子葉だけを表現したもので

ある。間弁はB系統で,弁区の外には圏線がめぐる。瓦当裏面には横方向の箆削 りとなでが認

められる。接合溝が僅かに残る。胎土に長石類を少し合み,焼成は比較的良好,黄灰色を呈す。

なお,井戸 SE1335か らは,型式不明の軒丸瓦 1点が出土している。

2軒 平 瓦 TL.54)

6646は変形忍冬唐草文を右から左に向かって 5回反転させた藤原宮式軒平瓦で,上外区に珠

文,下外区に凸線鋸歯文を配す。A～ Iの 9種にわかれ,B種 1点が掘立柱建物 SB2075の東

北隅の柱掘形から,H種 2点が井戸 SE2070か ら出土した。B種はA種 と同様,内区両端上部

に珠文各 1を配す。上外区の珠文が粗な Ba種 とそこに珠文を彫 り加え,変形忍冬文と線鋸歯

文を彫 り直した Bb種にわかれ,Ba種が出土した。顎部下半が劉離して失われており,そ こ

に縦位の縄叩き目が認められる (Fig。 61)。 平瓦凸面を縄叩きで叩きしめ, 粘土板を貼 り付け

て段顎をつくる藤原宮式の 6646,6647に は, この種の状態を示すものが しばしばみられる。

顎部に続 く平瓦部凸面は横方向になでる。凹面は瓦当面近くを横方向に,側端部を縦方向に箆

で削る。瓦当側面上端の角を維方向に箆で削る。夜1面は横方向に箆で削った後,横方向になで

るが,瓦当面近くは,さ らに縦方向に箆で削ってからなでて仕上げる。胎土に長石類を含み,

焼成は比較的堅緻,暗青灰色を塁す。H種は内区両端上部に半円形の表現がみられる。B種の

ばあいと同様の象」離状態を示し,そ こに縦位の縄叩き目が認められる。瓦当側面には縦方向の

箆削りを施し, 凹面は横方向になでる。 また,瓦当側面の上端を斜めに落し,縦方向になで

る。出土した 2点はいずれも小破片であるが,同一個体と推定される。胎土に細かい長石類を

どじθ
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少し含み,焼成はやや軟質,灰色を呈す。

6663は単位文様を 3回反転した均整唐草文で,外区,脇区の文様は圏線 となる。同じ特徴を 均整唐草文

もつ 6681と は,中心飾 りが異なる。A～F・ H～Oの 14種 にわかれ,M種 1点が井戸 SE 1867

から出土した。曲線顎で,顎部は断面三角形の粘土板を貼 り付けてつ くる。顎部を横方向にな

でてお り,それに続 く平瓦部凸面は横位の縄叩き。部分的に縦方向になでて縄叩き目を消して

いる。凹面は全体を縦方向になでつける。また,瓦当面から約 7cm前後の範囲をやや斜めの

横方向に箆で削 り,さ らに瓦当付近だけを横方向になでる。平瓦部側面は横方向になでて仕上

げる。瓦当面の上下外区の外縁部分を横方向になでている。胎土に砂粒を含み,焼成は軟質 ,

灰色を塁す。

6666は単位文様を 3回反転した小形の均整唐車文で,A種 1種 しかない。6664Nに似るが ,

唐車が界線から立ち上がること,その立ち上が りが急である点で異なる。急傾斜で低い段顎 と

なる顎部は横方向になでる。平瓦部凸面は横位の縄叩きで,一部を縦方向になで,顎部近 くは

横方向になでる。凹面も横方向のなでであるが,僅かに布 目の圧痕の認められる部分がある。

凹面の側端部付近を縦方向になで, さらに側面 との角を水平に落として綻方向になでる。平瓦

部側面には縦方向のなでが認められる。抱端が瓦当面の内側にあるため,その外になる上下外

区の外縁を横方向になでる。胎土に長石類を含み,焼成は堅緻,暗青灰色を塁す。 1点 出土。

6689は単位文様を 3回反転した大振 りの均整唐草文で,A～ Cの 3種にわかれる。A種は,

中心飾 りの基部が二又に分かれる Aa種 とそこを楔形に彫 り直した Ab種にわかれる。A種 1

点が井戸 SE1770か ら出土したが,小破片のため,細分については不明である。瓦当面の外縁

上には範端が認められる。胎土に微砂粒を多 く含み,焼成はやや軟質,暗灰色を呈す。

6721は単位文様を 5回反転した均整唐草文で,A・ C～Kの 10種 にわかれる。C種 1点が上

坑 SK1373か ら出上した。 C種は中心飾 りの左右葉が逆「八J字形をしているとい う特徴があ

る。曲線顎で,瓦当部 と平瓦部を接合 した痕跡は認められない (Fig.62)。 凸面の調整 として

は, 縦方向になでつけた痕跡 と顎部平坦面 及び傾斜面の横方向のなでがかろ うじて認められ

る。凹面は瓦当近 くを横方向になで,側端部を縦方向に箆で削る。側面は縦方向に箆で削 り,

上端を面取 り風に落とす。 凹面の瓦当外縁から約 0.3cmの ところに範端の痕跡が認められ

る。胎土に砂粒を合み,焼成は軟質,中心飾 り付近が淡灰褐色であるほかは,灰黒色を呈す。

近世の軒平瓦は菊花唐草文の破片。段顎で瓦当面の外区と顎郡は横方向になでている。平瓦

部凸面は縦方向になでて仕上げるが,顎部近 くに箆先のあた りが認められる。凹面は横方向に

なでて仕上げる。瓦当側面は横方向のなでであるが,瓦当面近 くだけさらに維方向になでる。

胎土に小礫,砂粒を含み,焼成は比較的堅緻,黒色を呈す。

なお,土坑 SK1782か ら出土した 1点は左上端部の小破片で,外区,脇区の圏線 しか残 して

いないため,6663か6681かは不明である。凹面の瓦当面近 くには縦方向のなでが認め られる。

胎上に小礫 と微砂粒を合み,焼成は軟質,灰色を呈す。

B 丸瓦・平瓦 TL。 54)

整地土や遺構から出上した丸 。平瓦の多 くは破片であって,資料的に十分な検討をなしうる

にいたっていない。しかし,全形を知 りうる資料があるので,ま ずそれから記し,次いで,現
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在までに知 りえた若千の点について報告 しておく。

丸瓦 井戸 SE1560か ら出土。 粘土紐巻き上げによるもので,全長 35,8cm,玉縁長 4,7

cm,径は広端部で 15,6cm,玉縁端部で 14.4cm。 厚さは広端部で 1.8cm,玉縁端部で 1.4

cm。 凸面は横方向になでた後,部分的に縦方向になでつけているが,僅かに縦位の縄叩き目を

残す。玉縁部の凸面 と端部及び丸瓦部の広端部 と玉縁側の端部は, ともに横方向になでて仕上 :

げる。側面 lvk広端部から玉縁 までを一連に箆で削っている。玉縁凸面には,0.8cm間 隔で 2条

の低い突線がめぐる。胎上に小深 と長石類を少し合み,焼成はやや軟質,淡灰褐色を呈す。

九瓦の破片は,凸面の縦位の縄叩き目をなでで消し,広端部径が 15～16 cm前後のものが

多 く,確認できる範囲では,すべて玉縁をともなう。土坑 SK1389や南北溝 SD1407な どか

らは,山面の縦位の縄叩き目をそのまま残すやや小形の丸瓦 (推定径 12 cm前後)が少数出 〕

上している。玉縁部に突線をめぐらすものは,井戸,側溝,土坑などか ら10点余 り出土してい

る。

平瓦 1 南北溝 SD1412か ら出土。全長 33.7cm,幅 は広端部で 26.3cm,狭端部で 26.1

cm,厚 さは 1.7～2.lcmと 一定でない。凸面の縦位の縄叩き。凹面は一部縦方向になでるが,

糸切 り痕 と広端部から約 1/3の ところに布目がつんでいる痕跡が認められる。側面は縦方向に Ь

箆削 りした後,縦方向になでる。広端部 と狭端部はなでで仕上げている。胎上に小礫 と砂粒を

含み,焼成はやや軟質,責灰色ないし暗灰色を呈す。

平瓦 2 南北溝 SD1412か ら出土。狭端部の一角を欠 くが,全長34.Ocm,広端部幅26.lcm,

厚さ 1.4～ 2.4cm。 凸面は縦位の縄叩きで,部分的になでつけてお り,凹面にも縦方向のなで

が認められる。両端部付近には指先の圧痕が認められる。側面 と端部の調整は平瓦 1と 同じで ■

ある。また,凹面には僅かではあるが模骨の痕跡がみられ,ま た,側端部近 くに布の綴 じ合わ

せ目の圧痕が認められる。胎土に微砂粒を合み,焼成はやや軟質,灰色ないし灰黒色を呈す。

平瓦 3 PC49区か ら出土。 これも狭端部の一角を欠 くが, 全長 32.7cm, 広端部幅 25.8

cm,厚さ 1.6～2.4cm。 凸面は縦位の縄叩きで,凹面は広端部を除 く周縁部分を面取 り風に箆

で削っている。側面,端部はなでて仕上げる。凹面には模骨の痕跡 と両端部近 くの布端の圧痕 キ

が認められる。胎土に小映 と砂粒を少し含み,焼成はやや軟質,灰色ないし灰黒色を呈す。

平瓦 4 土坑 SK1373か ら出土。狭端部を欠き現存長26.2cm。 広端部の幅22.8cmと ひとま

わ り小さい平瓦。厚さは1.3～2.6cmと 一定でない。凸面は粗い維位の縄叩きで,糸切 り痕を残

す。凹面にも糸切 り痕を残すが,広端部近 くを面取 り風に横方向に箆で削る。側面,広端部 と

も,箆削 り後なでて仕上げる。胎土に小礫 と砂粒を含み,焼成は比較的良好,黄白色を呈す。 *

平瓦の多 くは,凸面に縄叩き目が認められる。その大半は綻位の縄叩き日である。凹面に模

骨の痕跡をとどめるもの (Fig.606)と ,側端近 くに布端が認められるものとがあることから,

桶巻作 りと一枚作 りの両種の存在が知 られる。横位の縄叩き目は,平瓦全体の約 4%を 占める

が,その約 1/3が坪境小路の側溝 SD1495,1496,1499,1500か ら出土 している。横位の縄叩

き目の例では,模骨痕をとどめるものがほとんどなく,加 えて,側端部に布端を確認できるも *

のがあることから,その多 くは一枚作 りであった可能性が高い。また,格子叩き目の占める割

合は 1%に満たない。このほか,土坑 SK2036,井戸 SE2070な どか らは,凹凸両面に維位の

縄叩き目がある厚手の平瓦 (厚さ3.0～3.5cm,Fig。 60-1)が 7点出土している。
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1:凹凸両面に縄叩きのある平瓦 2～ 4:隅瓦 5:箆書瓦 6:平瓦模骨痕

Fig.60 平瓦の調整手法 。隅瓦・箆書瓦

2  く霞量gョ詈g::

響m4製 :f
':蜘

Fig.61 軒平瓦6646型式 Ba種 Fig.62 軒平瓦6721型式 C種
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C 道具瓦・辱 (PL.54)

鬼瓦 南側溝 SD1495か ら出上した蓮華文鬼瓦の上端右角の破片で,唐車文の一部を残す。

側面は箆で削 り,裏面には指で押さえたあととなでが認められる。類例は,本調査地東方の西
1) 2)

一坊坊間路西側溝 SD920や 左京八条二坊四坪から出土してお り,それによると,中央に宝相

華風の蓮弁 と弁端の尖る間弁を,内区四隅には飛雲文を配し,圏線を隔てた外区は唐草文 とな =

る。胎上に小礫 と多量の砂粒を合み,焼成は比較的堅緻,暗青灰色を塁す。

三彩瓦 南側溝 SD1496か ら出土した一辺を残す三彩瓦片。現存長 9.Ocm,厚 さ 1.6cmで ,

裏面を除き釉がかかる。釉の剣落した部分からは,側面は箆削 り,表面はなで,裏面は刷毛目

であったことがわかる。導になる可能性も否定できないが,極先瓦 と推定される。胎土に砂粒

を少 し含むが,精選 されている。焼成は比較的良好で黄白色を塁す。釘孔は認められない。  引

隅瓦 丸瓦先端の一角や平瓦広端部の一角を, ごく僅かではあるが,斜めに切 り落 とした隅

丸瓦片 1点 と隅平瓦片 2点 (南側溝 SD1495,北側溝 SD1499上 層出土)力 あ`る (Fig.602～

4)。 これらは,いずれも焼成前に加工 している。

箆書瓦 井戸 SE1315か ら出土した丸瓦の破片 (Fig.605)。 文字か記号か判定できない。

簿 井戸,土坑,坪境小路の側溝などから合計74点の簿が出土した。埓には,①通常の無文 1

の方形のものと,②裏面から刺突が加えられているものとの2種類がある。①は59点出土して

いるが,そのなかで大きさの判明するものは僅か 2点である。井戸 SE1315出 上のものは,長

さ 26.Ocm,幅 19,Ocm,厚 さ 6.6cm。 上坑 SK1971出 土のものは,長 さ 14.5cm,最 大幅

12.Ocm,厚 さ 6.3cm。 後者の例は砥石に転用しており,長側面が凹面を塁す。 この種の簿

は,厚さが大別して,3～4cm,6～7cm,8cm強の 3種類にわかれる。 なお,表面になで, 】

側面に箆削りの痕跡をとどめるものがある。②は15点出上しているが,厚 さ 4cm前後の偏平

なものと長側辺部に約 2.4cm高 い段をつくりだすものとがある。段の幅は 5.9～8.5cmと 一

定していない。なお,段がつかない例で,上坑 SK1304か ら出土したもの (Fig.64)|ま ,厚

さ 4.Ocm,両側辺を残しており,その幅は 14.Ocmである。 表面と側面は箆削りをした後,

なでて仕上げる。裏面は深さ 2～4cmの刺突があるほかは無調整である。②の簿は部分的な *

破片しか出土していないこともあって,その用途については不明である。段の部分を除けば,

どちらも厚さが 4cm前後と近似していることから,段のあるものを扉の蹴放ちに,その他を

床に敷くというような用い方も考えられよう。裏面の刺突に規則性はまったくみられない。

Fig.63 簿の刺突状況

'オ

■‐ ● |‐ .   I   ■| ■ ,|

Fig。 64 両側が残る刺突ある簿

書 昭和56年度』1982,p.68。1)p.128註 2)前掲書 p.36。

2)奈良市教育委員会『奈良市埋蔵文化財調査報告
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8 動物遺存体

平城京右京八条一坊十三・十四坪の調査では,井戸や,道路側溝などの奈良時代の遺構から

カエル・ シカ・ ウマなど破片数で37点に及ぶ動物遺存体が出土した。それ らの埋没過程や,当

時の利用状況などに関して興味ある知見が得 られた。

A 出土動物遺存体の概要

両生類  トノサマガエル カエル類で種の同定が可能なのは腸骨,上腕骨などに限られる。

大きさ,形態か らみて トノサマガエルに酷似するものを選び出すことができた。この他の部位

にも,大 きさか らトノサマガエルに相当する保存状態の良い勝骨,大腿骨,下顎骨などが多 く
1)

含 まれるが種を確定するには至 らなかった。

アカガエル 腸骨のなかに トノサマガエルとは異なる特徴をもち,ア カガエルに類似する資

料が含まれている。各部位の大きさはほぼ同大なので,他の部位のなかにアカガエルのものが

含まれるかどうかは明白ではない。

その他のカエル類 保存状態の良い緋骨,大腿骨,下顎骨,椎骨などが採集されている。し

かし上記の理由か ら種の同定にいたらなかったものである。大きさからみて,すべてが トノサ

マガエル,ア カガエル相当のもので,ア マガエルなどのより小型の種, ヒキガエルなどのより

大型の種のものは含まれない。

爬虫類 タイマイ 背甲板の 外皮の破片が 1点出土している。 べっこう細工の材料であろ

う。小破片のため,詳細は,不粥である。

鳥類 指骨が 1点 出土しているが,こ の部位では科,属,種の査定は不可能であった。

哺乳類 クマネズミ属の一種 日本にすむネズミ科クマネズ ミ属には,代表的なものとして

クマネズ ミ (R,ヵクs Tr7カ″s)と ドブネズ ミ (Rα″クs20知ガ じクS)が あるが,いずれとも判定で

きなかった。後者に含まれるニホンドブネズ ミは,人間とともに大陸から渡って来たものと言

われ,その年代が問題 となっている。こんご,頭骨,顎骨など種名の判定に有効な部位を注意
2)

して,両種の日本での出現,分布の変化を検証 しなければならないだろ う。

ニホンジカ 右京八条一坊十三 。十四坪の坪境小路 (SF2000)の 北側溝 SD1499上 層から撓

骨破片が出土 している。火熱を受 i―I白色に灰化 してお り,無機質化 していたため,普通は骨の
3)

残 らないこのような層でも残っていたものであろう。成獣のものである。井戸 (SE1530)底 郡

から撓骨,遠位端が出上している。 1才未満の幼獣のもので骨表面は,ま だ粗 く骨化が十分で

はない。当然,骨端部は未癒着で失われている。その他の部位がないので,破片状態のままで

1)筆者の手元にはカエル類,小型哺乳類の同定の

ための現生標本が備わっていない。そのため,国
立科学博物館人類研究部の松浦秀治氏のお世話に

より,カ エル類については,野苅家宏氏の,ネズ

ミ類については富田幸光氏の鑑定を得ることがで

きた。御多忙中,わざわざ時間をさいていただい

た各氏のご厚情に感謝する。しかし鑑定結果,所

見についての責任はすべて,筆者に帰する。

2)林 壽郎『標準原色図鑑全集 19動物 I』 1968,

p.96。

3)資料があまりに小さく,種 としての特徴が切ら

かでなく,同定に疑間を生じたため独協医科大学

茂原信生氏に確認をいただいた。氏に感謝する。

マ
ル

丹
エ

ト
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アカガエル

タ イ マ イ

クマネズ ミ
属 の 一 種

ニホンジカ
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井戸に投棗されたものであるう。切傷,その他の加工痕はみられない。

ウマ 黒褐色粘土の包含層 (PE65区 )か ら,複数個の臼歯のものと思われるエナメル質破

片が出土している。破片の大きさ,数からみると少なくとも3本以上の国歯のものである。哺

乳類の歯は比較的残 りやすいもので, とくにエナメル質は腐蝕に対して強 く,最後まで遺存す

ることが多い。おそらく,下顎骨または,上顎骨に生えていたものが,土中埋没中に他の骨質

部,象牙質,パルプ質が腐朽した結果,エナメル質だけが残されたものであろう。そのほかに

は,井戸 (SE1530)底 部から, ウマの日歯のエナメル質破片が 1点出上している。土壌水洗選

別によって採集されたものである。

ウマ/ウ シ不明 井戸 (SE1530)底部からウマまたはツシに相当する大きさ,形態をもうた

肋骨破片が 1点出土している。割れ口にのぞく肋骨の内部の海綿質には,わずかに濃青色の藍

鉄鉱 (ビ ビアナイ ト)が析出しているが,朱存状態はよい。外面部の表面には鋭い金属器によ

る切傷が 2条,ほぼ,平行してつけられている。この痕跡から,こ のウマ,ま たはウンが,当
1)

時の人々によって食べられた残滓であることは明白である。

Tab.15 出土動物遺存体種名表

今回の発掘で出土した動物遺存体の大部分は,井戸 (SE1530)の 底部の堆積土を持ち帰 り,

少しずつ水洗選別を行なって採集できたものである。井戸の堆積物には,多 くの上器その他の

生活廃棄物,呪術関係の遺物,食料残滓などが含まれていることが多い。しかし,今回の発掘

で出土したカエル類は,人間が直接利用したものではなく,「井の中の蛙」が自然死したか,

あるいは不用になった井戸を埋め立てるにあたって生き埋めになったものであろう。部位牙Jの

出土量では,勝骨,腸骨,大腿骨が多いけれども,これは骨本来の強度の違いによるものであ

ろう。

タイマイの出土も興味深い。タイマイの背甲板の外皮を磨いたものが鼈甲である。篭甲製品

1)こ の部分の肉は,俗にい う「 カルビ」「スペアリブ」にあた り,脂肪のよく乗った部分である。

どJび

察考B

両生類 Class Amphibia

トノサマガエル Rttα ″を約″αεクJαια

アカガエル 類似 Rana sp.indet.

カエル科 属,種不

" Anua ttm。
,gen.et.sp.indet.

爬虫類 Class Reptilila

タイマイ 2″,2οれ♂JrySカカπttα ttα

鳥類 Class Aves

札 種不明 Aves,gen.et sp.indet.

哺平し類 Class Manmalia
クマネズミ科の一種 Rattus spo �det.

ニホンジカ C″υ″s″ゑ,ο″

ウマ    29ク2s crrια′″s

ウマ ●ウン不切 Equus/Bos(fam.et gen.indet.)



1)

は,奈良時代では奈良県東大寺正倉院に例があ り,ま た,平城京では左京二条三坊十六坪の土
2)

坑 (SK2338)か らの出上に次いで 2例 日であ り,古代でも珍重されていたことがわかる。

従来, こうした小さな破片は発掘中に見逃されることが多かったと思われるが,土壌の水洗

選別によって, これまでの発掘では報告例の少ない, このような遺物を採集することが可能に

なったといえよう。今後, こうした発掘が一般的になることを望みたい。

9 植物遺存体

種子,核,堅果などの大形植物遺存体は, 9基 の井戸内堆積土から出土したものである。
う

同定結果は,別表にまとめて示 し,学名は】跡寸四郎らによった。木本はアンズ, ウメ,ス モ

モ,モモ,オ ニグル ミ, ヒメグル ミ,ハシバ ミ (?), クリ,ム クロジ,セ ンダン,ヤ マモモ

の11種類を同定 した。ハシバ ミ(?)については,遺存状態が悪いので断定できない。しかし,

ハシバ ミの可能性が大であるので (?)を付した。草本はオナモ ミの 1種類を同定 した。種類

ごとの出土量はモモの核がとりわけ多いのが日立つ。

木本H種類のなかで食用に利用されたと思われるのは,ア ンズ,ウ メ,スモモ,モモ,オ ニ

グル ミ,ヒ メグル ミ,ハシバ ミ (?),ク リ, ヤマモモである。 このなかで注目されるのは,

アンズの出上である。岡田支男氏によると,こ のアンズの核は,わが国最古の出土例であると

のことである。アンズはウメ,ス モモ,モモ等と同様,外来の果樹であるが,いつ頃渡来した

かは不明であった。しかし,今回の出上によって少なくとも奈良時代には渡来していたことが

判明した。万葉集,古今集の古歌にはいずれもカラモその名で呼ばれてお り,ア ンズとは言わ

ない。なお,ア ンズとは杏子の唐音である。

出 土 遺 構 (カ ソコ内は点数)
1出

上部位

ア ン ズ (バ ラ科 )

Prunus Armeniaca L,var.Ansu �笙ax.
SE 1550(1) 核

ウ    メ (′ ラ`季|)
Prunus Mume Sieb.et Zucc. SE 1530(4), SE 1550(3), SE 1560(7) 核

ス モ モ く′ミラi

Prunus salicina Li tey

SE 1530(3), SE 1305
SE 1335(1)

SE 1315(1)
核

モ   モ (バ ラ科 )

Prunus Persica Batsch
SE 1385(5), SE 1530(
SE 1555(53), SE 1560(

147),SE 1550(170)
221),SE 2020(90) 核

オニグル ミ くクル ミ科 )

Juglans mandshurica WIaxlln, subsp.
Sieboldiana Kitamura

SE 1560(3) 核

ヒメグル ミ (ク ル ミ科 )

浮毬織 錦欣諮曜鯉
ana SE 1560(1) 核

ハ ン バ ミ r
Corylus heterolphyna Fisher
ク   リ (ク ル ミ科 )

Castanea crenata Sieb.et Zucc.
ム ク ロ ジ (ム クロジ科 )

Sapindus mukorossi Gaertn.
セ ン ダ ン (セ ンダン科 )

�leha Azedarach L.
ヤ マ モ モ  (ヤマモモ科 )

Myrica rubra Sieb. et Zucc.
オ ナ モ ミ (キ ク科 )

Xanthium Strumarium L.

SE 1385(1)

SE 1385(4), SE 1560(3)

SE 1335(2)

SE 1530(1), SE 1550(1), SE 1560(1)

SE 1550(1)

SE 1530(22)

堅果

堅果

堅果

核

堅果

種子

1)た とえば, 奈良国立博物館『正倉院展 目録』

1978に「薦瑞如意」がある。

2)奈良国立文化財研究所『昭和57年度 平城概報』

1983, p.43。

3)北村四郎・村田源『原色日本植物図鑑』木本編

I・ ■,1979。 植物遺存体の同定に関しては,

京都市埋蔵文化財研究所の岡田文男氏の助力を

得た。氏に感謝する。

Tab.16 出土植物遺存体同定一覧表
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10 土器埋納遺構出土遺物

調査区内において10基の上器埋納遺構を検出した。出土時に内容物が明らかになったものも

あるが,現場では土器内流入土には手をつけず,室内でのX線写真撮影によって内容物の確認

作業を始こなった。その結果 SX1535,SX1400,SX1578出上の土器に内容物の遺存 している

ことが判男した。以下,こ の 3基について埋納状況と内容物を報告する。

SX1535出土遺物 (Fig.65)十四坪検出の上器埋納遺構。出産後の胎盤,すなわち,胞衣

を土器に納めて埋納 した遺構である。東西34cm,南北21cm,深さ18cmの平面隅丸方形の坑内

に,蓋をした須恵器杯 Bを正位に納める。土器は坑の底面から4cmほ ど浮き,わずかに南方に

傾いた状態で出土。杯 。蓋 ともに完形品で,蓋は杯を完全に覆っていたが, 土圧で割れ, 1/3

ほどに灰色の粘質土が流入 していた。X線透過写真により,流入土の下に墨挺 と和同開弥の存

在が切らかになった。杯は口径 20.Ocm器高 7.lcmの深めの土器である。 底面ヘラ切 り後に

体部の下半か ら底面をロクロ削 りし,高台の貼付後に高台周囲をロクロなでで仕上げる。蓋は

口径 21.6cm,高 さ 2.8cm。 やや痛平で端部がわずかに屈曲する。頂部外面はヘラ切 りのま

ま。この須恵器は,杯BIで I群土器に属 し,奈良時代中頃,平城官土器Ⅲに属する。

杯の中には 5枚の和同開弥 と墨挺を納めていた。和同開弥はいずれも銭文を上に,相互に接

するように弧状に並べ,銭に近接 して墨を置 く。その配置は底面の周縁に沿 う形で片側に偏在

し,中央は大きく空いた状態にある。和同開務はすべて隷開の新和同であるが,腐朽が著しく

細部は不明。墨挺も崩壊が進み,摘出不可能な状態にあったが,X線 写真によって形状が判明

し,使用半ばの墨挺を納めたことがわかる。本来は唐墨形,も しくは我頭船形をした墨挺であ

るが,ほぼ中央最大部までを使用 してお り,長軸に対 して垂直に近い使用面を確認できる。復

原寸法は,現存長5.6cm,最大幅3.2c血 ,頭部幅1,2cm。

SX 1400出 土遣物 (Fig。 66,Tab.17)十三坪検出の 土器埋納遺構。 地鎮祭の供物・祭具

を納めた遺構である。発見時に一部が遺構から遊離したため,埋納状況の一部に不明な点が残

る。小土坑の埋土を切って掘 られた長軸 (南北)20 cm,短軸 16 cmの 埋納坑内に, 4点の上

師器小皿を埋納 したもの。土器の内外から和同開弥,ガ ラス小玉,金箔 。鉄片が出土 した。埋

納坑の深さは 2～6cmと 浅いが,検出面のかなり上位から遺物が出上してお り,本来の埋納坑

の深さは 15cm以上 と推定 される。

4点 の埋納土器は,日 径 10 cm前後,器高 2cm前後のほぼ同一法量の土師器皿Cである。

いずれも口縁部の内外をよこなでするにとどまり,底部外面は不調整。 これ らの土器は規格性

に富み,祭祀用に特別に用意された上器とみ られる。年代は奈良時代前半,平城宮土器Ⅱと考

えられる。説切上,出土順に上位から皿 1～皿 4と よぶ。皿 1・ 2は坑底から 5cmほ ど浮い

て出土。皿 1は坑の東壁面に沿 うような形で斜めに立って出土し,皿 2は西壁に接するように

逆位で出土した。皿 3・ 4は ともに正位の状態で坑底近 くから出土。皿 4が坑底の南半に,皿

3が北半に位置する。皿 4は坑底に密着するが,皿 3は坑底からわずかに浮いてお り,皿 4の

口縁上に底面の一部が重なる。これ らの内容物は土器底に密着するものが少なく,大半が充満

土中に包合されている。土器の外側から出土したものには,皿 3の直下か ら出上した 6点の和

同開球があ り,その うち 5点は 2枚 と3枚が重なって出上した。また埋納坑埋上の水洗によっ

′J∂



て和同開弥の細片17点 と多数の金箔片,鉄片を検出している。このほかに遺構の発見時に遊離

し,出上位置の不明な14点 の和同開弥がある。

出上した和同開弥は腐蝕が進行し,遺存状態が悪い。すべて新和同で,出土総数は51点。そ

のうち完形に近いものは15点。他は欠損品や細片で,本来の埋納数を特定しがたい。そこで銭

文をもつものについて, 字ごとの遺存数を整理すると,「和」23点 ,「同」32点 ,「開」31点 ,

「弥」29点 という数値が得られる。 したがって現時点では, 32+α 枚の和同銭の埋納を想定し

ておく。ガラス小玉は12点 を数える。腐朽崩壊が進み,上中から摘出できたのは5点にすぎな

い。いずれも小さく痩せ,白色に変質して本来の色調を失っている。皿 1には芯に銅線が通 り

4点が連結したガラス小玉がみられる。十四坪の SE1555,SE1560出 土のガラス小玉や,西

一坊坊間路西側

溝 SD 920出土

のガラス小玉に

近似し,本来の

大きさは径 0.6

cm,高 さ0.4cm

前後で,緑色を

した鉛ガラスで

あった可能性が

高い。金箔は土

器の内外から特

定の箇所に集中

することな く出

土した。微細化

してお り,最大

の もので 5mm

程度の大きさで

ある。他に 2～

1.5mm大の薄

い鉄片が40点近

く出上 して い

る。

SX1578出土

遺物 十四坪検

出の土器埋納遺

構である。径33

cm,深 さ約 8cm

の 円形 の 坑 内

に,把手付きの

0                     5                     1o                     15cm

Fig。 65 S X 1535出土遺物 (1:2) 失印は出上時の北をさす。
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土師器甕Bを倒立させて納めたもの。甕は後世の破壊により,体部下半を欠 く。坑底部中央や

や西寄 りの浅いくぽみから金箔が出土。出土範囲は7× 5cmほ どに限定される。金箔は 100片

近いが,大部分が微細なもので,2～5mm大のものは20片ほどである。埋上のX線写真撮影と

水洗を行なったが,金箔のはかに内容物は認められなかった。

皿 1

皿 2

皿 3

皿 4

9.8cm 2.lcm
9.9cm  l.8cm

10.4 cln

10.O crn

2.lcm
2.Ocm

+4.5cm
+5cm

+1～3cm
密着

離
雄
　
疏
敵

ほば完形。

出土時3/5片。その後接合し,

日縁1/4を欠く。

日縁1/6を欠く。

出土時口縁1/4欠 。その後接合
しほぼ完形となる。

坑底からの
出土レベル

Tab.17 SX1400出 土遺物

5 10

どイ0

Fig.66 S X 1400出 土遺物



第 W章 考

1 条坊遺構と地割

都市を構成する諸要素には,道路をはじめ,建物あるいは園地などのオープンスペースや,

水面,河川, 自然地形などがあげられるが,なかでもその骨格を規定する最大の要素は道路で

ある。とりわけ条坊制を規範とする都城のような都市の場合は,道路のはたす役割はきわめて

大きい。道路は,街区内の土地利用に大きく影響する場合もあり,ま た逆に土地利用の変化が

道路計画を規制した りすることが想定されるからである。本報告の対象とした地区は,平城京

右京八条一坊十三・十四坪にあたり,両坪の坪境小路をはじめとして,坪内を区画するさらに

小規模な小路など道路遺構がいくつか存在する。したがって,十三・十四坪の土地利用の実態

を明らかにするためには,まずこれらの道路と街区構成に関する考察が求められる。

A 八条条間南小路 SF 2000

SD1496,1499,あ るいは SD1495,1500に 画された東西に長い帯状区域 SF2000は,十三
1)

・十四坪の坪境小路 (八条条間南小路)である。第Ⅲ章-2で述べたように,SF2000は両側 幅員の拡幅

溝心心間距離を 3.5mか ら6.8血 に拡幅している。拡幅に際しては,道路心をおおむね変更せ

ずに両側に等分だけ側溝を移設するという方法をとる。従来の調査では,平城京の条坊道路は
2)

一辺約 133.2m(=450小 尺,三 375大尺)の方格地割を設定 し, これを道路計画の中軸 として

いることが判明している。原則的にはこの計画線の両側に幅員の 1/2長ずつをとって両側溝を

開削し,路面をとるわけである。したがって SF2000の 場合,両側に等分だけ拡幅していると

い うことは,拡幅に際しても当初の道路計画中軸線をほぼ踏襲 したとみることができる。
3)

さて, この SF2000(八条条間南小路)は,左京八条三坊十一 。十二坪における調査でも検

出されてお り,同様に路面が拡幅されていることが明らかとなっている。 しかしそこにおける

拡幅の方法は,北側溝の位置を変更せず,南側溝を約 1.5m南 に移設 して路面を拡幅するとい

う手法である。 これは,拡幅に際して当初の計画中軸線を意識 しなかったことを示してお り,

同じ八条条間南小路でも位置によって拡幅の方法が異なっていることがわかる。これ以外に,

単なる側溝の浚渫を行なっているものは計21例あ り,その うち 10例は明確に側溝を掘削しな

おしている。 しかし,いずれも道路計画線や幅員の変更は行なわれていない (Tab.22)。

このように,条坊道路の中には改修の痕跡が認められるもの,あ るいは明らかに拡張した り

1)本報告では,大路と大路のちょうど中央の道路  2)こ れまでの調査で, 小尺は 0.294～0.298mの

を条間路,坊間路と呼び, これよりどちらの大路   範囲におさまることが確認されている。本報告で

に近いかを基準に,坪境小路をそれぞれ条間北小   は, 1小尺を 0.296m, 1大尺を 1小尺の 1.2倍

路,条間南小路, 坊間東小路, 坊間西小路と呼   の 0.3552mと して,メ ー トル法換算値を求めた。

が。なお,こ の呼称は,すでに丼上和人「都城の  3)奈 良市教育委員会『平城京東市跡推定地の調査

定型化」(『季刊考古学』22,1988)に おいて使用   Ⅳ一第 6次発掘調査概報』1986。

されている。
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Fig,67 平城京南辺の条坊道路と平城宮諸門との関係 (単位 ;小尺,( )内は計画寸法)
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奈文研第16次

奈文研第15次

奈文研第124次

奈文研第149次

奈文研第168次

奈文研第160次

奈文研第106次

奈文研第93次

奈良市1984(東市第 4次 )

奈奥市1982(東市第 3次 )

奈良市1986(東市第 6次 )

奈文研第166次

奈文研第141柁3次

Tab。 18 平城京条坊実測座標値 (No。 は Fig.67と 対応)

しているものなどがある。 こうした事例は道路側溝が素掘 りであるがゆえに,降雨に よって浸

蝕を受けた り,ま た埋 った りす る場合が多かった ことを示 している。同時に,周辺衝区の土地

利用が大 きく変化す ることに よって,道路の位置の変更や拡幅が行 なわれた ことが想像できる。

第V章-2で 述べ るように,右京八条一坊十三・十四坪では,奈良時代の前半 と後半で土地利

用の形態が変化 している。奈良時代前半は工房を中心 とした十三・ 十四坪の一体的利用が図 ら

′72

-18,586,310 1 朱雀F聯い
-19,093.260 1 玉手Fttb

-19,375.500 1 西二坊坊間路心
-18,833.375 1 西一坊坊間大路心

-19,012.000 1 八条条間南小路心(拡幅前)

-18,380.000 1 八条条間路心

-18,437.000 1 東一坊坊間西小路心
-17,103.900 1 東三坊坊間東小路心

-17,060.000 1 八条条間北小路心

-17,187.000 1 八条条間路心

-17,107.680 1 東三坊坊間東小路心

-17,220.000 1 八条条間南小路心

-17,104.400 1 束三坊坊間東小路心

-17,185,500 十 九条条間路心
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Fig.68 八条条間路と八条条間南小路の偏度 (図中の No。 は Tab.19と 対応)
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南狼↓溝心( 〃 )
道路心 (拡幅後)
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Tab.19 八条条間路・八条条間南小路実測座標値 (No.は Fig.68と 対応)
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Fig.69 平城京右京域の条坊道路の偏度 (図中の No。 は Tab.20と 対応)
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れ,奈良時代後半は細分化 された住宅地 としての利用が進行するわけである。両坪が一体 とし

て利用されていた時期には,小路は同一敷地内の単なる通路にとどまっていたが,住宅地が細

分化されて往来が頻繁になるに従い,道路を拡幅する必要に迫 られたと見ることもできよう。

次に,SF2000(八条条間南小路)の平城京内における位置について検討 しよう。Fig.67は
,

六条大路以南でこれまでに検出 した条坊道路と,平城官の諸門との心心間距雄を示 したもので

ある。なお図中の独値は,朱雀大路調査で粥らかとなった朱雀大路の国上方眼方位に対する偏

度 (NO° 15′ 41″ W)を 考慮 1ン た値である。これによると,平城宮玉手門と,拡幅以前の SF

2000と の心心間距離の小尺 (以下断わ らないかぎり尺はすべて小尺である。)換算値は11,249,2

尺とな り,計画寸法11,250尺 にきわめて近い数値であることがわかる。同様に,左京八条三坊

十一・十二坪におlrIる 拡幅以前のハ条条間南小路と平城宮玉手門との心心間距離は11,221.6尺

で,計画寸法 より約30尺短 くなる。これ らの数値の差は,八条条間南小路の国上方眼方位に対

する偏度に起因しているものと思われ′る。Fig.68に示す ように,八条条間南小路の偏度は,朱

雀大路のそれよりもやや大きい。 しかも位置によっては,偏 りの程度が異っているのである。

他の道路はどうであろうか。まず条間路について見てみ よう。平城京南辺における条聞路と

上 して八条条間路と九条条間路がある。 八条条間路は Fig。 68に 示すように, ほば朱雀大路に

近似 した偏度を示す。したがって,検出地点が朱雀大路か らかな り遠距離に位置している場合

にも,道路心 と平城宮玉手門心 との距離は計画寸法に近似することになる。九条条間路は検出

地点が 1地点であるため,道路心の偏度を求められないが,左京九条三坊のような朱雀大路か

ら比較的離れた地点における道路心と玉手門心 との距離が12,600.3尺 と計画寸法の12,600尺 に

キ 近いことか ら,九条条間路の偏度を朱雀大路のそれに近いものと推定することが可能である。

間
路

条

ヽ

条

珂
八
南

SF 2000の
平城京内に
おける位置

道路計画の
偏度と道路
の位置

八条条間路

九条条間路

Tab.20 平城京右京域における南北方向の条坊道路実測座標値 (NOは Fig。 69と 対応)
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これに対 し坊間路はどうであろうか。例えば西二坊坊間路は, Fig.69か ら偏度も朱雀大路

とほぼ近似 していて,右京七条二坊における道路心 と朱雀門心 との距離も計画寸法 とほぼ一致

している (Fig.67)。  ところが,西一坊坊間大路は偏度が NO° 21′ 40′
′Wと 朱雀大路に比し

てやや大きく,検出地点が右京八条一坊 と朱雀大路に近いにもかかわ らず, この道路心と朱雀

Fttbと の距離は約22尺 も短 くなっている。西一坊坊間大路は西側溝が幅約1lmと 破格の規模で

あるため,道路計画線 と実測した両側溝心心間の中軸線 とが一致していない可能性もあ り,他

の坊間路に比して特殊だといえよう。西一坊坊間大路の計画線の偏度がもともと NO° 21′ 40〃

Wで あったかどうかについてはにわかに決めがたい。

以上のように,平城宮か ら遠距離に位置するにもかかわ らず,多 くの条間路 。坊間路の偏度

は朱雀大路の偏度 とほぼ一致している。換言すれば条 。坊間路は,朱雀大路に直交ないしは平

行してお り,条坊計画線は京全域に周到かつ精密には りめぐらされていたことを示 している。

一方,小路はどうであろうか。八条条間北小路は左京八条三坊において 1箇所検出した事例

があるが,平城宮玉手関心 との距離は 10,799。 1尺 と計画寸法にわずか 0,9尺満たないのみであ

る。したがってこの小路の計画線もまた,朱雀大路の計画線に直交 していたことがわかる。と
1)

ころが東三坊坊間東小路については様相が異なっている。この小路は,二条,四条,八条,九

条の計 6地点で確認しているが,各地点間に偏度の統一性は見 られず,朱雀門心 との距離関係

も一様ではない。ただ二条地点 (奈文研第88-m次調査)と 九条地点 (奈文研第166次調査)と

を結ぶ直線の偏度は,NO° 17′ 46′
′Wと 朱雀大路の偏度 と似通って消 り, 右京九条三坊地点と

朱雀門心 との東西距離は 4,954.4尺 と, 計画寸法 4,950尺 との差はわずか 4.4尺 である (Fig.

67)。 すなわち造営当初の小路計画線は,朱雀大路の偏度 とほぼ一致 してはいたが,大路で囲ま

れた各条,各坊内における実際の小路の設定に際しては,それぞれ独 自に設定された可能性が

指摘できる。このことは,こ の小路のす ぐ西に南北に貫流する東堀河 との位置関係からもわ

かる。Fig.71に 示すように, 東三坊坊間東小路と東堀河 との心心間距離は,計画寸法が 225尺

であるのに対 し,各地点ごとに微妙な差を生 じている。 とりわ lfI左京八条三坊九・十六坪坪境

に消いては極端に東に偏ってお り,同 じ小路でも実際の施工 と計画 との間に差が生 じているこ

2)

とがわかる。東一坊坊間西小路についても同様のことがいえる。 これは何を意味するのである

うか。推定 し得る可能性は 2通 りある。 1つは,坪境小路は直線上に施工されずに,途中のあ

る地点で微妙に筋替えられていたこと。もう1つは,長距離の区間では東西南北の方向を正し

く設定することを試みるが,実際には途中で微妙に折れ曲っていたことである。これまでの各

検出地点が点的であるため,両者のいずれかはにわかに決しがたいが,条間・坊間路のような

上位の道路に比 して,小路の施工の方法が多様であったことだけは確かである。

次に従来の調査で明らかとなっている小路の幅員と,SF2000の 幅員について比較検討しよ

う。Tab.22は これ らを一覧表にまとめたものである。なお参考のために条間・坊間路に関す

る数値も掲載した。表中の「路肩幅」というのは両側溝の内法の距離で,有効路面幅である。

また「両側溝外面間距離」 というのは, 両側溝の外縁間の距離を指す。「最深部心心間距離」

は側溝の最 も深い帯状の部分の相互距離を指し,幅員計画寸法に最 も近い値である。これらの

1)奈良市教育委員会の中井 公,森下恵介の両氏

から資料提供を受けた。両氏に感謝する。

rィσ

2)奈良国立文化財研究所『平城京左京八条一坊三

・六坪発掘調査報告書』1985。
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Fig 70 東三坊坊間東小路の偏度

(No.ヤま Tab.21と 対応)
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東
側
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Fig.71 東三坊坊間東小路と東堀河との関係

-145,797.000 1  -17,122.844  1 東三坊坊間東小路心
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-148,768.000   1    -17,103.900

…148,950.000 十  -17,107.680

-149,366.400 1  -17,104.400

Tab.21 東三坊坊間東小路実測座標値 (No.は Fig.70と対応)
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数値が小尺および大尺完数値のどの範囲に分布しているかを○印で示したものが右の 10項 目

で,「最深部心心間距離」を◎で示す。 また, 明確に側溝を掘削しなおしているものに○印,

1)

側溝の改修痕跡の認められるものに△印を付した。

この表から同じ道路でも地点において大きく幅員が変化していることがわかる。たとえば条

間・坊間路のうち,地点ごとに全く幅員の異なるものとして,八条条間路,西二坊坊間路をあ

げることができる。その他のものは,一条条間路,五条条間路をのぞいて,おおむね25大尺 (30

小尺)の計画寸法であったことがわかる。八条条間路と西二坊坊間路は,先述のように計画線

は朱雀大路のそれと方位がほぼ一致しており,精密に計画されていたことが指摘できるが,幅

員については北と南,東 と西で大きく異なっていたといえる。西二坊坊間路は,五条と六条と

の間に唐招提寺,薬師寺といった大規模な寺院が介在し, この南北で道路幅員に広狭が生じた

可能性も考えられる。また,八条条間路の幅員の広狭は左京域と右京域との相異に起因してい

ることも想定できるし,左京八条
=坊

地点の幅員が狭いのは, この地に想定される東市の区画

内通路であったためと考えることも可能である。

これに対し小路は一層多彩であり, とりわけ基準となる計画寸法も見いだすことができな

い。しかも,地点によって粥らかに路面幅の広狭の認められるものとして計 7例があり,検出

例全体に対する比率は条間・坊間路に比してきわめて高い。SF2000(八 条条間南小路)も この

中に含まれている。すなわち,坪境小路は条FHR・ 坊間路よりも一級下位の道路であり,大路や

¬
平 城 争Ⅲ  I

坊
路

二
間

西
坊

八条条間路

J田函国曜

▲

八

0            1000m

Fig,72 条・坊間路と小路の検出位置図 (Nc.は Tab.22と 対応)

1)Tab 22の No.25。 37の数値データにつ ィヽヽて

は,奈良県立橿原考古学研究所の松永博明氏から

提供を受けた。氏に感謝する。

′イ9



条間・坊間路で囲まれた各宅地の状況に合わせて,幅員が決定 されたことが うかがえる。周辺

の土地利用状況に規制される度合は,大路,条間・坊間路 よりもさらに大きかったものと思わ

れる。実際の検出例にみられる小路の多彩な偏度 と幅員は,以上のような理由に起因したもの

ととらえることができる。

B 十三・十四坪内の地割

次に,前節で得た数値をもとに,十三・ 十四坪四周の条坊道路心を推定復原し,これをもと

に坪内の道路をも含めた各区画施設の位置関係について考えて見よう。なお,条坊復原にあた

っては次の条件を与えてお く。

① 西一坊大路の国上方限方位に対する偏度,NO° 15′ 13″ W。 幅員70大尺。

② 十三・十四坪坪境小路 (八条条間南小路)の 国土方眼方位に対する偏度,EO° 20′ 57″ N。

③ 八条条間路の国上方眼方位に対する偏度,EO° 16′ 53′
′
N。

④ 八条大路の国上方眼方位に対する偏度,NO° 15′ 41′
′
W。 幅員70大尺。

⑤ 西一坊坊間西小路の国土方眼方位に対する偏度,No° 15′ 41′rw。 幅員20大尺。

③ l小尺=0.296m。  1大尺=0.3552m。

坪 の 分 割

八条条間r/N

Fig.73 十三 !十四坪四周の条坊

道路復原位置図

以上の与件をもとに,試算の結果をまとめたものが Fig

73,Tab.23である。そして,こ の成果をもとに十三・十四

坪内の区画施設の位置を 図示 したものが Fig.74である。

なお図中の推定復原した条坊道蕗は,側溝の中軸線として

表示してある。また坪内に図示した一点鎖線は,前述の側

溝心を基準とした坪の分割線を示す。

これによると, まず,奈良時代前半 に比定し得る築地

SA 1570,溝 SD 1860は ,十四坪を東西南北 にはば 2分割

する位置に存在することがわかる。 また SD 2082は ,SD

1860の北へ坪の南北の 1/4長 の位置に存在しているし,SA

2034,1850は ,十四坪を東西に 1/4に分割する線上に位置

している。すなわち,十四坪では坪内の区画施設として築

地,溝,掘立柱塀を用い, これを四周の道路幅員を差し引

いた好の一辺の有効距離を1/2,1/4,に分割する位置に設

定していることが明瞭である。奈良時代前半期には,坪四

周の一辺の有効長を基準とし, これを等分割する計画的な

区画割の行なわれていることが指摘できる。しかし,築地

SA 1570以外に顕著な閉塞施設はなく,十三・十四坪はそ

れぞれ一体的な利用が行われたと見て差しつかえない。

これに対し,奈良時代後半はどうであるうか。まず,八

条条間南小路が拡幅され,区画施設として,SF1970,1320

といった坪内道路が敷設され,掘立柱塀によって区画が細

分されている。築地 SA1570の位置を踏襲して設定される

No.|

1

2

3

4

5

6

Tab.23十三・十四坪四周の条坊

道路心推定復原座標値

″J0

-148,950,4281-19,lo5。 355

一M男阻 開21-"理 瓶

一 望
劣

狙 磁 5十 一

"理

調

三就籠転十三撒猟罷
-148,949.7731-18,9η .156

坪 内 道 路



坪内道路 SF 1970や , これをほぼ南に延長して施工される坪内道路 SF 1320は ,坪を 1/2に分

割する線上に位置している。十四坪の SF 1970の東側では,SD 1860を さらに区画を強調する

意味で,後に掘立柱塀 SA 1900に改め,SA1551,1716,1686を 1/8分割線上に設定する。そして

SF1970の 西側には,坪の東西1/4分割線上に南北塀 SA 1548を建設し,南北1/4分割線上にほ

ぼのる形で東西塀 SA 1571が 施工される。SF 1970を 介して,SA 1571と 1556は やや筋替え

て建設されるが,両者ともにおおむね 1/4分割線に一致すると見て差しつかえない。一方, |^

三坪では,坪内道路 SF1320の 西側に,坪の南北1/4分割線上に SA 1370,1371を建設して区画

割を行なう。また,SA 1434,1399は 東西に1/4に分割する線上に位置するものとみられる。以

上の区画施設を Fig,74を もとにみてみると①,①,◎,◎ の宅地は坪全体の面積の約1/8あ るい

は1/16,①,①,⑥ の宅地は約 1/32,そ してそれ以外は約1/2あ るいは1/4に それぞれ等しいこと

がわかる。そしてこれらの区画内には,小規模な建物群と井戸を 1基ずつそなえている。した

がって, これらの諸区画は細分化された小住宅地 とみなしてまちがいないであろう。各宅地を

区画する掘立柱塀は,おおむね坪を何分の 1かに分割する線上に位置してはいるものの微妙に

ずれているため,各宅地の面積にはおのずと広狭が生じている。

すなわち,奈良時代後半は,八条条間南小路の拡幅や坪内小路の敷設など一段と坪の区画割

が整備され, これらの道路によって往来が可能となった坪の中心部までもが,細かい小規模宅

地に分割されるようになったといえる。

西

一
坊
大
路

西

一
坊
大
路

Fig,74 右京八条一坊十三・十四坪の遺構 (左 ;ユ期,右 ;Ⅳ期)



条

坊

条

坊

八

　

九

一爪
　
　
一爪

左

三

左

三

Fig,75 左京九条三坊十坪の遺構 Fig.76 左京八条
=坊

九坪の遺構

このように坪内を細分 し,小規模宅地 としての区画を行なっている事例は,左京八条三坊や

左京九条三坊にも見ることができる。Fig。 お,76に示すように,左京八条三坊では約1/16,そ

して左京九条三坊では,坪内道路を通してさらに1/32に 細分 された小規模住宅地がある。そし

て,いずれの宅地の区画施設も,坪一辺の有効長を等分割する線上に,おおむね一致してはい

るが,各宅地の面積には,微妙な大小のあることもわかる。 したがって, これ らの小規模住宅

地は,1/2,1/4,1/8,1/16,1/32と 等比級数的に分割するという,ある一定の規範のもとに施

工されてはいるが,場合によっては区画施設をずらして,面積の大小を生む結果となっている。
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2 遺構の変遷

はじめに遺構の変遷の決定方法について述べておきたい。まず,柱穴の重複関係から建物・

塀の新旧を決め,柱穴出土遺物の年代によって建物・塀の時期を推定する。そして埋土からの

出土遺物の年代によって溝・土坑・井戸の時期を推定し,それ らと建物 との新旧関係から建物

の存続年代を推定する。しかしそれだけでは遺構の年代が決められないものもあ り,それ らは

建物・塀・井戸 との配置関係から時期の推定を行なった。

遺構は大きく4時期に分けられる。時期区分はまず奈良時代前半・奈良時代後半に分ける。

さらに奈良時代前半を 2時期に細分 し,それぞれを I期・Ⅱ期 とする。また奈良時代後半も2

時期に細分し,Ⅲ期・Ⅳ期 とする (Fig.77～ 80)。

遺構変遷の記述の順序は,各時期 とも十三坪, 十四好の順に行なう。今回の報告では区画

(宅地)割の問題が重要なため,各時期 ともまず区画 (宅地)割について述べ,次に区画 (宅地 )

内の建物におよぶ。各区画 (宅地)については,建物配置はもちろんのこと,宅地における主

屋の比定や宅地への導入方法についても推定を試みる。

なお,本節では,建物・塀はとくにことわ りのないかぎり掘立柱構造をさす。また塀などで

囲まれた敷地や建物等の配置から1つの敷地 と考えられるものを, I・ Ⅱ期では「区画」 と呼
1)

び,Ⅲ・Ⅳ期では「宅地」と呼ぶ。「坪」は条坊の位置をあらわし,「町」は面積を示す際にも

ちいることにする。

A I期 の遺構

十三坪

十三坪の北辺の坪境小路との境は東西築地塀 (SA1490・ SA1485)に よって画される。坪内

には粥確な区画施設がなく, 1町 占地であった可能性がある。しかし,坪の東西 1/2ラ インに

建物が建てられていない点,十四坪が築地塀によって東西に二分されている点からみて,十三

坪 も東西に三分 されていた可能性も考えられる。なお十三坪を南北に三分する線は発掘区外の

南にあたるため,十三坪が南北に三分されていたかどうかは不明である。

十三坪西半 (以下,十三坪を東西に三分するラインから西を十三坪西半,東を十三坪東半 と

呼ぶ。)こ の区画では中央に中軸線をそろえた 2棟の東西棟 (SB1331,1390)を置き,そ の南

に上屋 (SB1364)を もつ井戸 (SE1365)を設1/j,そ のまわ りは広場 とする。主屋は SB1381・

SB 1390の いずれかと考えられるが,次の時期 (I期 )の主屋と推定される建物が,SB1381の

直上に北向きに (北庇側を正面 とすれば)建てられていることを考慮すると,こ の時期の主屋
め

は SB1381で SB1390が前殿 と考えてはどうであろ うか。SB1390の北西には 2棟の南北棟 (SB

1)I・ Ⅱ期は後述するように,宅地とは考え難 く,

敷地の一単位を「宅地」とはせずに,「区画」と

する。Ⅲ,Ⅳ期は小規模な宅地群と考えられ,従

来から「何分之一町」と呼びならわしており,区
画された小単位を「宅地」とする。なお,各坪を

東西,南北それぞれに三分して説明するため,各
1/4町を「区画」と呼がこととする。

2)主屋と考えられる SB1381はⅡ期になると,同
位置で建て替えられ,SB 1380に なる。 SB 1380

は北庇付で北が正面の建物と考えられ, したがっ

て,SB1381も 北を正面とする建物であった可能

性が高い。また,後述するように十三坪と十四坪

との関連性が高いとすると,十四坪に面した十三

坪の北側に区画への出入口が必要となろう。
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1404・ SB1405)を配し,そ の西を目隠し塀 (SA1422)で塞 ぐ。北辺の築地寄 りには,東西に倉

庫と考えられる総柱建物 (SB1480・ SB1482)と 間仕切 りをもつ東西棟 (SB1476)が並び,そ

の南は東西塀 (SA1432・ SA1483)に よって区画される。そして東西塀 (SA1432)の東端に接

して南北に溝 (SD1412)が北に流れ,築地塀は下を暗渠 (SX1489)に よって排水する。この溝

がこの区画内における排水施設と考えられる。井戸の周囲は空閑地とし,南には総柱建物 (SB

1331)と 小規模な雑舎群 (SB1309。 SB1324・ SB1327)が 建つ。 この区画の坪境小路からの導

入方法は,遺構として明確な門遺構を検出していないため,遺構の上からは引確なことは分か

らない。そこで建物の配置から門の位置を類推することにする。まず, この区画の正面は北向

きと考えられるので坪境小路に面して門が開くことが考えられる。しかし主屋の正面 (北)に

は建物があるため,SB1381の 中軸線上に門の存在は考えられず, 主屋の正面より東寄 り,す

なわち十四坪の南に開く門 (SB1537)の対面に考えるのが妥当であろう。

十三坪東半 この区画でも前述の区画と同様に北辺に総柱建物倉庫 (SB 1471)を建て,その

南を東西塀 (SA1465)で区画する。その南は発掘区の外になるため建物の構成は不明である。

十四坪

南辺の坪境小路との境は,東西築地塀 (SA1528・ SA1540)に よって区画される。そして南

北築地塀 (SA1570)に よって十四坪はさらに東西に 2分 される。

十四坪西半 (以下,十四坪を東西に 2分する位置にある SA1570も しくは SF1970を境に十

四坪西半,十四坪東半と呼ぶ。)こ の区画の南を画する東西築地塀 (SA1540)に 門 (SB1537)

が開く。この区画では築地塀のそばには建物が建たず,南に空地をとる。主屋はやや規模が小

さいものの東西棟 (SB1576)と 考えられ,その東西に南北棟 SB1559。 SB1586が建ち,さ ら

にSB1586の西に東庇付の南北棟と推定される SB1588が建つ。主屋の北には総柱建物倉庫が

東西に 2棟 (SB1580・ SB1582)並 が。そして区画の南辺には門 (SB1537)の脇に小規模建物

(SB 1543)が建つ。

十四坪東半 この地区は東西溝 (SD1860)に よって南北に 2分される。 さらに坪の北から

1/4ラ インで,SD2045。 SD2082に よって区画される。

まず SD1860の 南の区画では,北寄 りに南庇を持ち,身舎を桁行方向に 3部屋に分かつ東西

棟(SB1710)が 建ち,こ の建物がこの区画の中心建物と考えられる。SB1710の北には東西に 2

棟の南北棟 (SB1780・ SB1790)を配する。この 2棟の南北棟はいずれも軸線が北で東に振れて

いる。 SB1710を 囲むように総柱建物倉庫群 (SB1625・ SB1609・ SB1680。 SB1820)が建つ。

そしてそれらの倉庫群の間に丼戸 (SE1700)が ある。この区画の南寄 りでは SB1532と SB

1553が L字形配置をとって建てられる。

次に SD1860の 北の区画では, 十四坪の東から1/4の ラインを境に西と東に分けられる。

1/4ラ インの西の区画には 4基の井戸が比較的近接して存在する。井戸と井戸に関連する建物

や塀は同様の構成をとる南北 2つのグループに分けられる。すなわち,南のグループでは東に

SE1867が,西には SE1870が ある。SE1867の 東はL字形の南北塀 SA2005。 SA2009に よっ

て画され,井戸の北方には東西棟 (SB2011)が 建ち,南北の日隠し塀をはさんで西に東西棟

(SB 2064)が建つ。以上のようにここでは2基の井戸を囲むように塀・建物が計画されたと考
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えられる。また北のグループでは, 2基 の井戸 SE2019・ SE2070があ り,そ の東をL字形の南

北 lS・ (SA2034)で 画し,北に東西棟 SB2041西に南北棟 (SB2075)を配している。

以上南北 2グループの遺構の東を画する 2条の南北塀 (SA2005,SA2034)の 東には,お よ
1)

そ 3mの空地をへだてて幅の広いL字形の溝 (SK2001,SD2047)が 流れる。この溝は,坪を

南北に三分する位置にある東西溝 (SD1860)の 北方約 1.5mで東に折れてお り,南北塀 (SA

2005。 SA2034)と SD1860間にL字形の通路も考えられる。このL字形溝によって画される東

の区画の北は,東西塀 (SA2031)に よって画され,L宇形滞にそって 2棟の南北棟 (SB2002・

SB2015)が 建つ。

I期の遺構

この時期の全体の区画構成は, I期を踏襲し,区画内で建物の建て替えが行なわれる。

十三坪

十三坪西半 この区画では主屋が建て替えられ,建物が増える。 I期に中央に あった主屋

(SB1381)と 副屋 (SB1390)はなくなり,SB1381と 同位置に北庇をもつ大規模な東西棟 (SB

1380)が建てられる。SB1380の 北では SB1405が 存続し,その対面に南北棟 (SB1395)が 建

つ。SB1395は SB1405を およそ SB1380の 中軸線でおりかえした位置に建てられており, こ

の2棟の南北棟は SB1380の 協殿的な構成をとる。北辺では,総柱建物 (SB1482)は存続し,

東の SB1476は総柱建物 (SB1477)に建て替えられ,南を画していた SA1432は東端で北に

折れ SB1477の 東を区画する (SA1433)。 SB1405の 西では I期に南北に並んだ 2棟の建物

(SB1404。 SB1482)が ,それぞれ建て替えられ,建て替えにともない棟筋をそろえて南方にも

2棟の南北棟を建て,合計 4棟 (SB1336。 SB1350・ SB1403・ SB1423)の南北棟が棟筋を揃え

て建つことになる。その西の南北塀もSA1421に建て替えられる。南の建物群もそれぞれ建て

替えられ,SB1330・ SB1313・ SB1325,SB1340が 新たに建つ。

十三坪東半 東の区画の北辺では, I期 と変化はない。

十四坪

十四坪西半 この区画では建物の建て替えがおこなわれ,建物配置も大きく変わる。主屋と

考えられる建物は東西棟から規模の大きな南北棟 (SB1577)に なり,築地塀 (SA1570)脇 の

南北棟 (SB1559)は ほぼ同位置で建て替えられる (SB1562)。 北方の総柱建物は東西棟 (SB

1581)に建て替えられる。 ところで, この区画の建物構成が南の十三坪と同様であるとする

と,SB1577は 主屋でなくSB1577,SB1562が脇殿的な建物となる。そして発掘区外の北に主

屋が建てられたという可能性も考えられる。SB 1577の 西と南にはそれぞれ SB 1587と SB

1546が建てられ,SA1528に開く門 (SB1537)の 脇にあった小規模建物 (SB1543)は ,ひ とま

わ り大きな南北棟 (SB1539)に建て替えられる。

十四坪東半 この区画では十三坪西半や十四坪西半にくらべ建物の建て替えは少ない。坪を

南北に三分する位置にある東西滞 (SD1860)の 南ではあまり建て替えはみられず,主屋 (SB

1)本来ならば,SK2001を SD2047の一部とみな   坑状 (SK2001)に なった後であるので,煩雑には

して,遺構番号をつける必要はないが,土器,漆   なるが,上坑としての独立した遺構番号をつける

紙文書等の遺物が投棄されたのは,SD2047が土   こととする。
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1710)の北に総柱建物倉庫 (SB1810)が建てられ,総柱建物 (SB1820)が 東西棟 (SB1830)に

建て替えられるのみである。

SD1860の 北では井戸や建物の基本的な配置は変わらず,井戸のつくり替えと建物や塀の建

て替えが行なわれる。 南の グループでは 2基の井戸が ほぼ 同位置で それ ぞれ改修され (SE

1867・ SE1880),東 のL字形の南北塀 (SA2005・ 2009)は SA1850に,北の東西棟 (SB20m)

は SB 2010に 建て替えられる。その西では 目隠し塀 (SA 1927)を はさみ総柱建物 (SB 2065)

が建てられる。そして南北のグループ間はL字形の塀 (SA2012・ SA2014)で区画される。北

のグループでは東の井戸は改修されるが (SE2020),西の井戸は改修されずに存続する。井戸

の北方の東西棟 (SB2041)は SB2040に 建て替えられ,SB2040の 西に南北塀 (SA2042)が建

てられる。

十四坪の東から1/4の ラインの東にあるL宇形の溝は,南半が廃絶し,南北部分が大きな土

坑状 (SK2001)と なる。そして SB2002の 南に新たに大規模な総柱建物 (SB1890)が建てら

れる。

C Ⅲ期の遺構

十三坪

この時期は, I期・ Ⅱ期 とは様相が異な り,十三坪の東西を二等分する線上に南北道路 (SF

1320)が 通る。そしてこの道路の両側には南北塀が建ち,道路の東西の宅地を区画する。北辺

の坪境小路 との境は I期に造 られた東西築地塀が存続する。さらにその区画内を塀や溝で分割

し,宅地 としている。

十三坪西半 この区画における宅地割は,方形の1/16町 もしくは東西に長い1/32町 と考えら

れ,坪内道路との境は SA1355。 SA1430Aで画される。宅地を細分する区画施設 としては十

三坪を北から四分する東西塀 (SA1370・ SA1371)力 あ`り, この塀によって東西に長い1/8町に

分割される。この東西塀の北では 1/8町宅地が 2つの南北塀 (SA 1399。 SA 1434)に より方形

の1/16町宅地に細分される。塀の南では宅地を細分する粥確な区画施設の遺構は検出されてい

ないが,十三坪の北からおよそ3/8の ラインに位置する東西溝 (SD1338)は宅地を区画する溝

の可能性があろう。また宅地割は,井戸の配置から以下のように推定される。すなわちこの時

期に新たにつ くられた井戸が 5基 (SE1305。 SE1315。 SE1335。 SE1375。 SE1385)あ り,それ

らの井戸をそれぞれ一つの宅地に一つの井戸がつ くられたもの と考えると,東西塀 (SA1370・

SA1371)の南では,1/32町宅地が 4区画となる。また東西塀 (SA1370・ SA1371)の】ヒでは方

形の1/16町宅地が 2区画となる。

つぎに, この推定にしたがって各宅地内の建物の構成をみると,十三坪西半東南の1/32町宅

地では東隅に丼戸 (SE1305)が あり,SB1308と SB1328カ こ`の宅地に属する。その】ヒの1/32

町宅地では中央東よりに丼戸 (SE1365)が あり,その東を空閑地とし,その北と西に 3棟の建

物 (SB1343・ SB1344。 SB1363)を建てる。宅地への出入日は宅地東面にあり,坪内道路 (SF

1320)か ら出入 りしたものと考えられる。西南の2つの1/32町宅地にはそれぞれ宅地の東南隅

に丼戸があり,その近 くには建物は建たず宅地の西方に建っているものと考えられる。しかし,

これらの宅地を1/32町 宅地とした場合,出入口を宅地の西に想定すると出入口が西一坊大路に
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1)

面することになる。しかし,宅地の出入口が大路に面するとは考え難 く,東の1/32町宅地 との

間, もしくは大路に面する区画施設の内側に通路を考える必要がある。東北の方形1/16町宅地

では宅地の東南隅に丼戸があ り, 井戸の近 くには建物が建たず, 宅地の西 と北に 3棟の建物

(SB1402・ SB1415。 SB1475)が建つ。 この宅地の出入口は坪内道路 (SF1320)に 面した南北塀

(SA1430A)に開き,坪内道路から出入 りをする。西北の方形 1/16町宅地 でも東南隅 に丼戸

(SE1385)があ り,西方の SB1420をはじめ数棟の建 77」 があったと考えられる。

十三坪東半 この宅地ではどのような宅地割が行なわれていたかは不明であるが,道路に面

する区画施設は SF 1320の西区画と同様に,北辺の坪境小路との境は東西築地塀 (SA 1485),

坪内道路 (SF1320)と の境は南北堺 SA1410に よって区画される。その北辺には柱間寸法の大

きな東西棟 (SB1470)が建ち,西の宅地 とは異なった宅地の構成であった可能性がある。

十四坪

十四坪も十三坪 と同様に坪を東西に 2分する位置にあった南北築地塀 (SA1570)の 位置に,

南北道路 (SF1970)が 通 り,その両側の区画をさらに細分して宅地 としている。この区画の北

では,坪を南北に 2分する位置にあった東西溝 (SD1860)の南に接 して東西塀 (SA1900)が

建てられ, この塀から北では建物はほとんど建てられておらず,宅地 としては放棄されたに近

い状態であったと考えられる。Ⅱ期では 4基あった井戸の うち東北の 1基のみが存続し,その

北に数棟の建物(SB2030・ SB2035。 SB2030・ SB2083)が 建つのみである。したがって SF1970

は十四坪を南北に貫通せずに,宅地 として利用された SA1900の 南で行き止まりとなったと考

えられる。

十四坪西半 この区画では 南辺の坪境小路との境が, 築地塀から東西塀 (SA 1542)に 変わ

り,区画の東の坪内道路との境は南北塀 (SA1558・ SA1647)に よって区画される。この うち

南を画する SA1542は東側で坪境小路北側溝に流れ込むL宇形の溝 (SD1538)の 北を迂回する

ように,途中で短折れとなる。そして区画内は坪の西から1/4の ラインにある南北塀 (SA1548)

と坪の南から1/4ラ インの位置にある東西塀 (SA1571)に よって分割され,東南に方形の1/16

町宅地がつ くられる。この宅地の東北隅には井戸 (SE1560)が 掘 られ,宅地内に 3棟の建物が

建てられる。主屋と考えられる建物は宅地の西南隅にある南北棟 (SB1545)で ある。この建物

は東に庇をもち,床張 りの建物である。宅地の西北には比較的規模の大きな東西棟 (SB1575)

があ り,南 と東を目隠し塀 (SA1573・ SA1574)に よって囲 う。そして東に規模の小さな南北

棟 (SB1561)が建つ。SB1545を この宅地内の主屋 と考えるのが妥当と思われるが,SB1575も

規模が大きく,かつ目隠し塀で囲まれるとい う点を考慮すると,SB1575も 主屋 と同等の性格

をもった建物 と考える。 またこの宅地を南北に三分し2区画の 1/32町宅地 と考えれば, SB

1545。 SB1575が それぞれの主屋 といえる。 しかし,十三坪 。十四坪 ともに,宅地化にともな

ってそれぞれの宅地の隅に 1基ずつの井戸がつ くられたと考えられるため,やは りここは1/16

町宅地 と考えるべきであろ う。 SA1548の 西の区画では十四坪の南から1/4の ラインに区画施

設はなく,方形の1/16町 宅地または南北に長い 1/8町 宅地のいずれとも考えられる。 宅地内全

体の構成は不切であるが,SA1548に近接 して南寄 りに丼戸 (SE1550)が あ り,その北に,主

０
　
鉤

三位以上,四位参議以外は大路に家門を開くことは禁じられていた (『三代実録』貞観12年 12月 25日 条)。
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屋と考えられる西庇付の南北棟 (SB1585),南 に東西棟 (SB1549)が建つ。

十四坪東半 この区画でも南辺の坪境小路との境は, 築地塀から東西塀 (SA1527)に 変わ

る。西の坪内道路との境は南北塀 (SA1536・ SA1646),北は東西塀 (SA1900)に よって区画さ

れ,内部はさらに分割される。南北方向には南から SA1551・ SA1556。 SA1716ま たは SA

1686に よって四分され,東西に細長い1/16町 となる。そしてさらに東西に二分され1/32町 宅地

となるかどうかは不明である。しかし,一つの宅地に丼戸が 1基掘られたとすると,区画施設

は遺構として残っていないものの,なんらかの方法で区画された1/32町宅地である可能性が高

いといえよう。ただその場合には後に述べるように宅地への導入方法の問題が残る。

これら4つの宅地における建物の構成は,ま ずいちばん南の宅地では,1/32町宅地と考えた

場合,東南隅に丼戸 (SE1530)を 掘 り,宅地の西いっぱいに主屋と考えられる東庇付の南北棟

(SB1534)を建てている。宅地への出入日は確定できないが,SB1534が東を正面にした建物と

考えられるので,出入口は坪境小路に面した南面もしくは宅地の東面と考えられる。その】ヒの

宅地では,井戸 (SE 1555)は 宅地の北の隅に置かれ,宅地の西端に主屋の東庇付南北棟 (SB

1554)を建てている。この二つの宅地が1/32町宅地とすると,南の宅地は坪境小路から出入 り

することができるが,その北の宅地では坪内道路に面する間口いっばいに建物が建っており,

坪内道路に面して出入口があったとは考え難く,南の区画を通って出入 りするか,南の区画の

東に通路を考えなくてはならない。この宅地が東西に細長い1/16町 とすれば,東の坪境道路に

出入口の存在も考えられるが,今回の成果のみで結論を出すことはできない。南から3つめの

宅地では井戸の位置は不引であるが,主屋はこの宅地の南の宅地と同様に宅地の西よりにある

東庇付の南北棟 (SB1557)と考えられる。また SB1557の東北には2棟の小規模な南北棟 (SB

1605。 SB1608)が棟筋をそろえて建つ。宅地への出入口は西北隅に開き,坪内道路 (SF1970)

から出入 りしたものと考えられる。いちばん北の宅地では I期に掘られた井戸 (SE1700)が 存

続する。建物の構成は他の宅地とは異なり, 井戸の近辺に丼戸を 囲むように 2棟の建物 (SB

1760。 SB1781)が建つ。 またそれらの建物から離れて SA1646に近接して南北棟 (SB1720)

が建てられる。宅地への出入口は南隣の宅地と兼用していたか,SF 1970の突き当りから出入

りしていたものと考えられる。

SA1900の北は宅地としてはほとんど放棄された状態であったと考えられ,北方の井戸 SE

2020の みが存続し,数棟の建物が建てられる。(SB2030。 SB2035・ SB2080・ SB2083)

D Ⅳ期の遺構

この時期の全体の宅地計画は,Ⅲ期の宅地割のままで,宅地内でいくつかの建て替えが行な *

われた。

十三坪

十三坪西半 東南の二つの1/32町宅地のうち南の宅地では SB1328にかわって SB1312が建

てられる。SB1326も この宅地に属すると考えられるが,SB1326の北側柱筋が,皿期にその北

の宅地にあった SB1344の南妻柱筋より北に位置 してお り,宅地の境界線が移動 した可能性が *

あろう。北の宅地では,井戸 SE1365に かわって,宅地の東北隅に SE1360が掘 られ,SB1343

・ SB1344が廃絶し,SB1362が建つ。西隣の二つの1/32町宅地の宅地内の建物の変遷は不明で

′び2



ある。

この時期には東西塀 (SA1371)の 東方の 4間分の補修として新たに塀 (SA1372)がつくら

れ,十三坪西半の北東の1/16町宅地の東を画する南北塀 (SA1430A)も 建て替えられる (SA

1430B)。 宅地内の建物も建て替えが行なわれ, 十三坪西半の 1/16町宅地では宅地中央に主屋

である北庇付の東西棟 (SB1391)が 建ち,北辺に東西棟 (SB1473)が 建てられる。その西隣の

宅地においてもⅢ期に建てられた SB1420は なくなり,SB1406が建てられる。

十三坪東半 北辺を画していた築地塀 (SA1485)に代わ り東西塀 (SA1473)が 建てられる。

なお,SA1473はかつての築地塀の位置から南に避けて建てられており,築地塀との共存の可

能性もある。また SB1470は この時期まで存続したと考えられる。

十四坪

宅地割や基本的な建物の構成に変化はない。以下,建物の建て替え部分についてのみ述べる

ことにする。

十四坪西半の東南の1/16町宅地では主屋と考えられる東庇付の南北棟 (SB1545)が 小規模な

東西棟 (SB1544)に 建て替えられる。したがってこの時期の主昼は SB1575と考えられる。ま

た南を画する東西塀 (SA1542)は,L字形の溝 (SD1538)が 坪境小路北側溝に流れ込む位置

から西側のみ建て替えられる (SA1541)。 SF1970の東のいちばん南の宅地では井戸の西の SA

1527に近接して北縁付の東西棟 (SB1531)が建てられる。このほかの宅地ではⅢ期に建てられ

た庇付建物がなおこの時期まで存続しており,SB1534も この時期まで存続していた可能性は

あるが,SB1531と あまりに接近し過ぎてお り,SB1534は ,こ の時期には既になかったと考え

るほうが妥当であろう。十四坪東半の SA1900の南の宅地では井戸の南にある東西棟が 2度建

て替えられ (SB1691・ SB1690),規 模が拡大される。

SA1900の北では SB2080に かわって,その西に SB2081が建てられるほかは,Ⅲ期の建物

が存続する。
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3 敷地 と建物

本節では1987年度までに平城京内で行なわれた発掘調査の成果を参考に,右京八条一坊の敷

地と建物について考察する。まず,平城京の発掘例をもとに建物の規模について考察し,つぎ

に,奈良時代前半の遺構に関し,建物の特徴や炭化物を含む土坑の分布から,敷地の性格につ

いて考察する。さいごに,奈良時代後半の遺構として,宅地割と建物配置について考える。な

お本節において,「京内」とするときは,平城京のうち宮を含まない部分を示すものとする。

また,「右京八条一坊」とするときは,今回の調査区を示すものとする。

A 建物規模 をめぐって

ここでは,為 もに建物の規模に関して,検討を行なう。京内の調査で,現在までに検出された

建物の総数は,建物の一部を検出しているものを含め1000棟を越える。しかし,京内の調査では

調査面積が小さなため建物全体を検出していない場合も多いので,以下,建物規模の平均を求

2Y3る 場合は,桁行もしくは梁間全体の規模が判切しているもののみを,サンプルデータとする。

まず,京内全体の建物の規模の平均はをみると,全建物の桁行柱間数の平均は3.56宥間,柱

間寸法の平均が7.21尺 で桁行総長の平均が 25,7468尺 である。なお,以下長さの単位は。すべ

て天平尺とする。 身舎梁行柱間数は 2間,柱間寸法の平均 6.93尺で梁間総長 は13.86尺 とな

る。したがって,京内の平均的な建物は桁行柱間が 3間 もしくは 4間,柱間寸法が桁行・梁間

とも7尺前後のものである。

この建物規模の平均を桁行柱間数別に求めたものが Tab.24である。表に示されているよう

に柱間が増えるにしたがって,桁行・梁間とも柱間寸法は大きくなることがわかる。特に,桁

行柱間数が 4間 と5間では柱間寸法の差が大きく,桁行柱間寸法で 1尺 , 梁間柱間寸法で 1.5

尺の開きがある。すなわち,桁行 5間以上の建物は,桁行柱間 4間以下の建物にくらべ,たん

に柱間数が多いだけでなく,柱間寸法も大きくなり柱直径や部材寸法が異なっていた可能性が

高い。とりわけ,梁間寸法が大きく異なることは建物の高さに大きくかかわってこよう。

次に,庇付の建物について同様に桁行柱間数別に,規模の平均をみよう (Tab.25)。 庇付き

建物の桁行柱間数の平均は,全建物の平均より1間以上多 く,柱間寸法も掘立柱建物全体の平

均よりはるかに大きい。柱間間数ごとに建物棟数をみると,桁行 3間・ 4間の建物で検出され

桁行
柱間

桁行
惨5平

均

1 
柱

膠誘
均 梁行

ぃ5平
均

1 
柱

膠誘
均

棟数

13.2312

19。 1197

27.8696

39,1723

47.1520

62.0316

60.0000

90.0000

７

３．

７

９

２

１

6.6156

6.3732

6.9674

7.8346

7.8587

8.8617

7.5000

10.0000

10.8584

11.7105

12.6063

15。 1606

15。 7600

16.8211

15.0000

20.0000

5,4292

5.8553

6。 3032

7,7803

7.8800

8.4106

7.5000

10.0000

Tab。 24 平城京掘立柱建物規模



た庇付建物の絶対数は,桁行 5間の庇付建物の数に近いが,庇付建物の占める率では桁行 5間

以上の建物は,桁行 4間以下の建物にくらべて高い。また,柱間寸法も桁行 4間以下の建物 と

5間以上の建物では大きく異なっており,庇の有無からも5間以上の建物は, 4間以下の建物

とは,建物の格が異なっていたと考えられる。

桁行間数 総棟数 庇付棟教 桁行総長平均
(尺 )

柱間平均
(尺 )

梁行
ぃ尋

平均
1 

柱
巖覇

均

４

６

４

７

６

１

19.6458

28.1688

41.6471

52.7143

62.9167

60.0000

6.5486

7.0422

8.3294

8.7857

8.9881

7.5000

京内庇付建物総平均

4.6413    620

Tab。 25 平城京掘立柱建物 (庇付)柱間別規模

それでは平城京内において,敷地の位置によって,建物の規模に差があるであろ うか。一般

的に,官に近い敷地のほ うが宮の遠方の敷地にくらべ,居住者の位が高 く,敷地面積が大きく,

大きな建物が建てられたと考えられる。そこで,各条坊毎に建物規模の平均を求めたいが,発

掘調査が市衝地の開発にともなっておこなわれるため,調査地が限 られてお り,京内各地にお

ける平均的な発掘成果は望めない。 このため,今回は一条～九条の 各条ごとに 建物の 規模の

平均を求めた(Tab.26)。 ただし,六条 と七条は発掘例が少なく, この値をもっておよその平均

を示 していると考えるのは危険である。 これにみるように,一条から五条までと八条・九条で

は顕著な差がある。一条から五条までの建物の平均的な規模は,桁行柱間 4間で,柱間寸法が

桁行・梁間とも7.5尺であるのに対 して,八条 。九条では桁行柱間が 3間,柱間寸法が 6尺前

後である。 とくに,ひ とつの坊として調査例の多い左京三条二坊では,桁行柱間寸法の平均が

8尺を越え,今回の調査地区を含めた八条・九条とは,その差が歴然 としている。左京三条二

坊の建物の柱間寸法の平均が大きいのは,先に述べたように,こ こに建つ建物の桁行間数の大

きいことも原因のひとつである。ここで桁行 3間の建物のみについて,左京三条二坊の建物 と

今回の調査区の建物の柱間寸法を くらべてみよう。すると,左京三条二坊では桁行・梁間の柱

間寸法がそれぞれ,6.613尺・6.599尺 ,今回の調査区ではそれぞれ,6.119尺・5.910尺 とな り,

やは り左京三条二坊の方が桁行・梁間とも0.5尺前後柱間が広いことがわかる。

条
桁行間数
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Tab.26 平城京掘立柱建物条別規模
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以上,京内全体の建物の規模について考察した。こうした観点から今回調査区の建物の特徴

をまとめると以下のようになろう。

1)今回の調査区は,京のはずれに近い右京八条一坊十三 。十四坪にあた り,官に近い敷地

の建物に くらべ桁行柱間数が少ないものが多 く, 5間以上の建物はほとんど見られない。

2)今回の調査区における建物は,個々の柱間寸法 も小さく,同一の桁行間数の建物でも,

今回調査区の建物はひとまわ り小さい。

3)京内全体の傾向として桁行 5間以上の建物は, 4間以下の建物にくらべ建物の格が異な

っていたと考えられる。今回の調査区では奈良時代の前半にあたる IoⅡ期に建てられた桁行

5間の建物は,SB1380をのぞき, 柱間寸法が小 さく京の平均的な様相とはやや異なる。 奈良
1)

時代の後半にあたるⅢ・Ⅳ期では小規模宅地には,桁行 5間 の建物はあまり建てられず,庇付

の建物でも桁行 4間のものが多い。

B 奈良時代前半の遺構と敦地の性格

右京八条一坊の掘立柱建築の特徴のひとつとして,総柱建物が多いことがあげ られる。現在

までに,平城京の発掘調査で検出された1000棟を越す奈良時代の掘立柱定物の うち,総柱構造

の建物は52棟で,全体の 6%にみたない。しかも,その うちの17棟が右京八条一坊で検出され

たものである。また,右京八条一坊では,総柱建物が建てられた時期が,坪内が宅地 として細

分化される以前の奈良時代の前半に限られることも注 目される。

平城京における奈良時代の総柱建物の平面形式には,一般的に桁行 2間・梁間 2間,桁行 3
め

間・梁間 2間,桁行 3間・梁間 3間,の 3形式がある。現在までに今回の調査区以外に規模の

判粥している総柱建物は,各形式それぞれ10棟ずつの例がある。今回の調査地区では18棟のう

ちの13棟が桁行 2間・梁間 2間 , 5棟が桁行 3間・梁間 2間である。桁行・梁間のそれぞれの

柱間寸法は,Tab。 27に しめしたように,京内全体の平均より1尺前後小さい。

このように今回の調査区の総柱建物は,検出した棟数は多いものの,個々の建物の規模に間

していえば,京内一般の掘立柱建物と同じ傾向を示し,京内一般の総柱建物の平均よりも小さ

ヤヽ。

棟数 桁柱間数 桁行総長
(尺 )

梁行総長
(尺 )

桁行柱間
(尺 )

梁毎s間

京 全 体 平 均

右京八条一坊平均

５３

　

・８

2.522

2.278

15。 917

12.750

12.656

10.225

6.260

5。 361

6.328

5,113

Tab.27 平城京掘立柱建物 (総柱)規模

1)SB1731。 SB1691は桁行 6間であるが,柱間寸

法は 5尺 もしくは5.5尺 と小さく,一般的な 5間

以上の建物とはやや趣が異なる。

2)特に,大規模な総柱建物として,日村第推定地

において,桁行 4間以上,梁間 3間の総柱建物が

検出されている (奈良目立文化財研究所『平城京

左京四条二坊十五坪発掘調査報告一藤原仲麻呂田

′σσ

村第推定地の調査』1985。 )。 また,現存遺構とし

て唐招提寺経蔵前身建物がある。浅野清氏の復原

によると前身建物は,桁行 3間,梁間 3間切妻造

と桁行 5間 ,梁間 2間寄棟造の 2棟で,新田部親

王の邸宅に建てられていた ものと考えられてい

る。浅野清「唐招提寺経蔵の諸問題」『考古学雑

誌』38-1,1952参照。



それでは総柱建物がどのように配置されているかをみてみよう。以前は小規模宅地には総柱
1)

建物は建てられていないと考えられていたが,調査例が増えるにしたがって,小規模宅地にも
2)

総柱建物が建てられていたことが知られるようになった。右京八条一坊でも総柱建物が検出さ

れ,ま た坪内を組分する区画施設が検出されたことにより,1/16町以下の小規模宅地に総柱建

物が建てられてた可能性が考えられた。 しかし, 伴出土器の年代, 区画施設との重複関係か

らみて,総柱建物は区画施設と共存していたものではなく,今回検出した総柱建物は小規模宅

地に建てられたものではないことに注意しておきたい。

総柱建物の配置については,京内の調査例から,以下の 3つの形式がある。

1)数棟の建物に対して 1棟の総柱建物を配するもの。左京九条三坊十坪 (Fig.81)に 見ら

れるように,小規模宅地にみられる配置形式である。総柱建物が即倉庫建築とすれば,畿内の
3)

村落にみられるような主屋・付属屋・倉庫・井戸を一組とした構成と等しく,一家族に総柱倉

庫 1棟 ととらえることができる。

2)数棟の建物に対して数棟の総柱建物をかためて配するもの。比較的規模の大きな区画に
4)

おいてみられる。検出遺構としては左京六条二坊十四坪 (Fig.82)の ように,区画の端に近い

位置に総柱倉庫を並べる傾向がある。

3)中心となる 1棟もしくは数棟の建物に対して,そのまわ りをかこむように数棟の総柱建

物を配するもの。比較的規模の大きな区画で,数棟の総柱建物を配する点は 2)の配置と変わ
5)

らないが,総柱建物が区画内に散在している点が異なり,左京五条一坊―・八坪で (Fig.83)

は,掘立柱塀でかこまれた 2棟の建物をとりかこむように総柱建物を配している。

ここで今回の調査地区をみると,十三坪では数棟の総柱建物が比較的かたまって,坪の北辺

1)鬼頭清明「平城京 の発掘調査 の現状 と保存問

題」『歴史評論』346,1979。

2)左京九条三坊十坪では1/32町宅地で,総柱建物

が検出されている。奈良国立文化財研究所『平城

京左京九条三坊十坪発掘調査報告』1986参照。

3)鬼頭清明「八世紀の社会構成史的特質―首長制

Fig.82 左京六条二坊十四坪

論をめぐって」『日本史研究』172,1976。

4)奈良県立橿原考古学研究所附属博物館『大和を

掘る-1987年度発掘調査速報展Ⅷ』1988,p.37。

5)奈良市教育委員会『奈良市埋蔵文化財調査報告

書 昭和59年度』1985,p.70。

Fig.81 左京九条三坊十坪
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Fig。 83 左京五条一坊八坪

に建てられており, 2)の配置形式といえよう。一方,十四坪では坪の南辺には総柱建物は建

たずに,十四坪の中央付近に散在してお り,4基の井戸が集中している地区や SB1710を取 り

囲むように建てられており, 3)の配置形式といえる。総柱建物は一般的に倉庫建築と考えら

れており, 2)と 3)の違いは倉庫の性格および敷地の性格にかかわっていると考えられる。

2)の場合では,敷地内で用途別に建物がグルーピングされて配されており,数棟以上の倉庫

をもつことのできる身分のものの宅地,も しくは官衝的な施設の倉庫と考えられる。この場合 ,

1)

そこに建つ倉庫はその他の建物群 とは切 り離されていることも特徴にあげられよう。一方 ,

3)の配置形式では建物がひとつの敷地内に散在 して清 り,隣接する建物,ま たはなん らかの

施設 と密接にかかわる倉庫と考えられる。たとえば,左京五条一坊―・八坪は祭祀施設 と考 え

られ中央に建つ建物をかこむように配置されてお り,こ の場合の倉庫ヤよ中央の祭祀の中心 とな

る建物 と密接な関係をもっていると考えられる。 このようにみて くると,今回調査区の十三坪

と十四坪とでは総柱建物形式の配置により,総柱建物の性格,敷地の性格がやや異なっていた

ことが推測される。

また右京八条一坊で特徴的な建物 として SB1710がある。SB1710は十四坪北区の南に位置

する桁行 6間梁間 2間南庇付きの東西棟である。この建物の特徴的な点は身舎内に立つ間仕切

り柱によって内部が桁行方向に 2間ずつ 3部屋に分割されることにある。建物内部を間仕切 り

柱によって分割する建物は平城京内で120棟あまり検出されている。しかし,そのほとんどは,

間仕切 りによって建物が 2部屋に分割されるものであって,SB1710の ように同じ大きさの部

屋に三分割する建 7/」 は京内には例がなく, 平城宮内に 1棟 (SB8330)あ るにすぎない。 この

SB8330は 平城宮第一次大極殿地区と第二次大極殿地区の間にあ り,第一次大極殿地区をか こ

1)な お,共同管理の倉庫である可能性も考えられ

るが,畿内の村落ではすでにこの時期に 1)の配

置形式がとられ,単位家族の自立化がみられてお

り,共同管理の倉庫であった可能性は少ない。

Zb∂

鬼頭清明「平城京の発掘調査の現状と保存問題」

(前掲)参照。

2)前頁註 5)に 同じ。



む築地回廊塀の東に建つ桁行 6間梁間 2間の南北棟で,桁行方向に 2間づつに間仕切っている
1)

建物である。第一次大極殿地区の築地回廊東門に近いことから,門衛の屯所 と考えられている。

この例のほかにも,建物内部を 3部屋以上に 間仕切るものは宮,京を通じて 10数棟あるが,

SB1710の ように同一の大きさの部屋を並べるものはない。
2)

古代において,部屋を二部屋に間仕切る建物 として大嘗宮正殿 及び 法隆寺 伝法堂前身建物
3)

が知られている。これ らは,いずれも建物内部を間仕切ることによって,建物内部に異なった

性格の 2つ の空間をつ くりだしている。また,平面的には二つの部屋の間には大小の差がつけ

られている。平城京で発掘された間仕切 りをもつ建物でも,間仕切 られた二つの部屋の大きさ

の異なるものが多 く, 3部屋以上に間仕切る建物であっても部屋の大きさの異なるものが大半
5)

である。したがって,SB1710では三つの部屋については,それぞれが異なった性格をもつと考
6)

えるよりも,古代の寺院僧房に見 られるような,同 じ性格の部屋が並んだ棟割長屋的なものを

考えるべきである。

SB1710の 性格について, さらに平城京以外にも日を広げて検討してみたい。 SB1710と 同
7)

じ形式の建物の類例には,京都府正道遺跡をあげることができる。正道遺跡は山城国久世郡衝

に比定されてお り,郡衝の庁屋 と推定される建物をはじめとする掘立柱建物が検出され,庁屋

の建つ地区の西に郡TH」遺構に先行する総柱倉庫群が検出されている。そして,その倉庫群にか

こまれるように間仕切 りをもつ建物 が あ る (Fig.84)。

1棟はL字形に配された倉庫群の東に建ち,両庇をもつ

桁行の長い建物で,桁行方向に 3間 ごとに間仕切 られて

いる。 1棟は,倉庫群の南に建つ南北棟で,桁行 6間梁

間 2間, 桁行方向に 2間 ご とに 3部屋に仕切 られてい

る。 この 2棟の建物は桁行方向に同じ大きさに部屋を分

割し, さらに庇を持つ点,建物のまわ りに総柱建物が建

ちならが点は,SB1710と 類似 している。つまり,いずれ

も倉庫 と密接な関係を持った建物 といえる。

以上の 2点から SB1710は宿舎 もしくは作業場的な建

物と考えられよう。

1)奈良目立文化財研究所『平城宮報告 XI』 1982,

p。 90。

2)大嘗祭の建物の研究として,関野克「貞観儀式

大嘗宮の建築」(『建築史』11・ 乳 1939),池浩三

『家屋文鏡の世界』(1983)な どがある。発掘遺構

としては,平城宮第二次朝堂院地区朝庭部分で検

出されている。 (奈良目立文化財研究所『昭和 60

年度平城概報』1986,p.25)。

3)浅野清『昭和修理を通して見た法隆寺建築の研

多ヒ』 1983

エミ       9     20m

4)最も多い例が桁行 5間の建物を,桁行方向に 2

間と3間に間仕切るものである。

5)平城宮第一次大極殿:地区殿舎地区にある SB
7170な ど。註 1)参照。

6)現存遺構としては元興寺極楽坊前身建物,法隆

寺東室があり,発掘遺構としては薬師寺西僧房,

讃岐国分寺僧房などがある。

7)城陽市教育委員会『城陽市埋蔵文化財調査報告
ヨ璧9。 11・ 15』  1980, 1982・  1986。

Ａ

八 斡

癬

局Ｆ

建物以外に,奈良時代前半を特徴づける遺構は,十四   Fig.84正 道遺跡 (7世紀前半)

坪北区で検出された土坑群である。今回の調査では,調査区全域にわたり柱穴・溝 。土坑など



に灰や炭化物の混入がみられたが,そのなかでとくに灰もしくは炭化物が多量に混入または層

をなして充満している土坑 (以下「炭化物土坑」 と総称する)が 目につ く。それ らの上坑のな

かには,壁面が焼けているものや,増禍 。輔羽 口などの鋳造関係遺物が多数出土したものがあ

り,こ れ らの土坑が鋳造に関係するものと考えられる。

炭化物土坑は十四坪北区に集中して分布 してお り,十三坪地区と十四坪南区では点在する程

度である。土坑の年代は,その上坑が建物 と同様にある期間存続 したものとみなすか,あ るい

は一時的に掘 られたごみ捨て場的なものと考えるかによって,時期変遷上 どの時期に位置づけ

るか難しい。ここでは,伴出土器の年代・柱穴 との重複関係から,お よそ奈良時代前半 (遺構

変遷 I期・ Ⅱ期)の ものと,奈良時代後半 (同Ⅲ期・Ⅳ期)の ものに分けると,十四坪北区の

炭化物土坑は奈良時代前半に属し,十三坪地区・十四坪南区の炭化物土坑は奈良時代後半に属

する。なお,坪境小路上やその近辺の炭化物土坑は時期の限定が困難である。以下では,特に

反化物土坑が集中している奈良時代前半の十四坪北区の様相について述べてみたい。

奈良時代前半の十四坪北区の建物・溝および,灰・炭化物が充満している土坑,埋土に炭化

物が混入している土坑,対渦・羽 口などの鋳造関係遺物が多量に出上した上坑を図示 した (Fig.

85)。 炭化物土坑は北方の 4基の井戸をとりかこむ位置に分布 してお り,と くに,東の井戸 (I

期では SE1867・ 2019,Ⅱ 期では SE1867・ 2020)の 周辺の土坑は,灰 。灰化物が充満 している

ものが多 く,鋳造関係遺物 も東の井戸の周辺の戊化物土坑から集中的に出土し,SK2006・ SK

2025か らは炉壁片が出土している。したがって炭化物土坑 とこれ ら4基の井戸は鋳造にかかわ

った遺構 と考えてよかろう。また,鍛冶炉 としての明確な遺構は検出していないが,特に灰・
1)

炭化物が充満 した土坑,対渦・羽口が出土した上坑は,半地下式の鍛冶炉の可能性がある。

ここで,建物・井戸の配置をみると,先述 したように,北方の 4基の井戸 と関連する遺構は

南北二つのグループにわけることができる。南北のグループはそれぞれ 2基の井戸 と東側の井

戸の北に東西棟,井戸の東を限 り東西棟にとりつ くL字形の掘立柱塀,西側の井戸の西ゴとに南

北棟を配している。井戸の周辺に戊化物土坑が多 く,鋳造関係遺物が多数出土 していることか

ら,L字形塀 と建物で囲まれた井戸の周辺で鋳造を行なっていたと推定される。建物内か らは

鋳造関係遺物が出土せず,炭化物土坑 も建物を避けて存在することから,鋳造は露天または,

痕跡を残さない程度の簡単な覆屋をともな う施設で行なわれていたと考えられ,北に建つ東西

棟は鋳造に関する屋内作業場 と考えられる。また,東の井戸の周辺 と西の井戸の周辺では土坑

内の灰・炭化物の密度,鋳造関係遺物の出土状況に差があ り,鋳造はおもに東の井戸の周辺で

行なわれ,西の井戸の周辺では別の工程の作業が行なわれていたと推測される。そして井戸西

北の南北棟は倉庫もしくは作業場 と考えられる。また十四坪北区南半から十四坪南区に散在す

る総柱建物は鋳造製品・原材料の倉庫,SB1710な どの掘立柱建物は鋳造の次の段階の金属加

工を行なう屋内作業場,も しくは二人の宿舎 と考えられよう。

1)地面を掘 り込んで,鍛冶炉をつくる例として茨

城県鹿の子C遺跡があり,工房跡・竪穴住居内か

ら鍛冶炉が検出されている。鍛冶炉は外径25～80

cm,炉床径 20～30 cm,深 さ 15～ 25 cmで,地
山を掘 りくばめ,底に粘土を張 り,炉壁をたち上

F70

げて,地表に羽口を装着している (茨城県教育財

団『鹿の子C遺跡』1983,第 152図 )。 なお,平城

京左京三条二坊七坪でも羽口を装着した鍛冶炉が

検出されている (奈良目立文化財研究所『昭和62

年度平城概報』1988,p.52)。
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炭化物充満土坑

鋳造関係遺物出土土坑

C 奈良時代後半の宅地と建物配置

今回の調査における最も大きな成果のひとつは,奈良時代後半の宅地の細分化の様相を知 り

得たことである。1987年度以前の調査による宅地割のパターンは, 4町以上の大規模宅地から
1)

1/32町の小規模宅地まで発掘例がある。宅地の小規模細分化の様相としては,左京八条三坊九

坪,左京九条三坊十坪が知られており,左京九条三坊十坪では宅地の最小単位として1/32町宅

地が確認されている。今回の調査においても,1/32町宅地が確認され,その宅地割の方法に注

目すべき知見が得られた。

Fig.85 十四坪北区炭化物土坑と鋳造関係遺物の分布 (1:400)

1)奈良目立文化財研究所『平城京左京四条二坊一坪』198Ъ p.44。



さらに,今回の調査において得られた宅地割に関する注目すべき成果は,坪を東西に2分す

る南北道路の検出である。これまでに平坂京で検出された坪内道路は,以下の5箇所である。1)
1)

左京二条二坊十三坪の例 坪を南北に 2分する位置に東西道路を検出している。この場合は,

部分的発掘のため坪内の宅地割は不明である。奈良時代後半に属する。 2)左京八条三坊十五
2)

坪の例 部分的な発掘であるが,坪を南北に 2分する位置に東西道路が検出されている。な

お, この道路が十五坪を貫通しておれば,姫寺の寺域を貫通することになる。この道路は平安

時代に降る可能性もある。3)左京九条三坊十坪の例 坪を南北に2分する位置よりやや北に,

短折れの東西道路がある。この道路に平行して宅地が細分され, 1/32町 宅地が確認されてい
3)

る。奈良時代後半に属する。 4)右京二条二坊十六坪の例 坪を南北に2分する位置に東西道

路を検出している。坪全体の様相は不明であるが,比較的大きな宅地割であったと考えられて
4)

いる。奈良時代初頭に属する。 5)左京三条四坊九坪の例 これまでに知 られた唯―の南北道
5)

路である。坪内の宅地割の様相は不粥であるが,道路より古い建物,新 しい建物の両方があ り,

一時的な道路と考えられる。

さて,以上でみると,東西方向の坪内道路は 4箇所の検出例がある。しかし,道路に対 して

直角に宅地が細分されている例はなく, 3)の 例にしても,坪の中央に東堀河が貫通している

ための変則的な措置であった。このように,坪内の東西道路は坪内の細分化に伴 う道路ではな

く,坪内を比較的大きく分割するための道路と考えられる。また,南北道路は 5)の例がある

が,上述のように一時的な道路と考えられ, 宅地の細分化のための道路ではない。 したがっ

て,今回検出した坪内を東西に 2分する南北道路は,宅地の細分化にともなってつ くられた南

北道路の唯―の発掘例となる。

ところで,文献史料によると,奈良時代後半の宅地の基本単位は1/16町であったことが示さ
6)

れている。右京八条一坊に1/16町を求めると,1/16町宅地は坪を東西・南北それぞれを 4分 し

た方形の宅地となる。これらの史料に記された宝亀年間を遡る時期に1/16町宅地が成立してお
7)

り,こ の頃には,宅地の細分化がさらに進行し,1/32町宅地が既に出現していたとすれば,奈

良時代後半における右京八条一坊の宅地の基本単位は1/16町ではなく1/32町であって,1/16町

は1/32町の 2区画分と考えることができる。したがって,今回検出した1/16町宅地は平安京に

みられる四行八門制に近いものと考えてよいであろう。なお,SF1320・ SF1970の 東の宅地の

東限が不明であるため,右京八条一坊の宅地制が二行八門により,坪の西が大路に面している

ので,坪西半の宅地への導入路として南北道路が設けられたとする考えが成立する余地もなく

はないが, SA1548の存在,十三坪南方の井戸の配置からみて,坪を東西に 4́分するために南

北道路が設けられたと考えるほうが妥当であろう。

1)奈良目立文化財研究所『昭和56年度平城概報』

1982, p.39, 同『昭和57年度平城概報』 1983p.

41。

2)奈英国立文化財研究所『平城京左京八条三坊発

掘調査概報―東市周辺東北地域の調査』1976。

3)奈奥目立文化財研究所『平城京左京九条三坊十

坪発掘調査報告』 1986。

4)奈良目立文化財研究所『平城京右京二条二坊十

イタ2

六坪発掘調査概報』1982。

5)奈良市教育委員会『奈良市埋蔵文化財調査報告

昭和60年度』1987。

6)松崎宗雄「平城京宅地割の一例」『建築史』 2

6,1940,大 井重二郎『平城京と条坊制の研究』

1966。

7)橋本義則「小規模宅地の建物構成一月借銭解の

再考」註 3)前掲書)。



宅地割に関してもう一点,宅地を限る掘立柱塀の問題をとりあげよう。小規模宅地の宅地割

は,先述のように平城京内でいくつかの例が確認されているが,右京八条一坊のように掘立柱

塀で明確に区画されている例は少ない。今回検出された掘立柱塀を注意してみると, 2, 3の

例外はあるものの,二つの宅地にまたが り,柱筋を揃えて建てられた掘立柱塀は少なく,ほ と

んどの掘立柱塀はひとつの宅地を区画して完結していることに気づく。つまリー見, 1条の塀

に見えても宅地境で柱筋がずれたり,柱間が乱れているのである。たとえば,SA1371ヤよ後に

部分的に改修が施されているが,改修部分の西端はちょうど東西の宅地境にあたっている。し

たがって宅地を区画する掘立柱塀は,坪内で統一的な計画のもとに作られたのではなく,宅地

境の塀の営繕は,両宅地に責任があったとしても,基本的に,宅地を限る掘立柱塀は各宅地の

責任で建てられたと考えられる。

平城京内の宅地における建物の配置形式に関しては,主屋と考えられる建物とそれに付属す
1)

る建物の配置関係から雁行型・ L字型・並列型・コ字型に分類する案がある。今回の調査区に

おいて庇付きの建4/2も しくは,その宅地内で最も大規模な建物を主屋と考えた場合に,1/16町

では雁行型 。L字型の両方が存在し,並列型と思われるものも存在する。また,1/32町でも雁

行型・ L字型いずれともいいがたいものがある。こうした小規模宅地においては,敷地が狭い

ため数棟の建物を建てるには,必然的に雁行型もしくはL字型の配置にならざるをえない。少

なくとも,今回の調査区を見る限りでは,各宅地では,敷地内にそれぞれ自由に建物を建てて

おり,L字型配置・雁行型配置といった分類では,その性格をとらえきれない。

右京八条一坊において建物配置上問題になるとすれば,主屋の棟方向であろう。庇付建物も

しくは宅地内でもっとも大きな建物を主屋と想定すると,主屋はすべて南北棟となる。他の小
2)

規模宅地の調査例として左京八条三坊九坪をみよう。ここでは,1/8町宅地と1/16町宅地が確

認されている。ここで庇付きの建物を主屋とすると,若千の例外があるものの,敷地の南北長

―Fig.86 左京八条三坊九坪 (奈良時代前半)
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1)黒崎直「平城京における宅地の構造」『日本古

代の都城と国家』1984。

Fig.87 左京八条三坊九坪 (奈良時代中頃)

2)奈良国立文化財研究所『平城京左京八条三坊発

掘調査概報―東市周辺東北地域の調査』1976。
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が 1/4町の 1/8町宅地では主屋は東西棟,敷地の南北長が 1/8町の 1/16町宅地では主屋が南北

棟, という傾向がある (Fig.86・ 87)。 また1町をこえるような大規模宅地においては,主屋
1)

が東西棟であるのは周知のとおりである。したがって,今回の調査区の主屋が南北棟であるの

は,南北長が限られた1/32町の場合に主屋前面を広くとるためには敷地の東か西に空地をとり,

め

南北棟にせざるをえなかったと考えられる。つまり,右京八条一坊においては,建物正面が南

面することよりも敷地内で主屋建物の前面を広 くとることを重視したといえる。

以上いくつかの観点から今回調査地区の遺構を検討した。これらはつぎのようにまとめられ

よう。

1)奈良時代前半・後半を通じて,今回検出した建物は,同 じ京内とはいっても官周辺の建

物とは建物規模のうえでいちじるしい差がある。

2)奈良時代前半 十三坪・十四坪とも総柱建物が多 く,敷地の性格が注目され,十三坪と

十四坪では敷地・建物の性格がやや異なっていると考えられる。十四坪では北方に鋳造作業所

が推定された。SB1710の ようにみられるように総柱建物との密接な関係をもつ特殊な建物が

存在した。

3)奈良時代後半 宅地割に関しては四行八門制の可能性が高い。宅地内を仕切る区画施設

は各戸の責任で建てられたと考えられる。宅地内の建物配置に統一性はなく,主屋の棟方向は

敷地の形状に左右された。

めとD

1)奈良国立文化財研究所『平城京左京三条二坊』

1975,奈良市教育委員会『奈良市埋蔵文化財調査

報告書 昭和54年度』198鋭 p.1な ど。

2)十四坪の西半,東南隅の1/16町宅地では,敷地

内を南北に二つに分けて使用しており,SB 1545

′77

は実質的には1/32町宅地に建っているのと同じで

ある。また,同坪西半の西南の宅地は1/16町 と推

定されるが,掘立柱塀が検出されていないだけで,

1/32町宅地とはいいきれない。



4 年輪年代測定法による出土木製品の年代

遺跡の発掘調査で出土する各種木製品のなかで,年輪数がおよそ 100以上あるヒノキ材のも

のであれば年輪年代測定法による年代測定が可能である。ヒノキは年代を 1年単位で割 り出す

ことのできる物差し (こ れを暦年標準パターンと呼ぶ)は,BoC.206年 からA.D.1986年まで

が完成している。現在, これを使って多くの遺跡出土木材の年輸年代を明らかにし考古学上の

成果を得ている。

今回の平城京右京八条一坊十三・十四坪の発掘調査では,年輸年代測定法に適用できるヒノ

キ材の木製品として井戸枠材や井戸枠内の堆積土から出上した曲物容器類がある。これらのな

かから樹皮付きの井戸枠材 1点,曲物容器類 3点,こ の他にスギ材で作った大型の折敷断片 1

点の総数 5点について年代測定を行なった。これらの年輪年代が判明すると井戸の築造年代や

廃絶年代を推定する手がか りが得られる。また, ヒノキの暦年標準パターンがスギにも適用で

きるかどうか粥らかになれば, ヒノキの暦年標準パターンを使った年代測定がより幅広い木製

品に適用できるようになる。 ちなみに現生木の ヒノキとスギの年輪変動パターンのあいだに
1)

は,距離が近いと高い相関関係にあることが判切している。

今回は, ヒノキの暦年標準パターンを用いて上記 5点の木製品の年輪年代を測定し,井戸の

築造年代や廃絶年代についてある程度の知見が得られたことと, ヒノキの暦年標準パターンを

使った年代測定がスギ材の木製品にも適用できる見通しが得られたことについて報告する。

A 試料と方法

年代測定を行なった試料は, ヒノキ材 と判明したものの中から SE 1365の 井戸枠板のなかか

ら樹皮が一部に残存 している板を 1枚,SE 1335の 堆積土から出上 した 曲物容器の底板 1点

(PL.47-38),SE 1867出 土曲物容器の底板 1点 (PL.47-43),SE 2020の枠内から出上した

柄杓 1点 (PL.47-36), この他に SE 1870の 粋材に再利用されていたスギ材の折敷断片 1点

(PL.48-55)を加えた総数 5点である。これ らは,すべて柾 目板に木取 りしたものばか りであ

る。年輸幅の計測は,木製品の柾 目面から年輪幅読取器を使って10ミ クロンまで読み取った。

読み取った年輸幅データは,直ちにコンピュータに入力し,試料 1点 ごとの年輪変動パター

ングラフの作成を行なった。年輪変動パターンの照合にあたっては,暦年標準パターンを構成

する年輸幅データか ら求めた年輪指標値を自然対数値に変換したものと, これと同様にして求

めた試料 1点 ごとの自然対数変換値 とを使って,さ きの自然対数変換値を基本にし,試料 1点

ごとの自然対数変換値を 1層ずつず らしながらその度ごとの相関係数 rを求め,つ ぎに t検定

を行なって,t≧ 3.5に なる箇所をすべて検出し,そのなかでも最大の t値に着 目する方法を

とった。最終決定は, コンピュータで検出した箇所をもとに, 日視でもって双方の年輸変動パ

ターングラフを透視台上に重ねあわせて,年輪変動パターン全体を詳細に検討するとともに,

暦年標準パターンのなかの指標年輪の位置で試料の年輸変動パターンが一致するかどうかを確

1)光谷拓実「わが国における年輪年代研究法の現状と展望」『考古学と自然科学』20,1988。
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井戸枠材

曲物 (底板)

曲物 (底板)

柄杓 (身 )

折敷 (断片)

Tab.28 年代測定結果

1

2

3

4

5

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ス ギ

SE1365

SE1335

SE1867

SE2020

SE1870

10。 2

9,6

10.4

11,0

6.1

275

261

204

186

179

737

740

730

716

638

未加工 (樹皮有)

外周を加工

めた後,暦年標準パターンの暦年を試料の年輪変動パターンにあてて,試料の残存最外年輸年

代を求めることとした。

B 結果と考察

試料 5点の計測年輸数 と年輪変動パターンの照合を行なった結果,それぞれの年輪年代を明

らかにできた。判明した試料の残存最外年輪測定年代および t値については, Tab.28に示し

たとお りである。表中の t値は, この t値が高いほど双方の年輪変動パターンが酷似している

ことを示す。これをみると, 5点の数値が,一応の基本 とした t≧ 3.5よ りもはるかに高い数

値を示 してお り, これ らの年輪変動パターンが暦年標準パターンとよく重複していることを示

している。以下, 5点 の年輪年代について若千の考察をする。

l SE 1365の 築造年代 につ い て

SE1365の 井戸枠材に使われていた板は一部に樹皮をとどめていた。これの最外年輪測定年

代は 737年であった。さらに 737年 に形成された年輪を顕微鏡下で観察すると,春材につづ く

夏材はほとんど形成されていないと判断できたので, この原材は 737年の夏か ら秋に伐採され

た可能性が極めて高い (も し,夏材が完全に形成されておれば, この原材の伐採年は 737年の

秋から 738年 4月 頃までの 2年に またがる時期を想定しなければ ならない)。 つぎに,井戸

SE 1365の 築造年代についてであるが, この板材の伐採年をもって即,井戸の築造年代 とみな

すことはできない。たとえば, この板が転用材であるとすると井戸の築造年代 より古い年代を

示すことも考えられるが,こ の板材を見るかぎり,以前何かに使われていたことを示す痕跡は

全 く認められない。とすると, この板材は当初からこの井戸枠用材 として使われたとみてよか

ろ う。残るは,こ の板材が SE1365の 井戸枠材 として伐採後,す ぐ使われたものであれば問題

はないが,伐採後,何年間か寝かせてから使用したものであれば,伐採年 と築造年代とのあい

だに時間的ズンを生 じる。 したがって, この板材が何年間寝かされていたかは不明であるか

ら,SE 1365の 築造年代を正確に求めることはできない。 したがって, この場合は,少なくと

も伐採後数年以内に築造 したことが推定 される。

2 SE 1335,SE 1867,SE 2020の 廃絶年代 につ い て

SE1335,SE1867,SE2020か ら出土した曲物 (底板)2点 と柄杓 (身)1点 はそれぞれ井戸

内の埋土から出土したものであるか ら, これの年輪年代が判明すれば,井戸廃絶の年代の手が
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か りが得 られる。これ ら3点の形状をみてみると,原材の中心部分を使って作ったものかある

いは樹皮に近い部分を使って作ったものか不粥である。その上,曲物製品として仕上げたとき

に周辺をどの程度削って加工 したものかも推定しがたい。したがって, これ ら3点の残存最外

年輪測定年代は,原材の伐採年 より古い年代値を示 している。 しかし, この遺跡は 8世紀末を

下限とする点を考えると, これ らの年代値はいずれも8世紀代を示 したことか ら,かなり原材

の外周に近い部分で木取 りしていることが推定できる。しかし, これ らは曲物製品に加工され

てからどの程度の期間使用 した後, 3基の井戸に投棄されたものか不明である。これらの点を

考慮に入れると3基の井戸の廃絶年代は,それぞれの残存最外年輪測定年代が示す年代を上限

とし,こ れよりかな り後になってからのことが推定される。 このように, SE 1365の場合と

違って,加工 した木製品の年輪年代は一つの時間的定点を与えるものの,遺構の年代観とは直

接結び付かない場合が多い。 したがって,こ のような木製品から得られる年輪年代をもとにし

て,井戸 3基の廃絶年代を推定するにあたっては, これらの測定年代ばか りでなく井戸掘形や

井戸内の埋土から出土する土器や瓦あるいは木筒等の年代を勘案 して総合的に半J断 しなければ

ならない。

+3 SE 1870出上 のスギ製折敷 の年代測定 について

この折敷の断片は, もとの形状からするとはぼ中央付近で左右対称に割れており,樹心に近

い方の左半分が井戸枠材に転用されていたものである。ヒノキの暦年標準パターンとこのスギ

材折敷の年輪変動パターンの照合の結果,459年～638年のところで最大の t値 (6.1)を検出

した。 この t値は,有意な相関関係があるかどうかを検定する時に一応の基準とした t≧ 3.5

Fig.88 ヒノキの暦年標準パターングラフ (下)と井戸部材 (樹皮つき)の年輪変動パターングラフ (■)

Fig.89 ヒノキの暦年標準パターングラフ (下)と折敷 (ス ギ材)の年輪変動パターングラフ (上)

八 ハ ハ 却 潤 氏 ハ 凡 ヽ

Wr
γ

~ V々 ヽ

，
Ｖ

ど。sBcly
守 だ 年 鋼

掏

¬
八  ._____……



よりもかなり高い数値である。この結果をもとに, 日視でもって双方の年輪変動パターングラ

フを重ね合わせてみても,両者はほぼパランルな形で変動変化しており,正 しく重複している

ことを確認した。Fig.89に はヒノキの暦年標準パケーングラフ (下)と スギ材折敷の年輪変動

パターングラフ(上 )と を示した。ここでヒノキの暦年標準パターンを構成する試料が主に平城

官跡出土の柱根類であることを考えると, このスギ材の産地はこれらの柱根類が伐採された産

地と近いことが推定される。この結果から,地域的な問題は残るもののヒノキの暦年標準パタ

ーンを使った年代測定がスギ材のものにも適用できるとの見通しを得ることができた。なお,

今回の場合,完形品でなかったことと,転用材であることを考え合わせると,原材の伐採年よ

りかなり古い年代を示していることが考えられるため,こ の年代値をもってただちに丼戸の築

造年代とみなすことはできない。

C

今回, ヒノキの暦年標準パターンを使って,井戸枠材 1点,井戸埋土から出上した曲物容器

類 3点の年代測定をおこない,それぞれの年輪年代を求めることができた。その結果,SE1365

については築造年代を,SE1335,SE1867,SE2020については曲物類を井戸に投棄した年代の

上限すなわち,廃絶年代を考察する上で大変有効な年代値を提供できた。また,SE1870の井

戸枠に転用されていたスギ製の折敷 (断片)の年輪年代を求めることができたことにより,地

域的な適用範囲の問題は残るものの, ヒノキの暦年標準パターンを使った年代測定汝がスギ材

の木製品にも応用できる見通しが得られた。
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なお,最後にヒノキ,スギを含めた 6樹種を用いた暦年標準パターンの作成状況をかかげて

おく (Tab.29)。

採 取 地 作 成 年 代 試料の年代

ヒ   ノ   キ

サ   フ   ラ

ア ス ナ ロ

ヒノキアスナ ロ

ス     ギ

コ ウ ヤ マ キ

206B.C.-1986

200年分・ユ

1736 A.D。^υ 1985

1751 A.D.-1985

1746 A.D。 ^ツ 1986

1743 A.D.-1986

1779 A.D.-1986

397年分・ 1

848年分
キ2

1630 A.D.-1976

1741 A.D。 ～1986

1749 A.D.^Ψ1985

672年分
*ユ

313年分
キユ

697年分・ユ

A.D.

A.D.

A.D.

A,D.

A.D。

A.D.

A.D.

A.D.

A.D。

キ1考古学の発掘所見に基づく標準変動パターン

*2放
射性炭素 (C14)法 に基づく標準変動パターン

Tab.29 6樹種を用いた暦年標準パターンの作成状況

1)光谷拓実「 わが国における年輪年代研究法の現状と展望」 (前掲)に よる。

′/ど

秀生～現代

縄文時代晩期

現  代

奈良時代

縄文時代

現  代

奈良時代

古墳時代

弥生時代



5 鋳造関係遺物 と工房の性格

十三・十四坪出土の鋳造関係遺物は,従来知られていた平城宮・京の鋳造関係資料を,質・

量ともに大きく凌駕するものであ り,奈良時代の鋳造技術の実態を解明する上で, きわめて貴

重な資料といえる。ここでは未製品と数多 く出上した靖禍と輪羽口の特殊性を手がか りに, 鋳

造技術,工房の性格などに関して考察を加える。

A 特殊な増鵜

十四坪の炭化物土坑を中心に出土 した多数の靖禍は,そのほとんどが上師器を転用 したもの

で,平城京の中ではきわめて特異な形式の対渦である。いずれも土師器の内面を中心に,長石・

石英粒を多量に混入した粘土を厚 く塗って椀形に整えている。塗られた粘土は土師器の口縁を

厚 く被覆 してお り,片 口に注口をつ くりだしたものや,外面全体に薄 く粘土を塗 りつけたものも

み られる。こうした土師器を転用 した対渦は,平城京の内外を通 じて類例の乏 しいものである。

平城官および京から出上した対禍は,かな りの数にのばる。その主流を占めるのは半球形に

つ くられた粘土製靖塙で,外径 10cm,深 さ 2.2cmの 小型品から,推定外径 25cm,深 さ 8cm

代以上の大型品まで用途に応 じて様々な大きさの靖禍がつ くられている。最 も一般的にみられ

るのは外径 13～ 14cm,深 さ 4cm前後のものであ り,片 口の注口をつ くりだす例が多い。胎土

には長石・石英粒を多量に含んだ秒を混入してお り,稀にスサや糎殻などを混入する例がある。

平城京左京三条四坊七坪の和同開弥の鋳銭工房からは30点以上の粘土製坤禍が出上 したが,

1)

それ らは外径 17cm,深 さ 5.5cm前後の統一規格をもつ。また,こ こからは,半球状の凸型に

粘上を被せる型作 り法で対禍を製作 したことを示す未使用の対禍片が出土している。 こうした

粘土製対禍に対 して,土師器転用対禍については,本遺跡での出土例を除 くと,断片的な資料

がわずか 3例確認されているにすぎない。左京三条五坊四坪 (第 141-7次 調査)出上の杯 Aを

転用した靖禍,宮南面大垣東端地区 (第 155次調査)土坑 SK l1650出 上の甕を転用 した姑嶋 ,

左京三条二坊七坪 (第 134次調査)焼土坑出上の姿を転用 した対禍がそれで, 前 2者はわずか

1点ずつが出土,後者は10数点の細片が出土している。上坑 SKl1650か ら出土 した対蝸は完

形品で,甕の体部を利用 したもの。顕部のくびれ部を注目としてとりこななど,今回出土した

対禍 と同工の消渦である。また左京三条二坊七坪出上の増損はすべて小片であるが,鋳造炉と

み られる焼土坑に埋っていたもので,本遺跡 と類似した鋳造作業を想定できる。このような土

師器転用対渦に関しては,従来は資料が少ないこともあって,粘土製増渦の不足を補 う代用品

と理解してきた。しかし,今回出上 した 430点の増禍のほとんどすべてが転用対禍であること

を考えると,む しろ積極的に土師器を利用する合理的な発想のもとに製作された対禍 と考える

べきであろ う。

一方,平城京外に目を転 じると,最近調査 された大阪府南河内郡太井遺跡に唯―の類例があ
め
る。太井遺跡からは 8世紀前半代に営まれた 3基の鋳造関係遺構が検出され,多量の増禍 (報

告書では トリベと表現)と 輔羽口などが出土している。対塙は 280点にのば り,それ らは,土

1)奈良目立文化財研究所『平城京左京三条四坊七

坪発掘調査概報』1980。

2)大阪府教育委員会 ,大阪文化財センター『太井遺

跡 (そ の2)一調査の概要』1987。



師器甕転用靖禍lAl,土師器皿転用対禍lBl,専用に焼成された土師器外容器を使用した姑渦⑥ ,

1)

粘土製姑塙lDlの 4群に分類される。この うち中心 となるのは上師器塞を転用した姑禍で,甕の

体部を利用 し,顕部を注 目に利用するなど,甕の転用法や形態に,今回の出土品と強い類似性

が認められる。太井遺跡か らは鋳型や未製品が出土しておらず,製作品は粥らかでないが, 3

基の焼土坑を中心に出上した鋳造関係遺物はすべて鋳鋼にかかわるもので,繰業年代をほぼ同

じくする本遺跡 との間に二人集団を媒介 とした強い類縁関係を想定することができる。

本遺跡での対禍は完形品が少なく,容量を決1定できたものはわずに 2点にすぎないが, 1が

最大容量 50cc, 2が 150ccと 容量はきわめて小さい。他の対渦 も転用した甕の大きさに規制

され, これ らと大差ない容量 と推定できる。このことは,本工房でおこなわれた鋳造が小型品

を対象としたものであったことをものがた り,後述する製作品の推定 とも矛盾しない。

B 鋳銅用の輔羽日

輪羽口は総数 141点 が出土した。高熱にさらされるので破損しやすいという性格上,細片が

多 く,本来の形状を知 りうるものは少ない。大半は直線羽口の破片であるが,特殊な形態をと

る湾曲羽口も存在する。直接羽口の形状は,先端部から元口に向かって孔径と筒部外径を次第

に大きくし,元口裾部をラッノミ状に屈曲させた形態で,従来平城京から出上している羽口と大

差ない。平城京からこれまでに出上した羽口は,全長 15cm前後のものが一般的で,先端部の子と

径は 2.5～ 3.Ocmの ものが多い。中には孔径や筒部外径が先端から元口までほとんど同じもの,

や元口裾部の屈曲が緩やかなもの, きわめて肉厚に作られたものなど,若千のバラエティーが

認められる。しかし,鋳造用 。鍛冶用など,用途による差果が識別できるには至っていない。

近世の鍛冶用羽口の製作方法を記した「鉄山必要記事」によると,髄抜 (ずぬき)と よばれ

る片細につくった丸棒 (長 さ3尺 5寸,元径 1寸 2分,末径 8分半)に堅くねった粘土玉をつ

きさし, これを叩きしめて形を整え,棒を抜いた後に元田部を広げて仕上げる, といった製作

工程をとっている。このような髄抜棒を用いた羽口の製作技法は,奈良時代以前に遡る可能性

が強く,本遺跡の出土例をはじめとして,平城京出土羽口の通風孔内面にも,丸棒の痕跡がし

ばしば認められる。ただし,近世の羽口の製作技法と大きく異なる点は,丸棒につきさした粘

土玉を,曲率をもつ細長い材を簾状に編んだ道具によって巻きしめる点にある。その後の調整

段階で,外面をなでて平滑に仕上げたものや,ま れに刷毛目調整を加えたものなどもあるが,

基本的な成形方法に変 りはない。こうした簾状用具による巻きしめ技法は, 7世紀以前に遡る
3)

奈良県水落遺跡や法隆寺若草伽藍に関係する遺構から出上した羽 口にも認められる。

さて本遺跡の羽日の中で特に注 目されるのは,総数11点 にのばる湾曲羽日の存在である。そ

の形状には12の ように全体が弧状に湾曲したもの (湾曲羽口A)と ,14の ように直線羽 口の先

端に粘土をつぎたして側面に通風孔を開口させたもの (湾曲羽 口B)がある。こうした湾曲羽

口は全国的にみても類例が少なく,平城京では,本例を除 くと,先述 した左京三条二坊七坪の

1)太井遺跡での, 4群の構成比は,口縁部残存率

80%以上の53点の内訳が A:43点,B:1点 ,

C:3点,D:6点 で,本遺跡同様,土師器甕を

転用した靖塙が圧倒的多数を占めている。

′∂θ

2)下原重仲「鉄山必要記事」1784(『 日本科学古

典全書』第十巻 1944所収)。

3)法隆寺『法隆寺防災施設工事 。発掘調査報告

書』1985。



焼土坑出土品の中に湾曲羽口Bが 1点みられるにすぎない。湾曲羽口は炉の主要部分が地下に
1)

あるような鋳造炉に対応した羽口と理解されている。

わが国における最古の湾曲羽目の例は弥生時代にある。大阪府東奈良遺跡や奈良県唐古・鍵
め

遺跡の鋼鐸鋳造関係遺物の中に,弧状に湾曲した湾曲羽口Aに近い形状の羽口が存在する。秀

生時代の湾曲羽口と本遺跡の湾曲羽口がどのような系統的関係をもつのか,現状では資料の制

約もあって明らかにしがたいが, ともに銅の鋳造用の羽口である点が共通する。 奈良時代に

は,全国的にみてもほとんど類例がなく,京外では先述した大阪府太井遺跡で唯―の類例がみ

られる。太井遺跡からは 9点の羽口が出土しており,いずれも湾曲羽口Bに相当する。奈良時

代の湾曲羽口を出上した平城京の 2遺跡と太井遺跡は,すべて鋳造炉 とみられる焼土坑を伴

い,土師器転用対蝸を用いて小規模な鋳釦作業を行なっている点に共通性があ り,湾曲羽口と

土師器転用対禍がともに特殊な存在である点を考慮すると, 3遺跡で行なわれた鋳銅作業が,

同一の技術的基盤をもつ工人集団によってなされた可能性が高い。

全国各地の羽口を集大成した葉賀七三男氏は,近世の鉱山絵図である「対州下県板蹂銀山略

図」の「山下輪図」や,「但馬銀山金吹慶喜之図」に描かれた特殊な形態の羽日,すなわち先端付

近がくの字状に屈曲した羽口 (折れ羽口)を とりあげ,銀や鋼の製練工程において床の湯の面
4)

に対 して上方から送風し,微妙な温度の調節をはかる機能を想定している。「対州下県板曝銀山

略図」にみえる折れ羽口の下には,直方体の上面が弧状にくばんだ枕が描かれてお り,羽 口を

支持するための道具と推定されている。これに近似した土製品が,本遺跡や左京三条二坊七坪

の焼土坑から湾曲羽口とともに出土しており,湾曲羽口を支持するための土製枕であったと考

えられ,奈良時代の湾曲羽口と近世の折れ羽口の間にも機能的な類縁関係が想定できよう。

以上のように,湾曲羽口は非鉄金属の溶解に使用された特殊な羽口で,弥生時代から近世ヘ

と系譜的に連続する可能性があ り,その発展過程は奈良時代の湾曲羽口を媒介に据えると,湾

曲羽口A→湾曲羽口B→折れ羽口とい う段階を経るようである。資料の少ない現状では以上の

概括的な見通しにとどめておこう。

1)村上英之助「かいごと羽日の系統序説」『日本

製鉄史論』1969。

2)東奈良遺跡調査会『東奈良』1976,奈良県立橿

原考古学研究所『昭和52年度唐古 :鍵遺跡発掘調

査概報』田原本町教育委員会 1978。

3)いずれも日本鉱業史料集刊行委員会編『 日本鉱

Fig。 91 1弯曲羽口と羽口台使用想定図

業史料集第九期近世編』1988所収。

4)葉賀七三男「折れ羽ロー続尾鉱録」『日本鉱業

会誌』1086・ 1087,1978。

5)西一坊坊間大路西側溝 SD920か らも完形に近

い土製枕の出土がある。奈良国立文化財研究所『平

城京右京八条一坊十一坪発掘調査報告妻』1984。

『対州下県坂陳銀山略図』

Fig.90 近世の折れ羽ロ
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C 製作品の推定

次に当該工房がいかなる製品を製作したかを推定 しよう。本工房からは鋳型は出土しなかっ

たものの, 2点 の未製品が出土している。 1点は,井戸 SE1867の埋土中から出上した巡方の

未製品,も う1点は焼土坑 SK1824か ら出土した餃具のC字形外枠の未製品で, ともに鋒帯を

構成する金具である点が注目される。

これまでに平城宮・京から発見された錯帯金具は250点近 くを数える。他方,その未製品は,

1)

本例を除くと, 巡方 (右京 八条一坊十一坪の西一坊坊間路西側溝 SD 920)と 銘尾 (羅城門に
2)

近い朱雀大路西側溝)が各 1点あるだけで,その数はきわめて少ない。巡方の未製品が出上し

た SD920は ,本工房の東 200m弱 の近接地にある。やは り多量の鋳造関係遺物を伴って始 り,

本工房跡 と一連の金属工房が十一坪にも展開していた可能性が高い。その中には,鋼鋲の未製

品や金銅製の花形裁文の切暦などがあ り, これ らの工房でかな り多様な銅製品が生産されてい

たこと力`わかる。

鉾帯金具未製品を仔細にみると,巡方は計画寸法が横幅 2.lcm(0,7寸 ),維幅 1.8cm(0.6寸 )

につ くられた帯幅0.7寸に伴 う最小の巡方で鋳具は帯幅 2.7cm(0.9寸 )に伴 うものである。さ

らに SD920出 土巡方は横幅 2.51cm(0.8寸 ),縦幅 2.16cm(0.7寸)に計画された帯幅 0,8寸に

伴 う帯金具であ り,少なくとも当工房で 3種類以上の規格の錯帯が製作されたことがわかる。

鋼製鋳帯は,烏油腰帯とよばれるように,帯の全面に黒漆が塗 られたことが出土銅鉾や正倉

院に残る革帯から知 られるが,当鋳造工房に隣接して漆工の工房が営まれている事実は, きわ

めて示唆的である。すなわち,鋳正の手によって製作された鉾帯金具が,漆工や皮革工などの

手を経て,銘帯として完成する工程を推測させるものであ り,近接 して営まれた鋳造・皮革・

漆工の分業によって,鋒帯生産が行なわれた可能性を示すものといえる。また十一坪を含む工

房群での製作品は,錯帯の他に銅鋲や裁文などの小型品に限られるが, こうした小型品の製作

は先にみた対蝸の容量などとも矛盾せず,製品の大きさに規定された鋳造作業の規模,効率性

などを反映するものと理解される。

D 工房の性格

十四坪の鋳造工房が,錯帯金具をはじめとする小形製品の製作場であった可能性を指摘 した

が,次にこの工房の性格を考えてみよう。本工房が官営か私営かという問題は平城京の経済構

造や都市構造を明らかにするうえで, さらには,平城京という古代都市の歴史的性格を考察す

る上で重要な意味をもつとともに,古代手工業史や技術史にもかかわる問題を内包している。

前述したように,本工房では数種類の規格の鋒帯が製作されている。銘帯は,律令位階制度

に密着した衣服制と深 くかかわ り,官人の位階を可視的に表現するものであ り,その生産と管

理に国家が深 く関与した可能性が高い。本工房は,平城京の造営に伴い十四坪に設営されたと

み られ,官による造都計画にもとづいて配置されたものと考えることができよう。本工房が設

前頁註 5)前掲書。               査報告』1972。

大和郡山市教育委員会『平城京羅城門跡発掘調
つ
め
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営された平城京遷都の時期はわが国における本格的な貨幣の鋳造開始時期にあたり,鋳銭権の

国家的独占体制を維持するため,銅生産と加工に対しては厳格な国家的統制がしかれつつあっ
1)

た。以上の諸点は,いずれも本工房が官営工房であったことを強 く示唆している。

平城宮の官営工房に関しては,ま だ実態が充分解明されていないが,金属加工にかかわる工

房は官内で 3箇所みつかっている。それらは玉手門 。佐伯門中間地区 (6ADF区 )で検出した

鍛冶工房 SX1978,SK1979(第 18次調査),馬寮地域 (6ADD区 )で検出した鍛冶工房および

覆屋 SB6360(第 59次調査),官東南隅地区 (6AAI区)で検出した炉 (第32次補足調査)の 3

箇所で,いずれも官の外縁部に設けられた小規模な工房である。このうち,6AAI区の工房の

周辺からは多量の鉄製品に混在して銅鋲,銅錯,銅針などの鋼製品が鮒鳩,羽 口,銅切滑など

とともに出土しており,鍛冶と鋳造があわせて行なわれていたと推測できる。この鋳造工房か

ら出土した羽口と対鍋は,直線羽口と粘土製増渦で, 今回出土品とは様相を異にする。 しか

し出土した銅製品の中には,鋳張 りを残したり堰の切断痕をとどめた飾鋲の未製品があり,今

回の工房と同様,小型の銅製品の鋳造を行なった工房と考えられる。この工房に関しては伴出
3)

し,た木簡などを手がかりにして,東宮の家政機関である主工署関係の工房とする説もある。

いずれにせよ官営工房としては小規模で,これらの工房の生産だけで国家的需要を充足しうる

はずはなく,平城官の内外に設けられた複数の工房群の存在はかねてから充分予想されていた

ところであった。今回検出した工房は,そ うした作業場の一つである可能性が高く,鋳造作業

に不可欠な木炭や鋳物土をはじめ,工房の経営に必要な各種の物資を調達するために,交通の

至便な西市の近接地が選ばれたと推察する。

つぎに本工房を管理した官司および生産に従事した工人の性格について考えてみる。今制に

よると,金属加工は大蔵省の被官官司である典鋳司,官内省の鍛冶司,兵部省の造兵司が担当

することになっている。このうち鍛冶司は銅鉄雑器の鍛造を,造兵司は兵器の製造を職掌とし

て第り,当鋳造工房との関係は薄いとみてよい。当工房と密接に係わるとみられるのは典鋳司

で,その職掌は金・銀・銅・鉄の鋳造と鍍金や彫金などの加工 とともに,瑠璃や玉の製作をも

担当しており,広汎な分野にわたる技術者を擁していたことが知 られる。当遺跡からも鋳造関

係遺物の他に琥珀や水晶片,それにガラス小玉やガラス対禍が出土しており,典鋳司の職掌と

重なる部分が大きい。

本工房を典鋳司の経営した工房の一つと考えると隣接の漆工の工房も官営の工房とみなけれ

ばならない。当時の漆は鋼に優るとも劣らぬ貴重品で調として諸国から徴収された。漆は大蔵

省に保管され,同省被管の漆部司が漆塗 りを担当した。したがって本遺跡の漆工房を,漆部司

に所属する工房の一つと考えるのが最も自然であろう。漆部司は,典鋳司と同様,大蔵省に所

属する。大蔵省はその職掌として官有物品の管理・出納以外に染色 。金工などの手工業生産を

担当しており,典鋳司,漆部司の他に掃部司,縫部司を統轄していた。さらに同省直属の技術

者として百済手部,百済戸を率いる典履,狛部 。狛戸を率いる典革を抱え,靴履鞍具など皮革

1)平野邦雄「日本における古代鉱業と手工業」『古

代史講座 9』 1963,栄原永遠男「和同開弥の誕

生」『歴史学研究』416,1975。

2)奈良国立文化財研究所『平城官報告 IX』 1978,

同『平城宮報告 XII』 1985,同『平城宮第27・ 32

次発掘調査概報』1966。

3)櫛木謙周・栄原永遠男「技術と政治一律令国家

と技術」『技術の社会史 1』 1982。
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製品の製造をも行なった。先に錯帯の製作工程 として鋳正,漆工,皮革工の分業体制を想定 し

たが, こうした体制が大蔵省管下の二人のみで構成しうる点はきわめて重要な意味をもつ。十

四坪および十一坪が大蔵省に所属する複数の官司の共同の作業場であった可能性があり,その

中で典鋳司,漆部司,典履・典革が各工房を営み,共同して製品の製作にあたったと考えるな

らば,錯帯の製作にかかわる分業の過程も, より蓋然性の高いものとなろ う。今回の調査では

皮革工房の存在を確認することができなかったが,先述した西一坊坊間大路西側溝 SD920か

らは馬・牛を中心 とする多数の動物遺存体の出土があ り,十一坪で皮革生産がなされた可能性

を示している。この遺存体に関しては,出土状況や遺存状態などか ら,牛馬を解体して革・脳

・角などを採取 し,残滓を SD920に投棄 したと考えられ,官の斃牛馬を再利用する目的で皮
1)

車二人が皮の鞣しに適 した水辺で解体処理を行なったと推察されている。骨の出土点数は 700

点近 く,京内では他に例をみない出土量の多さと,製塩土器が,破片数にして 3,000点 以上出

土している事実も, この推測を補強するものといえよう。

このように十一 。十四坪を一体の官営作業場 とみると,具体的な遺物,遺構を通して鋳工・

漆工・皮革工の存在 と活動の形跡を追認でき,しかもこのような作業場が大蔵省管下の典鋳司 ,

漆部司,典履・典革に所属する工房の複合体 として機能した可能性が高い。このことは,鉾帯

製作を大蔵省が統轄したとい う新たな事実を示唆するとともに,従来想定 されていた律令期の

官営工房のあ り方,すなわち各種の二人を一つの管理系統のもとに結集し,生産の一部を分担

させる官営工房特有の分業体制を具体的に確認できる点で大きな意義をもつものといえる。

奈良時代の金属加工の技術者は,銅工,鉄工,銅鉄工,鋳工,鍛冶,冶金工など,扱 う金属

の種類と加工技術によって分類されている。典鋳司に所属する技術者は,雑工部に率いられた

雑工戸を基礎 とすることになっていたが,『令集解』 職員令古記によると,典鋳司には専属の

雑工戸がなく,造兵司所属の雑工戸 (217戸 )と 鍛冶司所属の鍛戸 (338戸)の 中から抽出して

上番させるとともに,実際は高麗,百済,新羅の技術者で雑工戸とは系統を異にする雑二人が

生産に従事していたようである。鍛冶司は大同 3年 (808)に 木工寮に吠収 されるが,『延喜

式』によると木工寮所属の鍛冶戸は 372戸あ り,その分布は左右京,畿内,近国に集中してい

る。また,造兵司所属の雑工戸は天平 16年 (744)に 雑工から解放されたが,天平勝宝 4年 (752)

に再編成され,『延喜式』では兵庫寮に所属する。その戸数は37靭因で,左右京 と畿内,周辺諸

国に分布する。

先に触れたように,十四坪の出土遺物 と大阪府太井遺跡出土遺物の間には,きわめて強い類

縁関係が認められ,同一の技術的基盤をもつ工人集国の活動が推測された。太井遺跡の所在地

は河内国丹比郡黒山郷に比定 されているが, この地は中世に鋳造業で全国を制覇した,河内丹

南鋳物師集国の根拠地にもあたる。丹南鋳物師は12世紀中美以降,梵鐘,燈籠,鰐日,大釜な

どの銅 。鉄製品の鋳造で活躍 したが,太井遺跡での様相をみると,その技術的伝統の基礎は奈

良時代には既に形成されていたものと考えられる。丹比郡を本貫地 とする丹比氏の うち,丹比

1)松井 章「養老厩牧令の考古学的考察―斃れ馬

牛の処理をめぐって」『信濃』394,1987。

2)律令制下の皮革生産は内蔵寮と大蔵省が担当し

たが,『令集解』職員令穴記に よると造皮加工は

大蔵省に限られており,それを両官司の工房で製
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品化した。造皮加工を示す斃牛馬の処理は,それ

にあたった工人が大蔵省に所属したことを物語

る。前沢和之「古代の皮革」『古代国家の形成と展

開』1976参照。



真人三宅床呂が和鋼元年 (708)に 催鋳銭司の長官に任命されたのをはじめとして,天平 13年

(741)に 同家主が鋳銭司長官,神護景雲 2年 (768)に丹比真人乙安が同次官,宝亀 5年 (774)

に丹比宿祢真嗣が同長官に任命されるなど,丹比氏が鋳銭司関係の要職を占める機会が多かっ
1)

たことは,丹比氏が金属加工技術に通暁した氏族であったことを示 している。また河内国内に

は先にみた鍛冶戸,雑工戸があわせて 117戸存在し,畿内の中でも大和国に次 ぐ技術者の供給

地であ り,金属加工技術の先進地域であった。以上のことから考えると,本工房で生産に従事

した二人の性格に関して次のような二つの解釈が成立する。

第 1は,本工房を典鋳司の管轄する工房 とみなし,太井遺跡の工人集団と同一の系譜下にあ

る河内国の雑工戸が本工房に上番 し,生産に従事したと考える解釈で,第 2は同様に太井遺跡

の工人集団と同一の系譜下にある渡来系の雑二人が本工房で生産に従事 したと考える解釈であ

る。この うち渡来技術者である雑二人に関しては,史料上確認できる工人名の うち,鋳工部門

に秦氏もしくは秦氏系の技術者が多 く,鋳造技術は新羅系渡来人を中心に世襲されていたとす
2)

る平野邦雄氏の考証がある。注 目すべきことに太井遺跡 と本工房跡からは, ともに統一新羅の

上器が出上してお り,第 2の解釈の成立する余地は多分にあろう。

最後に,本工房の立地条件, とくに西市 との関係について考えてみよう。平城京西市は右京

八条二坊五・六・十・十一坪に比定 されてお り,本工房の占地する八条一坊十四坪 とは西一坊

大路をはさんで一町の近距離に位置する。平城京西市の構造については,四周にめ ぐらされた

垣の内部に市・舞が建ち並び,市司の院や南庭の存在 したことが文献から知 られるが,遺構の

実態は明らかでない。10世紀に下るが平安京の東市では市の周囲に,東西南北各 2町ずつ計 8

町の外町が存在 し,市人が居住 し商業活動を展開したことが知 られている。この外町の形成時

期は,長岡京,平城京にも遡源する可能性は充分にあるものと考えられ, もし外町の存在が奈

良時代に遡るとすると,本工房は西市外町に東接 した位置を占めることにな り,市に近接して

いるとい うことが重要な立地条件であったと考えられる。

一方,先述した西一坊坊間路西側溝は,平城宮南面西門(若犬養門)に通 じる堀河で,西市と

平城官を結が物資運搬用の運河 と推測される。当該地はちょうど西市 と西一坊坊間路西側溝に

はさまれた地にあた り,西市からの物資運送の起点として,重要な役割を担ったことは想像に

難 くない。このように,十四坪に鋳造工房が営まれた背景には,西市 との深いかかわ りが推測

されるのである。

以上,本工房跡出土の鋳造関係遺物をもとに,工房の性格を推考 してきた。すでに述べたよ

うに本工房の繰業期は, 貨幣経済への本格的な突入期にあ り, 鋳銭権の 国家的独占維持のた

め,銅の生産加工に対 しては, 国家的統制が著しく強化された時期にあたる。 こうした状況

は,全国的にみても,奈良時代の鋳銅遺構が鋳銭や寺院の仏具や梵鐘などの鋳造にかかわるも

のを除 くと, きわめて少ないとい う事実 と符合する。つまり,銅の生産 と加工は国家的統制の
3)

もと,官営工房特有の原則を買いて展開したことが予測されるのであ り,本工房を官営工房 と

推定する有力な論拠にあげることができよう。

1)吉田 晶「古墳 と豪族―丹比連 (宿弥)と 丹治

比公 (真人)を 中心にして」『古代の地方史 3』

1979。

2)平野邦雄「秦氏の研究1(二 )」『史学雑誌』約-4,

1961。

3)浅香年木『 日本古代手工業史の研究』 1971。



6 富本銭について

井戸 SE1555か ら出上した新種の銅銭「富本」は,すでに述べたように,井戸の底面近 くか

ら和同開跡 8点,高年通賓 1点,神功開賓 2点 とともに出上したものである。出土状態などか

ら,こ の銭が奈良時代の銅銭であることに疑いの余地はない。
1)

「富本」銭はまた左京一条三坊の東三坊大路東側溝 SD650に も出土例がある。これは,1969

年に和同開弥か ら延喜通費にいたる11種 725点にのぼる皇朝銭 とともに出土したが,腐蝕が進

み銭文が不鮮明なため,銭種不朔銭 として扱っていた銭である。今回は「富本」銭 との比較に

より,同種の銭であることを確認した (Fig。 92)。 SD650は, 8世紀初頭に開削され10世紀初

頭まで機能した溝で,「富本」は 9世紀を下限とするこの溝の下層か ら出上した。

このように今回発見の「富本」は, 平城京における 2例 目の 出土であ り, その鋳造時期は

SE1555の廃絶 した奈良時代末以前に求めることができる。

いっぼ う,古泉界には数種の富本銭が伝存してお り,江戸時代に盛行した絵銭の一種 とみる

のが通説になっている。絵銭は祝賀,賞賜,戯玩,装飾,護符,記念など多岐にわたる目的で

鋳造した通貨以外の銭で,多 くの場合,吉祥旬や様々な図柄で飾 り,種類は2000種以上に及が

といわれる。絵銭の起源については,足利義政の六条銭を晴矢 とする説,寛永銭座開設時の祝

賀銭を始まりとする説,寛文 10年 (1670)の古銭使用禁止令を契機 とする説などがあるが,元

禄年間以降に盛行 したとい うのが通説である。以上のように今回の発見による知見と古泉界の

通説 との間には,実に 900年近い岨齢が生 じる。これをどのように考えるべきであろうか。

そこで,古銭界に伝存する富本銭を図譜類から抽出し比較 してみると, Fig.92の ように大
3)

きく2種に分類することができる。挿図上段に示した 4点の銭は,今回の出土品とは粥らかに

型式を異にする一群である。方孔が円孔に変化し背面に上 り藤を配した 1,七曜文が梅鉢文で

表現された 3・ 4,ま た富の字体を異にする2な ど,変化に富み絵銭特有の新しい要素がみら

れる。これに対して,今回出土と型式的に類似するのが,中段に示した 4点である。実7//Jで の

比較ができないため,今回出土銭と同絶かどうかは断じ難いが,銭文,銭容ともに良く似た一

群の銭といえる。 この種の「富本」は上段の銭に比べると数がはるかに少なく,「此銭贋物最
め

多シ,真正ノモノハ僅カニ三品二過ギズ」といわれるほどの稀少品とされている。いずれも銹

化が進み外輪が欠損するなど,他の絵銭にはみられ嬢出土品特有の特徴が共通する。

以上のように, 古泉界に伝わる富本銭には大別して 2種類あ り, 前者の富本は円孔,梅鉢

文,上藤など江戸時代に盛行した絵銭特有の特徴をそなえており,後者の模鋳と考えられる。

したがって,今回の発見例を年代の確実な定点とする限り,奈良時代の「富本」が出土品もし

くは伝世品として後世に伝わ り,稀少銭の収集熱が高揚した江戸時代に絵銭として模作される

に至ったと推察できよう。絵銭の中に,和同開弥や高年通資を模した作品が数多 く存在するこ

ともそうした推測を裏づける。こうした新旧の富本銭を渾然視する古泉界の中で,唯―「其製

1)奈良国立文化財研究所『平城官報告Ⅵ』1975,

P,101,PL。 101。

2)小)|1 浩『 日本貨幣図史 10』 1965。
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3)赤坂一郎「富本鋳造 時代のナゾ」『絵銭』 3,

1986。

4)今井風山軒『風山軒泉話』1889。



図譜類にみえる富本銭

昭
和
絵
銭
図
譜

新
定
昭
和
泉
譜

平城京出土富本銭

絵

銭

譜

右京八条一方十四坪出土              東三坊大路東側濤出土

Fig,92 富本銭各種 (実大)

古本卜, 和同銭 卜無ニノ看アリ,(中略)或ハ富本ノ字義ハ,和同銭司ノ開鑢祝賀ノ銭ナル乎」

とした今井風山軒の説は,祝賀銭の当否はともかく卓見といえる。

今回の「富本」の発見は,従来の貨幣史研究に一石を投じるものであり,奈良時代に通貨以

外の銭が鋳造された歴史的背景の解明が今後に残された課題となっている。わが国の貨幣制度

1)前頁註 4)に同じ。

2)富本の字義については,今の所,そ の出典,意
味を明らかにしがたい。晉の魚褒の『銭神論』を

要約した小葉田淳氏は「富がすべての本源であり,

貨幣が富の本体であるという所に,銭神論の核心

があるように解せられる。」と述べており (小棄

田淳「我邦貨幣と厭勝的使用との関係に就いての

考察」『 日本貨幣流通史』1943)富本の意味を考

える上できわめて示唆的である。また大と十の合

字である「本」は,奈良時代には広く本の異体字

として使用されているが,元来は十人がけで進む

ことの早さを表わしており,富本は富の蓄積がは

やく進むことを祈願する語句とも考えられる。

′∂″



導入の模範となった中国には,すでに漢代から厭勝銭 (えんしょうせん 。ようしょうせん)と

よばれる通貨以外の銭が存在する。厭勝銭とは災禍を鎮め,福をもたらすためにつくられたま

じない用の銭で,銭文には吉祥句や呪句,霊獣や神仙,星斗など特殊な字句や図柄を配してお

り,先述したわが国の絵銭と一脈通じた性格をもつ。古泉界には「富本」を中国の厭勝銭とみ

る説もあるが,中国からの発見がないところから,わが国独自の銭とみてよいだろう。また中
D

国の唐代には,誕生を祝して「洗児金銀銭」という記念銭を私鋳するlle行 もみられる。中国の

こうした厭勝銭や「洗児金銀銭」の慣行が,貨幣制度の導入と同時にわが国に将来されたこと

は,唐文化の模倣 。導入を至上とした当時の情勢からみて,充分予測しうる。現に「洗児金銀
2)

銭」に類するものは,平安後期から中世の史料に散見される。さらに貨幣の呪術的使用は,本

遺跡出土の胞衣壷 SX1400や地鎮め遺構 SX1535に代表されるように平城京内に広く認められ

るところである。 また, 天平宝字 4(760)年に高年通費とともに鋳銭された金銭開基勝賓や

銀銭太平元賓を,通貨として流通した形跡のないことから,厭勝銭とみる説もあり,昭和12年

(1937)に開基勝賓とともに出上した賣行銀銭を含め, 奈良時代の貨幣の厭勝的使用を再検討

する必要性があるう。

1)『資治通鑑』唐紀 天宝十載正月条。

2)『山椀記』『源平盛衰記』治承 2年 11月 12日 条の

中宮御産事や,『花園院御記』文保 3年 4月 21日

条の皇女御出産の記事などに,金銭九十九文の使

′ど∂

用がみえる。

3)原 三正「銭貨学史序説(八 )」『古泉』26,1974。

4)末永雅雄他「開基勝賓等出土地」F奈良市史 考

古編』1968。



7 出土史料の性格

漆 紙 文 書

先に掲げたように,今回出上した漆紙文書は断片が多く,その全容を解明することは困難で

ある。しかし,その特徴 として,lAl戸籍・計帳様の文書が含まれていること,lBl仏典があるこ

との2点をあげられよう。

tAlに ついては,界線を有し,年令とみられる数字を大字で記した(1),及びそれと同筆と思わ

れる1210),や はり界線をもち(男)女の内訳を書くは),年令区分を記す151な どがある。その他女

性名を連記する10,戸主 。捧といった身分を記す

")得

),界線をもつ仏)な ど,籍帳に顔出する用

語や形式を示すものも含めることができよう。

上に指摘した漆紙文書の表記・様式の類例を現存する籍帳に求めると,(1)の 界線 。大字の数

字はたとえば大宝 2年 Ψ02)「筑前国嶋郡川辺塁戸籍」, 同年「豊前国上三毛郡塔里戸籍」等

多数あり,儡)の界線・内訳は,天平 5年 (733)「 山背国愛宕郡計帳」の各戸冒頭部に一例をあ

げると「今年計帳定見良大小口参拾伍

人昇‡文」(大 日本古文書第 1巻 506頁 )

のように見える (Fig.93)。 また天平

5年「右京計帳」でも,たとえぼ右京

三条三坊の出庭徳麻呂の戸の冒頭部分

に「去年計帳定良口拾伍人晏発炎」 (同

上 484頁)と あるが,こ のすぐ下には

横界線が入り,(9と 同様の形態を残し

てヽヽる (Fig.94)。

このように籍帳に類例を見つけるこ

とができることは注目される。これま

で平城宮・京では本遺跡以外に 6箇所

から漆紙文書が出上 している (Tab.

30)。 そのうち左京三条一坊十六坪の

宅地内土坑から出上したものには,人

名 。年令・年令区分とともに「浮浪」
1)

の注記があり,計帳とみられている。

また平城宮・京以外でも,長岡京左京

四条四坊六町からは計帳あるいは戸籍

の断簡と推定されている漆紙文書,茨

城県鹿の子C遺跡からは縦界・横界線
Fig。 93

をもち人名 。年令 。年令区分・身体的

天平5年山背国愛宕郡 F進・94 天平5年右京計帳

計帳 (正倉院宝物)       (正 倉院宝物)

1)奈良目立文化財研究所『平城京左京八条一坊=  2)京 都市埋蔵文TLRI研究所『長岡京跡

・ハ坪発掘調査報告書』1985。           度』1981。
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1)

特徴を記す計帳様文書が出上している。戸籍は戸令戸籍条「凡戸籍,恒留三五比一, 其遠年者,

依レ次除 (後略)」 により30年間,計帳は令には規定がないが,延喜主計式下,帳除条「凡大帳

六年一除 (後略)」 によれば, 6年間の保存が義務づけられていた。その期間が過ぎると廃棄

されるが,それらが反故として払下げられ再利用されたことは,正倉院に写経所文書の裏文書

として残る多数の戸籍・計帳から知られるところである。したがって今回出土の漆紙文書中に,

戸籍・計帳が含まれている可能性は十分にあるといえる。しかしまた,平城京左京八条一坊六

坪の掘立柱建物の柱抜取穴から出土した漆容器の曲物に付着していた漆紙文書は,人名と年令

。年令区分という籍帳に似た内容を記しながらも,そ こに見えるのは小子・小女のみであり,

かつ「一」「一十」のような性格未詳の数字を書きつけているものであり,「戸籍またはそれ
2)

に近い歴名文書か」と報告書が述べているように,その性格を断定することはできない。

今回出土のものも女性を表すものが多いこと,一筆ではなくいくつかの文書が混在している

可能性が大きいことなどから,すべてを戸籍・計帳と即断することはできないことは言うまで

もない。しかし数字に大字を用いているなど,戸籍・計帳様の何らかの公的な文書の反故を合

んでいることは間違いないところと考えられる。

lBlに ついては,②?0がそれにあたり,写経所風の整った真書を用いて書かれており,写経生

が書写した可能性が大きいと見られる。それが漆紙に用いられた理由としては,書写された仏

典が何らかの理由で不要となり反故とされたか, あるいは写経所で習書として書かれたもの

が,反故にされたことなどが考えられよう。ただ,その写経所が,官のものなのか,あ るいは,

貴族等に属する私的なものなのかは, この文書から判断することはできない。

次に,十四坪から漆紙文書が出土したことについて考えてみたい。その際,前述のように籍

帳様の文書が出上していることが注目される。これまで同種の漆紙文書が出土している遺跡を
8)

見てみよう。

次 数 出土遺構 献文

32  杉R

32次補

68  杉k

93  杉k

大和郡山市

160次

奈良市
128次

2

2

茨城県教育財団『鹿の子C遺跡』1983。

前頁註 1)に同じ。

左京三条一坊
十六坪

平城宮東南隅

左京二条二坊

左京八条三坊

右京八条一坊
十四坪

左京八条一坊
六坪

左京七条一坊
九坪

計帳

不明

田籍関係文書等

不明

籍帳関係・仏典

小子小女歴名

「近江国神前郡」
他

宅地内土坑

宮内道路南側溝

東二坊坊間大路
西側溝

九・十坪坪境小
路南側潜

上坑

宅地内掘立柱建
物柱抜取穴

宅地内井戸

５

６６
刺

３

木簡学会『木簡研究 3』 1981

交葬異襲誦磐嚢各暮

`(金

話坊三・

奈文研『平城宮木簡四解説』1986

褒義塞観柔♂亮籍
9来
審掌雲作茉

簡研究9』 1987

奈文研『平城京左京八条三坊発掘
調査慨報』1976

本書

奈文研『平城京左京八条一坊三
六坪発掘調査報告書』1985

套晟雲摯香≦奈晶嘉経肇基

`ヒ

盈認

3)佐藤宗諄 。橋本義則「漆紙文書集成」『木簡研

究 9』 1987。

り
め
　
例

調査位置  |ザ点数 1  内  容

Tab.30 平城官・京出土漆紙文書一覧



「□□年参拾壱歳」等 3行分の文字が確認され,籍帳様文書の一部かと見られる漆紙文書を出

上した山形県生石 2遺跡は奈良・平安時代の板材列で囲まれた 2箇所の施設があり,その一方
1)

の中には,住居跡,倉庫跡等が整然と配置され,公的な施設と考えられている。縦横の界線を

もち,「□猿売年ノ邑鴇長年十歳」など6行にわた り, 人名・年令等を真書で記す計帳様文書
2)

断簡を出上した官城県多賀城跡は,陸奥国府であり,鎮守府の置かれていた所でもある。縦横

の界線を有し,「妹占部子稲主女年弐拾捌 署沓後黒子」など人名 。年令・年令区分 。身容的特徴

を示す13行分の計帳様断筒など,多数の籍帳様文書を出土した鹿の子C遺跡は常陸国衝機構中
3)

の 国衝工房 と見られている。「男志斐連矢麻呂年弐拾壱歳 進正丁」等 8行分を残す志斐連某
⇒

戸の計帳あるいは戸籍の断簡は長岡京左京 四条四坊六町の上坑から出土している。前述の平城

京左京三条一坊十六坪の土坑からは,「□嶋年九 浮浪 和□」など4行分の計帳様文書断箇が

出土した。同坪は,平城宮東南隅にす ぐ南接する地点にあたる。宅地の東北隅を発掘したのみ

だが, 特殊な構造の掘立柱建物 と数条の塀等が検出されてお り,二条大路・東一坊大路に面

し,官に臨む位置に当たることか ら,何 らかの公的施設か高位高官の宅地 と考えたほ うが良い

と見られてい B。 また平嫉京左京八条一坊六坪か らは,「 口田匝コ小箇歎 会 一十」など小子。

小女を列記 した10行分の歴名断簡が出土している。 これは様式的には,戸籍またはそれに近い

歴名文書と思われるが,小子・小女等不課 日のみの記載であ り,「一十」など数字の異筆書 き

込みがあるなど,そ うでない可能性もある。この漆紙文書が出上したのは高位高官の宅地の一
6)

部と考えられている。

戸籍 。計帳は,中央では,中務省・民部省,地方では国衛に保管されるものである。それが

一定の保存期間を過ぎると,廃棗処分にされ反故紙となり,漆の蓋紙に再利用されたわけであ

るが,上に見た籍帳様漆紙文書の出土した遺跡を見れば,国衝関係遺跡 (多賀城跡,鹿の子C

遺跡)を中心とする官衝遺跡,あ るいは貴族の邸宅跡に集中していることが分かる。正倉院に

現存する籍帳の大半が,その経路は不詳ではあるが,民部省ないし中務省から,一括されて金
7)

光明寺写経所に渡 り,そ こで紙背を利用されたものであることを考え合わせる時,前者の傾向

は当然のことといえよう。官衝あるいは公的施設との関係を今のところ想定できない遺跡は長

岡京左京四条四坊六町と平城京左京八条一坊六坪のみであるが,前者は道路予定地のみを発掘

したもので,付近の遺構の全容は明らかでない。また,後者出土の漆紙文書は籍帳様文書とい

うには疑間の残るものである。

このような籍帳様文書の出土傾向からするならば,漆紙文書を含んでいた土坑 SK2001を伴

う遺構は公的な性格をもつものである可能性が大きいのではなかろうか。SK2001か らは多 く

の漆が付着した土器片や漆容器の栓などが出土して消り,奈良時代前半に漆工房が近辺にあっ

たことがうかがえる。この工房が公的なものとの想定は,漆工房に隣接して営まれていた鋳造

工房が官営工房の可能性が強いという第V章-5の想定とも符合するものである。

1)山形県教育委員会・山形県埋蔵文化財緊急調査

団『酒田市生石 2遺跡第 3次調査説明資料』1986。

2)宮城県多賀城跡調査研究所『多賀城漆紙文書』

1979。

3)前頁註 1)に同じ。

4)p189註 2)に 同じ。

5),6)p.189註 1)に同じ。

7)岸 俊男「籍帳備考」『宮都と木簡』1977。



一方,仏典の漆紙について言 うと,漆工房が公的施設であるとすると,官の写経所で書写さ

れた可能性が大きくなろう。その際,それが漆の蓋紙に用いられるに至った経練には,次のよ

うな場合が想定 されよう。ひとつは写経所か ら反故として払い下げられるなどして,別の公的

機関が入手 し,そ こが,漆の蓋紙に転用した場合, もうひとつは十四坪にあった漆工房自体が

写経所 と関係があ り,そ こから直接反故紙を支給された場合であるが,現段階ではどちらの可

能性が高いかを即断することはできない。漆紙文書の中には, 他にも (18)(19)の ような公文

書 と見られるものがあ り,それ らを含めての漆紙の入手経路の解明が今後の課題となろう。

B 墨書土器

今回出上した墨書・刻書土器の特徴としては,lAl意味不弱の 1文字のものが大半を占める,

①それは「 W」「 ×」「令ヵ」のような記号,ないしは「 十」など記号と思われるものが多い,

⑥「十」および「十ヵ」19点 ,「×」 7点 ,「↑ヵ」 6点 な ど同一文字 (記号)を 記 したもの

が多い, という点を指摘できる。

これらの特徴は平城宮出土の墨書土器とは大いに異なるところである。すなわち平城官出土

のものには,「宮内省」「大膳」「主馬」などの官司 。官職名,「六人部」「人足」などの人名,

「清奈」「酒」などの物品名,陽鵡郭」「浣塊」などの器名,「宮内天長節」「供養」などの用途

名等が墨書されている場合が多い。 とりわけ官司 。官職名は, その器の所属を示すものであ
1)

り,平城官に限らず官衡遺構から出土する墨書土器に特有のものといえる。

今回出土したものの中で上記のようなものを探すと, 器の内容物をしめす「警」, 人名をし

めす「常万呂」「国人」, 西市と関連するかもしれない「西」などが見つかる程度で, 官司・

官職名を記 したものiま全くなく,平城宮出上の墨書土器とはいちじるしい対照をなしている。

むしろ,は じめに指摘したような本遺跡出土の塁書土器の特徴は,集落遺跡出土のそれと共

通するものである。すなわち吉岡康暢氏によれば,村落遺跡出上の墨書土器の特色は,施設名

・官職名 。人名は存在しても僅少で,大多数が単字旬からなることであるという。そして墨書

土器の組成によって,〔 A〕 施設名・官職名 。人名を含む遺跡と,(B〕 ほとんど単字旬のみ

からなる遺跡に大別され,〔 A〕 は千葉県山田水呑遺跡を標準とする「土豪村落型」,「 B」 は
2)

「一般村落型」 と呼び うるとい う。

この吉岡氏の分類にしたが うなら,本遺跡は 〔B〕 に属するものといえそ うである。しかし

また,吉岡氏によれば村落遺跡においては,墨書土器は主 として竪穴覆土ないし掘立柱建物近

辺の包含層か ら出土し,溝を主体とする官衛遺跡 と対照的であるという。この点でいえば,本

遺跡では溝 と井戸から大半が出土してお り,村落遺跡 とは異な り官衝遺跡 と共通する特徴を示

している。

墨書土器 と出土遺構 との関連を見てみると,「 十」は十四坪北半に集中し,と りわけ SK2001

からはm点 も出土している。 また「令」は 6点中 4点が,「爾」は 4点中 3点が十三・十四坪

坪境小路の両側溝から出上している。このように,複数点数出土している墨書土器は,特定の

1)平城宮出上の墨書土器については,奈良国立文

化財研究所『平城宮出土墨書土器集成 I』 1983,

及び『同Ⅱ』1989参照。
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2)松任市教育委員会・石川考古学研究会「墨書土

器」『東大寺領横江庄遺跡』1983。



箇所から集中的に出土するとい う特徴を有している。

これ らの うち,特に注 目されるのは「十」である。それは SK2001か ら11点 と大量にまとま

って出上している他,そ の西にあたる地域の SE2020か ら2点,SK2033・ 2036か ら各 1点出

土している。SK 2001,SE 2020は 奈良時代前半の Ⅱ期に属する鋳造・漆工房関係の遺構であ

る。とりわけ SK2001か らは漆付着土器・漆塊 。漆紙などが大量に出上し,近接した場所に漆

工房のあったことが推定 されている。「 十」はこの他では,十三坪の SE1315や 十三・十四坪

坪境小路南側溝などか ら3点 と孤立 した出土状況をみせているのに対 して,十四坪北区東半へ

の集中度はいちじるしい。したがって,それは,奈良時代前半の鋳造・漆工房関係施設に固有

の墨書銘 とい うことになる。

そしてこの地域では他にあまり墨書土器が見つかっていないことからすると,「十」はそれ

を墨書 した土器を管理・所有する個人を識別するものではな く,所属施設を識別するためのも

の,すなわち施設名に代わるものといえるのではなかろ うか。その場合,漆に関する遺77Jが大

量に出土した SK 2001か ら多数の「十」墨書土器が集中的に見つかっていることからすれば,

それは漆工房への所属を示す墨書銘 と考えられよう。なお, このことからも「十」は先に記し

たように数字ではなく,記号と考えるべきものといえよう。平城官においても,その東南隅に

おける第32次調査で,官の東面外堀にあたる東一坊大路西側溝や南面外翔である二条大路北側

溝から,記号 としての「 +」 墨書土器が出土しているなど,出上例が知 られている。

以上の推定に大過なければ,「十」は何 らかの施設を識別する記号を上器に墨書した事例と

なる。一見したところ,集落遺跡出上の墨書土器と共通する様相を呈 しているが,実際は官衝

遺構出上のそれと同様の性格をもつものも含まれているとい うべ きであろう。

ただし,施設名を直接示す文字を記さずに,記号を用いている点は,平城官をはじめとする

官衛遺構出上の墨書土器の一般的なあ り方とは異なる特色である。すなわち,平城官出土墨書

土器では,た とえば「宮内」(官内省)「大膳」 (大膳職)「主馬」(主馬寮)「式」(式部省)の よ

うに省略される場合があるとはいえ,官司名を直接表示するのが一般的である。

ところが,今回出上した墨書土器は,それと明らかに異なる特色を有してお り,それはここ

に所在 した施設の性格を考えるうえで重要な示唆を与えるものである。すなわち,「十」墨書

土器が使用・保管されていた漆工房は,それが官営のものであった としても,律令官制の中枢

部に近いものではなく,出先の機関とい う色彩が濃いことを推測 させるものといえよう。
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8 小規模宅地の出現

右京八条一坊十三・十四坪内の区画割の変遷は第V章-2で述べた通 りである。奈良時代前

半と後半とで,こ こは,鋳造あるいは漆関係施設から一般的宅地へという変化を見せ,それに

ともなって区画割の移 り変わ りも見られる。

奈良時代後半の宅地への変化にあたっては,小規模な宅地が生み出されている。それは,十

三坪では,坪内南北道路 SF1320の 西側の北半部では,東西1/4町,南北1/4町 の1/16町規模の

2区画があり,南半部では東西1/4町,南北 1/8町の 1/32町規模の 4区画があったと推定され

る。また十四坪では坪内南北道路 SF1970の西夜1では東西 1/4町,南北 1/4町の1/16町規模の

1区画が確認でき,東側では,南端から南北 1/8町の 4区画がある。これら区画の東端が坪境

までのびるなら1/16町規模の区画になる。しかし, 1区画に丼戸が 1基掘られたすると,東西

1/4町 の1/32町規模の4区画になる可能性が高いとみられる。このように,十三・十四坪では

奈良時代後半に1/16町規模の区画が確認でき,1/32町規模の存在が推測されるのである。

従来,平城京内の小規模な宅地区画については,正倉院に残る月借銭解がその史料として用

いられてきた。月借銭解とは文字通 り月決めの借金申請書である。正倉院の月借銭解はいずれ

も,造東大寺司の写経所で写経にあたった下級官人である写経生達が,写経所あてに提出した

ものである。その場合,質物にはやがて支払われるべき布施の調布をあてることが多かったが,

家や板屋 。口分田さらには妻子までを質物にした場合もあった。質物の家の中には京内に存在

した例が 7件 7人分あり,京内宅地の状況を うかがわせるものとなっている (Tab.31参 照)。

年 月 日 経 師 名 「家」の所在

3. 2.25

3.11.27

3.12.28

3.12.28

3.12,29

丈部浜足

田部国守

占部忍男

霙民竃餐興
足

山部針間万呂

大宅首董子

右京三条三坊

左京九条三坊

左京八条四坊

十六分之半 (1/32町)

十六分之半 (1/32町)

十六分之四― (1/64町 )

十六分之四― (1/64町)

十六分之一四分之―(1/64町 )

4.5
2.10

〃     升三分之― (1た2町 )

左京八条三坊   十六分一 (1/16町)

Tab.31 月借銭解にみえる小規模宅地

この表からうかがえることは,宅地の区画については,(1)1/16町 を宅地の広さを表す場合の

基準 としている例が 7例中 6例と大半を占めること, しかしなが ら鬱)十六分之半 (1/32),汁二

分之一,十六分之四―・十六分之一四分之― (1/64)と いうような,1/16町をさらに細分した

宅地割が実際には多いこと,傷 )それに対応するように,十六分之半のように1/16町を基準とし

た表記ではなく,汁三分之―のように1/16町をもとにしない表記をした例が 1例ではあるが存

在することなどが指摘できよう。さらに倣)宅地の所有者たる解提出者は七位以下の下級位階者

であること,脩)7人中 6人が左京八・九条という京南辺の,それも三・四坊という周辺部に宅

地を有していること,俗 )表には記載しなかったが,宅地中には板屋が 1～ 5棟あり,1/64・ 1/

32町に 2～ 3棟あるのが平均であることなどを付け加えることができよう。
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以上に用いた月借銭解は,宝亀 3～ 5年 (772～ 774)の もので,奈良時代後半における宅地

の状況をうかがわせるものである。すなわち,奈良時代後半の下級官人の宅地は,1/32町ない

しは1/64町 という小規模なものが多 く,そ の中に 2棟前後の板屋を設けて居住していたという

ことである。そして,(1)で述べたように,大半の場合1/16町を面積表示の単位としていること

は, 1町を16等分する宅地区画の方式があったことを示唆するものである。しかるに実際には

似)で指摘した通 り,1/16町をさらに細分化した宅地が多いということは,既に1/16町区画はそ

の歴史的役割を終えつつあったこと,したがって1/16町区画は, より古い時期に設定されたも

のであったということを物語るものといえよう。

ところで平城京の宅地班給基準については文献史料はなく,その存否すら確認できない。し
1)

かし持統 5年 (691)12月 には藤原京の,天平 6年 (734)9月 には難波京の宅地班給基準が出さ
2)             、

れていることからすると (Tab.32),当 然平城京にもそれがあったと考えられよう。

藤原京 (持統 5年 12月 ) 難波京 (天平 6年 9月 )

1町以下
1/2町以下
1/4町以下

Tab.32 藤原京 。難波京の宅地班給基準

藤原京の宅地凱給基準は右大臣 (正広参丹比嶋真人)は 4町,直広弐 (従四位下相当)以上

2町,(直 )大参 (正五位上)以下 1町,勤 (六位)以下無位までは戸口数に応 じて上戸は 1町,中

戸は 1/2町,下戸は 1/4町 と段階づけられている。ここでは最小の宅地割でも1/4町 と大きなも

のである。一方難波京では,三位以上は 1町以下,五位以上は 1/2町以下, 六位以下は 1/4町

以下となっており,別表のように藤原京と比べると同等の位階でもより小さな宅地 となってい

る。時期的に両者の中間にくる平城京の宅地班給基準は,恐 らく藤原京と同じか, より小さい

ものであったと推測できよう。これまでの平城京跡の発掘調査で判明した宅地割を見ると, 4
3)

町 。2町・ 1町・ 1/2町 。1/4町 。1/8町・1/16町 。1/32町があり,平城官に近い程大きく,離

れるにしたがって小規模化していく傾向がある。そして 1町以上の宅地割が五条以北に分布す

る一方,文献史料からは五位以上の人物の本貫が五条以北に集中することなどから,直大参

(正五位上相当)以下は 1町 という藤原京の宅地基準を参考にして,平城京の宅地班給基準を
の

考えてよいことが指摘されている。平城京遷都時に従三位であった長屋王の邸宅が 4町を占め

るものであることも, 藤原京の宅地班給基準に適合的といえよう。 月借銭解 で も小規模宅地

が,宮から離れた所に分布すること,解提出者が七位以下といった下級位階の持ち主であるこ

とは,上記の傾向に合致するものである。すなわち,五位以上の貴族は平城宮に近い五条以北

に居住 し,その宅地は 1町以上を占める。位階が低 くなるに従って居住地は宮か ら遠 くなり,

町
町
町
町
町
町

４
２
１
１
″
μ

一戸
一戸
一戸

上
中
下

上
下

以
以

＞
≫
＞
下

位
下
上
以

三
位
位
＞

”
四
五
位

二
従
正
六
〃
〃

臣
弐
参

大
広
　
勤

右
直
大

1)『日本書紀』持統 5年 12月 乙巳条。

2)『続日本紀』天平 6年 9月辛未条。

3)1987年 までの調査については奈良国立文化財研

究所『平城京左京四条二坊一坪』1987,p44。 そ

の後の成果では,左京三条二坊―・二・七・八坪

で長屋王邸宅跡の 4町占地が確認され (『昭和61

年度平城概報』1987及び『昭和62年度平城槻報』

1988), また,左京二条四坊―・二・七・八坪 で

も4町占地の可能性が指摘されている (奈良市教

育委員会『奈良市埋蔵文化財調査概要報告書 昭

和63年度』1989)。

4)田中 琢『平城京』1984,pp.131～ 133。
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宅地も小規模化していくとい うのが,平城京における宅地の一般的傾向といえよう。

ところで,藤原京の班給基準によれば,最小の区画は1/4町であるが,平城京の場合,奈良時

代初頭において,既に1/8町 とい う小規模宅地が存在することが判明してお り(左京八条三坊九

坪),さ らには1/16町が奈良時代前半に遡る可能性もある (左京九条三坊十坪)。 そして中頃に

1/16町宅地が存在したことは確実である (左京九条三坊十坪)。

したがって,藤原京の宅地互給基準を参考にできるとはいえ,平城京ではより細かい宅地割

が既にかなり早い段階から行なわれていたと言える。今回の発掘調査では,奈良時代前半は一

般宅地ではなく,後半に宅地化するという特殊性があるが,宅地化すると同時に1/16町,1/32

町区画という小規模宅地が出現していることは,上記の知見とも一致するものといえよう。と

りわけⅢ期に既に1/32町区画があることは,時期が下るにしたがって宅地が小規模化していく

傾向からすれば,それ以前に1/16町宅地が京内で成立していたことを前提とするものである。

したがって,1/16町を単位とする宅地区画は既に奈良時代前半には行なわれていたとすべきで

あり,先述したように,それは奈良時代後半の宝亀年間には歴史的役割を終えつつあったので

ある。

平安京においては,宅地区画として

1坪を東西は 4分,南北は 8分して,

1/32町区画 (=1戸主)を作る四行八

門制が行なわれていたことは,『拾芥

抄』や『 口遊』などによって知られて

いるところである (Fig。 95)。 平城京

においても,上述の文献史料にみえる

1/16町区画の存在や,こ れまでの発掘

事例によると,それが東西 1/2町 ,南

北 1/8町の長方形を塁していることか

ら, 1坪を東西 2分,南北 8分 して,

1/16町区画を作る二行八門制が行なわ
1)

れていたとも見 られている。これによ

れば,平安時代になると各行がさらに

南

Fig。 95 四行八門図 (『拾芥抄』による)

坊発掘調査概報―東市周辺東北地域の調査』197Q

同『平城京左京九条三坊十坪発掘調査報告』1986。

熙鵞|

東西に三分されて,四行八門制が成立したことになる。

ところが今次検出された1/16町区画は十三・十四坪とも,東西1/4町,南北1/4町 という正方

形を塁している。これは,これまでに検出されている1/16町区画とは形態を異にするものであ

り,いわゆる二行八門制にのった区画割ではない。なぜなら二行八門制のもとで 1/4町四方の

区画をつくろうとすれば,東西 1/2町ある区画を東西に 2分 したうえで,南北 2区画を連ねる

という不自然な作業をしなければならないからである。この点はどう考えるべきであろうか。

これまで発掘で検出した1/16町 区画は,今回以前に 2箇所ある。それは左京八条三坊九坪 と

1)松崎宗雄「平城京宅地割の一例」『建築史』2-

6,1940,大井重二郎『平城京と条坊制度の研究』

1966,奈 良国立文化財研究所『平城京左京八条三
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左京九条三坊十坪で, ともに東市の近辺にあたる。両坪 ともその中央部を東堀河が南北に貫通

し,坪は,当初から東西に 2分されているとい う共通の条件下にある。したがって,いずれも

平内の区画割には,大きな制約があったのであ り, この 2例からす ぐに二行八門制の存在をひ

き出す ことは,やや性急といわざるをえない。

逆に,左京八条三坊九坪の南隣の十坪では,東西1/4町,南北 1/2町の 1/8町規模の区画割が
1)

想定されているが, これも,今回検出の1/16町区画と同様,二行八門制では,理解しがたい。

これは東西を 1/4町ずつに区切る区画割の存在をうかがわせるものである。

したがって,1/16町区画が奈良時代において施行されていたことは,文献史料から見てもほ

ぼ確実であるが,それが,一律に東西1/2町,南北1/8町 の区画割を作る二行八門制をとったの

か否か,今回検出したような東西 1/4町,南北 1/4町 という区画割も併存したのかどうかは,

今後の発掘調査事例の増加を待って結論を出すべきであろう。また1/16町区画が奈良時代前半

に施行されていたとしても,それが奈良時代初頭にまで遡るものなのか,ま た前半でも一般的

に成立していたのかどうかなども今後に残る課題といえよう。

一方,1/32町区画については,それが存在するとすれば,東西1/4町,南北1/8町になる。こ

れまで月借銭解でのみ知られていた1/32町区画が遺構で初めて確認されたのは,1985年に行な
2)

われた左京九条三坊十坪の調査においてであり,今回検出の区画が1/32町 とすれば 2例 日とな

る。先の例も東西長1/4町,南北長1/8町であり,それはそれ以前の東西長1/2町 ,南北1/8町の

1/16町区画を東西に 2分 したものであった。そしてそこでは,先述のように二行八門制施行の

可能性が指摘されている。またその場合も今回も1/32町区画 (ないし,その可能性)は奈良時

代後半に出現したものであり,文献史料の語るところとも符合する。したがってそれは,東西

1/4町,南北1/8町の1/32町規模め区画を作る平安京の四行八門制の端緒的なものといえよう。

そして,そ うであるなら,1/4町 四方の1/16町区画は,四行八門制の 2区画分 (=2戸主)と

いう可能性も出てくるのである。すなわち,奈良時代後半において,東西1/4町 ,南北1/8町 と

いう区画割が行なわれており,それを南北に 2つ連ねて,今回検出したような 1/4町四方の区

画が作られた可能性を指摘できよう。しかし仮にこの想定に大過ないとしても,その区画割が

一般的に成立していたのか,一部で行なわれただけのものなのかなどに結論を与えることは現

段階ではできない。今後の発掘調査の進展に期待がもたれるところである。

1)奈良国立文化財研究所『平城京左京八条三坊発

掘調査概報―東市周辺東北地域の調査』1976。

2)奈良国立文化財研究所『平城京左京九条三坊十

坪発掘調査報告』1986。
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9 土器埋納遺構の性格

平城京か らは既に,22例 に及が土器埋納遺構が発見されている (Tab.33)。 これ らは意図的

に土器を埋納した遺構であ り,祭祀に伴 う埋納行為の結果である。しかし土器の内容物が具体

的に判粥した例は半数に満たず,いかなる祭祀にともなうものか不明なものも多い。本調査区

か らも10基の上器埋納遺構を検出したが,内容物の判明したもの 3基に対 し,不明なものが 7

基を占める。後者の性格の究明は今後の課題 として,内容物が判明した 3基の うち,そ の構成

や埋納位置から胞衣の埋納や地鎮め供養に伴 う遺構 と判断できる SX 1535と SX 1400に 関し

て,若千の考察を行な う。

胞衣埋納の遣構 SX1535は , 5枚の和同開麻と墨挺 1丁を中に納めた有蓋の須恵器杯を ,

小穴に安置するように整然と埋納した遺構である。墨挺の出土は平城官・京を通 じ2例 目で ,

初例も右京五条四坊三坪の上器埋納遺構 SX030か らの出土であ り,本例との共通性が窺 える。

SX030では,薬壷形有蓋須恵器の中に,4枚の和同銭 と完形の墨挺・筆管をおさめたもので,

微小な骨片と織物齢目)も壷の中から検出されている。SX030の 性格に関しては,当初蔵骨器 と

考えられた力ぐ,その後,町田 章の指摘により,水野正好氏が胞衣重であることを論証 した。

水野氏は『大記』『玉築』『御産所 日記』 といった中世の日記類の中に,胞衣の処置に際 して

銭・墨・筆をそえて瓶子に納める風習がみえ, これが SX030の 内容と一致する事実を指摘 し,

中世の胞衣埋納の慣行が奈良時代に遡ることを明らかにした。

今回検出した SX1535は ,土器が瓶類で tま なく杯である点,筆を欠 く点が胞衣重 としての要

件を欠 く。しかし杯は口径 20cm,器高 7.lcmの大型の杯 BIであ り,胞衣 および SX 030出
3)

土品と同程度の筆ならば充分納め うる法量の上器である。銭貨や墨挺の保存状況などか ら判断

すると,有機質の筆は胞衣などとともに腐朽 してしまったとみるべきであろう。特に,銭文を

上にして納められていた 5枚の和同銭は,『玉築』の「次入銭五文於白発瓶子以文為上用歓」 と

い う記事 と見事に合致 し,中世の胞衣埋納法が細部にいたるまで奈良時代の埋納法の軌範を継

承 した可能性を示している。

したがって『玉築』や『後産所 日記』をもとに SX1535の胞衣の埋納状況を推測すると,杯

底に銭文を上にして 5枚の和同開林銭を置 き,その上に絹で包んだ胞衣を据える,次に胞衣の

上に筆 1管 と墨 1丁をそえ,蓋をして小穴に埋納する, といった埋納法を復原することができ

ょう。SX1535の 杯 Bは,右京五条四坊三坪の SX030の薬壷形須恵器とはば同時期の 8世紀

中葉に位置付けられ,こ の時期にはすでに胞衣埋納の慣行が祭儀として一定の体裁を整え,平

成京内に広 く受容されていたことを物語る。

本追跡に潜ける 8世紀中葉の遺構は,遺構の時期区分のⅢ期に相当し,SX1535は ,十四坪

1)奈良目立文化財研究所『平城京右京五条四坊三

坪発掘調査概報』1977。

2)水野正好「想蒼籠記 (1)」『奈良大学紀要』 13,

1984。

3)胎盤の大きさ,及び収納可能な土器の法量に関

しては,木下 忠『埋甕一古代の出産習俗』1981

ど9ど

に詳しい。また,東京都八王子市の旧志村家敷の

奥座敷床下から発見された胞衣埋納土器は, 口径

19.5cm,底径 6.9cm,高 さ 6。 9cmの浅鉢で,法

量的に本例に近似する。上井義夫 。紀野自由「い

わゆるエナ処理用カワラケ」『貝塚』18, 1978参

照。



東半南端部の1/32町宅地に伴 う遺構 と考えられる。この宅地の遺構には,主屋とみられる桁行

4間,梁間 3間の東庇付南北棟 SB1534が宅地の西奥部に建ち,宅地の南東隅に丼戸 SE1530

が掘 られている。土器埋納遺構 SX1535は主屋 SB1534の 身舎東側柱の南第 2柱穴に接した位

置にあ り,第 2柱穴の東端部を切って埋納されている。胞衣の埋納は,民俗例によると,吉方
1)

を選んだ り,建物の出入口に埋める場合が多い。SB1534の 出入口については推測の域を出な

いが,建物が北に偏して建てられており,東西塀 SA1551と SA1527で区画された宅地の南】ヒ

中軸線が建物の南端間のほば中央にあたる点や,井戸への往来の便を考慮すると,建物の東面

南端間に出入口を想定するのが合理的な解釈といえる。SX1535は 民俗例にみるように,建物

SB1534の 出入口にあたる庇部の空間に埋納されたものと推察する。本例は右京五条四坊三坪

の SX030に次ぐ胞衣埋納遺構であり,奈 良時代の胞衣埋納の慣行が貴族や一部の官人層のみな

らず,1/32町宅地に居住する住民層まで広 く普及していたことを示す貴重な資料といえようo

地鎮めの遣構 一方 SX1400は ,上記の胞衣の埋納遺構とはいちじるしく対照的な様相を示

す。埋納土器は直径 10cmほ どの上師器小皿 4枚で, これを小穴内に雑然と埋納し,土器の内

外に多数の和同開務,金箔,ガ ラス小玉,鉄片などをそえている。平城京内の上器埋納遺構の う
め

ち本例に近似するものに,左京二条六坊十二坪で検出した埋納遺構 SX3150が ある。SX3150

は一辺 lmを越す大型の長方形土坑の埋土中か ら,34枚にのぼる土師器皿と,金箔,布に包ん

だ銭貨 (高年通賓・神功開賓)8枚 以上を出土した遺構である。皿は土坑の底面から大きく浮

き,表裏雑然 と密集した状態にあ り,土坑を埋める途上でこれ らの品々を埋納したことがわか

る。

SX3150は複数の皿,金箔,銭貨を埋納する点や,そ の埋納法の類似性から今回の SX1400

と同じ祭儀にもとづ く埋納遺構 と考えられる。

金箔やガラス玉は,七宝(金 。銀・真珠・珊期・琥珀・水晶・瑠璃)の うちの金と瑠璃に相当

するもので,奈良県興福寺中金堂や元興寺塔の基壇,坂田寺金堂 (講堂)須秀壇などから発見さ

れた埋納物中にも認められる。このような七宝の埋納は,広義の地鎮め供養に伴 う鎮め物の埋

納 とみ られ,造営に際し,土地神に種々の宝物を献 じ,地を乞 う裁許を得るとともに,未来永

劫の平安を願 う祭祀とみることができよう。 後世, 密教によって 整備された地鎮・鎮壇法に

は,五宝,五薬,五穀,五香の埋納がみ られる。

奈良時代の地鎮め供養の実例をみると,埋納法や埋納品の内容は実に多様であ り,後世の事
3)

例のような画一性を認めることができない。供養の対象や内容に関しても多岐にわたると想定

されるが,埋納位置や埋納法,埋納品の構成などをもとに,後世の密教の地鎮め供養の修法

(地鎮・鎮壇・結界 。上公供・鎮宅・安鎮などの作法)か ら,具体的な供養を類推せざるをえな

いのが実情である。そうした中で,1983年に奈良県法隆寺の旧南門下から発見された土器埋納

遺構は,土師器椀の中に 2枚以上の和同開弥と金箔を納めており,本例に最も類似した内容を
4)

もち,西院伽藍の完成時に行なわれた後鎮祭に伴 う埋納遺構と考えられている。

1)木下 忠「戸口に胎盤を埋める呪術」『考古学

ジャーナル』42,1969。

2)奈良女子大学埋蔵文化財発掘調査会『奈良女子

大学構内遺跡発掘調査概報Ⅲ』1986。

3)森 郁夫「古代の地鎮・鎮壇」『古代研究』23・

29, 1984。

4)法隆寺『法隆寺 防災施設工事 。発掘調査報告

書』 1985。
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以上のように,銭貨とともに金箔・瑠璃を納めた SX1400は,地鎮め供養に伴 う埋納遺構 と

みてよい。埋納された土師器皿Cには,一応 8世紀前半代の年代を与えうる。SX1400の 供養

の対象に関しては, I～Ⅱ期の遺構の中に SX1400と 関係する特定の建物をみいだせないとこ

ろか ら, I・ Ⅱ期の敷地全体に対する地鎮め供養とも考えられる。しかし,区画割の中に占め

る SX1400の 位置については,現段階ではなお不明な点が多い。さらに SX1400で付言すべき

条 坊 位 置 内 容  物

100

168南

168】 ヒ

158

151-32

奈良市99

奈良市65

奈良市 1

奈良市148

奈良市9

橿考研

1976

1985

1985

1984

1984

1985

1984

1979

1988

1980

1987

土坑

土坑

土坑

土坑

土坑

土坑

柱穴

土坑

柱穴

右京五条四坊三坪

右京八条一坊十三坪

右京八条一坊十四坪

左京二条六坊十二坪

左京三条二坊三坪

左京四条四坊十一坪

左京五条一坊八坪

左京五条二坊十四坪

左京五条二坊十四坪

左京五条五坊七坪

左京六条二坊十四坪

左京八条一坊三坪

須恵器壷A,同蓋

土師器甕,皿 C
土師器皿C4

土師器皿C5
須恵器杯B,同蓋

土師器皿C
土師器甕

土師器甕,皿C9
土師器皿C5
土翻f器姿,皿 C3

土師器皿C21

土師器皿A34

須恵器壷H
須恵器杯 B,同蓋

須恵器壷A,同蓋

土師器甕A,同杯蓋

須恵器壷A,同蓋

須恵器壷H

楽聟董魏、星
皿C

土師器塞A,須恵器蓋

須恵器杯F,同蓋

須恵器杯F,同蓋

和同開務5。 筆・
墨・骨・絹

な し

和同開球32以上 。

金箔・ガラス玉 6

以上・鉄片

な し

和同開林5。 墨

な し

金 箔

な し

な し

な し

な し

萬年通費 5以上・
金箔
神功開賓 2以上

和同開弥 2

和同開弥 2

な し

和同開弥 3

和同開弥 5

な し

金箔・ ガラス玉

な し

な し

神功開賓

SX030

SX1310

SX1400

SX1401

SX1535

SX1572

SX1578

SX1579

SX1589

SX1592
埋納坑不明

SX1593
埋納坑不明

SX3150

SX2982

SX14

SX48

SB18掘形

SA05掘 形
底部穿子と

13

14

15

16

17

18

19

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

(文献)

1.奈文研『平城京右京五条四坊三坪発掘調査税報』1977

2～■.本書

12.奈良女子大埋蔵文化財発掘調査会『奈良女子大学構内遺跡発掘調査概報Ⅲ』1985

13.奈文研『平城京左京三条二坊三坪発掘調査報告』1984

14.奈良市『奈良市埋蔵文化財調査概要報告書 昭和60年度』1987

15.奈良市『奈良市埋蔵文化財調査報告書 昭和59年度』1985

16.奈良市『奈良市埋蔵文化財調査報告書 昭和54年度』1980

17.奈良市『奈良市埋蔵文化財調査報告書 昭和63年度』1989

18.奈良市『平城京左京(外京)五条五坊七・十坪発掘調査概要報告』1982

奈良市『奈良市埋蔵文化財調査センター紀要』1985

19.橿考研『大和を掘る-1987年 度発掘調査速報展Ⅷ』1988

20～22.奈文研『平城京左京八条一坊三・六坪発掘調査報告書』1985

× 本表の作成にあたっては奈良県立橿原考古学研究所松永博明氏,奈良市教育委員会三好美穂氏の御教

示を得た。両氏に感謝する。

Tab.33 平城京の上器埋納遺構一覧



点は,SX1400の 南 2.2mで検出した土器埋納遺構 SX1401と の関係である。SX1401は SX

1400と 同時に用意されたとみられる土師器皿Cを 5枚埋納しており,一連の地鎮供養に伴 う遺

構と考えられる。上器の中および埋土中には何も遺存しなかったが,SX1400の五宝もしくは

七宝の埋納に対し,有機質の五穀が埋納された可能性がある。
1)

五穀の埋納は,奈良時代の地鎮め供養の典拠とされる『仏説陀羅尼集経』に五宝・七宝と並

んで記されており,天平宝字 6年 (762)の法華寺阿弥陀浄土院の造営記録にも「時々の鎮祭の

五穀の直」とみえ, 地鎮め供養には不可欠の要素であった。したがって, SX1401に は,『仏

説陀羅尼集経』にいう大麦,小麦,稲穀,小豆,胡麻などの五穀が盛られた 5枚の皿を埋納し

たと考えるのも,十分蓋然性がある。地鎮め供養に伴い複数の埋納が行なわれる点で想起され

るのは,和歌山県高野山金剛峯寺宝性院跡で発見された近世の地鎮め遺構 である。 この遺構

は,中央と東,西,南,北の 5箇所に折敷にのせた 5枚の皿を埋納しており,屋敷地取作法に

もとづく遺構と考えられている。屋敷地取作法は,密教の土公供作法から派生した修法とみら
3)

れ,『延喜式』にみえる土公祭に系譜をたどることができるとされている。余良時代の地鎮め

供養には仏教,陰陽道,神祗がそれぞれかかわっており,供養の実体は複雑な様相を呈してい

たと考えられるが,今回発見の SX1400は,従来実体の不甥であった陰陽道の主催する土公祭

の一端を示す資料といえるかもしれない。

いずれにせよ,SX1400は今まで平戎京では知られていなかった内容をもつ地鎮め遺構であ

り,供養の行なわれた十三坪西半部の区画及び居住者の性格の評価ともかかわる複雑な問題を

内包する遺構といえよう。

1)唐の阿地窪多によって漢訳。我国への将来時期

は不明であるが,正倉院文書の天平 9年 C73の「写

畢経勘定帳」(『大日本古文書』24)に写経の記録

が残る。 ここでは,『大正新脩大蔵経』 18,1928

による。

2)「造金堂所解案」『大日本古文書』25。

3)元興寺文化財研究所『高野山発掘調査報告書』

1982, pp. 24-32・ 146^Ψ 159。

4)木下密運・兼康保男「地鎮めの祭―特に東密の

上公供作法について」『柴田実先生古稀記念 日本

文化史論叢』1976。
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結10 玉
巾

以上に報告した平城京右京八条一坊十三・十四坪の発掘調査について,遺構・遺物の概要と

遺跡の性格にふれ結語 としたい。

奈良 時代前半 (I・ Ⅲ期)の 遺構

奈良時代前半の遺構は,大 きく十四坪の鋳造・漆工の工房 とその関連施設,及び十三坪の官

衝風建物の 2つに分けられる。

鋳造・漆工の工房

鋳造関係の遺構 としては,ま ず十四坪北区北半に,井戸・建物か らな り,塀で区画した遺構

が南北に 2群ある。

鋳造炉については,井戸周辺に密集す る靖禍・羽 口等の鋳造関係の廃棄物を埋めた土坑群に

よって破壊されてお り,原形をとどめるものはない。しかし,炉壁の断片の存在や,壁面に強

い火熱を うけて硬化した部分を残す土坑があって,炉は地上に設けられたもののほか,半地下

式の構造も存在 したことが うかがえる。多量の灰化物・焼土等の存在 と合わせて,こ の場所が

鋳造作業を行なった所 と考えてよい。

次に,漆工関係の作業空間は,上記の鋳造作業空間の東,すなわち多量の漆工関係遺物を出

土した土坑 (SK2001)を 西限としてその東に展開することが推測できよう。

十四坪北区南半には, 3部屋に間仕切 りし,庇をもつ東西棟建物がある。この建物の周囲,

及び十四坪南半にかけて,総柱構造を含む多数の建物が配置されてお り,倉庫その他の機能を

果していたと思われる。鋳造作業に関連 した付属施設であろ う。

官衛風の建物

以上の十四坪の鋳造・漆工関係遺構に対して,南 の十三坪の遺構は,主殿 と前殿 (I期 ),あ

るいは間仕切建物 (Ⅱ 期)を中心に,周囲に広場・井戸・倉庫等を配 した, 1町または 1/2町

を占める,通常の宅地 とは異なった官衝風の配置をもつ建物群である。敷地あるいは,建物の

建設に伴って地鎮具を埋納 した遺構 もある。注 目されるのは,こ の建物群が北を正面 としてい

ることで,あ いだに坪境小路をはさむとはいえ,北の十四坪 との密接なかかわ りを想定させる。

奈良時後代半 (Ⅲ・ Ⅳ期)の遺構

奈良時代後半の遺構は,十三坪 。十四坪ともに宅地を主体とする。

まず,十三坪では,坪を東西に 2分する位置に南北道路が設けられ,その両側に塀がつくら

れる。この道路から西は,Jヒ半に 1/16町宅地が 2区画,南半に 1/32町宅地が 4区画みとめら

れる。これらの宅地は,塀で区画した中に, 2～ 3棟の建物を配置し,井戸 1基をそなえてい

る。

十四坪では,坪の南辺及び坪を東西に 2分 していた築地は撤廃され,奈良時代後半には,南

辺が掘立柱塀に,坪の東西 2分位置は南北道路に変わる。この時期,十四坪には,南北道路の

東に 1/32町宅地が 4区画,西に 1/16町宅地が 2区画みとめられる。1/16町宅地は,十三坪と
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同様に,正方形を呈 し,そ の うち一つの宅地には,同一の敷地内に主屋級の建物が 2棟あるこ

とも興味深い。十四坪の宅地には,胞衣,すなわち出産後の胎盤を納めた「胞衣壷」と思われ

る遺構を伴 う。

出 土 遺 物

本遺跡を最も特徴づける遺物は,多量の鋳造および漆工関係の遺物であろう。 まず,鋳造関

係遺物には,鋳造か ら加工,整形までの各工程を示す遺物がある。 とりわけ,多量の増渦は ,

土師器転用対渦を主体 とする小型の特殊なものである。また,出土例の少ない湾曲羽口の存在

が目をひく。さらに錯帯金具の未製品等があ り,本工房での製品が小型品を主体 とするもので

あったことを裏づけている。

漆工関係では,土坑に廃棄された漆容器,漆紙文書を含む大量の一括遺物がある。漆容器の

須恵器董類が,すべて打ち割 られているのは,漆液を掻き出すためである。 これ らの重類は ,

畿内以外の製品を含み, 複数の漆の産地から平嫉京への運搬に用いられた容器である。 さら

に,こ のような漆容器の栓に用いた植物繊維をたばねたもの,あ るいは漆容器の蓋紙に用いた

漆紙などもあ り,漆工に関係する工房の存在を粥示している。漆紙の中には,仏典や戸籍 。計

帳様の反故紙が含まれてお り,工房の性格を示唆する。

この他,「秦」の字を記す木簡,漆沙冠,富本銭,海獣葡萄鏡,三彩瓦,羊形硯,統一新羅

陶器,墨書土器など本遺跡の性格に関連して注目すべき遺物がある。

遺 跡 の性格

まず奈良時代前半の鋳造・漆工の正房の性格を問題にしよう。今回報告 した鋳造・漆工の

工房は平城京造営の初期に,築地による大区画の中をさらに掘立柱塀あるいは溝で細分 した小

区画内に一定のパターンをもった作業空間として設けられている。 また,製作品の一端が,律

令官人の位階を表示する鉾帯金具で あることは注意される。鉾帯の製作には, 鋳造のみ なら

ず,漆工,皮革工などの複数の種類の分業が前提 となっているとみ られるが,事実,十一坪を

含むこの一帯には,過去の調査成果を総合すると,金属,ガラス,漆,皮革 といった複数部門

の工房が展開してお り,多岐にわたる生産を行なっていたことが明らかである。そしてまた ,

これらが,大蔵省典鋳司 。漆部司といった官司の職掌と重なっている点は,看過できない。西

市に近接 した地域を占めていることと合わせて,本遺跡の工房の性格を示唆す るものである。

以上のような状況は,こ の地域が,当初から官によって計画的に設定 された工房地区であっ

たことを示すにかさわ しい。 漆紙文書や 墨書土器の示すところもこれを 支持する。奈良時代

前半,十三坪にひろがる官衝風配置の建物群は,こ のような工房の管理的施設 と考えることが

できよう。

次に,奈良時代後半の宅地には,1/32町 と1/16町の 2種の宅地割がみ られる。 まず1/32町宅

地は,ご く最近まで文献史料においてのみ知 られていたものであって,今回の調査例は後の平

安京に一般化する「四行八門制」による宅地割が,すでに奈良時代後半に成立 していたことを

再確認するものである。また,本遺跡で特徴的な正方形の1/16町 宅地は,四行八門制による2

区画分,すなわち 2戸主の宅地である可能性も高い。 Jヽ規模宅地の地割方式及び居住のあ りか



たに関して興味ある事例をつけ加えたと1言えよう。

最後に付言しておきたいのは,調査区南端の奈長時代後半に属する1/32町宅地の井戸から,

鉄鋼,鉄杓子などの鋳造工具,銅製品の未製品や大型の砥石が,大量の療化物を伴今て出上し

ていることであつて,十三坪における鋳捲工房の存在を物語っている。鋳造作―業が宅地内で行

なわれ.た公算も高く, 先の奈良時代前半の官営工房とは様相を異にする。その性格について

は,小規模宅地における住民構成にもかかある重要な問題であり,慎重な―検討を要するが,こ

こでは私的な経営にかかる工房がその近辺に存在した可能性を指摘するにとどめ,今後の周辺

の調査の連屡に期tたい。
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別表 1 主要建物一覧表

SG露ヤ終靡争長 桁行柱間
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遺構番号
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別表 2 井戸一覧表

置構番β 地 区 井戸枠構造
規模
(cm) cm) 癬

くｃｍ＞
の標高
(m)

存続
期間 方位 備  考
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4

5
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QB67

QF67

Q156

QH59
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NO°

Nば

NOずW

NOずW

Nば

NO°

NO°

昨りかえ

底に木灰

(崩落)

りかえ

りかえ

二半抜き取 り

にき取 り

にき取 り

崩落)

修

　

　

　

修
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別表 3 砥石一覧表

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

12.1

10.6

lo.4

9.4

4.9

6.3

6。 9

6.9

6.3

7,9

8.4

6,9

13.3

6.3

7.3

16。 9

7.3

6.5

7.6

11.4

9,6

52.7

5.2

5.9

6.9

5.5

5.1

5.7

5。 1

(4.7)

5.8

7.5

8.5

10,5

5。 3

6。 3

6.2

6.4

3.1

4.2

2.7

21.0

4.5

4,3

5,1

4.4

2.2

3,3

2,7

3.6

4.6

3.2

4.8

8.1

2.7

3.3

1.3

1,1

1.5

2。 2

0,7

9.5

3.1

3.2

3。 2

3.5

4.5

4.7

5.0

4.5

5,6

7,3

3.3

9,4

4.8

6.0

5,7

4.3

2。 3

20,1

3.5

2.4

1.4

2,4

1.2

1.7

0,9

3.3

4.9

0.6

4.1

1.0

6.4

0.7

1.7

2.1

0.7

0。 9

1.2

5。 6

褐色

色

色

最大部

幅 (cm)1厚 (cm) 幅 (cm)
出土遺構等

厚 (cm)

掲色

黄褐色

黄色

黄褐色

黄褐色

黄褐色

流紋岩

流紋岩

流紋岩

黄裾色 岩

岩

流紋岩

流紋岩

押粒黒雲

花儲片

母片岩

母片岩

母片岩

灰色 片岩

黒灰色 色片岩

岩質

SE1550第 4層

SE1365

SK1468

SK1515

SB2010東北隅柱穴

SK1441

QE59区 灰褐上

SD1449最下層古

PC52区 灰褐土

PC55区 灰褐上

PG66区 灰褐土

QB60区 灰褐土

PE57区 灰黒土

SK2073

SK1373

SK2001

SD1860

SD1500下層

SD1496上層

SK2069

SK2001

SE1315

掲色

色
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別表 4 銭貨計測値一覧表

番号1銭  種 IW(g)IG(mm)IN(mm)lg(mm)n(mm)T(mm)t(mm)  出土遺構等

※銭貨の各部測点については下のとお りである。

外縁外径G=Ga+Gb,外 縁内径N=Na+Nb,

内郭外径 g=」聖
参

埜上,内郭内径 n三二里
参

型二
,

外縁厚T=▲土ニ
キ

全上⊇
与文字面厚 t i a tt b tt C ttd

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

23

29

30

和同開弥

萬年通賓

神功開賓

″

富  本

淳化元資

景徳元資

祥符元質

景祐元資

元豊通資

政和通費

3.00

2.15

2.51

2.56

2.07

3.14

2.87

3.02

3.14

2.67

3.13

2.66

4,41

4.53

1.40

1.74

2.88

3.42

3.27

4。 16

2.64

2.27

2.02

2.13

2.92

3.23

25。 15

24.45

24.90

24.25

24.00

24.60

24.90

24。 30

24.25

25。 00

24.85

25,05

26.50

24.80

24.65

25,05

25.60

25,05

24,75

24.20

24.00

25。 25

21,25

20.60

21.05

20,50

21.05

21.40

20。 90

20.35

21.10

21.05

21.20

22.05

20.60

20.95

20。 80

21.05

21.30

20.40

18.30

18,90

18.40

19,75

7.75

7.65

7.35

7.95

7.85

7.85

7.85

7.80

7,75

7.65

7,75

7.45

7.55

8.10

8,00

7.90

8.05

7,75

7.35

8.2o

6.95

6。 35

7.00

7.55

7.65

7,15

6.40

6.40

6.55

6.45

6。 65

6。 45

6。 55

6.35

6.50

7.55

6.55

6.25

6.15

6。 35

6.60

6.15

6。 75

6.20

6.05

6.15

6.30

5.90

5。 65

6.35

6.10

6。 65

6.15

5。 85

1.44

0.98

1.39

1.39

1.41

1.38

1.41

1.48

1.30

1.46

1.34

1.51

2.00

1.18

1.44

1.35

1.35

1.54

1,09

1.06

0。 94

1.15

1.16

0.53

0.51

0.34

0.38

0。 65

0.59

0.50

0。 71

0.68

0。 46

0.43

0.66

0。 86

0.41

0.74

0.59

0,73

0。 93

0,48

0.53

0.53

0.66

0.69

0。 60

SE1555

SE1550

SK1510

SE1315

SE1385

SE1305

SE1555

SE1560

SE1385

SE1315

SE1305

SE1555

PG51区 灰褐土

QL66区 灰褐土

OT45区 灰褐土

QP66区 灰褐土

ON43区 灰褐土

PE68区 灰褐土
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別表 5 軒瓦一覧表

最下層

井戸埋土・灰褐砂

灰褐土

灰褐土

暗灰砂質土

灰褐土

井戸枠内

灰褐土

灰褐上下面

下層

灰褐土

井戸枠内灰黒粘土

井戸枠上部

灰褐土

東北隅柱掘形

井戸掘形・井戸黒

井戸廃棄後の埋土中層

灰褐土

井戸枠抜き取 り穴

Q U68

P E65

P B51

P C51

0M52

0R50

Q H57

Q K65

0Ⅲ152

P G55

Q F67

Q156

P A54

Q Q51

P B64

QK65

0ヽ152

Qヽ156

P A54

P G55

P J48

P D53

Q F67

P D51

0P54

0M52

0E47

P H55

0T47

QK54

0T53

Q T48

南側溝 S D 1495

井戸 S E 1550

井戸 S E 2070

井戸 S E 1385

井戸 S E 2070

井戸 S E 1335

井戸 S E 1360

土坑 S K 1508

土坑  S K 1463

南北浩 S D 1547

井戸 S E 1385

土坑 S K2001

井戸  S E 2070

北側溝 S D 1499

井戸 S E 1555

土坑  S K 1965

井戸 S E 1335

掘立柱建物 S B 2075

井戸 S E 2070

井戸 S E 1867

井戸 S E 1700

上坑 S K 1373

土坑  S K 1782

軒瓦型式 。種 出 土 地 区 ・ 遺 構

601lC

6012

″ B

6134B

6225A

〃 C

6229

6273

6274A

6282 Fd

〃 G

6285B

6304A

″ G

6308

6313B

6316H

″  Ka

″ Kb

新型式

型式不男

6646 Ba

″ H

6663M

6666A

6689A

6721C

型式不明

近世軒平瓦

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

Ｉ

Ｉ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

I

I

Ⅲ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

※軒荒の時期は平城宮軒瓦編年にもとづくもので,第 I期は和銅元年～養老 5年 C708～721),第Ⅱ期

は養老 5年～天平17年 921～74の,第Ⅲ期は天平17年～天平勝宝年間 045～757),第Ⅳ期は天平宝

字元年～神護景雲年間 (757～770)である。
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10,  SX1589, from the nOrthcast

27.  [ヽetallurgical artifact l

23.  Iヽctallurgical artifact 2

29.  Attctallurgical artifact 3

30.  Cヽcta■urgical artifact 4

31,  Metallurgical artifact 5

32. Ardfacts ofェ metaと , glass, and stonc

33.  lヽetalhc artifact

34. Artifact related to lacqucr work l

35。  Artifact rclated to lacqucr work 2

36. Coin l

37。  COin 2

38。  Ccranlic l

39.  Cer� c 2

40.  Ceranllc 3

41. Ceramic 4

42.  Ccramlc 5

43.  Ccramic 6

44.  Ceramlc 7

45。  Wooden otteCt l

46. Wooden ottCCt 2

47. Wooden otteCt 3

48。 Wooden OttCCt 4

49.�Vooden Ottcct 5

50。  Wooden Ottcct 6

51.  �Vooden tablcts, lacquer soaked paper with inscttptions

52.  Lacquer soaked paper with inscnptions

53. Bttck l

54. B�ck 2

55。  Faunal and Plant remains

56。  Arifacts frOm Fcature containing ituany butted Pottery SX1535

57.  Artifacts frOm Feature containing tttuamy buried Pottery SX1400
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ENGLISH SUNIIIMARY

This report summarizes thc achievcmcnts of excavations cartted out by thc

Yamato‐ K5riyama lヽunicipal Board of Education in 1984 and by thc Nara

National Cultural Propcrties Rcscarch lnstitutc from 1985 to 1986.  Thc exca‐

vations took placc in K� δttch5,Yamato‐ Kδttyama City,Nara PreFccturc prior

tO the remOdchng of a garbagc proccssing plant in thc northern part of thc city.

Thc excavated arcas,which extend for approximately 7,400 squarc meters,are

histOrica■y designated as thc Thirtcenth and Fourteenth Tsubo tt EBIOCks]of

the First B5坊 E4/ard]on thC Hachも δ 〔乃i八条大路 [Eighth Mttor― Strcet]in

the Uky5右京 EVVestCrn sectorD Of the Hcも 5平城 Capital[in uSC 710-734,A.D.]

(sec Fig.1)・ In the �cinity of the site are thc Nishi lchi西 市 [恥
rcst �larkct3

and thc R巧 5A/1on羅城 F][SOuth CCntral Catc](Sec Fig。 2).TheSe cxcavadons

cOnflrmcd long‐ held expcctations of the existcnce of state― sponsored workshops

fOr ttnetanurgy and the production of lacquer warc duing thc Nara Period[710-

7943・

MttOr Excavated Features

Excavations havc uncovcred evidcnce of numcrous structures, fcnces, alleys,

ditches, wclls, and pits.  Iヽost of thesc are dated to thc Nara Pciod, which is

d�ided into four phases in this volume:Phasc I(Carly half of thc Early Nara

Pcttod),PhaSC II(later half of thc Ea』 y Nara Pciod),Phasc III(carly har

Of the Late]Narn Pettod),and Phasc IV (later half of the Late Nara Pcttod。 )

i) Featurcs of thc Phascs l and II(Early Nara Period)

[ヽetttl work and lacqucr warc workshops appear to bc Conllncd largely to

the Fourtecnth Block, while 、げhat appears to be thc remains of governmcntal

omce complCx ttαqα 官衝)。CCupiCS thc Thirtccnth BIock.

The northern half of the Fourtccnth Block is divided into t、 vo clustcrs Of

rcaturcs by a fencc,  Each clustcr,one in thc north and the othcr in thc south,con‐

sists of a wcH,structurcs and a smclting furnacc.  Thc smelting furnaccs arc not

intact,InoSt Of thc Fcaturcs have bcen destroycd by pits l11lcd wvith mctal slag,and

discarded mctallurgical tools such as cruciblcs and tuycres,  WVc did, however,

discovcr fragments of thc furnacc wvall and thc wall of a pit baked by exccs―

sive heat. Thc grcat quantity of charred mttte� al associated、 vith thesc fcatures

is indicative of xnctal prOduction.

In the southcrn hal身 we diSCOVcred a thrcc―rOom building、vith tt veranda

(力
たりだ肪 庇), WhiCh WC Suspcct was a central part of this workshop complex.

Surrounding this building were numcrous structurcs.  Somc of thesc structures

may have FunctiOned as storchouscs, since thcy are supported by many morc

pillars than would typically be FOund in residcntial stmctures, and this would

sce■l to be sonslstcnt with a rclnforced superstructure.

Unhkc the casc ofthe mctal、 げorkshop,nonc of the Fcatures in the Fourtecnth

B10ck can bc dirccdy linked to lacquer ware production.  Wc, nonetheless,sus‐

pcct that such featurcs exist tO the cast of thc present lixnits of the excavation,
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bccausc artifacts rclatcd tO lacquer、 vare nre conccntrated along thc castcrn cdge

of thc excavation.

In thc Thirtccnth B10ck, 、vc havc discovercd a clustcr of architcctural re‐

mains which prcsulnably pertをun to a govcrnmental omcc complcxo  Thc center

of this building complcx consists of twO nュ 巧or structures,thc〕しlain Ha1l and Front

Hall,ヽ A〆clls,storchouscs,and opcn areas。   ¬
'ヽ

rc assume that this complex Occupicd

one or onc― half θttε 旺「
1.  It iS noteworthy that the,vholc building cOmplex faces

nOrth towards the �vorkshops of thc Fourtcenth Block, rathcr than south Ⅵ/hich

■vould be thc standぁ rd orientation.  This lcads us to suspect that the complex was

closcly linked to thc workshops, rcinforcing thc imprcssiOn of statc sponsorship.

Other important discovcries include Fcaturcs containing tttually buricd pot―

tcry,  Some pottery contained ritua1 0ttcCtS uscd for grOund― breaking ceremonics

in connectiOn �vith cOnstruction of somc structurcs,

ii) Features of the Phascs III and IV (Latc Nara Pcttod)

In thc Late Nara Pcriod,thc whole character of thc Thirtccnth and Four―

tcenth Blocks changcs, and thcsc B10cks bccomc purely residcntial.

The Thirtecnth Block is divided into the castcrn and wcstcrn sectors by a

fcnccd ancy.  The northcrn half of thc 、vcstern Sector consists Of t■vO rcsidcnccs

■vithin an area thAt corrcsponds to one sixtccnth of a block.  Thcsc rcsidcnccs

arc nCarly square in plan,、 vhich is very unusual.  The southern half Of the wcst―

crn scctOr consists of four rcsidenccs in the arca of onc thirty‐ sccond of a

b10ck,  Each residence is composed of t、 vo to thrcc buildings and a wcll.

In the Fourtcenth BIock, thc wan which formerly markcd thc southcrn

boundary of the Block 、vas torn down and rcplaced by a rcncc during thc

Latc Nara Periodo  Sialnilarly, thc■ vall dividing this BIock into the eastern and

wcstcrn sectors becamc an allcy.  Thc castcrn scctor was dividcd into four par‐

ccls of which only onc thirリ ーseCOnd of a block was alloted for rcsidences and two

parcClS Of One sixtccnth block rcsidential aHOtalncnts.  The alley only extends to

the end of northcrnmost rcsidcntial allotimcnts, rather than to the northern end

Of this Block, suggcsting that thc solc purposc of this allcy was to to provide

egrcss for thc inhabitants.  As was the casc of thc rrhirtccnth BIock,thesc onc six―

tccnth block residences arc square in plan.  �Vhilc such rcsidcnces generaHy

cOnsist of onc Iヽain Han, a wc■ , and a storc housc, onc Of the residcnccs in

this Block has th70 lヽain Hall‐ structurcs.

In addition to thc remains of rcsidcnccs,wc have discovered scveral features

containing ritually buried pottcry in thc Thirtccnth and thc southcrn half of the

Fourtcenth Blocko  Somc pottcry contains fernale aFtcrbirth,prcsumably wishing

ne、 v‐born babics a good hcalth.  Thesc fcatures are datcd to thc Latc Nara

Period 、vhen thesc Blocks wvere turncd into rcsidcntial districts.

Artifacts Discovered at the Site

The metallurgical tools,vhich have becn discovcred in the Fourtecnth Block

are particularly notcworthy for scveral rcasons.  Thc crucibles arc Of intercst

becausc most of them have bcen rcfashioncd frOm rcgular Htti W2rcs.In addi―

l A unit of area; in the Hcii5 Capital, onc σ力σ cquals onc Tsubo or Block and is roughly

16,900 squarc meters in arca;hcrcafter rcfcrrcd to as a ``block".
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tiOn,thc crucibles IIorn the rrhirtccnth Block are small.  This fact,takcn togcthcr

、vith thc discovery of unflnishcd metal belt Flttings, suggests that this ～
vorkshop

speciahzcd in the production of sma■ itc■ls, A rarc from of L― shaped tuycres

(Figs,90 and 91)is alSO WOrthy of notc.

FurthcrmOrc, a、vcll at the southcrn end of thc Thirteenth Block datcd to

thc Latc Nara Pcriodガ Clded numcrous metallurgical tools,such as iron tongs,

iron dippers,as、 vcll as largc whetstoncs,unllnished copper prOducts and a grcat

quantity oF charred matcri豊 1.  AlthOugh■vc could not dctcct clear features Of a

metal、γorkshop,■vc susPcct that such features cxist to thc south of our excavatcd

areas.

Thc artifacts associated 、vith the lacquer warc industry include discardcd

lacquer containcrs and shects of papcr soakcd in lacquer.  The lacqucr containers

are Suc ware, which have becn brokcn up to extract thc half― soLdined lacqucr

inside,indicating intensivc usc of lacqucr.  Sincc somc of thc lacqucr containcrs

were rnadc outsidc of thc Kinki rcgion,wc suspect that lacqucr was cntcing thc

Capital frOni several dilferent sourccs,  In addition,、 vc havc discovercd a bunch

of grass flbers used for the stoppcr of a containcr and Papcr uSed for the lid

of a container.  All of thesc strongly indicatc thc prcscncc of a lacqucr craft

、vorkshop.  Somc of thc papcr which has becn soakcd and prcscwcd in lacqucr

consists Of rccycled sutras, census registrations, and record of taxpaycrs' rcgistra‐

tiOns,clearly dcmonstrating act� c govcrnmcntal involvcmcnt in thc industγ .

C)thcr artifacts■vhich suggcst the nature of this site includc: woodCn tablets

with inscriptiOns,onc of which has thc charactcr Hata(秦 Efamilj・ name]),a

crown madc of lacqucrcd cloth(説
'∬

乃α ttα2漆沙冠),pん。η 富本 COins,bronze

mirrOr dccoratcd with mattnc mammals and grape �nc(んατ
'う

π″りσ海獣萄萄鏡),

roof tiles glazcd in threc co10rs,ccra4iC ink stones vヽith shecpshcad decoraion,

ccramics importcd from Silla, Korca(668-985), pottCry With inscriptions in

ink.

Nature of the Site

As was incntioncd previously, thc site covers thc Thirtccnth and Fourtccnth

B10cks of the First �Vard on the Eighth Strcet, WVcstcrn Scctor of thc Hcii5

Capitalo  lt is cvident that metal and lacqucr 、varc workshOps oCCupied the

Thirteenth Block, and a clustcr of buildings prcsumcd to be a govcrnmcntal

Ottce complex wcrc located in thc Fourtcenth Block in the Early Nara Pcriod.

In the latc Nara Pcriod, thcsc t、 vo Blocks wcrc turncd into rcsidential districts,

As we havc noted, there is gOod reason to bChcvc that thc 、vorkshops

werc undcr direct govcrnmcntal control.  Fnstottcal rccords suggcst thnt thc

wOrkshops bclongcd to the organizations such as I■ lono no Tsukasa[典 鋳司

Bcureau of Mctal Production]and Nuttbe no Tsukasa[漆 部司 BCreau of Lacqucr

WVork]under thC ①kura Shδ [ヽこinistry of Finnncc].  If thiS is indccd the casc,

the clustcr of buildings in the Fourtccnth Block arc likely to bc an adnlinistrative

facility fOr thesc workshops.

For thc rcsidcntial districts in the Late Nara Pcttod,wc have distinguished

twO classes of allotェ nentsi one sixtccnth of a block and onc thirty‐ sccond.  These

Fourtccnth and Thirtcenth Blocks arc uniquc in that thc one sixtecnth parcCl,

are squarc in plan, rathcr than thc usual hOrizontal rcctangle.  Anothcr signin―

cant discovery is thc cxistencc of onc thirty―sccond biock parccls, wvhich arc
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described in histOrical sourccs,but which had not bccn conllrmcd until thc reccnt

discovery at thc Tenth BIock, Third �Vard on Ninth Strect, the Eastern Sector

Of the Capital.  These two discovcttcs push back thc beginning dates of thc

説な

"力
α洸物ο2[四行八門]Systeml(sCe Fig。 95)to thC Latc Nara PciOd.If

indeed this is thc case, thc squarc parccl in thc arca Of onc sixtccnth Of a

block may rcpresent tvvo units of rcsidcntial a■ otl■cnts under this syste■ l rathcr

than thc usual anotlment systenl in clfect duttng thc Nara Peiod.

In gcncral,pcOple Of the lo、 vcr classcs wCre givcn smaller parccls of land to

thc out Of the Fifthヽこ可or Street,farther frOm the Hettδ  Palacc.This stand―

ard practice may not hold truc for the casc of rcsidcnccs in the Thirtcenth

and FOurteenth BIocks,  Onc factor is its closc prOxiェnity tO the Wcst rヽarkct,

which was one of two national redistttbution and tradc ccntcrs. Another factor

is the discOvery of mctallurgical artifacts datcd to the Latc Nara Pcttod. Thcrc‐

Fore,futurc rescarch should help to resolvc such qucstiOns On thc naturc of thcsc

resldences.

In conclusiOn,the mttor gain Of this series Of prttcctS iS hat wc havc ror thc

Flrst tilne grasped the nature of govcrnment controlled wOrkshoPs in thc Capital.

WVhilc thc nature of the Late Nara Pettod Features still rcmain suttcct tO further

discussion, this report, noncthclcss, providcs invaluablc data For understanding

residences duttng the Late Nara PettOd.

l Literally, `ffour coluHIns and eight gatcs systcm"; the lzlnd aHotmcnt system common in the

Hcian Capital; a square piccc of land is dividcd into aour coluHlns, and each colunn is

further divided into dght rows,thcreby creating thirty‐ two parccls oF land.
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図 面・写 真

遺構には一連番号をつけ,そ の前に

SA:舅敬い塀,SB:建物,SE:井戸 ,

SE溝,SK:土坑,SF:道路,SX:
その他などの分類記号を付記する。

遺構の実測は国上方眼第Ⅵ座標を基

準とし,高 さの基準は標高である。

遺構の寸法数字はm単位である。

PLAN lの実測図の縮尺は 1/400で

その他は 1/200で ある。

遺物写真のPL.番号は,対向ページ

の実測図にもおよぶことにする。

ただし,写真をかかげず実測図のみ

をしめすものぅまた写真に対応する

実測図力比 他のページに入っている

こともある。
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